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阪神・淡路大震災

神戸の教育の再生と創造への歩み



兵廊県南部地震により発生した火災が燃え広がる神戸市街地(I月17E

一瞬のうちに姿を変えた、私たちのまち神戸。

大きな地割れにより破壊されたポートアイランドの岸虹(I月17日中央区）



5時46分を指して止ま った時計とと bに倒れた東遊園地の
彫像(I月19日中央区）

地震発生直後から学校園には多くの市民が避雌(I月17日住吉中・東、消区）

一面懇土と化した街にたたずむ少年(I月19日笈田区）



特別教室や図冒室などを利用して授染を再開(2月13日1置匠中・H区）

震災から約1か月、市内全校園で教育活動を再開。

学校が再開、うれしそうに運動場で遊ふ児童(2 月 6 日雰在丘小 •長田区
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ハン、牛乳、ゼリーなどのメニューによる簡品給食を再閉

(2月27日湊小・中央区）

地冥で亡くなった友だちのために、みんなて9さとう (2月17日；穀ヽ Jヽ・;＂区 ）

，
 

市内の商店街に，穀励の憤断窯が1811られた(2月元町商店街・中央区）
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避難住民b参加した楽しいはんこう炊さん(3月8日吾凄ヽJヽ・中央区）

本山南小は向洋小を偕リて教育活動を再開、 2校の

対面式(2月20日向洋小・東；11区）



インターネ ットを通し世界から9曾られたぬいぐるみに大喜び(3月13日 深；工幼・東潤l

全国、世界から温かいまこころをありかとう。
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三頂県からやってさた「ハルケ・エスハーニャ」と楽しいひととさ (2月23日魚埼小・東灘区）

贔 1_- ＇ ド •一ぉ＇こい蕊まれ
こうべっ子フェスタ

新潟県から9賛られたこいのぼりが泳（下で
「かけっこフェスティバルjを其施

(5月2日湊ヽlヽ・中央区）

世界的ヒアニスト、プーニンの演奏会(3月21日稗田小・湘区） スウェーテンのrサンク村Jからひと足早い

クリスマス ・フレゼント (12月21日東山小・兵届区）

、-・
全国から多くのポランティアが支援の手をさし うモス選手をはじめたくさんのスホーツ遁手か子ともたらを励ました

のぺてくれた(6 月 9 日鷹取中 •項閉区） 「神戸夢愛スタジアム」（平成8年 1月7日忍島小・中央区）



運動場にテントをうしつて尖庖した卒業式(3月24日 水木小・兵圧区）

悲しい別れと新しい出発に彩られた春。

近くの小学校の出堂をf昔りて行った卒業式
(3月14日太田中・須尼区＝干ゑ小で実施）

勃労と勉学を両立させて迎えた卒文式

(2月28日楠，式・兵凡区＝后耶兵圧点て実施）

仮設フレハプ教室が並んだ運動場で実施した入学式

(4月11日 本山南小・東灘区）

bう一度学舎へ、すかすかしい入学式
(4月10日兵床中北分校・兵庫区）



待らによった合格発表に友だらと喜ひあう生徒(3月20日須広涵校・矩臣区）
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おそるいのジャージ姿の新入生を迎えた入学式

(4月II日駒ケ林中・長田区）

校舎の解体が始まった学校園でも桜が涵開(4月烏帽子中・詐区）



近くの温水フールを借りて水泳の授業を行う(6月5日東頃閑I)ヽ・須閑区）

体育館の中を区切って、二つの教室に(6月13日樟田小・灘区） 運動場に廷てられた仮設教室まで給食を遥．i:

(6月12日返池小・長田区）



不自由な学校生活の中にも、明るい笑顔力‘‘輝く。

述珈tいll用てさない兵n9大閑小と追場小の野I本の交流試合
(5月29日道滉小・北区）

I学期の9冬ヤ式、？JJめて t.,らうli!i知表に笑閲
(7月20日大橋中・此田区）
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子ともたちの未来のために、新しい教育の創造を。

本庄幼椎園 ・深iエ幼稚図の合同運動会で(10月7日深江幼・東況区）

震災 l年を迎えた追悼のセレモニーて200羽のハトを空に放つ

（平成8年 1月17日西代中・長田区）

自分の手でタネをまいたあさがおに水やリ

(6 月 12日運池,Jヽ •長田区）



避難住民の洗濯を手伝う生徒( 5 月 12日長田工業高•長田区）
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演劇や展示などを行ったr文化祭」で(10月18日 丸山中・女田区）

＼ ，．書

..心"^“”“--「自分の命は自分で守る」をアーマにした防災学習

(7月10日兵庫大開小・兵庫区）
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震災の体験を生かす教材 ・資料

地震の体験を残そうと生徒たちが「震災モニュメント」を作った

(5月19日苅藻中・長田区）
避難所と共存しながら b子どもたちは元気いっはい
(6月12日大黒小・須届区）



神戸市長

伯．：111 ・｝．． ：俊

発r11にあたって

杓成 7イ1―. 1) l 171 l午liり5|lふ46分、 神）i11-iはh11i l i直 I<／［!！地哀に兄舞わiL、木行

イiの被＇，fを被ることになリました。 マグニチュード7.2、姻Ill) 史 1 •初めての却災

7の激森は、交通網とライフラ インを途絶 させ、I|iLしバぶりを ・瞬のうちに破壊

しました。；、川 の1L1並みとおだやかな瀬'i内海に抱かれ、1-1聘Ir祭h1h|iとして発展

してきた美しい神｝iのまちは、 想像を絶する被甚を受けました。

神戸 Iiでも多数の炉ヽ命が犠牲になリ 、市民の伯内の場であるii:．宅にもJり人・

な被占が出ましたことに深い悲 しみを少とえずにはいられません。媒災 1年を迎

えたし まヽ、改めて犠牲になられた）i々 のこ●95濯 をお祈りしますとともに、 神戸

復肘↓への1J.tいを新たにしてお i)ます。

IIj内にはまだあちこちに謀災の爪痕が残っていますが、diL('I：活もようやく

1・1}姓へと歩み始めました。l|iでは、 -|-Iも吊いIIj脳 1・・話の如とと罰Ii機能のlnl

復をめざして令力をやげてllくり糾んでいます。lli：年6）Jには「神I-il |i復臥は1•Itlil 」

を策巫し、 rli民が安心 して経らせることを柱 とした、21Ill：紀の国際都1|iにふさ

わしいi,ri)Jと魅））を備えた都1|iづくりをめざした復挟を辿めております。

このたびの姦災で、 ‘‘j:：校施設も 大きな被•,I;- を受けました。 神！ i(1)復典には、

さまざまな分野にわたって長いII、ヤI::lと多くの ：が難が ］’・想されます。 しかし、炭

災で体験した教訓を、私たちは今後のまちづく リに牛かしていかなければなり

ません。私たちの愛する神戸が、Ill：界に誇れるぷ晴らしいまちとなるように、

希望を胸に、新しいII炉代に1i1]けて 歩 ずつ歩んでまいりたいと息います。

この記録集は、神戸の教育の1W|：と創造への取リ糾みを兄IIJIに記録したもの

であリます。 [•どもたち、 ‘,t校li| 、 教育 委且会のさまざまな体験と ll又リ弟I Lみを、

教育に携わる・人でも多くの）j々 にお伝えし、今後の学校教台をぢえる 』）］と

して活）llいただけたら 炉 とヽ ぢえています。

蔽後に、このたひの姦災でいただきました国や各191治体、卜tif本をはじめ、II 

本各地、 Ill：界各地の多くの）i々 からの献身(Iく）な救援活動、 i/1,tかいご支援の数々

に）y.くお礼を11Iし卜げます。



神戸市教育長

小野雄／J~

はじめに

•F成 7 年 ］月 17 11 木 1り1 の「兵！Ili !\！南部地設」発生は、神戸を、そして··;:：校教有

の視場を •II舜にして変貌させることになリました。

町「1を担う 179人の Jこどもたち、 lJ人の教職員もその犠判となリ、）成に無念で

あリます。教育の場である多く の学校 ii;il、社仝教有施，没も多大な被，りを被リま

した。ここに、改めて儀・;’I：になられた）i々 のご冥幅をおfli-1)しますとともに、

学校教育復飩への此務をffi感いたしております。

謀災直後から、市内の学校l剥の多くが避難li/rとなリ、学：校園に避難された1|i

民の数は、品人-II寺13fj人を超えるものとな＇）ました 。避難所となった学：校園で

は、教職員が救ll)J活動や避難1祈述，；沢に従＇ドするなど爪要な役割を担 lヽ ました。

方で、被，りの大きさが浮校1点1の避難所としての役割を長期化させ、教介活動

の再1}りやIf.'iii；化に遅れをきたすことともなりました。この間、私たちを1/j/Jまし

文えてくれたのは、 (•どもたちの笑頻とリ）気でありました。

媒災の被どは、市内345校園のうち 8祁llが拍壊 し、姓て枠えを災する学校1i|（よ

21校園にものぽっています。現{1：ー、補修を裳する被災校は平成 7年度内にh|i修

l：・ドを終え、建て枠えを要する被災校は1勺成 9年度までの 3か年で復II―II：上l只を

，；¢ （する I匁とで取 リ糾んでいます。 また、災山の体験を 11~かして学校教育を確

IJ：することは、今後の最収点施策であリ、 中長期的に取り紐んでいく諜幽であ

ります。ヤい、 fどもたちには、森災を牙とり越えたたくましさと温かい息、いや

リの心が育まれています。

姦災直後よリ、令Iii|、|lt界 から義援金、学：）Il[i',、激励のF紙や多くのポラン

ティアによるご支援をいただきました。改めてここに、 I’iくお礼を1|lし1．．げま

す。h|I/；の教育現場が休験した被，I：の尖態と、それを釆り越える取＇）紐みをお

伝えすることは、令国からいただいた温かいご支援の数々に対する神戸の務め

でもあリます。

この記録集が、設災II芋こおける学校教育の諜題をぷし、新たな学校教育のあ

I));"、学校は1における防災機能や防災教育の取リ糾み諜岨勺ヤヘの．Jl）)となリま

すことを祈念いたします。
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第1章

神戸を襲った阪神・淡路大震災
そのとき学校は、子ともたちは…

平成7年 1月17日未明、観測史上最大の大地震が神戸を襲った。倒れた家々が道をふさ

ぎ、次々と火災が発生する中、多くの市民が着のみ着のままで、近くの学校園へと避難

した。 そのとき子どもたちは、教職員は•• • 。 各学校園は混乱の渦中にありながら、それ

ぞれの判断で不測の事態への対応を始めた。
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1.神戸を襲った未曾有の大地震
平成7年 1月17日午前 5時46分｀強烈な都市直下型地震が兵庫県南部地域を襲った 大阪府、京都府を含む被災地全

域では、木造家屡の倒壊や大規模な火災により6,308人 （平成 7年12月27日現在、消防庁調べ）もの犠牲者が出た ま

た、ピーク時で30万人を超える被災者か学校園なとに避難し不自由な生活を強いられた。美しい港町の風景は一変 都

市基盤は崩壊、交通網・ライフラインは寸断され、市民生活は混乱をきわめた。

(1)兵庫県南部地震の発生

「兵hii限lfi部地設」は、まだIIJjけやらぬ午前 511̀『46分

に発牛した J このとき気i品は摂氏3.4J,U' 真冬の寒しい何l

だった，最人設 ）J:t7 と t ヽう観測史 1 ••最大の地復により 、

肌内での死者は6.279人、家尻の令 ‘1,・.」戎は192,706棟

(406,337 llt,:l::) にのぼった また、複数([tl所で発生した

大規校火災により7.456柚の家困が令半焼 I―岱l束人・虚災

を初彿とさせる木村｛1．の破古となった（平成 7年12月27

H現在、 t ヽずれも兵J,j{~上剥べ）

地震の概要

•発牛 ll時

．痕源地

. i:'を源の深さ

・規校

・設度

• 最大）111辿度

•特徴

・余裳111!数

‘I;•成 7 年 J /11717 （火）午前511年46分

兵卯．県淡路島北部

（北緯34.6度、東経135度）

約14km

マグニチュード7.2

最人·虚度 7 （観測史 1 ••最大）

南北動 818ガル

束西動 617ガル

| •• 卜動 332ガル

縦揺れと横揺れが同時に発生

人·h1; i|i直下/~,·！地虞

延べ2,338l!..!I(1 J-l 17 17 -11 J I 30 II) 

うちイ—i惑地震は305111]

(2)地震による被害

①神戸市の被害

市内の死亡者は、 夷度 7の激震地域である東灘区、瀾

凶兵庫区、長「II区を中心に4,484人（平成 7年12月27

「l現在、災古関連死を含む）にものぼった。行方不明者

は 1人。死亡原囚の約9割は、家）土の例壊などによる）1：：

迫、窄．息、クじであ った。年代別では60歳以卜の轟齢者が半

数以 1-_を占めて＼ヽる。負似者は14,679人にのぽった。

また、家居の例壊、焼火などにより 、多くのrl―j民が地

哀直後から付近の学校間などに避雉。ピーク時には、市

内599か所に22)］人（就が1者）を超え る市民が避難して

しヽる。以後、 学校、 （本有館、 公園などで、長期間にわた

る避りii訊i・'+話を余儀なくされた

心 ’ILI Iな迎難/i/iを解哨するため、平成 7年 8J I ~准で

にfI又設住宅33,621)iが建設された また、公やtii了むの建

設や副濱制度などによる民1ー／ilfi了包の供給支援なども梢仰

的に進められてtヽる

なお、家困の例壊などにより、 市外への,1恥’111者が増JJ1I

＇骸災 後の神戸市の人IIは凜災前の152)5365人（平成 7年

1 fl l 1 1 現 (i•: ） から、 142/J"3,830人 （平成 7 年IOJI I 11 

同勢閲杏）に減少した

②建物の倒壊と火災

市内の倒壊家1令は、 1ii部の既成市街地域を巾心に、全

壊67.421棟、平壊55,145棟に及んだ特に束灘lX..、湘躯．、

須l牡区、長田区の木辿家用の多くが倒壊した

さらに、地哀,,'［後に兵hii.1メ、長1「llX：など市内各地で1-1il

時発生した大規校な火災により7,048棟の家屈が全‘|’ぃ焼

した（火災発生件数175件、焼失1(Ii梢819,223m")

また、り超度 7とtヽ う想像を絶する大揺れが縦横に1li1時

に起こったため、 ---:•宮を 中心とする部心部を中心に多く

の商業・業務ピ）レも倒壊。行II,li機能はマヒ した

被害を受けた建物は順次、解体撒去 ・再建されてtヽる。

しかし、（到壊家）号などの解体にと もなう廃菜物が悠刑し、

1,100ガm3と膨大な壻に及んで＼ヽる（平成7年10Jl31H視(E)

.'l,ti解体棟数 68,503棟

・受(、1・（牛数 65,1251'1' 

・解体櫛去数 55,000件

③公共施設の被害

公共の建築物も多くが被卦を受けた。l|i役所（ 2り館）、

市立西市民病院、哨防署などが崩壊、破損した。

教育・文化施設では、 85％を超える学校園が何らかの

被害を受けた。また、梱物館、小磯記念美術館、各lX．．の

図書館、体育館、区民センタ ー、公民館、水族園、 ポー

トアイランドスボーッセンターなど、多くの社会教脊．

体脊施設なども被害を受けた。

・交通網の寸断と再開

交通網も人きな被害を受け、復Illには長い時間を嬰し

たため、 IIi民の足は況乱した

翡速逍路などの幹線迫路も人すl製を受けた 』高架の阪



神泊j速逍路ぱ、束灘lス．．深江本町付近で600mにわたって

横倒しにな ったのをはじめ、各所で損似を受けた。市内

の道路は人・渋滞し、緊急車両の通行や救援物資の搬送に

大きな支飩となった。

地裳発生と同時に阪神間の全鉄道が途絶し、代替輸送

パスに長しヽ行列ができた。そのため多くの市民は徒歩、

自転車、パイクで移動せざるをえなかった。

鉄道は、懸命な復l「l」且l:iにより、段階的に部分開通。

4月lI」、ようやく JR幽LI本神戸線が全線開通したの

を皮切りに、 6J l |、．/[1)には新交通システムなどの一部を

除いて、阪忽、 山陽、神戸、阪神の各鉄逍が順次、 11甘通

した。開通時期ぱ次のとおりである。

2月16LI rli党地1浄失一部（新長III、上沢、 プ宮駅通過）
3 J-131|」 rI諄3地ド鉄全線

4 JI l U JR西日本神戸線

4 H 8 ll 山陽新幹線

6月12日 阪急屯鉄

6月1811 1111湯屯鉄

6月2211 神） i‘,9切鉄

6月2611 阪神屯鉄

7月31Fl ポー トライナー

8月13|-l 神）沿j速鉄道（人:11月駅通過）

8月23fI 六甲ライナー

平成8年 lJI 1711 神戸凶速鉄珀（大1｝ヤj!.訳再Im)

・人工島の液状化現象

六甲アイランド、ポートアイランドなどの人」；島や判

め立て地では、液状化現線が起こった。 これは地 l‘•水で

飽和してしヽる緩＼ヽ砂の地盤が地虚で揺すられたため、地

中の水圧が上がって砂が水の中に秤しヽた状態となり、地

上に哨｛l',する現欣である。これで島の大部分が沈下し、

港湾施設、ライフラインが大きな担似を受けた。

また、陸地と人 l •• 9％を結ぶ神戸大稿、新交通システム

も損傷。長く交通が遮断されるなどの被害を受けた。

・港湾施設等の被害

世界打数の国際貿易港である神J呵巷の被占も大きかっ

た。約116kmに及ぶ水際線の人部分が損傷、 186の公共J芹収

のうち177が被布を受けた。特に、外貿貨物の約 7割を収

り扱って＼ヽ た21のコンテナクーミナルの全てが被災した。

第1章神戸を襲った阪神・淡路大震災

地震直後から市内各地で火災が発生し、幹線道路は大渋滞となった
(1月17日 長田区付近）

また、港の固辺道路の損傷、クレーンや倉hii．の倒壊な

どにより港の機能は一時停止した。その後、順次復111し

9月の輸出人総額は、震災前の約8割にまで回復した。

・産業の被害

神戸製鋼、川崎製鉄、 一菱重「などの製鉄・造船など

大了企業6社の本社ビルの部がi依l壊、中小製造業の梨

合1寸1地や l．．場が損似を受けた。特に、ケミカルシューズ、

消酒、紳士服などの地場沌菜の被占は大きかった。ケミ

カルシューズ業では約 8割が社犀や I-．．場など令平壊また

は全‘r焼 した。消洒製造業では31社'1117社が令半壊した、
また、 1粍店街の約3割、 市場の約半数が大きな被占を

受けたc しかし、仮設共lIil店舗などにより徐々に党業を

再間、街1|Iは次第に活気を取り戻して lヽる

・文化財・観光施設の被害

年間300h人の観光客で賑わう北野地区では、風兄危

の館やラインの館など、多くの児人館が損偽を受けた。

酒蔵地区の資料館3館、 神社、 仏間も例壊や破損した。

rli内の貨屯な文化財や多くの観光資源が被占を受けた。
i-.：要ホテルなどの被礼fも少なくなかったが、順次再開l,

また、観光施設も以には約8jlfljが再開した。

④ ライフラインの被害と復旧

地震により、 水追、ガス、屯気など牛活に不nJ欠なラ

イフラインの大半が、全市域にわたって破占を受け、 1-H

民生活は長く制約を受けることになった

なかでも彩評が大きかったのが断水で、長期間にわた

って給水車に恥＼行列ができた 炊~1,: 、 トイレ、風呂、

暖｝ガなどの而で日々の牛活はイ..;I'I 1J Iをきわめた。

ライフラインの被害と復旧状況

LZ ．雙患咄色
市街地を中心に1亭電 1月23日 I 

電話 市街地を中心に24％が不通 1月31日

廃棄物 全クリーンセンター運転停止 2月20日

水遺 市街地を中心に断水 4月17日

ガス 約78％が供給停止 4月11日

下水道 下水管 ~ 処理栢穀等の破j員
5月 1日（東灘処理場が槻能1亭止）

21 
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神戸市の兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災） による被害

＇ヽ•,

賣欄瞑 瀾 申 攣 ＊ ●霞区 蠣U•鼠 •*匡 •i区 會It
9, 9 

死亡者
1.455人 923人 239人 540人 11人 907人 383人 16人 10人 4,484人(12/27現在）

負傷者
3,383人 1,112人 3,782人 1,755人 817人 533人 637人 1,020人 1,640人 14,679人(12/27現在）

全填 13,687棟 12,757棟 6,344棟 9,533棟 271棟 15.521棟 7,696棟 1,176棟 436憬 67,421棟
半填 5,538棟 5,675棟 6,641棟 8,109棟 3,140棟 8,282棟 5.608棟 8,890棟 3,262棟 55,145棟
(11/20現在）

全焼 334棟 466棟 67棟 940棟 1棟 4,759棟 407棟 1棟 6,975棟
半焼 15棟 2棟 17棟 15棟 13棟 9棟 2棟 73棟
(11/21現在）

燒失面積
38,140rri 65,294rri 13.694m 128.228ボ 55ボ 523.546m 50,025m 164rri 77パ 819.223ボ(11/21現在）

※死亡者数は、 震災関連として認定した数を含む （神戸市災害対策：本部まとめ）

しー＼
〈¥、、
＼ 

- ＼_、一
436棟 C丹B,

、へ、_/--、/ I 

／デ‘‘ 呵不さら ， l 
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――=＝ニ---一94.209棟
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3.408棟
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チュード7.2

rli街地火災 ` j 



10.473棟

第1章神戸を襲った阪神 ・淡路大震災

ヽ
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/'---（ 
272棟 C茫ら ＇―-神戸市
で

6 41 [ 

13.223棟

14.021棟

虚 7の地域 ~エリアの表示
- ii及状化した区域

x 加 ・1'，'：遥・近路・鉄近の破即扉
・ 火災の発生した場所

さ已ゞ虹の全壊と全焼の合，iI•叩数
OO区
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2.学校教育における地震直後の被害と影響
史上最大の大都市直下型地震は｀神戸の学校教育にも多大な影響をもたらした。児童生徒、教職員の尊い命が奪われ、

学校園や社会教育施設なとの施設・設偏もその多くが損壊した。学校教育の場と児童生徒の生活環境は激変した。

(1)子どもたちと教職員の被害状況

震災直後の混乱した中で、多くの学校園で直面した共

通の課題は、子どもたちの安否の確認である。その確認

作業はきわめて困難であり、ようやく全員の確認ができ

たのは、襄災後約1か月余りを過ぎた 2月23日であった。

①子 どもたちの人的被害

震度7の激震が襲った市域では、家屋の倒壊などによ

り多くの犠牲者が出た。特に、東灘区における被害は、

甚大だった。家族を失った子どもたちも少なくない。

・幼児・児童生徒の死亡、負傷者

死亡、負傷者ともに、小学校の児童が最も多かった。

なかでも、東灘区の学校園での人的被害が最大となった。

なお、教育委員会による調査結果は次のとおりである。

死亡者数 （神戸市立分） ※単位は人

さ年：尻こ二抵コこここに一：ふ逗3
寛灘 3 45 22 8 2 80 

灘 22 6 28 

中央 1 3 2 4 10 

兵庫 14 1 2 17 

北 1 1 

長田 11 6 17 

須磨 13 10 2 25 

垂水 1 1 

西

合計 4 108 47 17 3 179 

負傷者数（神戸市立分） ※単位は人

3人の生徒が亡くなった赤塚山高校では「追悼の集い」が開かれた
(2月24日 東瀧区）

・家族の被害

同居家族が死亡するなどで、今までの家族の絆が崩壊

した子どもたちは400人を超えている。

同居家族死亡数とそれによる孤児数（神戸市立分） ※単位は人

・居住環境の変化

避難所もしくはテントで生活をした子どもたちの総数

は、 17,000人余にのぼる。そのうち、 1か月以上にわた

り避難所やテント生活を余（義なくされた-fどもたちの数

は3,000人を超えている。

避難所・テント生活を経験した幼児・児童生徒数（神戸市立分）※単位は人

期間 幼稚園 小学校 中学校 富校・菖寡 盲・養膿 合計

5日まで 333 3,766 1,997 430 ， 6,535 
6~10日 15 1,902 1,236 180 5 3,338 

11~20日 24 1,198 961 184 2,367 

21~30日 18 731 672 137 3 1,561 

1か月以上 77 1,541 1,424 226 22 3,290 



ふ交長と 3一人の児童か犠牲となった高羽小学校の 「お別れの式」(3月18 灘区）

②教職員の人的被害

教職員約 1万人の多くが被災者だった。死亡者は11人、

負協者を含めると116人にのぼる。家族や家屋を失った

教職員も少なくない。

・教職員の死亡、負傷者と被害の状況

死亡した教職員は11人で、激裳地域である東潰区で4

人、灘区で2人と半数以上を占めた。年代別では50歳代

が5人、 40歳代2人、 30歳代2人、 20歳代2人である。

死亡原因は、家屋崩壊によるものが10人、 1人が入院中

の被災で、当日8人が亡くなり、 震災3日以内に 3人が

亡くなった。

そのなかには、 平成 7年 3月に退職を予定して＼ヽた小

学校長もいたが、最後まで子どもたちの安否を気遣いな

がら息を引き取った。

本人 ・家族の死亡、負傷者数

死亡

本人 11 

家族 39 

計 50 

職種別死亡状況

戸

負傷

105 

120 

225 

管理員 調理士

※単位は人

計

116 

159 

275 

※単位は人

計

11 

第1章 神戸を襲った阪神 ・淡路大震災

教職員の自宅等の被害状況

全攘・焼 半壌・焼 一部損壌 量書なし・不爾

件数 867 1,232 2,763 4,985 

比率 8.8% 12.5% 28.1% 50.6% 

震災 1か月後、犠牲者の冥福を祈り黙とうが行われた
(2月17日 福池小・東瀾区）

※単位は件

It 

9,847 

100.0% 
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③子ともたちに現れた心理面への影響

人的な被害は目に見え、数字として把握できるものぱ

かりでなく、被害者が受けた心の傷についても早くから

懸念された。

今回の震災での子どもたちに現れた心理面への影響に

ついて、神戸大学・兵庫教育大学・甲南大学 ・兵庫県立

光風病院 • 佐々木医院・神戸市児童相談所・西神戸医療

センターが合同で行ったアンケート調査の結果による

と、以下のような 3つの特徴的な傾向が抽出されている。

◆調査対象

・被災地群• •…•神戸市、芦屋市、西宮市、 宝塚市、明石

市、北淡町の小学3・ 5年生、中学2年

生合計8,500人

※さらに激震地区 4,200人と軽度～中度

の被害を受けた周辺地区 4,300人とに分

ける。

・対照地群…•••加古川市、社町、岡山県、 鳥取県、 奈良

県の小学3・ 5年生、中学 2年生

合計1,800人

◆ 「不安 ・驚愕」に関連したもの

・急に地震の時のような怖さを感じる。

・家族や友達と一緒にいないと怖い（心細い）。

•もう一度地震が起こったり、もっと悪いことが起こ る

のではないかと怖い感じがする。

・小さな音や揺れでもビク ッとする。

・地震の話をしたくない。

・だれかと一緒でないと眠れない。

・地震の夢や怖い夢を見る。

・地震の時にいたところにいるのが嫌。

26 

「不安・驚愕」を感じる頻度

一 たびたび感じる 一 たまに感じる

5% 22% 

激震地区 ■ 
2%．,'180/0 ,, • 

周辺地区 ［ご二］
0.80/ぶ10%，ヽ’‘
■,  

対照地区

人

人
0

0

 

0

0

 

2

3

 

．
 

4

4

 

―

-
』

-

◆ 「抑うつ気分・覚醒度の充進・身体症状」に関連した

もの

• しヽらしヽらしてすぐに ll知が立つ。

・遊びや勉如こ集中できない。

・頭邪 ・II姐ii,i・ふらつき ・動悸がする。

・人と話をするのがしんどい。

・すぐに派がでてしまう

「抑うつ気分・覚醒度の冗進 ・身体症状」を感じる頻度

一 たびたび感じる にコたまに感じる

0.7% 11% 

激震地区 ［コ ] 4,200人

gD
 

％
 
ー0
区
区
地
地
辺
照
周
対

] 6.100人

◆ 「他者への援助志向性」に関連したもの

. I木lって＼ヽる人を見ると助けてあげたしヽと思う。

・「1分より大きな被古を受けた人に対して 「すまない」

と忠う

・みんなのために役に、l：ってし ヽると感じる。

「他者への援助志向性」を感じる頻度

一 たびたび感じる にコたまに感じる

8.7% 42% 

激震地区 ・ 14,200人

9.1%: 470；。

周辺嘔 ■ ・1 14,300人

60/0.,‘ 41% 

対照地区 ■ | 1,800人

1,800人

これらの心理的彩匁界は、年齢別では轟学年よりも低学

年に、 1砂llでは男 j’• よりも女子にそれぞれ人·きかった 。

また、被，ifの程度との相関関係につしヽては、「不安 ・

燎愕」「抑うつ氣分・鎚醒度の）・じ進 ・身体症状」は、自

tの例壊または焼失、地災直後に閉じ込められたという
体験、巡囃’t活、 191分の（ナが、泳族や友人のけがや死亡
を経験した児潅’Iて．徒に品fj~:に兄 ら れた。

「他者への援励志向性」は、被害が大きかった激震地

の （ど もたちよりも、軽～叩如の被北を受けた周辺地区

の （どもたちに強かった



なお、（月校I:t1始まで0)月llhlと心Pl！的な彩予表の関係を樅

討した射梨（ごよると、渡災後2迎I:ll以内に登校できたりし

憎’l:iit：ょ｀ 2 幽I:'1 1以 I. 登校できなか ＇）た りし iti:’1 •: ｛,tよりも、

が安 ・照1閃'1 抑 うつなt 分 ． ．槌州）＇!,[O) ）・い進 ・ 身体1,•I’. .1)、こ

ともに少なか —) た

(2)学校園の被害状況

今11110)'じgサとでは． ~Iリ り I i 'ヽi.0) 令345校1.;i1 '!. 分校0) うち．

K小(IIlらかの戦，i:を受：tた学校1{i|：よ295校1&|2分校に0)

ぼる これ；よ令校1屯IO)85％にあたる

その戦，l代よ令・1|iJ成1こわたるが、そ0)11'(ドで激＇品が起こ

った地械とそうてなし、」也賊とでは、IirlじI|i内でも搬占に

かなり0)；店があ・1t..: 1年に殷，1げかKきか・）た0)は、 東澤

IX:・ i難Iズ・II I t)!; Iベ・！袖ii.I{.長1111ベ・ 須lt11メ..Iti i';l；なと())

六叫 ll‘J.lti0)人IIt.氾詞してtヽるIlh|ii」]地である 祈嗅

地lA: • 1悶H地lべ．． を(iする、ll:Iベ・1fit水1-<:.西lズの各1><:て

は．被，1：：はlt忙：的Ilヽ さか ）ヽf..: 

平成6年度の神戸市立学校園致及び被災校園致 ．：・ （ 内は分校

校種 校園数 1被災校園数 1 比率 （％）

小学校 173」 161 93.1 

78 2, I 中学校 82 •2 95.1 

1 
•T 

高校 12 12 | 100.0 4 

幼稚園 71 37 52.1 
I +-

盲・簑護 6 6 

l 
100.0 

~ 

高尊 1 I 1 100.0 

1 
295 2 t 合計 345 r2) 85.5 

J)建物の被害

校合の戦，I;-：ょ /JIり'l|i公共建築物点災，淵代会（如れ 1

沼P146参！l(！）による怜'，.迎I:ll'Itで（よ、次0)糸，IiI~↓とな — I た

・ 骰'ikij湛人·て建て {, Jr えを必 ＇校 と する l•.k

ランクA 21校1れ1.27棟

・ 建物の i・・］以 hI't i四物にあたる 1• i なと (J)),ith l i破壊かあり、

膨釘翻：な ：：： 人成 1兌改修 l .. 1況をともなう l•-1!

ランクBl 10校l,ill・ IO棟

第1章神戸を襲った阪神・淡路大震災

園舎か完全に倒壊した御影幼稚園 東滋区

・ ll',111:IJJりじ代、 l4、竺序に亀災などがあり 9|I l：見悦I¥'l妙）改修

l..'liをともなう 株 ランクB2 35校l屯I・ 47N1 

合，i |•50校園 （延ぺ66校l~J ) 84棟

・被災校の地理的分布

学校｝j也，i梵および渋災校1.;i1(l）分{1dよ、次ヘーシ())地図に

ぷすとわりである 大きな籾＇：が出た())は． iuflll()）叫益

などで形成された地賊および粘 I.多＇i＇l地靡である

また、 J-り！め、‘i．て」也では、 J胆！化(l)沈 I、.ii{，1)く化(l)(i訊が

慎l笞だが、 1一部構辿1本(l)tjし．．IIiは比校l.l'•J少なか）f..: 

・被災校の建物の被害状況

詞閥介なの潤m,1煤によると．今11110)地渡による仏物

破，1;.に関して．以げ）ようにきi)た）た特岱か見らオlた

敗， I;-は学校l叩i|0)h'り追や I、•加とのI剌I辿も少なくなし、

建物被害の特徴

・地盤沈 l‘・．液、1)<it宵＇（こよるり物のIUI、,(.’|． l砂j.i(}）載l柏

. I|囁粉建築物の中間lti'i(}）崩壊

. +i: I女び限0)’fi1相i破J唸i

,'侠飩構辿（木取り合し、部ポル I・及び叫i翡し朴＇｝ソレ ース(})

I岐'|’hi 

・エキスIヽンシ 1ンン」 イン1、1,fI；及びiIt.!） 1」’!1; | ‘• (} ）オi i(i}i

. J~,l榮部'，r(}）iii(U 

. l糾，t.ホール）、：J I: ．̂ti• O)」「 椛造 l•40)11i(iJ及ひ落 l;

学校施設の主な被害状況

・ I I祈部分の杜0)'''i111i破壊． l'h/:1:，あるし、山l．．壊視尿

• I'.；ft1陪に，＇i/1．．；代あるし、｛よ｛和祁1W)ある建物におItる、そ

0)淵；位の J狂，t 及ひlt0)'J•JIW I~し壊、及び他の部分におけ

る 杜・ /'I\根トラス松~合部樅， 1;:

・地盤0)沈 卜による仕＇物 iり！糾
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神戸市立学校園の被害分布図
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第1章神戸を襲った阪神 ・淡路大震災
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神戸市震災調査会による構造判定調査（各校園被害棟ランク別明細）

槍書ランク 内容 校111名 （襟書槽名）

A
 

涅てむえを必要
とする棟

本庄,jヽ （北館）． 木山第二小 （管理棟）． 木山第三小 （管理棟 •本山幼含）．

頑小 （管瑾棟）` 北界Jヽ（北館）、 宮Ill小 （体育館）．
多閏寛小 （管理棟 • 特別牧室棟）． 本庄中 ( I 号館 ・ 2 号館）．
魚崎中 （北館・南館）． 本山中 （本館 ・東館体育館部分）． 御影中 (i!!i憬）、

鷹匠中 （東館）． 烏帽子中 （西棟）。丸山中 (2号館）． 大揖中 （北棟東半分）．

飛松中 (4号館 •5号館）． 回影幼 （全国）、 西野幼 （木迄園含 ． RC園含）、
神戸店業高 （管理棟）、 神港志 （中館西1lll)、須磨悉 （木館慎堂）

21校Ill 27棟 460宣 29_.I。1_8m'

揖追補強など大

BI I規慎改修工事を
ともなう棟

五位の池小 （管理棟）、 東須磨,Jヽ（管理棟）、 東貫子 Jヽヽ（東館）．
多閏台小 （北校含）、鷹匠中 （本館）． 飛松中 (I号館）． 神港高 （管l'I'悽）．

須屈高 （北館）` 長田工業高 （特別棟）、 兵庫商業高 (3号館）

10校園 10棟 760室 47.824m'

中i99具程度の改
B 2 I修工事 をともな

う棟

本庄,Jヽ（寮館）．＊L1J第二小 （東館）． 東滋小 （木館 ・亜校舎）、
界日野小 （西棟 • 北9景) .吾纂,jヽ （全9寮）、 会下山小 （木館）． 空内 Jヽヽ （而館） ．

御蔵,Jヽ（北館）、長田Ilヽ（菅遭9*）、雲雀丘小 （管理棟）、
上面丸小 （木館 ・西館）．東貴子小 （管l99寮）、 多関台小 （南館）、
本多閏小 （管瑾棟・中館）、 神綾台ヽ lヽ（西校含）、 本山南中 （烹館）、
住吉中 （南館） 、 ＊庄中 （南館）． 魚崎中 （管理憬）．贋匠中 （西館• 9Ji館）．
原田中 （寮館）、布引中 （管理棟）． 丸山中 （体育館）、 太田中 （本館）、

歌敷山中 （管理棟）、 魚蛤幼 （全fll2棟）、 神戸商業高 （南t皇・北t慶）。
摩耶兵庫高 （全棟）． 神港高 （中館頁爛・南館西側）． 須磨高 （体育館）．

神戸工業高 （全校4棟）． 神戸西忘 （体育館）． 兵庫商禦志 （本館・格技室）．

友生賽II（管理棟Jl!OOI)．垂水賽II（プール屋上）
35校Iii47棟 110.J:翌而

29 

合計 50校Ill 延66校Ill 即棟 187.641m• 



30 

・教室、その他の被害

i19f辿界1.屯•特り）ll教哨で［よ）く JI：落ドや1和(I i|iii没が発牛し

た 殷，りはi't通教屯306.H別教，i,201であり．これらは

それぞれ令．教屯0)およそ ，1%、 7％にあたる

滸党• H泊節でも、 1 ;Iillを超える学校1ii|-C)＜J I:0)［川l¥

が発11:.し、大きな殷，ifを受けた

そU)他、校舎などの破心として、窓ガラス0){i[4!i、防

火u1'tJ> l~l乳'i、校舎jl•~i) IJil¥ド・校舎，＇I',人I11;1'・ J|：常l枠段())

使Ill小能なとが起こ ・）た

教室の被害状況

校園数1教室数I 比率（総数比）

普通教室の天井落下 ・床面陥没 51 3061 5.0% 

特別教室の天井落下 ・床面陥没 68 
200 

7.1% 

請堂 ・体育館の天井落下等羽・ 143 1,00 43.6% 

叶肩堂 ・体行館の牧室数は国所数

比宝は、被害を受けた学校団数／鵜宜 ・体百館のある学校園数

・..;.・ 

--- -
天井が落下した構堂 （本多聞小・垂水区）

その他の被害状況

校園数 個所数 | 1甫修必要数
窓カラス破損 205 約4.400枚

防火扉の閉鎖 115 745 —トI ---ー

＇ 
渡り廊下の使用不能 30 62 」 201 

出入口扉の使用不能 31 85 227 
I 

非常階段の使用不能 ， 14 | 44 

②工作物の被害

校l刺令や体ffi崩などの建物だirてなく、フール、グラ
ウンドなどの(•I•4 it1地 ，；＇｝にも Kきな 骰，りが発' I: した

・プール

水,,,Iii也災、給排水1物）f政＇災などにより．学校フールも

大きな戦‘'りを受けた ，i＇tiiì257校1.;11(/）うち、枕災校11，l|ぱ

126校1i!|（設ii・,t校1,Klj七49.0%）に及んでし、る

そのうち、 82校1.；i|（般災校JtGS.1%.1は水泳シースン

までにr1!]修をブ¢ ［したか、残る44校1,h| （ r牝災校J•ヒ~4.9%)



叫iii修はシーズンには間に合わなかった。

プールの被害

被書内容 （複数回答） 校園数 比率 （設置校比）
-- 9,．鼻....

水楢m裂 62 24.1% 

絵排水管破裂 60 23.3% 
卜

濾過器破損 32 12.5% 

＇ 
全体i頂斜 23 8.9% 

その他 100 38.9% 

I 
水債の亀裂が起こったプール （歌敷山中・垂水区）

・グラウンドなどの被害

クラウンド被油は、全校偵lの60％にあたる207校園で

見られた。被雀内容は、 地割れ、液状化、部分陥没、部

，1i|祖起などである。

また、校舎出入口付近の地盤も、陥没、 1径起、コンク

1／ー ト破損などで216校園（全校園の62.6%）が被害を

受itてし るヽ。

グラウンドなどの被害

被書内容 （複数回答） 校園数 比率 （設置校比）

地割れ 124 35.9% 

地割れ段差 50 14.5% 

部分陥没 80 23.2% 

部分隆起 22 6.4% 

液状化 24 7.0% 

第1章 神戸を襲った阪神 ・淡路大震災

=--ゴ
液状化現象が起こったグラウンド （港島小・中央区）

校舎出入口付近の地盤被害

被害内容 （複数回答） 校園徴 比率 （設置校比）

陥没 122 35.4% 

隆起 31 9.0% 

コンクリー ト破損 136 39.4% 

異常な し 129 37.4% 

．塀の被害

塀の被害は、全校園の55％にあたる191校園で見られ

た。． 被害内容は亀裂、餡斜、if.il壊などで、材質としては、

鉄筋コンクリ ー ト・鉄筋プロックに被害が大きく、生け

厄では被布が小さかった。今後の施設再建にあたっては

考えなければならない碩目である。

塀の被害

被害内容 （複数回答） 校園数 比率 （設置校比）

亀裂 105 30.4% 

傾斜 43 12.5% 

倒壊全部 17 4.9% 

倒壊一部 71 20.6% 

その他 16 4.6% 

タぷンゞ — /‘一9.
ノ —’ ~• 

大きく崩れた塀 （魚崎小・東灘区）
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③設備 ・備品の転倒 ・落下

学校lill内には教材として多くの設備 ・iliiilIII}類がある

この人地設で、それらの転倒 ・落ドが1-1立った もし地

設か4t1/il授業1|Iに発生してlヽ たとすれば、校1itIlJ、lでは多

数の負iり者が発生して lヽ たと考えられる
今後の学校l{il0)安全確保のためには、こうしたイ＜測の

• I t態にどう I，ii えていくかが屯要な課題の一つである

・転倒・落下の多かった設備

最も転i到、沿ドが多かったのは1:x|↓し室の，！ぼ、そして

,I}棚である しかし1，iiih,iの大小、屯：，tを1r"1lわず、あらゆ

るr,仙＇」の 1|iifiij・沿ドが兄られた

なかでも、転倒 ・沿 ドにより夕t(ti者が出ると考えられ

る屯ht0)大きなものは、特に今後の補怖が屯＇炭な課題で

ある

（例） • 金/,j7. (600kg以 Iュ．）の転i打l• テレビの落 I:

・ヒアノの転例 ・冷蔵liiの転倒

転倒 ・落下の多かった設備 ・備品例 （被災率上位1O) 

穀備 ・備品 被災率 （％） 被災備品数 全体備品数

1. 図書室書架の
25.4 818 3,221 

転倒

2. !I棚の転倒 23.7 1,264 5.335 

3. コンピュータの
19.9 597 3.007 

落下

4. 重要文書保管庫
19.2 129 673 

の転倒

5. 滑掃用ロッカー
18.7 1,287 6,865 

の転倒

6. テレピの落下 18.0 1,020 5,656 

7. 薬品庫の転倒 15.4 117 762 

8. コンピュータの
12.0 361 3,007 

転阻

9. 冷蔵庫の転倒 8.5 86 1,012 

10. OHPの落下 7.6 219 2,892 

糸OHPはオーバー ・ヘッド・プロジェクター

クランドビアノも転倒した （多聞東中 ・垂水区）

・給食設備の被害

給食設備のt杖内も大きく、使川イ＜能、修Fl.！不能とな/

た学校l}lは令校の約30％である

平成7年39ll「1.f.lUEの状況は、次のとおりである

・給兵が実施可能な学校／90校

・条件悲冬備の屯要な学校／88校

ガス等の復Illにより実施III能な学校 39校

設備のり叫により実施不可能な学校 38校

給食宅が他,-,的に使川されている学校 7校

大規校補修及び建て特え｛和の必吸な学校 什交

食缶戸棚が転倒した給食室 （木山南小 ・東灘区）



(3)社会教育施設の被害状況

今回の復災では、捕物館や図古館などの社会教育施設、

仕白館やスポーッセンターなどの体育施設、異人館や酒

祓などの文化財も多くの被宮を受けた。

①社会教育施設の被害

教育委員会が所管する社会教育施設37施設（被災時、

建設中の新長田図書館を含む）のうち、 25施設が被災し

た。 なかでも被害が大きかったのは、柚物館、中央図内

節 （旧館）、長田図内館の3館である。

博物館は大規模な補修工事で対応できる被害だった

か、中央図害館旧館は建て替え、長田図書館は解体せざ

るをえない被害状況だった。他の施設は、中小の補修工

·I~で再開することができた。 また、 美術品などの展示品、

館蔵品に大きな被害が出なかったのは不幸中の幸いであ

る。 その他潰図害館では、スプリンクラーの破損により、

l(j,000冊もの図書が水捐した。

また、人工島のポー トアイランドや六甲アイランドで

；ょ、地裳にともなう液状化現象で泥水の流出や道路の陥

没などの被害が発生した。そのため、島内の肖少年科学

柑、小磯記念美術館が地盤の陥没などによる被害を受け

たことも特徴的だった。

①体育施設の被害

教育委員会が所管する体育施設は、 9施設すべてが被

災した。特に、人工島のポー トアイランドにある神戸ポ

ー、トアイランドホールとボートアイランドスポーッセン

クーの2施設は、強い裳度による被害に加えて液状化現

袋による地盤沈下などで大きな被害を受けた。

神戸ボートアイランドホールでは、アリーナのセンタ

ースピーカーが落下し、フロアの床に突き刺さった。ま

た、 地下の機械室などに液状化現象による塩分を含んだ

；尼水が大黛に浸水し、大きな被害となった。

ボートアイラ ンドスポーッセンターでは、施設の外周

渫分の陥没、受水槽の破損をはじめ、競技場内全体が沈

Fするなどの被害を受けた。幸い、屋内のプール槽その

ものには被害がなかった。

なお、体育館では、 大半の施設において内外壁の也裂、

第1童 神戸を襲った阪神 ・淡路大震災
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達て替えることになった中央図書館旧館 （中央区）

地下から泥水が噴き出した博物館 （中央区）

大半の書架が転国した三宮図書館 （中央区）

外構の破損などがあった。特に、競技場の天井部分の被

害が激しく、天井板、金具、照明灯などが落下したケー

スが多かった。地震の発生が市民の利用時問中でなかっ

たことが幸いだった。なお、中央体育館は全面改修工事

完了直前に被災した。

その他、 王子スポーツセンターではテニスコートのひ

び割れ、プールサイド （屋外）の亀裂など、市民運動場

では屋外プール、観買席の破損などの被害を受けた。
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社会教育施設の被害状況

施設名 被 害 状 況

市立博物館 （中央区京町）
旧館と新館の地下1階の取合部の切断 ・段差、 玄閑回りの階段の沈下、旧館と新館のエキスバンショ
ン部の破1員、浸水による熱源等の設備使用不能

小磯記念美術館 （東濶区向洋町） アト リエ大屋根瓦のゆるみ・ 剥離、 玄関前等周辺部陥没、新館 •本館接合部の破損、 給排水設価破損

青少年科学館 （中央区港島中町）
プラネタリウムと本館及び本館と新館の接合部の床面陥没・隆起、一部壁の凡裂、建物碁礎下地盤沈

下、絵排水管破1員

婦人会館 （中央区橘通） 壁 ・廊下 ・トイレにt裂 ・剥離 ・落下、階段にt裂、ガラスケース倒壊 ・破損

自然の家 （濶区六甲山町） 摩耶施設の天井内壁落下、廊下ひび割れ及び設備破損、六甲旋設の設偏破損、山上水情破l員

埋蔵文化財センター （西区糀台） 1階ピロティ段差、壁面t乱展示品破損

中央図書館 （旧館）（中央区楠町） 半壊 （柱 ・壁に断裂、外但に多数の亀裂 ・剥離）

（新館） 電動集密書架座屈損傷、陥段部分壁面に多数の出裂
．． 

東濶図書館 （東灘区岡本） 一部壁に軽微なm裂

潤図書館 （潤区永手町） 一部書架損1嘉、壁に軽微な塩裂、ガラス破損、図書資料水損
••一

三宮図書館 （中央区雲井通） 一部壁に花裂 ．剥離、ガラス破損、一部書架損傷、 外壁崩落

北図書館 （北区鈴蘭台西町） 一部害架捐傷、一部壁にm裂 ・剥離、玄関ガラス破捐

長田図書館 （長田区池田上町） 中心部柱2本崩壊 ・鉄筋露出、外壁に断裂剥離、竺に多数陪裂、一部庇崩落、書架多数破揖

須磨図書館 （須磨区中島町） ま務室ガラス破捐、玄閑仁ヒ―一部分等陥没、一部書架捐傷

垂水図書館 （垂水区日向） 一部壁 ・外壁に吊裂

西図書館 （西区糀台） 一部撻 ・外撻に亀裂

新長田図書館 （長田区細田町） 外壁に吊裂、階段部分の堅 ・図書館入口部分に小吊裂

住之江公民館 （東灘区住吉宮町） 柱 ・壁の陪裂、体育室床一部沈下 ・たわみ、体育室天井照明カパー落下

葺合公民館 （中央区真砂通） 側溝破損、縁石 ・舗装破捐、石垣一部崩壊、各室内 ・外壁 ・床亀裂及びタイル割れ、ガラス扉破損

清風公民館 （中央区楠町） よう壁一部崩落、体育室床フローリング破損、冷暖房室外椴用土台破損

長田公民館 （長田区四番町） 外部縁石 ・土問コンクリート・側溝等破損、各室内 ・外壁晃裂、体育室空設註偏 ・照明器具破損

南須磨公民館（須磨区青葉町） 内壁 ・屋根に亀裂、体育室床フローリング破損、給水タンク倒壊、扉ガラス破損、物置頂壌

東垂水公民館 （垂水区東垂水） 体育室天井セメント板浮き、床亀裂、玄間部分隆起、タイル破損

34 
玉津南公民館 （西区玉津町） 体育室天井板の落下、窓ガラス破揖

押部谷公民館 （西区押部谷町） ロピー ・階段踊り場の壁面 ・給水管破損

有野公民館 （北区有野町） 給水管破揖、地盤兒裂、玄関前陥没
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捲盤沈下か起こi)床や壁にfn裂か入ったポートアイラントスホーッセン
ター（中央区1

天井板が落ちた中央体育館 （中央区）

体育施設の被害状況

施設名

中央体育館 （中央区楠町）

東灘体育館 （東濶区魚崎南町）

王子スボーツセンター（滋区青谷町）

須磨体育館 （須届区中島町）

垂水体育館 （垂水区旭ケ丘）

西体育館 （西区平野町）

市民運動場 （長田区蓮池町）

ポー トアイランドスポーッセンター

（中央区港島中町）

神戸ボー トアイランドホール

（中央区港島中町）

神戸ホー トアイラントホールは液状化現象で地盤か沈下し、泥水か流出

（中央区）

被害状況

天井吸音板藩下．内外壁に氾裂

アリーナ内天井監及び照明灯落下、

i曾築部分 （エレペーター）と本体との問にすき間

テニスコートひび割れ、フールサイ トにt裂、身陳者用体育
館入口扉破捐、陸上競技場メインスタント＇観覧席崩壊 クラ

ウントの吊裂、捐i纂

甜務所及びアリーナの内外壁に母裂、外構破捐

競夜場天井の梁の支柱の継ぎ目外れ、

競夜場の内阻に吊裂

競夜場の天井板及び金具が落下、外構破捐

フールサイドに忠裂、野球場のフロック塀倒壊

外周部の地盤沈下、プール部分沈下

受水惰の破損、地下の床ft裂
渡リ通路屋根の1月傷、内外壁に亀裂

アリーナ内スヒーカー落下、床面破1月、地下浸水、外部通路
陥没

35 



36 

③文化財の被害

市内にある指定文化財248件のうち、 94件が被災した。

なかでも被社が大きかったのは、国指定直要文化財 「旧

神戸居留地十五番館」(ffil壊）、県指定重嬰文化財 「山邑

家住宅、山邑酒造（掬酒蔵」（倒壊、平成 7年8月指定解

除）、県指定有形民俗文化財 「沢の鶴（松大石蔵」（倒壊）

などの指定建造物である。

地震後、市内の文化財の被害状況を把握するため、文

化庁 •O!t) 文化財建造物保イチ技術協会・近畿 2 府 4 県の

協力を得て被害調究を実施した（第4竜Pl56参照）。

・指定文化財の被害

市内の指定文化財には、 「国宝」「国指定頂要文化財」

「県指定頂嬰文化財」「市指定伝統的建造物・歴史的建造

物」があり、有形、民俗、記念物など分類は多彩である。

このうち、被害が最も大きかったのが有形文化財の建造

物である。103件のうち81件が被災、例壊したものも少

なくない。

"99999 ― 

国指定●妻文化財「旧神戸居留地十五蕃館」（中央区）震災前

・指定文化財以外（未指定文化財）の被害

未指定文化財とは、文化財としての指定は受けていな

いが、神戸市都市屈観条例などにより一定の評価を得て

しヽる文化財のことである。この役災で、多くの未指定文

化財も被災した。

特に、建造物関係では、 11=1居留地に残ってしヽた多くの

近代洋風建築が被災した。なかには、いちいく取り壊さ

れたものもあり貨堕な文化財が失われることになった

取り壊された建築物には、次のようなものがある。

•第一勧業銀行神戸支店

6本のイオニア式柱が並ぶ本格的古典キ：義建築の傑作

・日産ピ）し

アメリカンルネサンス様式のオフィスピルのデザイン

を採用、 4木のイオニア式の大きな杜を備えた建築

・神戸栄光教会

神戸市民に親しまれていた教会。ロマネスク風の外壁

と塔を備えていた
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I雙が肩れた風見鶏の館 （中央区） 屋根などに大きな被害を受けた1日ハンター住宅 （灘区）

国・県・市指定文化財の被害状況
・ • -

霧宝 II槽定量暑文化財 属指定量璽文化闊
市撞定伝縞的●遍檜

市鑽宣塵史的●遍鎗. -I Jヽ、It．． 

櫨災文化財名 件 櫨災文化慰名 件徽 襖災文化闊名 件徴 櫨災文化勧名 件

18ハンター住宅 山邑家住宅
シュウエケ邸

! 1 旧ハ9サム住宅 13 六甲／＼ば神社 13 54 81 
太山寺木蕊 ラインの館

11) 風見93の館 (19) 溝盛塚十三整培 16, 167) (103) 
徳光翫木堂他

萌黄の館他 川向亥住宅他

日光月光吾辺像

得 十一面ll!臼立像
3 
大日90采坐像

1 4 

19) (5) (24 

i 
阿弥陀如来坐億

工 i 

゜
I 

嘉 黒漆用子
{20} ば51 125 

書．i• ． ゚
゜ ゜ ゜(3) f72) (3, (78) 

i 店 瀾の酒込用具 1 上谷上震村頁台 2 3 

（菊正宗 （株l) (2) 1沢の11,は大石蔵 (3 (5 

橘木正成墓碑

§ 樟田岬甜台
3 
ー選上人間PJi

1 4 

4) (1) 15 

五色塚古墳

i B ゜ ゜ ゜9 1) (1 (2) 

； I ゜神前の大クス
1 1 

I) '5 (6 

！ 1 21 I 18 54 94 

94) 
(138) I r39) {67) (248) 

※上段：被災文化財件数、（下段：指定文化財件数）
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3.避難所になった学校園
地震発生後、市民は安全な避難場所を求めて、学校園、社会教育施設、公園などへ殺到した 確かな情報がつかめな

いまま避難した人々は、 1月17日の地震当日だけでも20万人をはるかに超えていた 水や食料もなく、電気、水道、ガ

スなどのライフラインも途絶した中で、学校園は避難所と しての役割を果たすことになった

(1)避難所としての学校園の状況

4ミtt(i(}）敗，1fをもたらした地戎ぱ、 発1:.Il’I：後（ごはその

視1及すらつかめなl¥ii砧しした状況を招tヽた 1|ilりの学・校

Mは、ぶしき 上 ． j屈り•:fiu iJi• としての役割を|llうこ とになった

①地震直後の学校固

1|iヽ，f．の学校l1d345校l{i|0)うち、 地設‘1,111、逍難1ifi・にな

った0)は218校1i4に0)ぽった これは令校1ii|0)63％にあ

たる

特に彼，l;-O)大きなIl| l|it」:［地 （東灘lベ・灘l:,(:•, 11 リt |X. ．

兵hii| J(.. • 長ll l! x: ・ 須Iiil X.. ltii,t|; ） の Il ヽ ・ 1 1, ‘•;'●：校では97.:-3%

にあたるl(）8校1il|1)逍雅Ji/j・として使JIlされた 殷，I;-が比

校l•I'•J 少な力｀ っ た 1| iI})北西部（北1人： ・須II切，；1べ北部 ・1[i：水

区 ・ 11 り 1 メ• ) ()）学校1,KIにも、 111巾街地から貸ii；を逃れたI|il<

や余哀におぴえる），1il迅 Ii」しが品めかけた

I) J 1711 O)地混梵'1：以米、IIII9/：0)学校1,:11およびfl:会教

有施設9よ、長し＼）Ul||'1lにわたり常に1‘.IIi0)迎帷9Fl．しの約

60％を収容する状況であった

．避難住民のいた場所

教職いか学校1川にがllfiしたとき．迎りifi:（l:lも(/)＼ヽた場1所

は 「迎!Ii))場」が最も多かった 「校令1)、1」[1,＼l辺逍路」な

どに謹雁した人も多しI}建を笠j刑して＼ヽ た教職員のj;Ili'．i・

よりいく、多く(/)人々 が逍湘if：して lヽた

すでに校舎l)、lに人.)てlヽたとtヽ う学校liilは5:{校l1tlあ

り、そのうち17校1i4(34.7%）で、 トアやカラスを壊 し

て校合内に人ったと tヽ うケースが報；りされて lヽる こ(l)

ほか、掌校IJf-lli屈匂’llri· が鎚を llf.l けたり、 非常災·,1~に fiii え

て則を 1:iiけて l ヽた近1磁i(l）人が 1 }tl けたりした例も •FIMり さ れ

てtヽる また、逍{,iifiii:lしが職いi;(l）他を坑し` 各教屯を

間け、戦い・i:，校長‘if、保健屯などに人った’ltiり1]も報古・

されてlヽる

・地震直後の避難所

池甚直後、 j叡ii：してきた人々から、さまざまな＇以咽 や

I,''，lLヽ 合わせがあ・）た そ(/)'災叩もII、'ill'，l(/）経過とともに変

化して！、った

地'b'ふh.. i笈•(/）迎帷Ji/iーには、紅料も水もなく、また迎i, i・ r・・ 

殷もなかった 'l. 1111から救松物冑が/111くようになって

教室に入i)きれなかった避難住民は廊下にもあふれていた

l 1月19日 本山第三小 ・東灘区l

きたが、 遮I祈された逍路状況0)中では、物＼mtd)柑'i人II、'，咳ll

：ょ心暉1であり 、深夜に及ぶこ とも多か・）た

また、 Itli水とともに｀沿該ll な ’l~態をWt ヽた (J) か l、 イレ

0)|hl：迅である フールの水なとを紅;JI!して急場をし0)し、

だ学校1,：4もあったが、ほとんどの学校1ii|-CIヽニ．1,/状態

に陥った 水O)fi,（U呆や仮，i＇とトイ レが，i＇~ 11'1'. さ れ るまで(})|：＼l 、

排i llt物の処J~I！は最も ，＼＇，• 1，也したこ と である

また、 倅屯0)111でのUーソク、 {jil|1スト ーフなと0),},

気の使川も大きなI,''，l：俎とな・）た 辿屯後も 、多<cl)',齢（

E (liや屯父（オットなどを1,il時に使l11するため、 しばしば

フレ ーカーがi,1:!li）)することがあった

また、寒さと心身(})1戊労、さらにはi{ir’|：．状態(}).'悲(t(J）

f.:/j）（こ、イ ンブルエンザが流行した

地震直後に住民から要望・問い合わせで多かったもの

・飲料水

・'iu,i,ri(/），i'iit',9 

・A 灯！

・食序1
． 暖II；苔片！！． 

・救助lll具

．避難所となった社会教育 ・体育施設

• ： i{ l !. 
. I'応蝕'1111

社会教fi施設 ・｛本介施設でも、地点‘li| 1から多く IJ)避

帷,uしを受け人れた 公l<ttii8 (（i:．幻l：、ぶf合、清風
!~ Il l 、 1ii ;i i li'i 、 l~i lt 1H 、 II I 11 1 、 (i ．馬） 、 I‘~1, 1 }館~ (沿j・長

11 1 、 ;ii)i~ti ) 、 f+f1施設 I (束滋 9木fi館、 I:．l'・スホーツセ

ンタ ー．須,m本ffii'i.I|i民迎動場）の1-1施設である
これら多くの他役は、 水泊 ・ガスなとのライフラ｛ン

に破・,I;-を受けてし Iた そんな状況())| •• 、職員は；｝諷 しな

ヵtらも懸命に対応してし 1った



第1章神戸を製った阪神・淡路大震災

地震当日、避難所になった学校園の数 に二ニ］学校園数
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ビーク時(1123)

1か月(2/16)

50日目(3f7)
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避難住民の収容施設の種類別比率の推移
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100日目(4126)

150日目(6115)

゜東灘灘中央兵庫北長田須磨垂水西
2008目(8/4)

20 

l 

l 
I , 
I 

＇ 

40 60 

Lこユ学校園
一社会教育捻設

Eニコその他絡設
80 100(%) 

避難住民数の推移

: 250 

1200 

150 

100 

so 

゜

仁ニコ全市
△ 学校園 地震当日、教職員が学校に着いた時点で

避難住民がいた場所

(22.6%) （合酎234校薗）

53校園

ー 校舎内

［コ運動場

仁コ周辺道路 ・公園等

霞・その他

68校園

(29.1%) 

1117 1118 1119 1/20 1/21 1122 1/231124 1/25 1126 2/16 3/7 4/26 6115 8/4 8/20 
（日付）

避難住民規模別学校園数 住民数ピーク時 (1月23日）

幼稚園 小学校 中学校 盲・養11高・高専 合計

100人以下 41 ， 52 

＋ ＋ --＋ 
101~ 500人 3 28 18 1 | 5 I 55 

501-1.000人 24 10 1 I 35 
丁 10 t 1,001-1,soo人 4 2 16 

1.501~2,000人 1 I 12 5 l 17 

2.001-2.500人

6 5 1 I -．| : I 2,501-3.000人 -.ー-IL--9 39 
3,001-3,500人1 | | 

．3 丁|ー.1一,：l 3,501人以上

I ,27 I I I 一合 計 3 46 各学校園の運動場は避難住民の車でいっばいになった
(l月18日 太田中 ・須暦区）
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②避難住民の行動実態調査

地震直後、市民はどう行動したのか。地震発生から避

難所へたどり着くまでの行動を、個人レベルと地域レペ

ルの両面から探り、今後の地域防災計画策定に向けての

課題を提示する。

避難住民の行動

神戸市都市問題研究所主任研究員 片山雅照

これは、地災発生後の住民の行動の実態を紹介す

るものである。

「大都市直下型震災時における

被災地域住民行動実態調査」

※総合研究開発撓構が（財）神戸都市問題研究所に委託

して実施、平成7年10月28日総合研究開発機構発行

・調査対象：神戸市 （北・垂水・西区を除く ）、 西宮

市、芦屋市に在住の市民

・配付方法：区役所・生協・大学などを通じて約

1,200のアンケート調査票を無作為に配

布し368を回収した （回収率約31%）。

・調査時期：平成7年3月末から 5月上旬

◆地震発生直後 (30分程度まで）の行動

家庭内では、まずほとんどの人が、同居家族同士で、

あるいは別居家族や会社の人などに電話をかけて 「安

否の確認」を行っている。これは自然であろう。

次いで2~ 3人に 1人の割合で、自宅のガスの元栓

を切ったり、消火活動など 「防火・消火」の行動、自家

の水 ・食料•生活用品など「物賢の確保」の行動、家族の

救{L',、車での移動、 避難など 「救出・救助・避難」の行動

がある。家族のための救助逍具や医薬品を探したり、

治療・石護をしたり、けがをした家族を病院へ述れてい

くなど 「治療・石股」の行動も少数だがある。

これらの行動を、家庭から一歩出て、地域や近隣と

の,~わりの中で援助したり、援助を受けたりした側面

で捉えてみよう。近隣の人と 「安むの確認」をしあった

のは9割以上である。また近隣の人の救出のため、皆

察署や消防署に＇屯話するなどの連絡をと ったり、自ら

救出にあたったり、逆に近隣から自分や家族が救出・救

W)してもらう、ある lヽ は人の避難話＃をしたり、人か

ら避難誘祁をしてもら ったりといった 「救出・救助・避

難」の行動をとった人は約4分の lあった。

他人の家に行って元栓を切るところまではしにくい

ためか、「防火・消火」の行動は家庭内での場合に比べ

るとかなり少な lヽ。

発生直後の家庭内での行動

゜
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

安否の確III 86.3 

30.0 敦出 ・敦助・選•

治療・看謹

防火・ 消火 51.6 

物資の確fliI 37.9 

発生直後の地域・近隣での行動

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 
安否の確認

敦出・敦助・避●

治療・看護

防火・消火

物資の確保

125.5 

◆地震発生当日の行動

92.6 

地設発生当Elにとった行動を見てみると、家庭のこと

に関わりを持つものが最も多い。これも当然だろうが、

次＼ヽで地域近隣のことに最も1刻わったとした人が多tヽ。

一方、家庭、 地域・近隣、勤務先｀自分の店などに大

した被古もなく、特に何もしなかったとしヽう人は3.8%

に過ぎない。ほとんどの人が被害を受け、急時の行動

を起こしたのである。

そして、家族の救出続行、車での安全地域への移動

や避難、あるし、は自宅の修紐、片付けなど 「救出・救

助・避難・復旧」をした人は、まだ夜明け前で暗かった

地震直後より附えて半数を超えている。

また、近隣の人の救出や避難誘導の続行、避難への

準備をしたり、反対に近隣の人から救助を受けたり、

避難所への誘祁を受けたり した人は、 地設直後と同程

度の割合だった。

このように、 地震直後、発生当11の住民の行動は、単

に自分の家族を中心とした対／心だけにとどまらず、多

かれ少なかれ地域・近隣の人たちとの助け合い・相互交

流を伴うものになっている。

都市直下型の激震により、同時多発的に各地域で火



翫水により生活は大混乱。被災した市民は給水車に長い列を作った
（板宿小・須磨区）

災やf:!11壊が起こった。そして自衛條、・iti防署、菩察署、

その他行政の対応だけでは凌ぎきれない状況が出現し

た。このような時に、住民は、家族や地域のコミュニテ

ィーの中で、またLI瑣の知人・友人のネ ットワークの中

で、協））しあって被害を最小に止める活動に、自宅的

に乗り出したと見ることができるこ

なお、いわゆる地域住民の1i動を支援するポランテ

ィアの活動について兄てみようc裳災直後から地域の

ポランテ ィアが活躍を始め、時間の経過とともに、遠

来のポランティアが当地に続々到許し、数Rを経て非

常に大きな））を発揮することとなった。

当日に最も関わったこと

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

収？：；の~!t:::::--75.1
動務先のこと

自分の店のこと

何もしなかった

当日の家庭内での行動

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

予巴已ごごご72430
♦地震発生当日の宿泊場所

上記の聞査結果では、 地震発生当13の夜に泊まっ

た場所は、自宅が多く 6割弥あった。自宅以外を宿

舎にせざるを得なかった人は4割程度ということに

なる。宿泊先は、親戚の家、近隣の人の家、勤め先

の社宅・施設などの他に、近隣の学校など公共的施

設 (18.4%）に行ったと してtヽる。

しかし、災災当日にはなんとか自宅に居たものの、

ライフラインの断絶、食料ほか生活物資の入手困難、

おさまらぬ余頃の恐怖などによ って、その後避難所

などに移って行った人が多数あったと推測できる。

第1軍神戸を襲った阪神・淡路大震災

当日の宿舎

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

自宅細．．．．．．．．．．．．．61.1
親戚の家

近隣の人の家

動め先の社宅等

学校算公共籍設

その他

◆自治会等のコミ ュニティー組織

濶社によると、地緑組織としてのI‘l治会などが、住

民の救急 ・救助行愧）過程で 1•分に機能したとするもの

は、 :3;tpJ程段にとどまってtヽる I’l治会のりi位ではlit

-:I}数も多く、近隣のネ ットのような機動性を発押しき

れなかったともしヽわれるツしかし．将段l'1治会などの

コミュニティ ー組織がない地域でも、設災後且II製の9i:

民コミ ュニテ ィーが発生し、 9i：民の行動機能をiitJJIIさ

せたとする内もあり、 9主民のI'lt防衛の視れを兄るこ
とができよう

当日の地域・近隣での行動

゜
10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

安否の確認 92.3 

救助・選●・復18

治療・看護

防火・消火r1.2 
物資の確保 39.5 

◆住民の情報入手

地域住民の行動の＇炭l-KI となるものの•つに、 t,,i·報が

ある。住民が必要としたti'i報の種類ぱ、人の安否・被，If-

状況・避難勧t;•発令状況など 「災甚 ・ 被，見」 に lilする ‘h't

報、そして消火・救U)］・給水など 「救援」 に関する•h'i報で

ある それらは地域・近隣の救急や復1110)ために、ii'［よ

りも屯要だったわけであるc

方で、白分や家族の’l話 に直結する 「避舟i扉の指

定場所・経路」や「ライフラインの復II|」に関するt,'i報

も求められたその梢報人f・の媒体について兄ると、

地点後 l~2 l-1までは近隣の人たちから川にする栢報

(65.5%)、ラジオ (68.2%）が多く、 3-6 IIまではテレ

ビ、新間が多くなる そして、 1週間後からはテレ ピ

(65.8%)が最も多くなるとともに、行政広報と tヽ う答

えが26.8％となるここでも、近隣の人の朴lli．の枯報交
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必要とした情報の種類

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100% 

韮:/J)害場所：経庄三：三と=7:97
ライフライン

行政の災害対策

住民の情報入手

; t稔g,--

：゚oi：ク•, ’-三三受‘‘’’
4;‘‘‘’‘9'、ミ喜
20,......................... •··· 1· ........ .. :；；:,..-.・........... 

l /／、（行政）
1 0 ... . .. ,． ． ...........:::.ェ•オ'...... ..．．．．． ． ． ．．． ．．．.......

••一—..---

近隣の人達—

ラジオ

テレピ

新聞

行政

o' 
1~2 

： 

3~6 
-8数経過

7以降

換が役に立ったことが認められる。

ここで紹介した1}1森報告では、今後の大邪市にお

ける防災対策で頂嬰な要索となるコミュニティ＿防

災システムの再編成を提百・している 概咲は次のと

おりである。

・救助など第 1次災害時活動は、自治会のドで班

(10~20世僻）が主体となり、救援物賓 ・ポランテ

ィアの受け入れは、 自治会りi位で行い、行政との

交渉などは、述合自治会でという機能分捐が必要

である，

・白治会会館など地域単位の活動拠点を持っている

自治会では、そこが避難所・救援活動センクーと

なり災害時の活動を支えた。ハ＿ド1fiiで施設整備

が急がれるとともに、ソフトlhiでは、しヽかにして

ポランティアや地域内企業なととネットワークを

つくり、災古などに対応していくかが自治会の課

姐である．

・行政は、地域コミュニテイセンクーの機能拡充 ．

強化を図るべきである。地域施設の併設、行政・

準行政の職貝の兼務などにより、地域センター

（人口5,000-10,000人lし札位）、地区センクー（人口

500-1,000人単位）を設買すべきである。

小・中学校への避難者の避難行動

神戸大学発達科学部助教授山崎健

阪神大震災において、神戸市内で被災のため避難

所へ避難した人の数は、最大時 (Ifl 24 l=i)には23

万人 （食事供給ペース）を数えた。

震災直後、 数多くの施設が避難所となったが、 そ

の巾において屯要な避難所となったのが各地域で地

域防災計画において緊急避難施設に指定されていた

学校l~I 係施設である 。 特に神戸市におしヽては、小 ・

中学校がその中心的役割を果たしたといえよう （表l)。

そこで、ここでは今回の震災において主要な避雅

所としての役割を果たしている小学校と中学校に注

目し、そこに迎難した被災者の地域分布状況を把捏

することにより、避難所としての小・中学校をめぐ

る緊急災害時の避難行動の特性について検討を加え

る。

その際、避難者の避難行動を規定するものとして、

以下の二つの行動原理に注Hする。その一つは被災

者がより近くにある避難所へ避難する指l句ヤl:、つま

り 「近接性効果」であり、 一つめは日常的なコミュ

ニティーレベルでの生活圏内の範囲で避難する傾向、

すなわち 「地域コミ ュニティー効果」である。特に、

地域コミ ュニティ ー効果については、その核として

の小学校が形成する校区との対応憫係に注目する。

表 1避難者総数に占める小中学校避難者数の割合

兵●● 42 3 13.7 69,0 99,727 

賣●区 43.6 10.9 74.0 12,391 

神●区 462 9.5 76.7 14,391 

戸 中央区 51.9 10.1 69 6 13,352 

市兵剛区 35.4 25.2 68.6 9,198 

曇111区，＇ 44.5 11.1 74.3 19,203 

謹富市 37.5 9,1 51.1 8.926 

,..市 1 27.1 5.4 54.5 3,812 

(※3月1日兵庫県発表の資料による）
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図I 大黒小学校 図 ？ 真賜小学校 区 3 贋取中学校 図 4 長楽小学校

---- - ・- J 

■30％以上 匪圃 20％以上30％未満旨言~10％以上20％未満 □5％以上1 0％未満
町T別、各小 ・中学校への避難者数の居住人口 (1990年）に対する比率

□5％未満 0 500 
I I m 

対依とした学校および校区は、 長I IIIX•西部から須

府Ii東部にかけて泄雅所となった9つの小 ・中学校

である 具体的には、小学校 (i校 （lと楽 ・人1，I、し． ．． 

菓． J.-'.!,料 ・ 述池． T•北小学校）、中学校：｝校（太I ll ·

蜘Jケ林 ・崖恥11学校）である（f<2) これらの学校

の校rx：は、鷹11訓I学校をのそ九1て、焼失l(Ii柏の必）＇，i
はある ものの、しヽずれも火災による焼失地域を含ん

で＼ヽる 特に、 T·歳小学校l)(．．は火災による破~If が人·

きく、校1丸(li禎の約4分の 1が焼失した

考察のJj法として、 各学校への迎碓者の地域的分

布柊1を各学校の迎舟ith・リストを ）1[に作成し、その分

布特ヤl：から迎雅者の避り！itti動を考えることにする

各学校によ って迎りlith数の把脚や避雅れリストの作

成の時、点が)'かなるために巌密な忍l味での比較は困難

であるが、まずし1くつかの学校につしヽてそのiulI{,1を

述ぺ、次に避り！i(：者分イlilX-．域の＇）烈態に Ille!する共通性に

ついて検，i•Iする

なお、 T•9没小字校はJ1；終的な辿代((fli•とはならなか

ったが、近隣），'ii辺校Ix̀．の状況から 、その校Ix-．の般災

者の避難fi,Jl）)につtヽて推測してみたし、

表2長田区西部から須磨区東部に所在する
小中学校の校区内避難者数の割合

，攀鰊名 ．． 書●（人） 敏 遭•観書区●内(%)-遍纏m（人）
1 長楽小学校 1.486 857 57.7 

2 ＊罵小学校 1.192 942 79.0 

3 二墓小学校 505 435 86.1 

4 ●陽小学校 2.047 1.494 73.0 

5 遍池小学校 1.462 1.121 76.7 

6 太田中学校 1,408 1.277 90.7 

7 駒ケ林中学校 1,160 29 2.5•:• 

8 鷹取中学校 1,405 517 36.8 

※駒ケ林中学校は自校区外に学校が位置している）

・董鴫卓

1月218

l月238

2月26日

1月21日

2月14日

1月21日

1月22日

1月268

①大黒小学校（図 1)

校lX..lJ、1避雅 者吟くは約 8;19Jをぷしており、迎雅分(li

区域もほぽ校1えと致する ただし、学校(l)1H東地

区に應11しており、 西Jil{,1からの迎雅者は少なし＼

また 、妙法、'f川以 I)りからの迎難 h•は柘端に少なし、

が、これは校1メ．．意識効米にlJ1lえて、緊‘こ湛渭i:II、『にお

ける避雅行動が11然I瑶，1:-として(l)iufJII(l）（f(I：ーによっ

て；；杉評を受けることをぷ唆するも(l)であろう

②真陽小学校 （図 2)

校lX．．内からの泄りiitれの割lイトは73％であるが、避雅

れリストにおける1,1Hi:J也不11JI者を除しヽた避難れ総数

に占める校lメ．．内避雅 (i•(l):ip)合は82.5％となり、校1べ1)、1

＇元結・{<はかなり 砧jし、 校区域(l)範III:1との関係もある

が、祈湊JII以束からの避難れはほとんどなく、 i11fIll 

の （f(I：が趙1!ff；行動に彩'1•和をり•えて t ヽる ・’li例と tヽえ

よう

3鷹取中学校 （図 3)

校lX：外からの避雅者が(i;IPl以 卜を占めてし 1る 中

学校は小学校より校区が広くなるので．校lべ内避雅

者：やは，・::;くなるのが沖迎であり、この学校の校1メクト

避雅者粒の多さは他の校区と比校して、きわめて特

俣である

避難者の地域的分(li.1)，況をみると、中学校の如I[I|

の地区に比中 しており、近核する校IX..IJ、1地lえと火災

による敗，1;.(l）大きかった長Ill区の磨i（メ束 ・野111,ltJ也

Iメ (T戯小学校区）がそのIド心である 火災0)延焼

Jil{，Jに対応して迎茂ii;ti動も束から 1’りへと1{,］かったこ

とがili潔される

また、 校区外の避雅 者が多かった背批としては｀

中学校が校区の火部の投1111;,(:岱りに位ii/iしてtヽ た点

もあげられよう

④長楽小学校 （図 4)

近接地Ix．．からの迎雅 者に加えて． 校Ix．．外からの逍

雅者も多t, J森本的にはl!il近 2り線以-It(I）「・1没小学
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校lべ．．と，東I；沿．(/)・.述Ilヽ',t校lメ..iJヽら U)逍帷者が多t、

これらの校 1 人，＇｛よしヽずれも火災による彼， 1fが人• さか ・）

た地J1代である

サ
44 

5千歳小学校

戎災‘1,111、 「成4ヽ•'i•'・校ぱ •II年 1•I'9)｛こ；ょ辿iilii'1II［となり

約 7(）（）r,1位）jmii.Iどが巡帷した しかし火災(})ため9也
(}湛i/，!ff:l'/j・に移らざるを料な＼ヽ．状況となり、校1べ、It,・祁

地1:,(-．（ .JI{紛［以lt)0)i叡 ii：者は i・：に Jl{ ！牡lf:<I．．場 ・

）ゞ11111咋：校 ・人1.l.Vlヽ学校なとへ分散辿岱iiした

ま た 、 ),'iii~(J） 小小学：校 (J)jlli.i!ft れ分 (l ll幻戎(})状況か

ら， •K 災による彼＇，i｛(}）大きか ・） た ．l l｛線以I}i/}）校lメ：

|+i西部でばかなり(})人が！也」I{I I I 学校や長牙訓ヽ ‘•;:：校へ

泄雅し， ・ Ii、火災／ ： よる骰， 1;. か比籾'1り少なか •)た

校1人9.li•i 束it|; t ご ；よ！V,,J ケ f• l、 1| I・，；；：佼力＇あり、 人・‘1,・.0)）母湘伯者

はここに赴i：Ifしたと杓えられる

「・りし小学校1A,．は」と11 1. ；（ili’i 1メ．にまた力d)、校lメ9.I’" 

｛れが広く`.I R 線により．おおまかには1H~t(J) ・地

lぶこ分1新されて＼ヽ る もし、地Ji'し1:Ji災，廿11hj(J)兄直し

で｀小学校区を J,1;1•;•1(J） J:li 汲 1:．活lを1 と fしt ;rtづけるので

あれば、 校lメ'- Jりしを 1り韻成するこ と も検 ，；，「する 必疫•I1••

がある と忍われる

次！ご． ，↓1{t K、t'｛；地J或にお(rる各小,11学校へ(J)辿雅
邸））瓜り：ffi1動に代1する共辿(J)1守ヤ1：として．以 1、/}）．-)

つU)．'・りが指摘できよう

I illi:J:，fi：者がよ！）近くにある地帷1iJiを指l；りする近採1'1'

油未ぱ ．令f4、fl'，｝に，ぶめることかできる しかし`

•K 災による骰，杯(})沿詮11な校lAー．にお t ヽては、必ず し

も近核ヤI:・i/）火たけで辿り':fi:lr動を説IIllするこ とはで

きなし、

2、K災による戦，りが笞 し（ヽ場合を除tヽ ては、各小守：

校へ(})巡：，！ii：者は校1A.Ii．いでばばJ・し結する場合が多

t、 これは校I><．カ・地Ji代(})コミ 上ニテ ィー区域を形

成し、そ(})核としての役；Illを小学校が末たしてお

り、巡1,:11;j I'動に関する地械コミ Lニテ ィー・ilJリ9が

，忍められる

:. 1 · 1 校1,( 1 1、1や隣按校1 “• I}）火災I} )他悦 /fl!,J (l仏かり／j}

や辿碓Ji)j・となる各学校(/)i、「.iiり：によ ，ては、 校lズ．外

からI})泄：）！ii;h(}）占めるJt弁：．がl',．：jし、場合がある

I.J I{線・ Il,Jjfl 2け線などの i・：吸父迎：i,(線や妙法，＇i・

Il| • 新沿川 な どI}) 泊/I ll が 、 逍雅れI})辿：）！ir： fi動 を J、µ

;1il|す・る仰l{,］が見られる

長田区 ・須磨区では地震の直後から大規模な火災が発生した
(1月17日）

3 11介：校は小学・校と比校して、その校1べが広J或であ

るために校1がiWi.0)避羅ll心とlヽ うよりも、近1磁i

地区 （中学校に近桜した地区）の迎雅）ii,-として())

役；IPlを来たしてし Iる

特に 1とどは、 小学校をめぐる避難jj・!fi))の特・I'卜と

して，剌代対政とした地域だけではなく｀かなり jl(；辿

的なfll:il{,Jとして，必められるも())と考えられる した

がって、今後学校を地域())防災拠点 ([Ji災施設）、学

校区を）、し卜ri(I,・)な1;jj災牛紅j‘9ド1i'，1として1、tiiItづける場合

には、 I ヽ ー ド l（りでの内~.M/iだけではなく、近按ヤ1．が）宋

や地域コミ ュニテ ィー ク）J火などの；阻iifI: ti•P）) を規定す

る語））;ifll！にJ，じづしヽた迎り！itt鴻），i|・|lhî．fi;(}）ソフ I・ 1f1iもよ

＜踏まえた1;Ji災，廿l1りが必咲であろう

今lIII糾代 した1<|lll刈I印i部かられ’ili§|X・・ 東1ti湘にか

けての地械では、 片からの地械コミ J ニテ{-(}）核

として学校、特に小学校が,n吸な役；'Plを来たしてき
た地域としヽ えよう その怠昧では、地J或l:li災，lJ・11lrjに

ぉし 、て 、 小学校区を防災），~I遠牛． i`,り 1をI として 考えるこ

とはあるI1,！収妥‘りな考え liであろう

しかしながら、小学校を i・：とする学校llfl係／j也，fi(}）

義 IIりな役',1llは教fi機能であり、避雅）＇ir• 1:Ji災拠．9．’.i

機能ではなかろう 今回());~,i災におt ，て、学校施設

ぱ避雅1'斤としてIn：，l!_(な役割を来たしたわけであるが、
それはけIl ()） ~Uiをすれば、般災 れ・(}) J,1HI：地に近(91ili

に学校施設以外の防災避難施，iわが I・分に1夜備されて

しIなかったと しヽうことを意．昧するも())である

地域防災，l1'11hjにおし Iて、小学校lX：を防災J，し礎1:．hr；

1を1とし、 小学校を防災拠点とすることに加え て、学

校施設以外の公(1りな迎雅防災施設())新設や逍囃l'!i・()）

収祖加、声it1I:!fi)J()）ハク ーンなども踏まえた計画

()）、9/：案が吼まれる

条妬訊 ：

Ilt位 健 (19%) ： 小 ·小学校へ0)辿対f• K•の逍帷irり）j

-Jと11llぺ西部から利ilit1X：東部（こかけてd)状況一

（神 I 沃•'双を災!ilf＊社会紺 「阪神人沼災h1i究 I. 人··,'‘t;jil(HII Iリ）り1lMJ.

神Ii祈I;il総合！I',1:ti七ンクー）
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(2)教職員の初期出勤状況

震災当日、 市の教職員約1万人も何らかの被害を受け

た被災者だった。しかし、 学校園の多くが防災上の指定

避難所となっていることから、交通網が崩壊した状況の

中でも、多くの教職員が学校園へと駆けつけた。

①地震直後の教職員の出勤状況

地霙発生後の教職員の行動を、 出勤状況と出勤手段に

ついて見ると次のとおりである。

・学校園への到着時間

全市でみると地震発生の約1時間後、午前7時までに

4割以上の学校園に最低 l人は教職員が到着している。

交通網の崩壊により通勤手段の確保が非常に困難であっ

たが、午前8時までには9割弱の学校園で教職員の誰か

が到着している。一方、少数ではあるが、教職員の到着

が正午以降になった学校園も見られた。

午前8時までの初動時期に教職員が到着した比率を区

別に見ると、市の北・西部で高く、東灘 ・灘 ・中央区な

どの東部で低くなっている。これは市の東部地区では家

屋などの制壊率が高く、同地区に居住していた教職員の

被害も大きかったこと、交通網がほぽ完全に崩壊してい

たことなどが影響したものと思われる。

教職員の学校園への最初の到着時刻
(%) 100 

---/---

／ 
80 

’ 9-

一 東潤・潤・中央
—兵庫 ・長田・須磨
北・垂水•西
全市

40 

20 
6 7 8 ， 10 11 正
I i I ｛ i I 午
7 8 ， 10 11 正 以

時 印 時 時 時 午 降

・地震後の出勤者数と出勤割合の推移

震災翌日には、 早くも一部市内パス路線や鉄道の代替

バスが運行を始めた。 しかし、被害の大きかった地城で

は、多くの教職員が長期に渡って単車、 自転車、徒歩な

どで通勤せざるを得なかった。

地震発生当日、全市で見ると約45％の教職員が出勤で

きている。しかし、東灘．i難 ・中央区に所在する学校園

では、 24％しか出勤できていない。 1月末でも同地区で

は82%、全市でも91％の出勤率であった。教職員が受け

た被害の大きさを物語る数字である。

教職員出勤割合
(%) 100 

80 

60 

40 

20 

/
．
 

4ヽ
 

＿ 寮潤 ・潤・中央
—兵庫 • 長田・須店
北 ・ 垂水 •西
全市

1
月
17
日

1
月
20
日

ヽ 沢Fスや八―

1
月
25
日

1
月
31
日

避難してきた人々で、いつばいになった学校園 （住吉中 ・東濶区）
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②校園長な どの初期対応記録

・り'i災直後(J)学校1,;11は． 辿(,i網の途絶、交通網の崩壊0)

中で、校1心I長(J)」行f|i0)もとに教職員を中心とした糸II織(I,・J

泊動で、 1el i・：的に迎り!(I;(i:Kへの対9、t'‘、I)し,，i'i:11:./,tの安印i,（1;

,i、せなどを1i・“)た 以ドは、199ふ軋I(rl1学校 （灘1:,(..)で(J)'，g災

、l,111から教fi活動11}|｝りまでの記録である

地震直後、火災が発生した烏帽子中学校本館 （頑区）

※以ドは、 ｛i表の中の数字がつtヽた l‘・線部分につtIての

報内である

1 「初期消火」

学校に竹・tヽ たとき、本館は燃えて tヽた がtFI！員が先に

米てtヽ たので現1)｛を11¥Iく その後、 ii'i火祈1i）)をするが・・・

近隣の人と話をし、裳災後の学校の{|’次の校様をIIrl< 
学校からの煩焼を防ぐため、木を切ったと連絡を受ける

公衆屯話がつながっている 、1Rんで連絡をII又りたし＼所が

あるが…

迎雅してきた人より北館を 11~1 けて欲し t ヽと要請があ

り、竹.fll！はさんとともに校舎を開けた 北館への類焼が

心配であるため、学校を離れることができなtヽ。 •番l入1

ったことは本館のシャックーがつぶれ、校長屯、職員屯

などに火がおよび、屯殷はt類が洸失してしまうことだっ

46 た ’l•:t,tが徐々に様（を兄にくるとともに、 安否の枯報

を11りかせてくれるが1il.Jけない

(2「連絡」

到行してみると、校l11l1ifiは児山の人だかり 兄 1••げれ

ば休印tiiか らゴー ゴー と火0) 「•が 1：が っ て l Iる 今にも

コスモJ ヽイツと iJ~ l 1 1 ' むに •Kの r••が移りそうだ 、ltfHIIO)琵

也1111・．．間も火0)洵になってtヽる 汁'i|;li'料も令．＜来てく れ

なし、 玄WII協のガスのJC栓をあわてて1判めたが、 'J-.:o)坊

lヽは強まるばかり

パイクを使って、 1|i教委へ述絡に向かう 必，：中でよっ

たので），’ilりの様 （をよく見るこ とがII,1来なかったが、す

ペての建物が但lれてlIる感じがした それに、なんとIIi

役所もii'tれてlヽ るではなtヽか ぶしlヽで報；りを終え学校に

叫り、様(•を見ながら 1T1.＇災，吋iiを会議‘令に移そうとする

が、 校艮哨も戦い‘i:• も）く J「からの然氣が咋く、今にも ij,1

れ落ちそうな恐怖と戦lヽ ながらの作梨であった

3「長い 1日」

迎府([した人々も、駆けつけた職い (j人も、それそれU)

如ヽを片っ て行動することでl~ l ヽ l IIぱ終わー）た l l(・I 

は I)l 1811になったが、連動場は余設を恐れた人々で腎

然として lヽた

材府は2、3附が焼’犬し、 44本の柱のうち14本にク う

ックが人るt参粕たるあり様であった また、 2|府|x|,―'t+
の残り火が 11府に延焼するIII能性もあり、余‘点のたびピ

クラ ックも大きくなってlヽくのが、；りillitがりの巾でもわ

かった

しかし、1'じ，l,冦も通じなし 91ドで迎難所としての役割を＇札

たす必汲があり、 ．．次災',9fを心虻しながらも 2人の教IIiA

いは本部にした会議屯で椛になった

私は、，り類と学校のtit枢である職員屯を＇守る 必要があ

った 例れた金hli、1り棚などのある↑参慨たる状況の校j之

宅で、ガレキとともにJ41！もれるかもしれな lヽと tヽ う不ii

はあったが、それも艮かろうと見tlヽ、 横になった

年少の時に経験した終戦の時の↑参状が見ll'1'1,1された

しかし、阪神、淡路地域に敗，i:は限定されており、 数II
後には全国的な救援活動が始まるであろうと忠いなか

ら、夜が空けれは'}IIiくはずの食料を案じながらの仮眼て

あった

3)「救援物資の配給」
裳災から 4挽明けたりJI 1.000人を超える人々が救1I;

物ftを求めて、1tんでいる つtヽ 2| lIliiまで、iitがこんな

IIを想像しただろうか



第1章神戸を襲った阪神 ・淡路大震災

烏帽子中学校震災記録集 「いのち」より

月日 曜
日

1月17日1火

学校 ・生徒 避難所

5: 46 兵庫県南部地震発生 マグ―チー ユート 7.2

まもなく 本館2階理科室より出火。

徒歩で駆けつけた管理員が所持の鍵で開校し、近隣住民とともに消火器を用いて初期消火。

7: 00頃 自転車で登校した教諭も消火に加わる 1が、火は図書室へ燃え広がり手のつけようなし

国道2号線山但ll琵琶町でも延焼中。

8: 00頃
7: 30頃 I

11 : 00 

12: 00前

12: 30頃

教諭 ・管理員で北館を開けて避難住民を校舎内に誘導する。

シャ ッターの降りていた情報処理教室を除く、北館すべての教室に避難者が入るu

問もなく 、身元不明の遺体が2階廊下へ運び込まれる。

自転車で到着した教頭、同じく 自動車で到着の教諭も加わってプールの水を用いて消火を

試みるが、火の焚いはおさまらない。

火は 3階体育準備室まで延焼していく。

教頭がパイ クを用いて市教委へ赴き 2、連絡を入れる。グラウンドでは焚き火が始まる。

震災によって交通事情も大混乱、急きょ自動車に乗り換えて校長到着。

本館の火は、ほぽ錆火しくすぶる。

教頭が灘消防署へ消火の依頼をするが、現在は人命救助を優先しているとのこと。

自動車で登校してきた教諭が加わって、 6人でプールの水を用いた消火を再度試みるが、

人手不足でくすぶり続ける。

非常持ちだ しの作業開始。相談室 ・会讀室へ移動させる。

正門周辺 ・避難者通路の確保作業実施。

16: 00頃 I 避難住民約600人。教頭がバイクで灘区役所へ、救助依頼と情蔀収集に行く。

13: 00頃

13: 30頃

14: 00頃

返事は、 「順番に回っています」。

17: 00頃 ＇到着した教諭で校区内巡視

（情報収集、休校の掲示連絡、次回も掲示運絡の予告）。

19: 00頃

22: 00頃

弁当150食とりんご2箱届く。避難者人数に対して極めて少塁であり、パニック

回避のため配布できず。

避難住民約1,100人。教頭がパイクで再度灘区役所へ、援助依頼に行く。

電気・水道 ・ガス ・電話等ライフライ ンのすべてが止まり、利用できたと実感するのは、

数本の懐中電灯と携帯ラジオから流れる安否情報のみ。

近辺で唯一利用可能な学校前の公衆電話には終日長蛇の列が続く 。避難者の中にはけが人

が多く、救急車を依頼するにも割り込ませてもらって電話をする。

防災指令3号が発令されていることを知る。2、3階に残り火、柱や壁には大きなクラック

の走った本館1階で宿直を開始する。3
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何を手にできるのかもわからず、我々も何をどうして

よいのかわからない。とりあえず手元に配られてきたわ

ずかな食料を、 公平に受け取っても らうしかない。隅理

室に入り、 包Tとまな板を取り出し、餅の固まりとた＜

あんを切り分ける。整理券を作り、 並んでもらう。わず

かでも文旬が出ず、不満があっても我慢して受け取って

いかれるが、年配の人ほどお礼を言っていかれる。

この間にも、整理券を作ったり、配ったり、 声を掛け

て並んでもら ったりするのを多くの人が一緒にしてくれ

る。地域の人のつながりで、滉乱が防げていることを実

感できた。

⑤ 「救護」

震災の翌日、学校へ向かう途中、 六甲小学校のあたり

で火がくすぶり続ける家屋や、喘息の発作で苦しむ人た

ちを目にして、これはしばらく学校へ行けないがもしれ

ないと思った。

学校は出火し、保健室 も熱くてとても中に入れなかっ

た。担架でけが人を迎んでも、そのまま担架もけが人も

戻ってこない。救急車も来ない。電話が通じない。使え

るものを使って担架の代わりにして、 元気な人がけが人

直

震災 2日目にようやく鎮火した本館内部

をかついで近くの病院まで迎んだ。

倒壊した卒業生の家から、 生き埋めの祖父が発見され

た。30時間以上経っての救出に燎いた。毛布でおじいさ

んを保温しながら、 トタン板で病院に連ぶよう指示した

2号線は、もはや救急車も通れなしヽほどの大渋滞だった

⑥ 「情報途絶」

震災当日 、山崎の自宅で強い揺れを惑じたが、被害は

小さかった。学校へ行こうと駅へ走り、屯車が全て止ま

っていると聞き驚く 。午前 7時頃から学校へ軍話を掛け

続けたが、呼び出し音が鳴るだけで誰も出ない。神戸の

被害が尋常でないことを察 した。8時頃から阪神JiI(liヘ

の発信規制がかかり、呼び出しもしなくなった。この時

点で連絡手段は全く断たれてしま った。あとは、ひたす

らテレピに映る被害状況を見ながら、 学校の様子がつか

めない苛立ちに気をもんでいた。

学校の実際の被害状況は、 19日に阪急の西宮北IIから

6時間かけて歩いて行って、この目で見て初めて即解す

ることができた。この日から旧本館会議室に臨時屯話が

設猶された。

⑦ 「学校へ」

.J R甲子園口に午前6時過ぎに到着。電車に1積み込ん
できた折り費み自転車を組み立て、はやる心でペダルを

漕ぎだす。国道2号線は上下線ともトラ ックや自衛隊の

車がじゅずつなぎ。激しい粉邸とサイレンの中を、ひた

すらペダルを漕ぐ。西宮から芦屋、そして東灘区、灘lヌ

と校区に近づくにつれて被害がひどくなるのを感じ、生

徒たちの安否が、ただただ気にかかった。

8時40分、やっと学校に到着。そこには黒こげになっ

た体育館が無残な姿をさらしていた。茫然とした気持ち

のまま、火災の余熱が残る会議室での職員会。とにかく

生徒たちの安否確認が第一と、午後からは校区を巡視し

たが、逍のあった所に道はなく、建物のあった所はガレ

キの山と化し、見佃れた街並みはそこにはなく、＇凡次 元

に迷い込んでしま ったような思いで歩き回った。

⑧ 「安否情報」

交通が遮断され、 裳災 3日目にようやく 学校へ{l,'勤で

きた。周りの先生方から、クラスの中に安否の確認がこ



第1章神戸を製った阪神 ・淡路大震災

曜
日 学校•生徒7 避雛所 .. 

1月18日1水| 7:00 
8: 00 

9: 00 

13: 00 

15: 00 

13: 00 

150食の弁当とりんご2箱を配布 （少豆のためパ.::.ックが起きる）。

下河原通り 1丁目へ井戸水を汲みに行くが、飲用不適当。

おにぎり1,000個と、もち、たくあんを配布するが、まだまだ不足 4

（整理券を作成、列を作って順番を待つ形態に）。

地域住民と職員で、南隣接の公園に非常用トイレを掘る。

給水車初めて来校。

灘保健所から治療に来校5（会議室で診療）。
緊急電話 ・商易 トイ レの設滋をそれぞれ依頼に行くが、対応してもらえず。

食料が入り始めたが、人数に対して極少量。運動場で野宿する人多し。

（避難者数約1,200人）

19日1木| 8:00 
9: 00 

夕方

地域ポランティアも加わり、食科配給する。

自衛隊正門前に集合、周辺俄壊家屋に残された人の捜索 ・救出が始まる。

新聞が届き、ラジオ以外の情報が入る。

仮設電話が校長室と会誘室に各 1台設置される。 6

連絡の取れていない職員宅へ、電話を入れる。

午後から救援物資の中に、毛布や衣類が加わる。

個人で、 遠く 京都や大阪からも徒歩や自転車で救援物資を届けてくれる。

20日1金1 3: 00 

11 : 00 

16: 00 

21 : 30 

大型 トラックで大量の救援物資到泊。職員 ・遊難者協力して荷物の運び込み作

業にあたる。

校区を3分割して、生徒の安否情報確認に回る。

救援の発電車から、北館に通電開始。本館へは、延長コードにより最小限の電気の利用が

可能になる。

関西電力より通報「放火している人あり」。地域住民の巡回開始。

物資の配給を、できるだけ地域ポランティアに任せる方向に。

不安を雰らせないため物資を残さずできる銀り多く配給する方針。

避難者名簿を作成（教室前掲示と本部テン トに置き集約）。

（避難者数約700人）

21日1土| 9: 30 職員打ち合わせ。7
10: 00 校内の片づけ （職員室 ・放送室 ・ロ ッカールーム）。

10: 05 校内電気設備のチェッ ク。本館会議室 ・職員室 ・校長室に蛍光灯が灯る。
11 : 00 北館仲良し教室前に、避難者用電話 3台設置。

11 : 45 地域住民の応援を得て、簡易トイ レを運動場南に設置する。

13: 00 校区を 3分割して、生徒の安否情報確認に回る。

避難者の状況訊査を行う （被災状況 ・今後の予定等）。

17: 30 I 避難者自治組織づくり （各部屋 ・グループ代表者による打ち合わせ会開始）。

22日|日| 10:50 
11 : 00 
12: 00 

16: 30 

翌日登校の連絡掲示と、校区巡回。

発電車による電源を、本線に切り替え。

自治組織打ち合わせ (5つの仕事内容に分けて、委員会の設立。避難者名簿を

コンピュータに入力）。

自衛隊テント6張り設営。
生徒配布用印刷物、成徳小学校で印刷。

ポランティアによる炊き出し開始。
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きなし 1什：．徒が＼ヽ ることを1}'rIかされる なんとか無＇ドであ

-）て欲し（ヽ と崩ltIながらも．校1べ巡視のI；祭に1碩を合わせ

るり・・iItから ←な一先生、松）卜くん、 死んでも一たんか'!」

I氾l:．、 {) u)9ーちん、ほんまに夕じんだん！ 」とlヽう，ifを

1111かされるたびにイぐなな気持ちが深ま ってt，ク）た

近9ili•(/ ） }jから死亡(/) 'ltk を li,rlかされた11 .11' には、 1 |;． l lT 、

1IIIもt)Jめて」i・った1・1分のクラスから 2人(/)クじ れが,'I'，な

くても…」とやり 切れなt、IAt,『ちにな った さらに、ク

ラス(/)女 l”•が 1 人、＇，·imiiし イ＼ l l) ］ 0) ．1 )、1慇にあり、イ咳定な柏神

状態が長く寺，＇Clヽ た（その後、そのIIJ,lは1lll復にl;,Jかった）

9 「避難所として」

趙刷i；民の代｝とて糾織する会議に出l.'i'iする 話し合わ

オlるこ とは、救拐物rtu)門じ(1i(}）(I:Ii、:i¥f用の/j法、 1’I't報

(/）（広逹}j法から、 トイレ(/)拙除‘1，'吊まで数え 1：げたら 切

1)がな¥I J1と大の議：迅は．真仮中に救扱物iクiが!11itヽ た時

0) |lt,；，riを誰がするかだー）f..: 学校職員にKIする）瓜‘りたり
も加、 私たちができなtヽこ とを、はっきり辿舟ltfi・・民の

代｝くに，iわなくてはならなし， 逍りiififi:L心との関係が長期

に渡ることが I・クtI'，想された

鉗光）］が切れたと，fわれたら走って lヽ き、お第奇りが

部屈をかわると ， iえばJ.IJJけに IL• ヽっ た 戦員が 「分けして、

哀ずの番をしたり、余設に(Ii1，iえてガラス窓をテーフで1,9il

定したりした 小さなことを梢み，-「（ね、避i!ii;（i:．民と学校

との間に（ふl削関係が枯てるように令いが努））した

10'「進路指導」

校1メ．I村の戦1位）ひどさにIIを渕う 頒0)111が窄l‘lにな

る状態だった まず、 4:．徒0)ii'i息確認に令 ）Jを1さくす

その11,、3人(/)’1,.1,t(/）タビしをfifii,iは また 1人(/),「(ii'1=者

保誂 者の）jにも亡くなられたJ)が・・・

連絡をJ収り合＼ ＼ ` 進路指導にl{,lけて fl~l)Jlj懇，淡を 2 JI t)/ 

旬に実施 述/jO)謹碓先から交辿0)（［の悪lヽ中、．烏1悧{・

に快かしlヽ頷が'h1いてきた

牛徒それぞれの敗災後の状況を確認．し、(Ilil々に応じた

進路指祁が必疫となる 連よくり'iitを免れて残った職員室

のロ ッカーの迎路賢料をもとに、検討会を）：施 私学人

1式が11,¥1近に迫る 各高校にお lヽ て、さまざまな破災者に

対しての松W1災が出された おかげで、私ヽ'J:Iドj校I；り1iilだ

ったが破災し収人のめどがつかな iヽ ため閻校進学を1析念

しかかってtヽた4:.i走が救われたり、 '1i:ii,i(!)'I=.{，し(})受い，．

対して配廊してくれたりと、ありがたし、(}) .,：にI;t'_ : 

解i本作業の進む(J:rを、 1:．:j校と(})'li務辿絡に50cc(/）・、・

クをよらせる 1:．徒•人ひとりが、希叩する進路先 ； ，fl_

むことが.'I，1オくるようにと祈りながら・・・

＂ 「自治組織支援」

本部テン トにて配給をする 救援物竹が!11iくと、1旦

の反対但11までりりがn'1米た l-dllの 1 ：に 、li，·べた水、り•I I. 

宋物、 ジュー ス、お茶などの食料はJI~ぶようにな くに‘;

ボランティアと 斎行に、テン l・災に柏んである物t'fをhlI

允する おにぎりや弁‘',10)ごはん類を求める内が多I,＇ ．

蔽tJJは夕食にごく限られた数しか屈かなかった

「ごめんなさし 9、 •人つだけなんです」 と頭を l .,

ハンを勒めると、 「ハンはtヽ らんわ」 とそ っぼを1111バ

ることも ‘学校内迎雅ii；民と校外から配給を受けに L: 
人たちの間で、物t.iを巡るlヽさかlヽも少なくなく｀ 1III II 

が雅しl、 物打を「槌す時の 「どうぞ」「ありがと ・,

を辿して、少しずつ郎解を深められればと 考えてl9だ



第1章神戸を襲った阪神 ・淡路大震災

消防署が火災被害詞査に来校。

臨時全校集会（出席1年37人 ・2年52人 ・3年53人計142人）。
烏帽子公園にて黙祷、学校長の話、プリントによる状況調査と友達の安否

情報調査。R

12 : 00 1 自治組織打ち合わせ （翌日から、配給を時間制に決定。掲示）。

13: 00 生徒安否一覧として集約完了。
校内の片づけ （倉庫・事務室・イ呆傾室・情報処理室）。

14: oo I 自治医大の常駐体制確立。区役所対策本部から、烏帽子中地区担当者来校。

以後、毎日市内他中学より応援教諭の来校始まる。

JR・阪急 ・阪神電鉄のパス代替輪送開始。

24日1火I 6: 10 
11 : 00 
12: 30 

25日1水1 10: oo 
11 : 00 

26日I木I11: oo 

11 : 00 

27日I金|7:30 
10: 30 
12: 00 

28日1土I 10: oo 

簡易トイレ 3基増設 (1基烏帽子公園・ 2甚友田住宅）。
生徒登校 （調査プリント回収と 1・ 2年28日まで休校、3年26日産校の指示）。
仮詮水道設置 （西門メ ーター横に 1甚）。

昨夜23時対策本部からの電気・水道・ガスについての復旧見込み回答を、
今朝10時に連絡したことで住民が激怒。連絡板を校内8か所に設置。

校区内掲示運絡貼り替え、巡視。

相談室に一時保管していた重要書類を美術室へ移動。

J R 甲子園口～芦屋間復旧。

本館検査のため、市教育委員会より依頼の廷設会社来校。危険のため閉鎖｀使用禁止の札

を貼る。
3年学年集会 （高校入試日程等変更連絡プリント配布・個別懇談会予告）の資料を西郷小
で印刷。 （避難者名簿改訂594人）

当面の校務分掌確認。

・記録、生徒安否掌握 ・進路

・学習指導 ・避難者対応⑨

・管理・机配置 ・避難者名簿整理

阪神電鉄 甲子園～膏木問復旧。

簡易風呂設置についての調査 （結果、設置困難）。

進路指導委員会。⑩

輪転槻の修理。

職員室を北館美術室へ、校長室は情報処理室、事務室を被服室へ移動開始。

（他校より11人の職員応援）。
避難所自治組織の援助として、配給の補助開始 (3月中旬まで続く）。⑭

地域住民と自誓団とのトラブルがあり、琵琶交番と自誓団への連絡で対応。

校区内渇示連絡貼り替え、 「当分の問休校とします」。

（他校より23人の職員の応援）。
運動場のテントで夜中に騒ぐ少年達への苦情が多い。

災害対策本部より、事情聴取に来校。

29□ 30日月I10: oo 

31日1火

保健所がクレゾール散布に来校。

J R 須磨～神戸問復旧c

職員会請 （避難者を第一に、並行して学校再開を。校務分掌再編成）。

昨夜から物資が届かず、朝食配給なし。

だんだんとポランティ アの人が減り 、物資の管理が困難となりつつある。

（避難者名簿改訂546人）

5
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2月7日、松頭大学会館と兵序県 トラック協会の協力を得て授業を再開

⑰ 「授業再開」

我々の本務はやはり授文である 教‘がは迎難ii小yの

Ii々で•杯である グラウンドもテントで•杯である

授業を再I開するためには、校外の施設を利）IIするしかな

し、 校長とともに校区l)、1を歩き1111るが、ほとんどの建物

は外兄 1 •使川心可能である 述くへtiくには危険が多過
ぎる そんな中、松l悠大学会館と兵J,ii!,[.l、ラ ック協会の

建物が使えそうである fIII疫も足を述び、島IIIii(•の況，1）:

を知ってもら った 我々の投業に対する熱，意が9ぷわり、

会場使）IIの快諾が得られた り＇•述、学校に}~り・貼りする

と、多くの児I:Jiから／恥： iが 1•がっ た

投業1り憐HJJII、各学年とも約1’数の生徒が仔校した

残りの半数は創闊先で’l••• t,rj して t ヽる 久しぶりに会う友

人と会話する中、ll{iし＼雰IIt1父（だった'I'：徒たちに笑頻が1尺

ってきた 我々は投哀ができる ：％びを、牛徒たちは狂校

するf94びをかみしめて＼ヽた。今まで り`たり1iriだったこと

が、こんなに新鮮に感じられるとは忠 lヽ もよらなかった

⑪ 「動向調査」

2 JI 4 11の令校出会に米なかった牛徒たちは、どこに

52 lヽるのか 、•-；;：校の本来の屯話がイ＜通にな ったせしヽもあり、

避難先から述絡もできなしヽのだろう やがて、さまざま

な形で現況がつかめてくる どの保護者にも共通してい

たのは、 「l.9]lhi1(•で平常の学校牛活ができるのは、＼ヽつ

になるのか」とlヽ う心配であった

子どもに II」も早く毎Hの学校生活をという息いは、

教職員も同じであった，幸い迎帷先での即時人学は、特

別措誼としてどの地jiでも親切に受け人れて tヽ ただけ

た。そして、烏相子での授某再開の知らせや、ライフラ

ィンの復ll1により復学し始める生徒がJ竹えたが、新しい

|；地での生活にll要を据えざるをえな＼ヽ家庭も多く、寂し

いことであったc

地域によっては、 時就学でも 1l:．式の手続きを必要と

し、精神的、体）］的に限界に近かった木校では約涌iが

あった。また、温かしヽ配感をしヽただしヽた学校に対しても、

手続き上の不備でご迷惑をかけたことと思う。

⑭ 「電話復旧」

衷災後、本来の屯話が使JIl不可能となり、臨時の遁話

が設爵されたが、安否確認が大変困難であった。2月14

日火曜日、約 1か月ぶりに本米の電話が復l11する。以後、

避難住民の親戚、知人、友人などから安否籠認、諸述絡

の取り次ぎが昼仮を問わず入り、相当な数となった。本

淵1テントにメモを掲示するようになり、時には封淋利用

が望ましい場合もいくつかあった。

心待ちにされていた人からの連絡に大変喜ばれ、お目

にかかるたびに、深々と 「ありがとうござtヽ ました」と

お礼を言ってくださ る人もいて目頭が熱くなるこ ともあ

った。「便りのないのは元気な証拠」とも 言われるが、

蒋段からの 「お元気ですか」の一口が、ましてや非常時

にはどんなに心なごむことかと…。

授業再開の日、生徒たちにも安堵の表情が見られた
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月日 胃 学校• 生徒 ／ 避難所
一冒．． 

2月1日 水 3年個別懇談会 (~ 3日まで）。
国道2号線 一般車両通行禁止、阪神電鉄 三宮～嵩速神戸間復旧。

名札藩用開始（本校職員…赤、他校応援職員•••白、ポフンアイア…膏、 避難者リ ーダー…黄） 。
2日 木 生徒動向調査。

消防署が現場検証。

3日 金

4日 土 全校集会 (3年 6日、 1 ・ 2年 7日から授業再開を連絡）＠のあと、学年集会。

5日 日 授業再開の渇示連絡、校内 8か所の掲示板を校舎西入口に集約。

6日 月
3年授業再開 （松蔭大学会館で午前中、登校78人）。
神戸高速花隈～新開地間復1日。

7日 火 全学年授業再開 （県トラ ック協会と松蔭大学会館の研修室イ昔用）。 1年64人、2年66人、 3年72人が登校。

8日 水
自治医大来校、以後昼間の常駐体制確立。

J R 芦屋～住吉問復旧。

9日 木 風強く 、焚き火やコンロ等裸火の使用禁止を自治組織打ち合わせで決定。

10日 金

11日 土
松蔭大学会館で学習教室 （土曜日は県トフック協会利用不可）。
阪神電鉄青木～御影間復旧。

12日 日 運動場闇易放送設備工事完了、プールの水4t補給。 （避難者名簿改訂381人）

13日 月
救援教科書届く、前日に続いてプールの水4t補給。
阪急電鉄 御影～王子公園間復旧。

14日 火 生徒動向調査⑬ 、学校本来の電話復旧⑭。 ・`

15日 水 運動場東側に水道タンク設置。

16日 木
灘消防署が火災調査。
神戸市営地下鉄全線復旧。

17日 金
震災から 1か月 正午黙祷。

佐賀県医療団が医療活動を引き継ぎ。

18日 土 プレハブ仮設校舎工事開始。

19日 日

20日 月
教諭 1人過労のため入院療菱。
JR  神戸～灘間復旧、阪神電鉄 三宮～岩屋間復1日。

21日 火 上水道復旧。

22日 水 水道水質検査、その結果飲用は不可。

23日 木

24日 金

25日 土 卒業認定会。 53 

26日 日 私立高校入試、都賀地区合同葬儀。 （避難者名簿改訂338人）

27日 月

28日 火
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(3)学校園と教職員の果たした役割

市の地域防災計画には、非常時に学校園に避難所を開

設することが盛り込まれている。教職員も、そのための

業務を担当しなければならない。未曾有の震災の中で、

教職員はさまざまな業務に取り組むことになった。

①学校園の果たした役割

神戸市地城防災計画では、震災時に、学校園は区本部

長（区長）との協議のもとに「教職員または技術職員を

避難所開設のための事務に従事させる」とあり、応急対

策の上では「学校園は、児童生徒等の保護及び応急教育

に関する業務」を分担することになっている。

しかし、今回の大震災は地域防災計画で想定されてい

た災害規模をはるかに超えるものであった。市災害対策

本部は震災直後から懸命の取り組みを行ったが、その対

応は混乱をきわめた。そのため初動段階で、学校園は独

自の判断での対応を余儀なくされた。

・応亀教育に関する業務

災害時の応急教育に関する業務において、各学校園は

混乱をきわめた。児童生徒の所在確認は、学校園の再開

や児童などを保護するうえで重要な業務だが、震災によ

る行方不明、遠隔地の親類 ・知人宅などへの避難のため

連絡が取れず、確認までには時間を要した。教職員は長

期にわたり、避難所の運営、児童生徒の安全確認、応急

教育などの業務に忙殺されることとなった。

市立345校園で幼児・児童生徒の所在がすべて確認で

きるまでの経過は、次のとおりである。

幼児・児童生徒の所在確認の経過

●●災からの編遍 校●戴 •ItJt拿

1月17日（震災当日） 54校 15.7% 

23日(7日目） 189校 70.4% 

31日(15日目） 76校 92.4% 

2月23日 (38日目） 25校 99.7% 

4月17日(81日目） 1校 100.0% 

・学校園に求められた役割

学校園は本来の業務である児童生徒の教育に関するこ

と以外にも、さまざまな役割を果たさざるをえなかった。

機能別に列挙すると、次のような項目となる。

「避難所」としての役割

「物流拠点」としての役割

「情報拠点」としての役割

「医療拠点」としての役割

「後方支援拠点」としての役割

「避難所」としての役割

学校園に求められた最も重要なことは、 「避難所」と

しての機能である。震災当日、市立345校園中、避難所

になったのは218校園 (63%）、被害の大きかった旧布街

地に限れば小中学校108校 (97.3%) と大半の学校園が

避難所にな った。以降、市立学校園は常に、市全体の

60％前後の避難住民を受け入れる避難所としての役割を

果たすことになった。

「物流拠点」としての役割

学校園以外の施設で避難所になったのは、社会教育施

設、福祉施設、自治会館、神社仏閣、教会、企業の建物

などだった。このほか、 公園や空地でのテント生活、自

家用車で生活する市民も多かった。

そこで、学校園の講堂、教室、 校庭のテ ントに食料や

日用品、救援物資が一時保管され、必要に応じて学校園

以外にいる避難住民に配布された。

「情報拠点」と しての役割

学校園は「行政情報の伝達場所」や「尋ね人等個人情

報を交換する場所」としても利用された。

市災害対策本部は、 「こうべ地震災害対策広報」第 1

号を 1月25日に発行、 12月19日までに37回随時発行した

ガレキの処理、義援金の支給、仮設住宅の申し込み、交

通機関復旧状況などの行政情報は、学校園を通じて提供

された。また、学校園に掲示板を設誼し、仮設住宅の当

選発表や、選挙広報などにも活用した。

教育委員会も「がんばれ！神戸っ子新聞」を2回発行

し、 「心のケア相談室」 「教育相談所」などの案内や、文

や写真で子どもたちを励まし、勇気を与える情報を発信
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したこれらは避難所にな ってtIる学校WIから、 I|i民に

隅された その他、避難仕民の＇皮咆や' |{｝報を区災古対

策本部に伝えたり、その島での応急対応にも当たった

また、設災直後は、家版や知人府：の安否、 Jilt(I.：をi,(I薗忍

する1iiltヽ合わせにi)jれる人や、屯話での！！（！会が殺到 した

I)) 1711 I店点で避舟ii!JiJiになった学校1』のうち197校園が

これらの業務に対応した

対9、心0)¥1料となる泄り！ii;（i:lし名洒の作成は、 ；；均災 I111-1 

O) I I) 2011時点で133校位I(64.9%)、2月611時点で

205校HIがiiってlヽる 衿ね人の述絡先などの船ぷもii・

い，ti＇}報交換の場となった

で不情報の掲示などは、追難住民や地域住民にとって1司よりも貸重だっ
た 1蓮池小 • 長田区）

「医療拠点」としての役割

|'揺伎籾t,ri1i)Jへの対応はきわめて ｀I’•かった 地哀発’1-:

''\I~ O) I J I I 711、ポランティア1寸li本をはじめ大学的Ii:元の

|‘k療チームがrl，かの9校19:ilに診板9所を1)(1設した それを

以1,1)りに、令l1ilのI’l治体、「1衛隊、糾l浣などの1父叙チー

ムが相次し、で炉li"i' 最終的にはrliI、I―.0)110校園に，珍燎Iili

が開設され、大きな役'tillを来たした

また、迎舟ii:／所を，；h11,il,i参板したり、 l 11だけ診杭松ri動を

行ったりした1ヽtif-1'は4651ヽtif本で、個人ポランテ fアを含

めて延べ5.264人が105校1.;11で1'べ材枯Hり）を行った

痕災ll¥：後の学校1ヽ：iiには、窮人、と人、 Aげ雌龍ケガを

全国各地からの医税ポランティアの多くが、学校園を拠点とした
（西灘小・滋区）

した避雅住民も多く、 戦，りを受けて（木，i合する約1浣や診療

所が多 lヽ 1卜で、対J心に追われた 終胸教諭が中心になり、

避碓ii:Lもの中から 1咄Iiiゃ 6,i（枷市格者を探し、 ！必．急処iiり•..

をした学校l{JIも多かった また学校1,;_11は、糾人、妊）itlhli

のために、避り！iHi；民に場所の移動を求めたり、 t.'f7jl」に部

屈を川意したりした

「後方支援拠点」と しての役割

今11110)哀災では、救助t,ri動、ii'i，)＼活動、 ライフライン

の復111活勅、ゴミ収如障j、ポランティア括動など、11;I

内外から 多くの人の支採を受けた これらの人の祈祈lii）i・

として、t牧府の少なかったホテルやIit（館、 公((J1tiifl施設

の他に 9本fffi:1': 、 •li務所の会議屯などが ‘1,1 てられた 学校

園も、教‘19や体fi館が91及・fi’i祈I)')iとして使川され、述動場

は1・1衛隊の文援拠点としても活川された

② 教職員の果たした役割

設災1i1i、IIiの教戦員数は9,847人で、そのうち家/;-[に

彼打を受けたのは4.862人、令（本の49.4％にも及んだ そ

して、教戦いの安否確認は、 通f,i．交通 「段が迎絶した

中では、き わめて14;1雅だった

、必災‘',111に確認できたのは17校1-:11(22.6%）に過ぎず、

1 辿間 1 1 の 1 月 23 1 1 にようやく 323校 l~il (93.6%）とな

り、 最終確認は設災W11 I I O) 2)I !i I Iであった

このように多くの教職員がl’Iら骰災を受けながらも、 55 

避礁所となった学校1{ilで多様な役割を来たしてlヽった

多くの教職員が休11を返 I汀．して、救扮i[!])]）や学校の迎党

に",1たった 特に、辿雅所になった学校1.;110)校1;11 1~. 教

頒は、 I ;1nJ近くがほとんど休めなtヽ 状況となった
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職員室で開かれた避難住民代表者との会請
( 2 月 17日宮）11小 • 長田区）

・震災時の主な業務

避難所にな った学校l刈では、校l~I長の指fl(のもとに 、

学校園の岡かれた実態に応じて教戦具組織を編成、当l(1i

の間超に対応した ＇品災によ って生じたtな梨務を分類
すると、次のとおりである

·‘I7•常業務に付｝JIl された業務

教行泊動／安全教hこ、心と体の健康、

欠授来時数の1111復、就‘-;;:•J濁

学校笠理／施設設備の安全fi,{I詞忍 ・1、心．急復II」、

施設の利）l-l,lm.、'1i'f11直、

プ次災‘'.,I{-対策（迎難所）

• 新たに）JI Iわ った業務

地域防災 I．．の業務／りむii:'l::1，似序の保護、 1心急教有

被災市民の支援／避難9所の連党・支援、救助活動

避難所の運営・支援

教職員の業務のうち、最も長関l化したのは避難所の迎

営と迎難（j；民の支援だった ポランティアは全IEl各地か

ら駆けつけたが、迎難9所の迎営については教戦員が中心

的な役割を来たした

救助活動

虚災‘..!.,1ll、学校園）iij辺で救助活動に参加 した教職員は

出勤できた教戦いの12.8％である。また、迎雅所となっ

た学校1他ilでは、 II濁 した教職凶のうち16.8％の教職具が

周辺の救助活動に従'l且した。

救助活動への参加者

救助活動参加者 出勤教職員中の割合

避難所校 486人 16.8% 

非避難所校 79人 54% 

全体 565人 12.8% 

教職員が行った業務

0 50 100 150 200 250（校）

住民の救出

遺体安置搬送

水訊達招送

食料請達搬送

医薬品旧達搬送

けが人の応急措置

トイレ等の漬膚

遅難所見回り

外部からの問い合わせ対応

迫誼住民同士の人問関係の請竪

生活上の苦情の対応穎整

自治組織の運宮 ・迫難所の指湯

宿直業務

II」市街地の学校I.illでは、人口のドーナツ化視尿や見 ii

生徒数の滅少により小規校化し、教職貝数も少なく、tii

直業務は大きな負担になった 学校を11}|｝りするには．貨

災によって牛じた業務をどう軽滅するかが大きな課：Iりと

なった

(4)社会教育施設・ 1本育施設の果たした
役割

学校胤だけでなく、 社会教n＇施設、 体有施設でも名<
の避難住民を受け人れた ヒーク時には約3,000人区も

のぽっている

虞災直後は、施設の多くが、？彫気・ ガス ・水逍なとti)

ライフラインに披古を受けて しヽた ，そんな状況の,1べ．

少なしヽ 職い体制ながら、さま ざまな対応をせざるを付す、

現場は大況乱となった。また、 各施設はその｛［地状況．

施設の機能などから避雅）iJi・以外のさまざまな役割を県た

すことになった。

たとえば、中央休脊館は[Ii内外からの学！ll品なとを槌

酋じする 「学JMr'111,受け入れセンタ ー」、 西体fi館は ．j，II.i/1 

物資のり:配所」として大きな役割を来たした C また、ホ

ー トアイランドスポーッセンターは応急対1、心により．，品

水プールを 「お風呂」 として市民に開放し、多く 0)IIil{

に利用された



社会教育施設が果たした役割

量躙"’饂

瀑曇瓢劃＂＇

99...饂
直● (8鱈）

＊覺俸冑鱈

璽・体青鱈

王子スポーツセンター

三子・上●技場
•纏動鶴技場

量偉冑鱈

・鱒冑鱈

l11罠置鍮場

ポートアイランド
スポーツセンター

翼書鶴に畢たした霰鶴

学＂コ ーナー (1月31日～3月1日、
8月1日～8月30日，12月21日～12月2781

学冒コーナー (I月31日～3月39日）

ホランティアの宿5白場所 (2月12日～6月1日）

辺編pJj'1月17日-s月118)

避鶴所 (1月178~7月1日）

避髯所 ，待擾所 (I月17日～12月278)

学用品受け入れセンター (I月268~3月218)

追難所 (I月178-8月20日
待擾所 8月21日～12月15日‘

遅鯰所 t1月178-8月20日）
待横所 i8月21日～12月14日）

自衝淑の救援基地 (1月18日～4月278
仮設住宅 (144戸）

辺鯰所 (1月17日～8月20日
待横所 8月21日～10月20日）

救援物資の藁配所 ll月308-4月8日l

坦誼所 ・待憬所 （1月17日～9月18日/.
自街隊の救援基Jも 1反設住宅 (248戸

温水プールをお1l¥呂として開放
(2月20日～3月318.利用人数9.087人

第1童神戸を襲った阪神・淡路大震災

ヽ

自衛隊の救援基地となった王子陸上競技場 （灘区）

学用品受け入れセンターとなった中央体育館 （中央区）
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(5)ポランティアの活動

今1111の設災の大きな特徴の・つとして、国内外から多

数のポランティアが駆けつけ、多種多様な活動を行った

ことがあげられる 汁話Lを柘めた状況 Fでの献坊的な活

動ぶりは、被災者に多くのリ］氣と希咆をり・えた

① 活動の特徴

今1111活動したポランティアは、その規校、活動内容、

納動期間におl ヽて、過去の災~1;-11中に活動したポランティ

アとは多くの点で沢なった特徴をぷして tヽる 以ドに、

教ff委い会が1|iヽ＇r.学校lャ叩l長に対して行ったアンケーl、濶
fiと、兵hi収が避難Ji)j・でのボランティアt舌勅者に対して

行ったアンケート，i伍結果を紹介する

・活動従事者の数

教fi委員会が行った渕介では、地虚発生の Il I 1711か

ら3)13111までに、 1|iヽ［学校1.;11のポランティア活動への

参）I|者を次のように推，廿してしヽる

• 長期滞 (E!『！／延べ259,600人

・仮浦l滞(lJtl／延ぺ42,500人

-・}j、兵）9ii!,!-t{，itll部でも、地災後5かJIの県内破災地

全体でのポランティア活動itli者数を盛ii122)i人、特

に地如l'［後 1かlltl-¥1は、 ln平均2Jj人のポランティア
が活動してしヽ たと推定してしヽ るが、実際の人数の把握は

ィ＜可能である いずれにしても今までの災古ボランティ

アとは比較にならなし ほヽどの規校となった

ボランティア活動者数の推移•• • ----． ---

¢ ・

山口県から躯けつけたポランティアは「頑張って！神戸」のワッペンを
腕に、炊き出しを行ってくれた (1月29日 神港高・兵庫区）

・活動従事者の構成

今回のポランテ ィア活動従’li者のフロフィ ールを見て

みよう 教ff委員会、兵I碍闊訓部の,,1,j)Jの1翡牡粘果か

ら、 30;使木悩iのtflヽ ポランテ ィア、 牛、'tに学ゾl・：ポランティ
アが多かったと lヽ うことがうかがえる

また、ポランティアHI休への所属のイi無につ lヽては、

「特定のポランテ ィア11lf本に所属してlIなtヽ人」が兵！屈

県の閥代で50％とな っ ており、 平数の人が 「fl札1人で参!~I

して＼ヽ る人」であった 過去のポランティア経験のイi1懇

につ lヽ ては 「経験なし」とtヽ う人が、兵lii!,t,i1代で69%

となっている

そして、個人だけでなく、グルーフとしても国内外か

ら柘めて多様な15Jii本が被災地にポランテ ィアを派逍して

l Iる 災‘;FII年に出動した実禎のイl無は別として、以前か

らポランテ ィア活動を＿i：としてきたhllf本やNPO （民間1

（人）

1日平均ポランティア活動人数 期間別

期間 炊き出し準備 ポランティア 累計
避難所 物資の搬入 ・搬出 地域活動等 計 活動数

1/17-2/17 12,000 3,700 4,300 20,000 620,000 620,000 

2/18-3/16 8,500 1,500 4,000 14,000 378,000 998,000 

3/17-4/3 4,600 400 2,000 7,000 126,000 1,124,000 

4/4-4/18 1,600 100 1,000 2,700 40,500 1,164,500 

4/19-5/21 750 10 340 1,100 36,300 1,200,800 

5/21-6/16 390 310 700 18,900 1,219,700 



第1章神戸を襲った阪神・淡路大震災

非営利組織）に加え、競段は必ずしもポランティア活動

を1:：たる活動としていない団体、たとえば企業や行政な

どの労働組合、各種経済団体なども活動を行ってtヽる。

ポランティア活動従事者のプロフィール （兵庫県顛ぺ）

一20歳未満
Eコ20歳
にコ30歳
にコ40歳
l.50歳以上

(10.1%) 

(17.4%) 

(50.5%) 

(17.4%) 

（教育委員会調ぺ）

一 学生
こコ職域派遣

［コ各種団体

一地域住民

(42.4%) 

・活動の内容

もう一つの人きな特徴として、活動内容とその手法も

きわめて多様であったと tヽ う点があげられる。

「避難／所だより」などの作成、メ ンタルケア、救助）ミ

による捜索、避難者名簿作成、子どもの保育 ・遊び相手

など、従来の災杏時にはあまり見られなかった活動が行

われた。また、活動手法につlヽても、 パソコンによる梢

報収梨 • 発信（パソコン迎信） を利用した活動など、 ­

れまであまり見られなかった手法が用 lヽ られた。

長期滞在型ポランティアの活動 （教育委員会調べ）

亡コ学校Ill数 0 20 40 60 80 100 120 140（校）

食料・水・日用品配総

食事の炊き出し

入浴
メンタルケア

避難場所の調整

行政嶺閲薔との遠絡且堅

子供の指導

通学の安全指導

潰掃などの美化活動

n后者名辺の作成・坪び出し
医療活動

その他

短期滞在型ボランティアの活動

仁コ人数

゜r 医療活動

炊き出し

濱劇 ・歌

理容 ・美容

はり ・ きゅう • あんま

野外活動弓I率

入浴

クリ ーニング

法律相談

その他

5
 
10 15 

（教育委員会調べ）

単位干人
20 25 

・活動の期間

ポランティアの活動は、過去には例のないほど長期に

渡った。平成7年12月現在も、仮設住宅などへの支援な

ど、住民の自立を支援する方向で活動が続いている。

59 

「自分のできることを」と墾けつけたポランテ ィアには、20代の学生が
最も多かった （本山第三小 ・東濶区）



② ボランティア受け入れの際の問題点

地震発生当日のうちに、市内外からポランティアが被

災地へと駆けつけた。その迅速さと活動希望者の多さに、

受け入れの対応が困難なケースも少なくなかった。

60 

・市災害対策本部の動き

市災害対策本部では、地震の翌日からマスコミを通じ

て全国に向けポランティアの登録を呼びかけた。当初、

7人の職員が 5台の専用電話で登録希望の電話に対応

し、最終的 (2月24日時点）には、 11,300人の登録を受

け付けた。しかし、応募が殺到し、 1月20日時点で 「こ

れ以上受け付けても連絡出来ない可能性がある」と判断、

医師・看護婦などの医療従事者以外のポランティアの受

け付けを中断した。 1月22日には、医師・看護婦につい

ても受け付けを中断した。

•各区の災害対策本部の動き

各区災害対策本部も、市災害対策本部の動きに合わせ、

ボランティアの登録を開始した。しかし、震災直後の混

乱で、区内のどこにどのようなニーズが生じているかを

把握することもままならなかった。そのため殺到するポ

ランティア希望者のパックグラウンドを考慮に入れ、適

切な場所へ派遣することは事実上不可能となった。

結局、ポランティア希望者に自発的に現場に入るよう

要請するだけで精一杯だった。

・ポランティアと学校園の関係

地震直後から 1週間以内に、避難所となった学校園に

多くのポランティアが駆けつけたが、その半数以上が、

ポランティア経験のない個人だった。このため、当初は、

多くのポランティアが組織だった活動を行うことはきわ

めて困難な状況にあったといえる。

ポランティアと避難所になった学校園との関係につい

て、教育委員会が行ったアンケート調査によると、避難

所でのポランティアは、避難所の自治組織や学校園の教

職員と連携した活動を行ったことがわかる。「自治組織

との連携がなされた」「校園長の指示のもとに活動した」

とする回答が、それぞれ40％を超えている。次いで「組

織化された自主的な活動」とする回答が多い。

ポランティアの行動、態様
一学校111数

゜自治籍織との連携がなされた

校園長の指示のもとに活動

市職員の指示のもとに活動

組織化され、自主的な活動

個々の活動がばらばら

その他

20 40 

（教育委員会調ぺ）

60 80（校）

・ボランティアヘの対応で苦慮したこと

今回の震災におけるポランティアは、活動の経験が少

なく個人単位で現地に入った人が約半数を占めていた。

そのため、ポランティアヘの対応で苦慮したケースも少

なくなかった。

アンケートで最も比率が高かった回答は、「教職員が

ポランティアの指揮をしなければならなかった」ことで

ある。これは各避難所でポランティアの組織化に際し、

行政による対応が混乱している中、団体活動や多人数の

指揮に慣れている学校園の教職員が指揮をせざるを得な

い状況があったものと考えられる。

また、いくつかの学校園からは、「ボランティア保険」

などの手続きも各学校園でまとめる作業が発生した、と

報告されている。こうしたことが、結果的に避難所運営

に携わっていた教職員の負担をさらに増大させることに

なった。

ポランティアの対応で苦慮したこと

一学校園数

宿舎の世話

方針の遣いによる意思不一致

学校の方針に従わなかった

教璽員が楢糧しなければならなかった

避●住民の自治活動の妨!f

人数が多すぎた

その他

（教育委員会IIへ:)

゜
10 20 30 40（校）



Rポランティア活動の課題

開i;し')滉乱した状況の中、多くのポランティアがさま
ざまなt援活動を行った。個人、企業、団体などが、 l¥ 
ずれもl自主的に始めたものである しかし、今同の災•;If

がこれまでにない規校だったこと もあり 、ボランティア

活動(3おいても多くのIt,ij組が生じた 以下は、その教il1|

を牛かす今後の活動の在り方についての牛活協同糾合コ

-7 こうべ森畑哲•i'(；氏の提 Liである 。

大震災を通して考える

今後のボランティア活動

生活協同組合コープこうべ 広報 森灯ll 1.9f・il'； 

今回の人設災で、コープこうぺも組合員のJiやII韻

1.lなど多くの祁＼ヽ命を失った また、東灘,~の4噂11

ピルの倒壊をはじめ各地の店舗に多大な被，Ifを受け

た。しかし、こうした1が1雅な状況の中で、糸1l合い、

朧目によるポランティア研1l)）が1’I然に始ま ったので

ある。それは11頑からの活動があったからこそ、と

しヽ えるかもしれなし、

そもそも、 ‘'VIて協は第 1次 lIt朴大戦後の物価翡に

多くの人が苦しんで＼ヽ た1921年 （人．il―..10年）にiせ生し

た。創1'/.の指祁者であるt'OII',閑彦は、おli.tヽ が心か

ら信粕しあい、助け合う 「愛と協lri]」の社会づく り

を化協9こ託した そして、その精神は多くの人々に

引き継がれた

1966年、ポランティアグループの活動を支える

「ともしび拠金」を創設し、 82年 「ユニセフ祥金兵卯

市務局」を設ii,1:、83年には，合j齢糸11介員の19｝ヽ：を支え

る 「くらしの助け合しヽの会」を発足させた，88年に

は麻齢者の食I-|：．活を支えながら会い交流も図る 「ふ

れあい食）l~の会」 がスクートしている → このような

自発的活動は、神戸を拠点として全l1ilへと活動を拡

大してきた。

震災から約10IIが過ぎた IJ-12611、コープこうべ

は’l:．括文化センターにポランティア窓11を設ii'i.し、

ポランティアを希哨する人の登録を開始した。白然

発生(()に生まれたポランティア活動をより効采的に、

また息長く続けて tヽ くためである。この窓IIには 1

週間で1,200人の1-IIし込みがあり、窓II業務はたちま

ちバンクした。そこで新たに 「コープポランティア

第 1章 神戸を娯った阪神・ 淡路大雲災

いら各地で行った炊き出し活動― /̀｛ 
本部」を設骰し、わ叩者とが濁場所 ・t,ri動1'、1容の交

通整:Pl！を始めた それは人・変な作来であった しか

し4)1に約2.500人だった登録者は、戎災から 1召「後

には約3,500人になり 、改めてポランティア研勅への

忍；谷Kの泊jまりを実感することになったのである

今年、 「ポラ ンティアJC年」と lヽ うバりどが盛んに使

われた 糾祉関係者のII'，1でも 「II本にポランティア

が行たな＼ヽのは欧米，lfiliilとの文化的な述しヽとよ<,i’ 

われるが、もはや，；•えなくな った」と l ヽう由が 1itl か

れた ‘'14:．協での長し、t1rj動の中でも、これだけの知

!！lIl'，1に数T・人の111し込みがあ ったのは切めてのこと

である

では、設災のM,r.Lの中でポランテ fアi,刊!li）)はどの

ように行われたのか コーフ こうべはり，し1)、1を8つの

地城に分け、それぞれに 「ポランティアセンクー」

を設附した なかでも神li 1|i lド央区・兵WIメ9.•長1 11

区・須序lメ．など賊，11の大きかった神戸の中心部には

2月911、「兵hiiポランティアセンクー」 を設；i','.した

hilセンクーl/f-1，役までの研拇）は緊＇ぶ支援が中心で、人

命救，’I',、水汲み、物ftの整Pl！・配布、避りift),Jiでの炊

き出し、受馬釘I:．の受け人れへの対応などであった

センタ ー1}礼l,i位後は` 9也れ1; I I了やれ1；近Ii•I:',1 ，しの各 ’l:． 協か

ら救援物賓の船人が相次 lヽだ そこで、中央区・兵

hii区・長1」.l区・ ；（昭区の搬災地を対集に、総努693人

のポランティアで「地域総，iJj|,'り活動」をスクートし

た。敗災した家々を 1車fl,lil:，iJjね、必快な物賓の＇以

咽をl/rllヽてlI_Ilるのである 水、食料、ガス コンロ、

松根をャりうビニールシート、おむつ、 ミルク・・・ lit1 

き取った恢望をスト ック された物狩から1IIiけた し

かし、 Fをllくしても吸哨に応えられなlヽ 場合、 「梼

ってたのに」と 被災者から怒られたケースもある

また、センターでは避難1所の＇災咽にも）必えたが、こ

ちらは集lヽII生活に必咲なガス炊飯浴や洗濯機などを

求める）けが多かった。こうした物iクtの船送には、 1・ 

ラックや述転 f•の手配など、 他府県生協のボランテ

ィアがfを貸してくれた

このような 「地域総，；h|―,＇ll活動」は1.769f'I:、「迎雅I祈

油li'，l」は31か所にのぽり、 3月4池ヒtiまで紐けた 4 
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月頑からは活動の輻を広げ、物賓搬送や炊きI,1,1し以

外に、駅周辺のクリーン活動、 I',-付けのお手伝tヽ 、

慰li'，1、人浴祈動など、長期化する避雅所生活への対

応や仮，股fi了む屈fl：者への支援、翡齢者への定期JJ1r,";J、

糾祉施設での支援など息の及い地追な研動へと変わ

ってtヽった

このようなポランティア活動を通して、いくつか

の1，'＇，］遁点も実感 した。 •つは 「 i1,I か役に立ちた t ヽ 」

と押し奇せた多くの人々への対応（コーディネー ト）

の難しさである。

学4:．を中心に、令国各地からさまざまな、多人数

のポランティ アが訪れるーしかし、その中にはポラ

ンティア経験が令くなく、」：地勘もほとんどなしヽ人

も数多く tヽたc 皆 「iIIIでも t．ヽtヽ から手伝し、ヽたい」 と

ぷう しかし、その、ぷ卯者のビークが地虚発'I:：直後

から少し遅れたこともあり、さまざまなll[J図が生じ

た。人））を動員する人命の救I,1,I活動にぱ間に合わず、

人r・の必快な所へ行って もら っても、志粕者が予想
して tヽ た活動内容と述ったのか、志即者ががっかり

して活動が続かないと tヽ うケースが少なくなかった

「；；化に、どこで、何をしてもらうか」をコーディネー

トをすることは混乱を柏iめ、ポランティアの気持ち

を I-ク}活かしきれなかった。

継続的なポランテ ィア柄動にと っては、こうした

コーディネート役の4f在が非常に［要である。 しか

し、 -Jjでは、ポランティア活動とは本米、白らイ1,I

ができるかを兄出し、自ら活動できる 「自己完結」

尺'•1 と t ヽ っ たものではなしヽかという思しヽもある 。 また、

ポランティア柄動は柚本的には地域の人同＿Kが1［し、

に支え合う地域に根ざした活動でなければならず、

地域に1『i迎したボランティアが中心となって、応援

のポランティアと協））していくことが屯要だろう。

湿災をきっかけに活動を始めた人たちを、実行））

あるポランティアにiを成し、 LI常生活の中で息の長

い活動を続けていくポランティアが 一人でも増える

ことが、 真に私たちのめざすところである。

一つ「lは、行政と民lli]ポランティア団体との協）J

体制のI/'，l湘である 虞災前、各種の民間ポランティ

アlJl体と行政は、 IIーしヽのti韓）内容やテリ l、リーを雑

ftしながら、協｝）しあ ってIliLしの福祉向 l：に努めて

きた 近年、ド雑I:・I袋説の分野を中心に、マンパワ

ーの確保が I[['災な課題となってきて tヽ るが、神Ih1i 

でもこうした人材の有成や人材に関する梢報の収

リ~ .提供にようやく ィ9,i'T"" しつつあった そんな矢先

の設災だったのである

設災直後の漏乱Lの II l 、 「1’I'i報」 のク<~II が活動に大き

＜ ：j核縣した 行政が、民II'，Iポランティア団体が、ど

こでどのように救援 ・救護t;ri!)}）)を行って lヽるかを知

る術が全くなかったのである 支援を求める多くの

人々の役に、［つためには、多くの'h1f報をリS約し、共

{iしてtヽかなければな らなしヽからである

今後、復興に向けて、ますます多様で質の高いポ

ランティア活動が求められていく 。そのためには、

行政と民間l寸1（本による協力体制を確立していくこと

が必要だろう。そして、それには、それぞれの役割

の明確化も大切になってくる。行政には、単体の民

間団体だけでは難しい分野における機能整備が求め

られる。具体的には｀各ポランティア団体の梢報交

換の場の提供、人材脊成、そして市民の支援活動に

I対するあらゆる情報の収北 ・提供である

こうした行政の活動に協力する形で、民間団体は

それぞれの役割を認識し、実践の方法を賂えていか

なければならない。コープこうべでは現在、 当初の

ポランティア本部の役割を、「コープボランテ ィアネ

ッ l、ワーク事務局」に引 き継いで活動を継続してい

る。ここでは、より幅広い活動の賓金的助成を行う

ことができるよう、寄せられた孫金をもとに 「コー

プポランテ ィア基金」を設罹し、法人格を有する財

団の設立準備を行っている。

こうした活動の芽は、いずれ大きく育ち、地域で

ポランティア活動を進めてい＜ t．での直要な拠点と
なり、先進的な市例になっていくのではないか。そ

して今後の活動を支えていくのは、ボランティアに

従，liする人、そのコ ーディネートにあたる人などは

もちろん、地域の人々や諸システムの撒備にあると

考える。



(6)地震直後の学校園で

誰も想像しなかった混乱の渦中で、教職貝は、子ども

たちは何を考え、どう行動したのか。そして全国から支

材に駆けつけてくれたポランテ ィアは...。避難所になっ

た学校1;J.1でのそれぞれの忠tヽ を、抜粋して報告する

①教臓員から

お誕生会をしよう
魚崎幼稚園岩濱里ii：了・

ただ、必クじだった。1711当Rより千どもたちの安

否を袢ね歩く。小学校に並ぺられた逍体の中で、卒

園生やおl.:｝さん方のご過体に対面した6 瓦蹂の町を

歩く中で出会うお9:｝さん方と抱き合っては泣き、 「頑

張ろうね。ifii）1じろうね」その一言しかなかった。

1階がつぶれた幼児の家に、り：てられた行板から、

「みんな無1i」という文字を読み取って、ほっとした

り、木述アパートの 1階に住む幼児の家を恐くて震

えながら訪ねて tヽ き、元気な幼児に出会しヽ、私から

抱きついて対i.tヽ てしま ったこともあった。すさまじ

し、Il々 だった。

「お涎生会、してくれるかな？」「ウサギさん、だ

いじょうぶ？ 」幼児たちに出会うたびに、そんなか

わいtヽ 心配の声を「itlしヽた。ウサギの餌のキャペツを

片手に間を訪ねてくる幼児たち、 「先4:．が元気そうで

よかった」と訪ねて卜.さるお舟さん}j……。「1、2、

3月生まれのお誕生会だけでもしてあげたしヽ」 「子ど

もの槌う場から復典しなければ…」と再開に向けて

の意欲や湧気が洲いてきた。

2月15R、幼稚園再開と決まる。園合、 1利庭、通

園路の安全確認はもちろん、遠方へ避難して tヽ る幼

児への連絡、｛り開後の保育の進め方の打ち合わせな

ど、忙し tヽ 日々 は続しヽ た。でも、楽しかった。「誕生

会を盛大にしよう」「おやつもi'I・',そう」など、幼児の

笑顔を忠い秤かべながら、次々と保育の案が浮かん

できた。「了・どもたち、祝ぶだろうなあ」と職員みん

なで）ー）を合わせ、 i収り組んだ。

教師になって知り合った子どもたちゃお母さんJi

第1車神戸を襲った阪神・淡路大震災

久しぶりに閉かれたお誕生会でうれしそうな子どもたち
（魚崎幼・東濶区）

の死と直面し、つらかった。でも、私と tヽ う、ただ

ちっぽけな人間が家を訪ねただけで、道で出会った

だけで、こんなに喜んでくださる方たちがいること

を実惑し、教師という役割の大切さ、訳さを知った。

何もできないけれど、 一緒に泣いて、 一緒に1i)］まし

あったそのことが、私が思う以上に、お母さん方や

-f-どもたちの力になって tヽ たことを知った。そして、

それ以上に私自身の心が癒されていた。

1月17日から18日の記録

魚崎小学校教諭山本雅弘

教諭岡田洋一

学校に祈くと校「"1は1井Itヽてtヽた。職凶室に向かう

と、管理艮の溝江さんが校舎の鍵を開けていた。多

くの人が押し寄せて来る。「はよ、校舎開けんか」と

いう内が1iりこえる。表枯も険しい。紅桔l符の上に上

行を来ている人が多い。震えている人もたくさんい

る。迎動場に出ると500人ほどの人がつめかけていた。

「何とかしなければ」としヽう思いから、まず体育館か

らマットを出した。それを見てしヽた避難して米た人

たちが、次々とマ ットを出して行く 。マットが足り

ない。そこで、（本有倉／il［のマットを出す。すると、

避難されている人が染まり 「あっ」という間にマ ッ

トがなくなった。（中略）

学校の職員が中心となって恰報を流さなくてはな

らないと思い、すぐに放送室へ行き、拡声器を棚lが

崩れた中から見つけだし、東扉の前で放送を始めた。

最初は 「生き埋めになっているので10人ほど手を貸

してほしい」という内容がほとんどだった。放送す

るとすぐに集まってくださり、助けに行った。
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しばらくすると今／父は、生き雌めになった人を助

けに行った人が、外れたドアの 1：にt布にくるんだ

人を乗せて帰って来た 追体が次々に述ぱれて来た

のである 追体は体fffti｛に四くようにした しかし、

「辿体は区別してほしtヽ」ということから、 ';t球台の

l：に加ヽた 中には、 ';t球台の I'．にii‘tくことをりiみ、

「もう少しこの fのそばで添lヽ；Iンしてやりたいので

す」と，tって、そのJ:I，l所をJll))こうとはしなかった人

もいた 外では、南町とり1南本通りの}jから火が出

ているのにもかかわらず、全くii'i[Ji’liが来る夕（れも

なく、火がもうすぐそこに見えて lヽた。（中略）

仮になってようやく、 神Jir|iからパンがhlitヽた

「パンが~Ii きました」 と いう放送と l,1時に長いりりがで

きた。しかし、全日にあたることはなかった 「ハン

つだけですけど孜怜してください」とはlヽ ながら

杞った 「ありがと う」「先生がんばってや」と，iっ

て受けi［むる人、 「これだけしかな tヽ のか」「神） irIiの

職目やったら、もっとちゃんとやらんか＼ヽ 」と）:ii由

を浴びせる人など様々である しかし｀じっと耐え

るしかなかった．

I JI 1811午Iiiil1時t(i、「避難勧代がII,Iてtヽる，ガス

クンクが爆発する危険があるみたいだ」とラジオを

lnltヽ てしヽ た避難者が，tうのと同時に、 苦察1'（10人ぐ

らいがグラウンドに人って来て、人・きな声で 「避難

勧告が1|'，ているので、 2号線より北、 十つIif逍路よ

り東に避難してくださ tヽ」と具体的な場所を、iわず、

ただ逃げてほしいと lヽ う内容のことを言う。かなり

切羽詰まった状況のように感じた。避難者もき っと

圃じように感じたのだろう。あわてて逃げ惑う姿が

兄られた

そうやってすぐに逃げられる（建康な人はいいのだ

が、歩けな lヽ 人や収たきりの老人をどうしようか述

方にtけれた そこに、近所の会社の1tから、 t,f＼ヽ男

性が20人ほど来ていたので、連んでもらうことにし

たゥまた、 職い室のチェアーをIIi椅 f代わりにして

移動したり、 ぶi物を運ぶ 4釘Ii.に乗せて連んだりし

た また、 賢察の護送1Iと1、ラックで赤塚11」麻校ま

で3往復して、やっと全Uの避難者を移動させた。

はばたけ苅藻

苅藻中学校教諭渡辺敦 f•

● l Jl21日／今llは多くの先生方が学校に梨まるこ

とができた 久々に集まりt,1報交換をする中で、不

招ヽこも身内のJjをなくされた先生がおられることを

知る

m1rn (23 n)には、地湛後初めて生徒を学校に

集めることになった。とは，tっても、授業は必のま

た炒。とりあえず、生徒の安否確認と iI:．確な連絡先

をつかむための集合となるだろう。はやく皆に会い

たい （中略）

北区方面に雌むする照Jt-先生、 稲然先生、秦先生

と私で1台のIliに乗っている時 「卒業式できるんか

な」「全員無1tでおっても．乍菜式全日そろうことて

きへんのとちがうか」と、これから先のいろい；うな

不安がふきだし、胸が苦しくなった。この時期：：Iし

なことで泣いている場合やないけれど、卒業ま •こ に

全［しそろえな tヽ かもしれない。皆の剥が浮かんてく

る。次から次、派があふれてくる。11.:まらない。

● 1 月 23 日／JI• 14人とのiり会。 地襄後初めて教ャ、

足を踏み人れる。『かヽ棚からテレピが沿 F。だる・上

ちゃんの合唱コンクールの掲示物も活 F。沐植え I

つ中3つがひっくり返り、 上が散乱。削i、時計か沿

F、ガラスが割れている。（中略）

まず、皆で教室の片付けです。松田心。樫原(t；ょ

頂たいテレビを起こしてくれます。女のfは本肪に

並べてた麻校のパンフレ ッ ト、学級文庫の片付け

その他の皆は、ほう きで床をはいてくれ、あっと，1

うIlIlにきれいな教室にもどりました。さて久々：：＊

ーム）レームと息ったら、教室内に報逍陣。いつも通

りに話せぱいいのですが、緊張…。でも緊張してい

る私の顔を兄て楽しんでいる皆の頻が、いつもの笑

刷。何をどんな順番に話をしたのか党えていなし 、が、

この教室に全Hの元気な笑鎖がそろう Uを楽しみに

している。



第1章 神戸を染った阪神 ・淡路大店災
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み．~.-:
鑽減的な被害を受けた神戸同業高本館 （東灘区）

阪神大震災と神戸商業高校

神戸商業薔等学校 校長 川崎

さらに、この1週間の午前中2時間を、本校と同

様に校舎が使えない状況にあ った市立本山中学校の

3年に使用可能な北館の教室を提供した。（中略）

生徒の登校の安全性を確認し、 2月20Flからそれ

ぞれ午前と午後 2時間ずつだが、 l、2年の授業を

実施することになった。使用可能な校舎が l棟だけ

であり 、2学年を同時に収容することが不可能な状

況だったのである。

凱史

避難什：lしは、 ‘1,1初はおli.lヽつながりの何もなlヽ船

まりであ った しかし、そのまま にできなしヽ ので、

学校佃10)アドバイスで、まずf本ff節l)、1をA~ 1)()）プ

ロックに1X．．分した そして IJI ~~に 11 1，中i小学校から

移動してきた約JOO人の迎雅住民からなるテント 、付を

1つのプロッ クとして、それぞれか ら（し表 者を選,'I,1

さらに休fiftiiとテン l・村から 各 1人のIlt,；,[t,.t
を代表れ())1ドから選んでもらしヽ、これ らの人を中心

に代kk会を設iiftした それからは、hi9及'fj・j11'1:（こ‘',1

たる教UピI-<1'奸Ii派逍())11l‘'iれ・と(/) ・・． れで打ち合i)

せを t i l ヽ．辿lI!iiHi•()）・r,:； J:I l!)年を進めることとした

'l'.i,t(/）安否rifI;，忍は、なかなかのIi<li'：flであ った 屯

甜よ‘1,1t}｝校内に 1本たけであり、しかも通，;,r;()）内容

は、ほとんと泄i1,IIi:（l：民に係わるものであった した

が• 9て、’I．．徒と())辿紹ぱ糾 11.1 r:かl.1'砂 ）iじ話でな外を
liiI l ¥，辿紹())とれた'1:.i,tに（也())'|：．i1[U)な，外をii恥忍す

るか、遥雅＇んを1i¥IさJI丈るかU)lヽすれかしかなかった

そこで、教U2人でチームを糾み、校1べ内にある

およ そ90か/iii•近くの辿難所を廻り、 学校で作成 した

連紹川のホス ターの！！1り付を依頼するなとして、II・：tよ

Q){'1li品に‘りたった その結未、第 I1111だけで88:{人

中495人0)，1!！t’liが確認された しかし、 Ill 2211にぱ

2人0)＇ti、to)クじし．としヽう哀しt、91廿報がもたらさ れた

2 人ともに l’ l ‘ む が 全壊 し 、 その 卜• ,）}し きにな っ て vEピ

したものであった

2 l1を迎え、9IIに復災後初めての{f校Hを設定

、_L'rIIは教戦員 ・1,;Jどれ くらいの'ti走がtf校す

るか気にかけて lヽ たが、登校の時間を1111.『から1511.'i

と船を拉たせたこ ともあり、 1年90%、 2年85%、

3年90%とl9想以 1：に多数の’I:．徒が登校 してきた

その後、 I3 ・ 1411は2年、1611は3年と登校IIを設

けて、 牛徒の安fii,(I;，認を詰めて（ヽった

した

した

②子どもたちから

菊水小学校 1年

1月17日の地襄のとき、びっくり しました。みん

なふとんの中に、かくれました。 となりの tヽ えが、

わた しのいえによ ってきて、わたしのうちのふろに

はいれません。だから、おふろやさんにいっていま

す。がっこうが、いまお休みなので、まい日お勉強

をして、みなと）1|じどうかんにあそびにいっていま

す。早 く学校が、はじまるように、かみさまにおい

のり しています。

出会い

本山第一小学校

村上

4年

ともよ

伊角 ヽ
ク
ノ
ek' 

地 しんが米てから、 2- :~ 11たって、お開さんと

lヽ っしょに、学校の様 fを兄に行った みんな、 Iヽ

ンなどの紅べ物をもらうために、ならんでlヽた 私

とお！サさんは、 水がもらえるかなと思ってたら、 水

なんてなかった それから、啄に却 るとち ゅうに竹

本 さんのお 9吐さんに会った する と、竹本さんは、

ひなん している fどものためにするポランテ ィアを

手伝ってほし tヽと言っ て lヽた おlliさんは、ひきう

けた 1リIll、説ll)l会があると古った

次のLI、説1,J1を1it1きに学校の図；平程に行った

本さんも 来てlヽ たので、会えてう れ しかった

が終わったので、家に帰った 私も11）11 1からし‘つし

ょに1iくことにな った なんだかう れ しくて、わく

わくして きた なぜか と l ヽう と 、 小 さしヽ (• ども と l ヽ

竹

説lfJl
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袋中小4年近藤 t憂司

っしょに追べるからだ

そして次の11、学校に行った すると、 lヽ ろんな

J’・が来た 1中～16ギまで その中でも、とっても

なかよくなった(•が＼ヽた あつみちゃんとあきこち

ゃんだとってもかわlヽく って 「彩ちゃん、彩ちゃ

ん」と気に lヽ ってくれた 私は・人っ （だから、妹

みた lヽ に忠えたので、うれしかった fo 11 lヽ っしょ

に追んだ だっこやおんぶをした ピデオもいっし

ょに見た 字も教えてあげた そして、 T紙をもら

ったので、私も返1-i:を，It＼ヽた

2 JI 8 Flに学校が始ま った 学校が始まったのは、

とってもうれしかったけど｀あつみちゃんとあきこ

ちゃんに会えな lヽ のは、 lヽ やだった あつみちゃん

とあきこちゃんのことを沿j祖えみちゃんに、どう し

てlヽ るかllfllヽ たら、 「彩ちゃんは？ 」とな＼ヽ て lヽ たと

llrl lヽ た時、え っと忠った かわlヽ そうにと忠った

それから、ずっと会ってなし、 会 lヽた lヽ 、会 lヽた lヽ

と忠っているけど、会えなし、 ときどきあつみちゃ

んとあきこちゃんの舶がうかんでくる また、会え

たら lヽ し、のになぁとよく忠う 今l如 ヽつ会えるかわ

からな lヽ あつみちゃんとあきこちゃんだけど、 ,'I,1会

えて本当によかった

千年に一回のじしん

高羽小学校 3年翡羽膊之

ぼくは、よる テレビをみて lヽ るとじしんのしんど

1がきました。それからねてからなんじかんかして

から、いきなりじしんがきま した。ぼくは、お栂さ

んにあたまをかかえられました。そのじしんがおわ

ってから、 あかるくなるのをまちました。

あかるくなって、ちかくのまどからそとにでまし

た。すると家はほとんどつぶれていました。たまた

まそのまどからでて、へやにはしヽるドアのかぎがあ

しヽて tヽ ました それでへや(/)1|Iをみると、れし 9ぞう

こやしょ っきたなが令部たおれてtヽてうごけません

お父さんが外にでようとしたとき、げんかんにし、

くとドアのと ってがとれてました それでずっとt,

じって lヽ たらかってにあきました ぽくのへやもぐ

ちゃぐちゃでした それからJi)Jきぱじめて、 ／i.11ぐ

らtヽ してやっときれしヽにかたづきました

しヽまは、たかしょう小学にひなんしてtIます た

かしょう 中学では、ポランティアの人たちがきて、

とんじるやスハゲテ fーや神｝りじ氣鍋やうどんをつ

くってくれてたべました ill、け、 (1(/）は（ヽ き U)lう

がきたら放送がかかって 「はしヽきゅうがきましたJ

とt,tヽ ます それで、おかあさんがとりに＼ヽきます

111 →0)人たちとも友だちにな って、 1111I 1.{［と中 ・(/)

人でパスケットやサ ッカーをして tヽ ます 水とガス

はまだでません 水は、おとうさんと t1っしょにく

みにt，ってlヽ ます おふろも、おとうさんと lヽ っし

ょにし、、ってし、ます

それから、おとうさんとおかあさんとぼくで、お

ばあちゃんたちをみにしヽきました MFJIにお 1 :l• さん

のJiをみにtヽ きました ．．附が ・I料をつぶしてまし

た おばあちゃんは、 ．．l;J1iでねてたからだしヽじょう

ぶだ っ たけど、おじ l ヽちゃんは • I料でねてたから 1‘•

じきになってました

次に、お父さんのJiは、ぼくはしヽきませんでした

そしておかあさんがかえ ってきて，;・tヽ ました 「啄が
令かしヽでおとうさんは、だし 1じょうぶやねんけどお

かあさんがあかんかって、おとうさんが、おお lヽ、

じしんやそ’わ ってtヽ った時に、もうこえがなかって

もうあかん」ってtヽしヽ ました ぼくは、じしんって

こわ tヽ なぁとおも＼ヽました おじ tヽ ちゃんたちと今

は、たかし ょう中学にひなんしてます

そのあと、おとうさんのおに tヽ さんが ．．．I;からき

ました それからぜんぶかたづ lヽ て、おじ tヽ ちゃん

とし‘つしよに ．．．Iiにかえりました



あの大地震で……

鵡台中学校（避難当時） 1年 中野 JJIl菜

払はあのすごい地鳴りで目を党ましました。一瞬、

何かなと思った途端にガタガタと揺れだしました。

パキパキパキというただならぬ音も耳に入ってきま

した。私逹の子供部屋もペッドと机以外は全部倒れ

て．壁もポロボロになりました。私の家は最近建て

II『していたので、つぶれはしなかったけれど、裏の

家が庭のプロック塀も倒して、庭も飲み込んで、 一

階のガラスまでも割ってしまいました。

沿ち着いたので一度外へ出てみると、外のすごさ

にあぜんとしていました。家の近所には古い家が多

かったので、本当にぐちゃぐちゃにつぶれていまし

た 以前に北海道で地震が起きた時、テレビで見て

もそんなに深くは考えないで、 「かわいそうだね」と

言いながらチャンネルを変えればよかったけれど、

第1章神戸を製った阪神・淡路大裳災

住吉中2年下村美恵子

今度はそういうわけにもいきません。本当に気が丑

くなって何もする気が起きなくなってしまいました。

そして、私と妹二人はこのひよどり台に預けられ

ることになりました。

先週の土II祉日に、久しぶりに魚崎に％｝り、小学校

でポランティアの仕事を しました。 トイレ掃除や緊

急物資の整理をしました。初めはためらいもあった

けれど、今自分のしている事がみんなに喜んでもら

える事だと思うと、すごくうれしくなってきました。

友人の脇山さんも、人のために働くのはとってもや

りがいがあると言っていました。

ほんの一瞬の間に五千人以上もの死者を出した今

回の地裳。私はいつまでも気を落として暗い顔をし

ていないで、亡くなった人逹のぶんまでがんばって

生きたいと思います。それが今の私にできる精一杯

の4ttこと思いました。
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阪神大震災 ③ポランティアから

飛松中学校 1年 ・・・ト・「 文彦

I I I I 711(/）＇「前 3時46分に起きた地設で、たくさ

ん0)家がつぷれて、近路に地割れができてすごtヽ 光

屈だった でも、 IIitくてはっきり 見えなかったので、

そんなに感じなかー）たけど 、11/Jるくな って兄たらあ

まりにひどし、(/)でシ」ックでした

ハジャマのままでIi',てきたので、泳1こJ及り9lliを収

ろうとしたけど、タンスが倒れてドがガラスだらけ

でした それでも、靴をはきガラスを踏みながらE
｛りや1111を収りtl'，しました

その後、東紅il9i小学校に向かしヽました その行く

逍でtヽ ろいろなつぶれた家を兄ました 傾いている

沐＼ i：内のなし、家、ひっくりかえってしヽる家、そんな

求々を兄てtヽ るうちに、だんだんな（落ちしてきました

そして、東須9f5小学校につき、 i本ff館に避雅してt¥ 

ました そこには足(/)・けを折ってtヽ る人がしヽました

束須It浪小学校の応I:．が f• ‘l,1 てしてしヽました その先

11;：たち(/)なかにも敗災したん生もしヽると忠 うけど、

たくさんの先牛が学校にきて1It,i,rjをして tヽるので、

すこ＇くえらしヽ なと ！如ヽました その先牛たちも家族

が心配だろうと息 うけど、それをがまんして学校に

きてtヽ るのだと忠う

そしてIIは経ったけど、先’l:．はi/j:II学校に来て、

避帷してしヽる人たちのIIt,i，和をしてtヽる ポランティ

アの人も学校にきて、 {，;i物を述んだりして働し、て lヽ

る 救援物賓は、 II本令J1ilから），1|し、てしヽ る この地

いをはlili)り地}jだけのII'，1題ではなく、 II本全体の間埠

になってtヽる そうなると 、IIt，店をしてくれるポラ

ンテ｛アの人などはすこ”くありがた しヽと忠う 避難

してしヽる人は、すごく LJ))かってしヽると思う だから

ぼくも、将来は人の役に、，f．つ人1/ilになりたしヽです

,.. . 

二葉小学校での

ボランティア活動を通じて

東北福祉大学 2年 ．＼1.¥'t'," I,・1'1'i 

:; JI 1211、h1l} fへi{ft ヽたのは 'l’• 後 1 011、'ttiiだ ・） た

崩れた1:）メPI9,,・’:j述逍路())1協を、じる私たちのI スヽは、人・

学が拠．＇.'.i.をii，ttヽて lヽるKII I |x’．久 ．．塚地区())・．柑公lヽtl

を11指し てtヽt..: I: ・Ji:()）ため(/)ランフとハチンコ屈
のネオンが、やけに1りlるかったのを＇じとえて［ヽる

I 111711、後期試験の切ll 0)，}｝l、あ0)大地媒が起

こった 勉 旅ヽもしな tヽで、 1I}1 1テレピばかり 兄て tヽ

た そ())とき私は、 11hi1iiiにII)しし,'I',された湛．しみにく

れる人々の姿に涙することはあって も、心())l迅では

どこか辿くの 1: J應で起きた、 l’ l 分 に：よ l~l(弄;()）なし 9.:

とのように忠って tヽた

でもなぜか、大学())掲ぷ板にll,11!),'I¥された神Jjヘ

のポランティア沿化の紙を兄たとき 、私：おまん())少

しの迷しヽとともに1|lし込んだ llilで考えるよりもた

に、足が動t,-(t1た 「私にも 何かが，＇l¥来るかもしれ

なし＼・・・」と、小女で 杯 ではあったけれど、とにか

< ti・ってみようと、1ぶった
私たち此ltR,i tt l: 人．．学は、「東北R,i r11: 人·‘•;：・ホ ランテ i

ア会」 を糸ll織し． ・．りg公l1ll(J）.fりを（！い） て211骰じて

のフレ I プヽをt,ri!11）J拠．点としてtヽた 学4:．たちは現地

.. 
C..  ^  

_r ぐヽ
二葉公園を拠点に活動した「東北福祉大学ポランティア会」（長田区）



本部となったプレハプの 1階を「仮設保育室」とし

て、保育活動、学童保育を行い、また避難所となっ

ていた二蕪老人憩いの家、 二葉小学校でポランティ

ア活動をしていた。私は二葉小学校に派遣されるこ

とになった。

小学校では、仕事は特に与えられなかった。「仕事

は自分で探すものだ」と教えられ、日々を過ごして

いた。しかし、自分で納得できることは何一つ出来

ず、 「体、私は何をしに神戸に来たのか」という思

いに駆られる毎日だった。

一虻小学校に避難されている方々から、亡くして

しま った御家族や家や財産の話をliり＜度に哀しくな

った。私にはどうしようもなかった。慰めの言葉を

探してみようとしたが、何も浮かんではこなかった。

ただひたすら哀しくて、「私は何のためにポランティ

アに来たのだろう」といつも考えていた。

そんな私をいつも励ましてくれたのは、元気な子

どもたちと避難者の方々の心の強さ、温かさだった。

被災した人たちがこんなに頑張っているのに、私が

気切になってどうするんだと、逆にいつも勇気づけ

られてしヽ た。

私がご菓小学校でポランティア活動を何とかやる

ことができたのは、皆と一緒に‘'生活すること＂に

あったと思う。食事の仕分け、清掃、引っ越しの手

iムい、それから子 どもたちと遊んだり、おじいちゃ

ん、おばあちゃんと散歩をしたり、通院に付き添っ

たり…，それらは皆、 一緒に生活している“家族＂

なら ‘',Iたり前のことなのだから。

あの時の二菓小学校は、ある意味で一種の ‘'大家

朕＂だ ったと思う。家族は皆で協力し合い、助け合

わなければならない。一緒にご飯を食べて、悲しい

ときは一紐に泣いて、楽しいときは一緒に笑い合う。

少しの間だったけれど、その仲間に入れてもらった

私は中．；せだった。

災古時のポランティア活動を経験した者の一人と

して今、 言 えることは 「ポランティアは自己満足で

はい（ナない。被災された現地の方々との精神的なコ

ミュニケーションを大切にしなければならない」と

しヽ うこ とである。

相手の喜ぶ顔は確かにうれしいものだ。でも、そ

れが兄た tヽ というだけなら、自分の欲求にすぎない。

その前に、相手が何を求めているのか、何が本当に

第1軍神戸を襲った阪神・淡路大震災

子どもたちとの遊び場所を 「わんばくくらぶ」と名づけて活動
（長田区）

相手のためになるのか、常に考えていなければなら

ないということも、日頃福祉施設などに行って思う

ことなのだが、今回改めて痛感した。

何もかも手を差し延べてあげてもいい。それは簡

単である。 しかし、その手がいなくなったとき、そ

の人の今後の生活はどうなるのだろう。

そして、 「困った時はお互い様」とよく 言 うけれど、

今回だけは本当にそう思った。どんなときでも＂他

人によって生かされている自分＂という存在を忘れ

てはならない。人は独りでは生きていくことはでき

なしヽ のだから。

そういう意味で、ポランティア精神は当たり前の

“他人を思いやる”気持ちから始まるのではないだろ

うか。

今回の冥災でも惑じたことだが、ボランティアは

確実に地域に根付き始めていると思う 。共存の重要

性を本当は誰もが知っているからだ。

「お姉ちゃんは来ないの？ 」

夏休み中、仙台の自宅に電話が掛かってきた。 5

月に小学校に滞在していたときに仲良くなった小学

生からだった。その当時、私と一緒に小学校に居た

友人が再び神戸を訪れて、滞在先の小学校から連絡

をくれたのだった。「あんたもまた神戸に来るんや

ろ？ 」 とお世話になっていた被災者の方や、現地の

ポランティアの方々の懐かしい声が次々と聞こえて

きた。「ああ、つながっているんだな」と思った。そ

の時だけの一時的な関係ではなく、私たちの心は時

間が経っていても、距離が離れていようとも、つな

がっているんだと強く感じ、心が温かくなった。

そういう訳で、夏休みに再び神戸の地を踏むこと

になった私である。今回の来神には、少しの迷いも

なかった。
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第2章

学校教育の再開に向けて
災害対策本部学校部の取り組み

地震直後、神戸市災害対策本部の設置とともに、教育委員会にも対策本部学校部が設置

された。そのときから災害対策・支援活動は、学校園や児童生徒の被害状況も不明なま

まに24時間体制でスタートした。休校措置、各校の被害調査、そして 2月24日に果た

された市内全校園の再開…。震災当日から、 3学期終了時までの学校教育の再生をたどる。
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1.執行体制の確立
地震発生直後、教育委員会に設●された学校部はすぐに行動を開始した。ここでは市内の学校園の被喜状況の把握に

つとめながら、区役所の支援をはじめ、学校園改修、学校園再開、遷簾住民対応など 5つのプロジェクトチームを設け

て災害対策活動を行うことになった。

(1)災害対策本部学校部の設置

神戸市は未曾有の大震災に対応するため、 1月17日午

前6時50分に神戸市災害対策本部を設置した。それにと

もない午前7時、教育委員会事務局に災害対策本部学校

部（以下「学校部」という）を設置した。

① 災害対策本部学校部の組織

学校部は、小野教育長を本部長として、まず媒合する

ことのできた瞭員に、 学校の被害状況を把握し安全点検

を行うと ともに、 学校を避難住民に開放するよう指示 し

た。組織は教育長の指揮のもと、緊急事態に対応するた

めに総務部長、指導部長、社会教育部長をそれぞれ班長

とする、プロジェクトチームを編成することにした。

総務部長のもとに設けた学校圃改修班は、 学校園の被

害状況関査をもとに、 1月20日中に安全 ・危険度類型を

整理して学校改修、建て替え計画などに取り組んだ。

指導部長のもとでは、被害の少ない地域の学校の一部

を23日以降開校するため、各学校園の被害状況を調査し

た。その他の地域は、被害状況を見て｀順次開校に向け

て準備に入った。

社会教育部長のもとでは、社会教育施設を避難所とし

て対応する作業などに取り組んだ。

そして、それぞれの班に朧員配猶を行った。

また、 学校部は各区の支援にもあたった。17日午後4

時、垂水区災害対策本部へ10人の職員を支援のため徹夜

の組織体制で派遣。翌18日には、各区の災害対策本部へ

43人、北・垂水の給食共同開理場へ18人を出務させる。

以降、この支援体制を24時間体制で続けた。あわせて、全

国からの救援物資の仕分け応援にも24時間体制であたっ

た~ o 

19日には、 学校再開に向けてプロジェクトチームを編

成。施設整備の聞査、教員確保、交通手段の確保、授業

方法、避難者対策等を早急に検討することにした。また、

当面対応すべき項目として、行事の見直し、教員の学校

への出務の徹底、授業再開の通知、進路指導、教育委員

会会議の開催があげられた。

②災害復興本部の体制

24日には、 学校部の組織を災害対策本部から災害復興

本部に移行、 3月31日まで臨時体制で運営した。学校部

本部には、課長と各課 l~ 2人が常駐し、交代制による

夜勤体制も実施。事態に応じて委員会内部で職員の兼務

体制をと って増強した。

なお、本部に設腔した 5つのプロジェクトチームは、

次のような役割を担った。

・総務・広報プロジェクト

総務事務、広報対応、補正予算対応

・区支援プロジェクト

灘区支援に課長級2人、係長級 l人、担当者50人の派

遣、民生局の救援物賀班に10人派遣

・学校園改修プロジェクト

学校施設の被害状況の把握と補修（被害甚大校33校園、

中規模程度の被害校37校園、補修工事必要校153校園、

計223校園）

仮設教室の建設、 予算編成作業

・学校園再開プロジェクト

学校教育活動再開への調整

．避難住民プロジェクト

避難所改善対策、避難所支援活動、給食共同閲理場で

の炊き出し活動、 学用品受け入れセンターの開設、ホ

ームステイ相談センターの設樅

(2)全体会議の開催

学校部では、教育長以下職員全員がさまざまな情報を

共有して的確に行動するため、全職員を一堂に集めた全

体会議を震災当日から開催した。

①震災当日の全体会II
全体会議の第1回目は 1月17日午後 1時、 2回目は午

後 5時、 3回目は午後10時であった。そのとき学校部情

報として以下の情報を報告した。

• 神戸市災害対策本部の動向

学校部本部出務者数— 68人（内10人は垂水区支援）

現場出務者数 1,100人

学校園避難所数 109校園



学校園避難人貝数 ー 11,000人

・学校部の組織体制

本部1l,1務者は、現行58人をめどに24時間体制を綺ける

各課で交代制を適宜実施すること。

•各区への支援体制

日宅待機者を巾心に近くの区役所へ派逍すること。

・被害状況の把握

明朝7時半頃から再度状況杷捉を行う 指専部では、

児童生徒対策の1店本方針を確立すること 給食実施の
有無を具9本的にすすめること。

• 北 ・ 垂水給食共同調理場での炊き出し

R全体会請の開催状況

翌18H午前1時、学校部は3号節被害のため 1号館14

陛大会議室へ移動。全体会議は、災害対策本部本部員会

議の開催に合わせて1ij.11朝と夕方に開催し、学校部梢報

を戟員全員に伝えた

1月27日、 学校部は3号館に復帰 全体会議は、庁舎

の7~8階に放送設備を臨時に設けて行う方法をとっ

た，なお、この放送設(I!iiは（掬屯通の協力により 8月末ま

で無餃1舟与された。その後も全体会議は 3月末まで毎「l
枇l催。4月からは迎2回とし、 8月まです1・109回実施した。

会譲の席上では、災害対策本部本部員会議の内容、学

校避難所解消に向けての収り組み状況、教宥委貝会が収

り糾むべき問函・課題などを戦貝全具に1il知徹底でき、

大きな成果をあげた。

(3)国・県への初期の働きかけ

筏災直後から、被災地の実態を把握し早急な復l「l策を

実現するため、政府各省庁の現地視察111が続々と来神し

た。教宥委具会も文部省に対し、直接、また兵廊県経rl―l

で切実な要望を伝えていった

1月23日に県庁内に政府の現地対策本部が開設され

た。このLI、まだ裳災の湿舌Lさめやらぬなか、最初の文

部省濶杏団が来神した このときの＇災望は、公立学校施

設や社会教育施設の復11=1、被災保訃5者の負担軽滅のため

の公1粁負祖の増強、学）1]品などの園児 ・児哨生徒への支
給、被災生徒の森校等への進学対策、被災した文化財の

保存修理などにつ lヽ てであった。

第2車学校教育の再開に向けて

- 事4-ず̀ ~ し., → ヽ
霙災直後の災害対策本部学校部の様子 (I月18日 市役所 1号館14階大

会請室）

28Hには、与謝野文部大臣が兵J,ii県を訪間。神戸市内

の視察も行った大臣に．教育委員会としての嬰望由を提

出した。このときの 「阪神大裳災に関する咲望」（注 ：

2月14日付けで 「阪神 ・淡路大震災」という名称に変更

されたが、この時点では 「阪神大虚災」の名称）の概疫

は次のとおりである。

・全半壊、 9項斜、焼失した学校1-;;.1施設 （全体の20%、約

70校園）の災‘lf復Ill事業に要する特別の財政援助

• 国の実質負捐呼靱刃 l きあげ及び耐四構造強化など、国

のh1iiJ)j対絞範囲の拡大

・被災住民によ って教室が使用できない場合の仮設教室

建設の国の補助対象化

・ 復IIJ•l口菜に対する技術的指祁

・被災校に対する教職員の）J11配と、教職具の定数の確保

このほか、公私立幼稚園児や品校'1こに対する学nl品の

給与の国庫負担化、進学における県外受験の手続きなど

の節索化・柔軟化も求めた。

これらの要堕に対して、文部省の支援、 I•I,l,}]は迅速か

つ的確に行われた

(4)補正予算の編成作業

市では、虚災直後から災冴関係の経費執行を確保する

ためのネi|liI-．．．予符の編成作業に全市的に取り組んだ，

項目は、避難所の設骰、食品・飲料水の供サ、仮設住

宅の供与、災専救助従 •J_i:者の負似などに対する災i-if救励
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費などの災古救曲法にiiしづくものや施設の応急復IEIなど

に要する経費である。教育委員会も94億1,600万円の予

符を編成し、 2月に開催された臨時市会に I::程し、 2月

15日に可決された。

償給付の追加分約1,500万円の~i·2億2,700万円。この結

果、平成6年度の教宥委貝会の災せf関係予算は、96億

4,300万円となった。

その後、 2回目のhli正予卯を平成7年第1回定例市会

に上程し、 3月281=1可決された。内容は、 神戸ポートア

イランドホールの復旧費 2億1,200万円余りと学用品無

なお、平成6年度補iflら符は当面の緊急対策費であり

校舎復IFIにともなう建設費などは平成7年度での作業と

なった。

平成6年度補正予算の概要 (2月補正と 3月補正との合計）

I □ - → • •こr.：,._ ：・ニ：／二--・~“□: | 
災害救助費 1億 400万円

・学用品無償給付 小中学校の被災児童生徒に対し、学用品を無償給付する 1億 400万円

災害復旧● 87f意8,700万円

・校園舎解体嫌去 全半墳、傾斜等により危険な校国舎等を解体撤去する （幼2園、小9 44億8,700万円

校、中13校、高3校、合計27校圏）

・仮設教室建設 1校園舎の解体撤去や迫難住民の収容に伴う教室の不足に対応するため

仮設教室を建設する （幼23クラス、小302クラス、中 255クラス、高

27億1,500万円

113クラス、合計693クラス）

・校園舎復旧改修 1被災した学校園の建物、給排水穀備、校地等を応急復1日する （幼68園、I 81意8,700万円

小 154校、中70校、高8校、盲賽6校、店専1校、合計307校園、

北・垂水共同調理場）

・教材・教具復旧 被災した学校園の教材 ・教具を復旧する 2億4,800万円

・社会教育施設他復旧 樽物館、小磯記念美術館、青少年科学館、中央・東潤・垂水体育館、 4億5,000万円

王子スポーッセンター、総合教育センター、ポートアイラン ドホール

の応急復旧を行う

その他 71意5,200万円

・就学援助 市立小中学校の被災児童生徒に対し入学準備金・通学用品贄・給食費 7億3,900万円

等を支給する

・教科書無償給付 I市立の全日制高校及び高等専門学校の被災生徒に対し、教科書を無1賞 1,300万円

給付する

合 計 96億4,300万円



第2章学校教育の再開に向けて

2.学校再開への教育委員会の取り組み
学校部では、地震発生当日の午前中から学校再開プロジェク トを中心に、 1日も早く教育活動を再開するぺく 取り組

みを開始した

(l)臨時休校措置の決定

学校部を設ii/1,した IJll711'1'・1iii711-'i'には、］＇じ話j|IIl線が

遮絶し、全11iにわたる1’I'i報11丈USが小可能に近かった し

かし、マスコミの報必や、 ,'1',1,i）Jしてきた戦いが兄た街の

様子の報 ；1 ;•から、まず休校11,i?1'を決めることとした

①市立全校園の臨時休校

学校部は1711午後3時、 1|iヽ9/-．令校1,;i.Iを対裟にとりあえ

ずその‘'i| | l7| | （火II/J/11)をl:ii,i,11.'i（木校にするこ とを決め、

マスコミや辿絡が収れる学校に9ぷえた

一方、各校l{i|l之は地域の殷，1;:や校舎O)W,1;、1)く況から`

個別にしヽ ち'1しく臨Il『休校を決定してlIた

翌1811には、 令_1|i0)敗,I;-状況や、多くの学校II'」が迎雅

所になってiヽ る状況がr1111Ji そこで1811から2111 （水～

l輩 H)までO)I 1111'，1をり1き続き令校1叫を対絞に1：温IÌ¥：休

校するこ とを決め、校1iil長会役員やマスコミに知らせた

＠臨時休校措置と市民の反応

市1'.r.345校1{iIO)|t,;1，;,II.『休校h"ii償は多く のマスコミで報近

された この結米、学校部には、 rli民から多くの邸見や
開い合わせが役到した

その内の多くは、「この人・災，杯で1旧 失

われてし、るので、学校を＇仕く1り1:llする必疫はなく、委員

会のとった41,iit'［はf’l!9,J／iできる 「 (•ど もは学校で学料す

るより、牛きた実践l.lりなも0)を学んでtヽ る 学校のIりllfl

はできる限り赳らせるほうがよ tヽ」などであった

・ Ii、 1 1 1‘•;;: II・：や砂校1|．．の進学や就職がl| l]りである

-| lも'II・く学校をlり1}｝lしてほしt、4 「北区、西区や l忙水

Iiなどは、学校も 1|i民もそう大きな骰，杯を受けてlヽなし、

のに、なぜ2111まで休校する0)か」とtヽ った慈見もあっ

た 1.9約ピ0)‘•;•'：校の , 1叫Ill年間のIhl しヽ合わせも多かっ た

なお、学校に迎洲f;してし、る1|ilものII'，lては、「Il 12311 

(/1111111 I)から 1‘.I |i で‘•;•'：校が 1りllf-1 さ れ る 学校逍雅所は

株l鉛になる」とtヽ った11りが流れた そこで学校部は IJI 

2011 、 マスコミや校l~ilJ-.i:を通 じて＂作の 打ちii'iしに努めた

(2)学校再開に向けた取り組み

学校部は、 教有長の l、ップダウンによる緊急対応の方

針や只体的な指ぷを、全体会議を通じて全職目に周知さ

せた。そして学校園に必要な指ホは、 関係課を通じて校

刷長に伝逹した。

① 災害対策本部学校部の方針

＇設災当 「l、]月171」に発せられた第 1乃の指ポは次の

とおりである

・学校園における児童生徒の安否を確認すること

・学校園施設の被害状況の把握、安全点検をすること

・必要に応じて避難住民に学校施設を開放すること

・学校園は休校とし、全職員24時間の出務体制とすること

この指示のもと、l J=l 2011には学校間の被‘，杯状況や迎

難住民の様了を概ね収出することができた 神I-j,|i北部、

西部の学校園は比較的敗，I;-が小さく 、遥検11：住民も少なし、

ことがわかった。

続く 指ぷ2号は、 「 斉臨II、'1：休校が明ける lJI 2311か

ら比較的破内の少なかった北区、須靡Iヌ北部、亜水区、

西区の学校間li}|｝卜l¥’ifliiに人ること」としヽうものだった

内容は次のとおりで、この方針に）1しづ＼ヽて、校園長と協

議しながら「り憐lして＼ っヽた

,-----·---------•-·-·---·-····· ·・···-···········•-•--←------------------- - ·-

・学校園の再開に当たっては、避難住民の生活を最

！ 優先すること

i ・児童生徒の安全確保に努めること
！ ・児童生徒の被害状況を把握すること

i ・ 1月22日午前10時に今後の開校予定や、教育活動
i の再開について校門や校区内に掲示をすること

i . 1月23日に再開できない学校については、要件 を
i 満たした学校から順次再開していくこと
！ ・授業は当分の間午前中とすること
·-·-·----··---· -· -·· --··--------·-·----今--·-·-·---·------•----・------·--··--- -----

② 校園長との協謙

学校園の I-l.i1}f-lu は、学校部と校l~il.bもとが協議 して決め

てtヽ ったへ,:1J1作JI」の決定はJ片i!！l)として校園lしが行ったが、
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応急復旧工事、危険個所への立入禁止措闘等工事をとも

なうものがあったこと、電気・上水道 ・ガスなどライフ

ラインの復旧状況の把握やマスコミ対応などの必要もあ

り、 学校部と協議して決めていくことにした。

また、協議にあたっては、開校予定日 2日前に次の項

目について、学校部の職員が現場を調査し、「可」「不可」

「延期」の判定を行った。

学校園再開チェック項目
,---------------------------------------------------------------------------------, 
！ ・子供の状況／震災前の児童生徒数と再開日登校 i 

可能者数、通学路の安全対策 i 
i ．達物等の状況／達物の安全判定の有無、危険建物 i 
！ の立入禁止措置、応急復旧の状況、

危険個所の有無

！ ・ライフライン／電気、上下水道、ガスの復旧状況
i ・使用可能教室数／普通教室、特別教室、体育館

I・再開に対する住民の意識 ， 
-----------

．避難住民への説明の有無

・運動場の状況／テント、駐車車両の有無、地割れ

の有無

なお、校園長の学校園再開に向けての意識には差異が

あった。被災地の学校ではまだまだ避難住民の支援に追

われており、比較的被害の少ない地域の学校では、授業

時数の確保や進路指祁を急ごうとしていた。

それぞれの学校園の事梢はすべてにわたって異なり、

校園長の意識の違いは当然ともいえる。学校部は｀各校

園の事梢を詳細に把握し、その学校園が当面する課類解

決方法などを示 しながら再開していくしかなかった。

③ 学校間支援

旧市街地の学校園はほとんど避難所となり、避難住民

であふれかえ っていた。特に、被害の激しかった東瀾区

から須磨区南部にかけての地域の学校園は、避難住民が

多い反面、小規模校が多く、教職貝数が少ないという厳

しい状況にあった。また、各区災害対策本部からの支援

76 がない中、避難所校の教職員は、避難住民の救援を行い

ながら、授業の再開にも取り組むという24時間体制とな

った。

しかし、避難所の長期化が懸念されるとともに、教職

員の疲労が極限に達し始めたことから、比較的被害の少

なかった市内西北部の学校園から、旧市街地の学校園へ

教職員を派遣する学校間支援を行うことにした。

この学校問支援は、 裳災直後から個別に始まっていた

が、 1月23日の学校園の再開を契機に派遣区と受け入れ

区を決め、 各区の代表校園長が連絡調整を図る機能的な

方法に変更した。当初、 午後の時間を利用する昼間支援

を行ったが、授業の正常化と避難所の長期化にともない

避難所校の教職員の宿直業務を軽減する夜間支援へと移

行していった。

支援の内容は、救援物資の運搬配布、清掃、電話応対、宿

直業務などの避難者の救援のほか、授業用プリント作成、

子どもたちのカウンセリングなど多岐にわたっている。

学校間支援実績総数 (1/23~8/25)

昼問支援 夜問支援 合 計

（派遺校）（受け入れ校） （派遣校）（受け入れ校） （派遣校）（受け入れ校）

ぷ芯悶 は完悶）1ぷ翌ぶ翌）
(3)情報の伝達と共有

学校部は、余震が続き情報が混乱する中で、職員と学

校園に同一の憐報を伝えていく方法に苦感した。通信手

段が復1日するまで、梢報伝達はさまざまな方法で行った，

①ブロック別校園長会

通信連絡機能の麻痺により、地震直後、教育委員会と

学校園との情報伝達は大混乱となった。そこで、市内を

3つのプロ ックに分け、交通の利便性などを考感して、

プロック別校園長会を開催した。

南五葉小学校 （北区）で行われたブロック別校Ill長会 (1月30日）



日程などの案内については、指導主事がバイク、自転車、

徒歩で文書を各校園に持参したり、各区幹事校に連絡し

たりして区内の学校園に連絡してもらう方法をとった。

ブロック別校園長会の日程

• 所 対戴区 情鍼内容など

●1D 南五葉小学校 北区 ・学校111の開校と校国舎改
",308 修に向けての取り組み

~31日 総合教育センター 東潤区．潤区 ・学習指導 ・遍路指導につ

中央区、兵庫区 いて

長田区、須磨区 ・携帯電駐の配布など

竹の台小学校 垂水区、西区

鼠遭 雨五葉小学校 北区 ・復興対策本部学校部の現

2月208 状と復旧への取り組み

~21日
総合教育センクー

・学習指瀑について
束濱区．潤区 ．該当手当などの取9)扱い
中央区．兵庫区 と校務管理運営
長田区、須暦区 ・ホームステイと教科書、

学用品の配布状況

竹の台小学校 呈水区、西区 ・心のケア事簗

①携帯電話の貸与

震災により屯話回線が滉乱する中、学校園との連絡に

不都合が生じた。その打開策として各学校園に携帯電話

の貸与が検討され、関西セルラー電話（悧神戸支社に相談

したところ、同社から345校園分の無償貸与を受け、 1 

月30日に全校園長に携帯電話を貸し出した。これで飛躍

的に通信機能が確保された。なお、学校園が避難所とし

て長期化したため、電話の貸与は6月末まで継続した。

Rその他の情報伝違方法

平常時の教育委員会と学校の通信手段は、文書交換箱

（市役所内設留）、メ ールカーシステム、電話、ファック

ス、電子メールなどである。しかし、裳災後はすべての

手段が使用不能となり、復旧には長い時間を要した。

文書交換箱は、市役所2号館庁舎の被害で使用不能に

なった。2月20日から 1号館地下3階に仮設の文書交換

箱を設置した。

メールカーシステムは、市内の交通渋滞等で運行は不

可能であった。しかし、 2月23日から従来の東、西コー

スと新たに旧市街地の3コースに分けて臨時運行を行っ

た。4月末までこの運行を続けた。

電話回線は、 1月27日に327校園 (95%）が復旧したが、

2月下旬まで通話状態が悪く正常に使用できなかった。

第2章学校教育の再開に向けて

神戸市立の学校園には、防災無線などの設備がない。そこ

で事務局の瞭員がパイク、自転車、徒歩で文書を拠点校に運

んだり、各区の幹事校園長に連絡し区内の学校園に連絡し

てもらうなどの方法をとらざるを得なかった。

避難所となった学校園のうち35t交では、 学校のパソコン
や、教職員、ポランティアの持ち込んだパソコンを活用し、

尋ね人や救援物資の在庫状況などの梢報交換を行った。

文部省との連絡は、 1月23日付けで文部省内に連絡体

制が整備されたため、教育委員会庶務課を窓口に梢報提

供を行った。内容は市の災害対策本部から出された梢報

やマスコミ発表資料であり、文部省教育助成局地方課ヘ

の）レートを一本化した。その他の詳細な倍報や状況把握

が必要な場合は、文部省担当課と教育委員会担当課との

間で対応した。

④マスコミ対応

電話網などの梢報伝逹が不可能な状況で、最も効果的

な方法がテレピ、ラジオ、新聞などのマスコミを通して

の情報提供と学校園の校門や校区内での掲示文だった。

1月17日の全学校園の休校措置、 23日から再開した学

校園名の発表など、重嬰な情報提供をマスコミを通じて

行った。児童生徒の通学している学校園がいつ再開され

るかは、保護者の最大の関心事である。遠方ヘ一時避難し

ている場合も多く、マスコミが果たした役割は大きかった。

マスコミ各社も震災関連情報として、連日、再開する校

園名を報道した。この間、マスコミに提供した梢報は次

の通りである。

. 1月18日 全市学校園の臨時休校措置、児童生徒の転

入学 ・仮入学に関する取り扱いについて

1月21日以降学校教育活動の再開

1月23日 神戸市立工業高等専門学校の入試日程変更

1月26日 ホームステイの紹介

. 1月31日 受験生向け「学習コーナー」の設誼

一方、マスコミ各社から児童生徒の被害状況や一時避

難の状況、学校園の被害状況や再開の見込みなどの取材

が相次ぎ、その対応も多岐にわたった。そこで、 1月24

日に学校部に「総務 ・広報班」を設け、情報の集約と提

供の一本化を図った。

また、市立学校園の当面の方針などの重要事項は、す

べて市の災害対策本部梢報連絡室で記者発表した。
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3.学校再開への学校園の取り組み
市内の各学校園でも｀地震直後から避難所の運営に力を注ぐとともに、学校園再開に向けて取り組みを始めた

比較的被害の少なかった地域では、1月23日から学校園再開となった

(1)学校園での取り組み

しかし、転出した児童生徒の多くは、交通機関の復旧、

家庭のライフラインの復旧等の諸条件が整うにつれて

徐々に復帰してきた。

幼児・児童生徒の安否確認は、 学校園の再開や幼児・

児堂生徒の安全を確保するうえで頂要な業務だった。 し

かし、避難、疎開等で行方が分からない幼児 ・児蛮生徒

が多く、安否確認は非常に困難であった。
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② 児童生徒の転出状況

震災後、市外 ・県外へ避難や疎開のため、一時的に他

校に転出する児澁生徒が大勢いた。

78 

安否確認のため臨時登校してきた子どもたち (1月30日 浜山小学校 ・

兵庫区）

転出児童生徒数の推移 （市外転出者の実数）

1116現在の在籟者
市外転出人数と劉合

徴
2t1現在 3f6現在

小学校 100.077人 11,932人 11.9% 8,385人 8.4% 

中学校 48.470人 1,530人 3.1% 1,586人 3.3% 

転出児童生徒の復帰人数と復帰率

小学校

中学校

419現在
--

6,656人 65.6%

540人 41.7%

911現在

7,327人 72.2%

618人 47.7%

※4月9日および9月1日の人数および割合は、小学校では2年生から

6年生まで、中学校では 2年生と 3年生の数

※復帰率＝ （帰ってきた人数）+ (2月1日現在の転出者数一卒業生数）

で換算

※7年度の小学 1年生は14,247人で、前年度より1,058人減少。中学 1年

生は、15,725人で例年とほぼ同じ

児童の転出状況 （小学校）

ロ市内で転出

ロ県内へ転出

じ］県外へ転出

に］ 移動なし

1/16在籍者数 100,077人
転出児童数 14.987人 15.0: 

(2月1日現在）

生徒の転出状況 （中学校）

1..“' 市内で転出
仁］県内へ転出

亡］県外へ転出

に］移動なし

1/16在籍者数 48,470人
転出生徒数 1,854人 3,8% 

(2月1日現在）



R攀校園萬開の制約条件

学校園は、施設・設備の損似、ライフラインの崩壊、

枚職員の疲労などさまざまな制約条件を抱えながら、教

育活動の再開へ踏み出していった。

再開については学校園がどのような問題をもっていた

かを、後814項目の制約条件を設定して実態調査した。

この調査で、校園長が学校園を再開するにあたって制約

を受けたとする項目は、下のグラフの通りである。

なかでも、交通途絶による教職員の通勤の困難さが再

1l11の大きな制約となっているこ とは共通しているが、避

農所の有無によって校園長の考えに大きな陥たりがあっ

たことがわかる。

避難所となっている学校園では、教職員の疲労、避難

所運営等の負担、教室数の不足など、避難所に関する制

約が大きい。さらに、ラ イフライ ンの状況、校園舎、登

下校路の被災状況が制約になっている。学校園の運営を

支える物(f、]、人的条件の欠藩に直面しながらも、教育活

動の再開を校索していたのである。

(2)学校園の再開

1月23日以降、市立学校園は比較的被害の少なかった

地域の学校園から再開した。被害の大きい地域の学校園

でもさまざまな工夫によって順次再開を果たしていった。

校園長の学校園再開制約事項

゜教職員の通勤が困難

水や食料の確保が困難

教職員の疲労

電気 ・ガスの停止

登下校の安全確保が困難

施設設備の安全確保が困難

避難所運営等の負担

教室穀の不足

遠扁地への恒巽児童生徒への配鷹

会諸等の部屋の不足

教材・教具の不足

教科苔の不足

恒毘住民の協力が得られない

教えるぺき事柄が不明確

1--' 

’’  

ト

| l 

μ 

ヨ

20 
I 

40 

＇ 

第2章学校教育の再開に向けて

① 再開への準備

学校園の再開は、比較的被害の少なかった北区、須磨

区北部、垂水区、西区では順隅に進んだ。 しかし、被害

の大きかった旧市街地の学校園は再開に向けた制約が多

く、校園長は苦悩していた。教職員の通勤市梢の悪さや

避難住民への支援などによる教員の不足、教室数の不足、

上下水道の遮絶による l、イレの問題などの悪条件が重な

り、再開後も当而は午前中だけの授業しかできなかった。

しかし、進路決定を目前にした中学 ・邸校では、 学校

の再開を急がなければならなかった。校長や教員にもそ

のあせりがあり、多くの学校では、避難住民への支援組

織と学校再開への準備組織を編成し、対応に当たった。

市街地での再開は、ポートアイランドや六甲アイラン

ドの学校を皮切りに、比較的被害が少なく避難住民の協

カで教室が確保できた学校園から順次再開していった。

学校部は 1月27日、進路指親に万全を期すため学校園

の再開の有無にかかわらず進路指群に当たるよう指示。

1月30日の震災後初の全市校園長会では、 「学校園再開

の類型」と 「学習指祁の類型」を示し、学校園の実梢に

沿っての再開を指示した。

（複数回答単位％：
60 -- 80 100 --
I 

＇ 

Eコ避難所校園 ［コ非避難所校園
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学校園の再開の類型 (1月30日全市校園長会で提示）
| 
1.単独再開

2 本校舎と仮設校舎での再開

3.仮設校舎のみでの再開

4.臨時校区による再開

5.周辺校で分散 しての再開

学習指導の類型 (1月30日全市校固長会で提示）

形式 概要

Al学級の再編成 ＋ 学年全体の学級編成

午前 ・午後 学年ローテーション

|］隣接校等との連携分散授業 校種にこだわらないf目互利用

D 校区内脳設利用 学年単位 ・学級単位

- i 
E 致室 ・昼外の併用 匠外テント殷営など

--」

F 教室 • 特別教室などの併用 空き教室 ・部屋の利用
図書室などを利用して再開した学校園 （木多聞小 ・垂水区）

G I 他市 • 他府県施設の利用 笞息の申し入れによる応設利用

学校菌再開初日に登校した児童生徒の割合

② 学校園再開の工夫と状況

学校l{iIr1}|｝tlの形態のエ夫は、それぞれ校l祉I長の判断で

行われ、 学校部は「りl1t•1に必要な経貨を弾））的に執行し支

援した。経貨の i,：なものは通学JIlのパスの(Im |．．げ、大

型テントの（廿り上げなどであった

2 月 24 H 、 l li 1'J．345校園すべてが 1•I―}|｝乍1 したが、変Ull(I勺

な学校の再開は、学年末まで続しヽた。しかし、平成7年

度新学期には仮設校舎も幣A 、ヽ避難住民が減少したこと

もあって、 二部授業などは解泊した

， 

害合 学校園数 ％ 

2割未満 5 ,.4 
＇ l 

2~4割 11 3.2 I 

4~6割
I 

51 14 8 

6~8割 62 18 0 

8割以上 213 61.7 

その他 3 0.9 

学校園の再開状況

ほ
80 

60 

80 
40 
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1月23日 2月6日 2月13日 2月20日 2月24日

■幼稚園
♦ 小学校

▲中学校

＊ 高校 ・高尊

● 盲 ・養護

▼ 合計



2月24日の授業形態 （校回数）

f 愚• 幼 Jヽヽ 中 冨・高 盲 ・貴 合計

●nのh 67 142 68 (1) ， 6 292 (1) 
-gりでの帽式授警 2 2 

飢twn2墨If鼈 13 8 21 

IIJ!+f虹C• 他は註 4 4 4 12 
9 .． 

“”)2●廿etl・I磁位 3 1 4 
I 

郎での靖X揖亀 1 t 

＇ 

鎗ti:•l饂誼のみ 4 8 1 (1) 13 (11 

tヽ 71 173 82 (2) 

磁（） 内数字は分校数

剛開時に授業形態を工夫した学校園

・自校での複式授業 (2校）

13 

小学校 (2校）／小野柄小・神楽小

・自校での二部授業 (21校）

小学校 (13校） ／ 

6 345 (2 

摩耶小 • 西郷小・稗田小 ・ 山の手小・菊水小 ・

水木小・真陽小・北須磨小・板宿小・御影小 ・

雰中小・ ＿．．宮小・若宮小

中学校 (8校）／ 

住吉中 ・御影中 ・似匠中・筒井台中・布引中・

吉田中 ・丸山中・飛松中

• 自校＋他校 •他施設 (12校）

小学校 (4校） ／ 

本庄小（本庄幼、商船大） •福池小（六甲アイラ

ンド小・北青木児童館） •六甲小（灘小） •宮本

小 （上筒井小）

中学校 (4校） ／ 

魚崎中（商船大） • 本山中（神戸商業高、 二楽園、

住友銀行） • 原田中（兵庫建設、日穀） ・鷹取中

（水族園）

品校 (4校） ／ 

兵庫隊業高（摩耶兵庫高、神戸工業高） ・御影工

業高（兵即裔業高、摩耶兵肺高、神戸工業高）

• 神戸＿［業悩（兵祁廂業絲） ・楠高 （兵庫餡i業高、

須暦高、 神戸工業屈）

第2章学校教育の再開に向けて

通学用パスで向洋小へ向かう本山南小の児童たち (2月20日 東灘区）

・ 自校での二部＋他校 •他施設 (4 校）

小学校 (3校）／ 

束瀕小（深江幼） ．述池小（西代1―|1) ．束須磨小

（飛松中）

中学校 (l校） ／本庄中（廂船大）

•他校での卜及式授菜 (I 校）

小学校／北野小 （神戸諏訪111小）

•他校•他施設のみ (13校園、 l分校）

幼稚園 (4園） ／ 

木庄幼 （深江幼） •本山幼（深江幼） •西郷幼

（稗田幼） •西野幼（兵廊幼）

小学校 (8校） ／ 

本l」_I南小 （向洋小） •本山第二小 （本山第一小、

住吉小） • 本山第二小（本山第 •小） • 宮川小

（池田小） • 長楽小（千歳小） ・大黒小（千歳

小） ・上高丸小（福田中） ・多間東小 （本多問小）

中学校 (1校、 1分校） ／ 

烏帽子中（兵即県 トラ ック協会、 松蔭会館）

丸山中西野分校 （水木小） 81 
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学校再開の工夫例
r •- ---•----- ---—----------------- --------．．--一・-
i 
i '．借り上げパスを利用して学校再開 ！ 

I (1)本山南小から向洋小へ l 
I ①期間平成7年 2月20日～ 3月2日 ！ 

： 
I ' ②対 象 1年生～ 6年生約150名 ！ 

i ③内 容 45分間授業を 2時間～3時間 l 
： ④集合場所 本山南小校庭 ！ I 

(2)福池小から六甲アイランド小へ i 
： 

①期間平成7年 2月20日～3月2日 1 
I 

②対 象 4年生～ 6年生約 120名 ！ 

③内 容 45分間授業を 3時間 l 
④集合場所 西の坪公園 （魚崎中町） i 
※3月3日以降は、福池小に建設した仮設教室 ， 

: 
I 

8教室を使って両校で 2部授業を実施 ！ 

2. 3校が共同して学校再開 i 

(1)長田区の長楽小、須磨区の千歳小、大黒小は、！
: 

校舎の被害の少なかった千歳小を使って共同で ！

再開する。 ！ 

(2)東灘区の本山第一小、本山第二小、本山第三小 ！

は、校舎の被害の少なかった本山第一小を使っ ！

て共同で再開する。 ！ i : ： L 
------------------------------------------------------------------------—----」

③盲・養護学校の再開

盲 ・秀護学校の再開にも、さまざまな困難があった。

肢体不自由の児童生徒は、病弱・身体虚弱をあわせ持つ

場合が多く、 1本温謂節の面から暖房が必要だった。身体

を消潔に保つ必嬰上、水も欠かせない。屯気・ガス ・水

道等の復旧の状況に左右された。

また、盲・蓑護学校6校に共通する困難点として、児

童生徒が広域に居住していることが挙げられる，登下校

にスクールバス、自家用車等を利用するケースが大半だ

が、道路の遮断、 交通渋滞などにより通学の手段として

それらの使用のめどがなかなか立たなかった。

スクールバスは、規制道路の通行許可証申諮をしても、

82 大幅なコース変更を余椴なくされた。ラッシュ時を避け

なければ児童生徒は疲れ切ってしまう。日によって渋滞

の時間帯が一定しない中、バスを何度も走らせるなど、

学習時間をできるだけ長く確保するよう、始業・終業の

時刻を決めていった。

また、避雅住民の協力を糾て、教屯をlII能な限り確保

する努）］をしたe 簡易給食が始まるまでは、 ft食をどう

するかも大きなl月幽であった

このように吉・荘護学校の11t1Jf.lには時間がかかった

が、その間、教職具は家庭との連絡、 リUi~牛徒の安否『(1’

認などをしながら再開の準備を行った 個別の家庭訪1ilj

の段階では、水 ・ 医薬品 •H常生活） II品を配送し、家庭

を支えた。部分再l*Iの段階では、幼稚園や小学校の教宙

を使用し、そこに登校可能なりがi'i:生徒を集めて分牧授叉

を行ったり、 登校できない児咽生徒の家庭に出向いて指

科を行ったりした。

今回の地混は、心身節害児而lこ徒にと って 〗ー番屯要な

H常生活のリズムをも突き／伯した 揺れの恐怖、兄通し

の立たなしヽ不安定な毎日に、 児巫’I7．徒の表111｝はどんどん

硬くなり、心の安定も得られなくなっていた

しかし、 学校の全面再開を契機に、児童牛徒はIJ々 lり1

る＜穏やかな表h!i・を取り戻したー教職Ljもどれだけ力つ

けられたかわからなしヽ。

ー { -̀再開までに時間を要した盲学校 （中央区）の授菜風餃



第2章 学校教育の再開に向けて

スクールハスて久しぶりの登校 （友生養謹学校・東濶区）

①学力補充の考え方と指導資料の配布

2月24日に1|i内全校園が再l}卜lした学校園では、大きく

減少した投業時間の付i允が課｝也となった，そのため、 3

学期の学習内容の消化は1ぶ1雅をきわめた

指導できて＼ヽない学背内容の同復は、指祁計画を、グ．て

虹l((;）な視点で指導に当たることにした。また、投業ll.,f

数を確保するために1いドの梢選や、 「学校裁：1しの時間」

を教科等の指祁に％てるなどして、学力補充を行うこと

にした。

学力補充の考え方

行事の精選・見直し

学

力

補

充

の

エ

-
tK 

週時程の工夫

指導のエ夫 ・配慮

また、教育委員会では、授業の遅れを取り戻すために、

「学や！指導計画作成汗料」を小・中学校の全学年、全教

科にわたって作成" 2月末に配布し、 各校l刈の実梢に合

わせて学習指祁rll両 をヽ［案するよう指祁した。

「学習指導計画作成資料」の内容 （※詳細は資料編P201参照）

．． 

4

5

 

1. 3学期の指導内容を、今学期中に指導しなければな

らないもの、次年度当初に指導してもよいもの、ま

た、次年度の内容と関連させるなどして長期的に計

画して指導できるものとに分ける。

2.使用可能な教室や特別教室、体育施設、教材や教具

の充足状況等を考慮する。

3.転出入児童生徒、翌校できない児童生徒など、

ざまな状況に応じた指導をする。

学年問、教科FE1の連携をとり無理のないようにする。

単元 （題材、主題、題材分野）の取り扱いについて

1憂先順位を設け、単元の内容には、重点的に指導す

べき内容を明記した。3学期に指導できる単元、内

容を選び、指導できないものは次学年に移行する。

移行する内容については、関連づけて指導できる他

学年の単元、内容をあげた。

さま

短縮授業の廃止

始業式等での学習の実施

家庭訪問期間の短縮

行事の準備時間の短縮

その他の行事の精選

欠授業時数の補充

学校裁糞時間の活用

早朝、放課後を活用した学力補充

複数教員による指滋

自主学習室の開設

夏期休業の活用

効果的な学習指導の工夫

被害を受けた児童生徒、転入生への指滋
仮設教室での保護者参観

(3月11日 本山南小・東頑区）
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(3)再開された学校園で

地震発生の約 1週間後、被害が比較的少なかった学校

園から再び教育活動が始まった。学校再開の日々を、教

職員と子どもたちの声をつづった各学校園の記録集など

から、 一部を抜粋して紹介する。

①教職員の手記から

教育撓能回復の記録
神戸生田中学校教謡森啓二

本校の当面の授業再開に関しては、次の原則を決

めた。① 3年生の授業（場所も含めて）を優先する、

②特別教室を普通教室として利用する、③避難され

ている方の場所は移動（使用）しない、 ④教室の不

足分 (1・ 2年）は学級を合併して行う。これらの

原則に従い、 1月31Hの戦只会で、 2月2日より授

業を再開することを決めた。当分は、国 ・数 ・英の

みの授業（プリント中心）で2時問授業を、学年毎の

臨時時間割で行うこととなった。（中略）

2月9日からは、社 ・理の教科も）'Klえ、 1日3時

間の授業を行うようになっていった。その間、午後

の授業再開に向けての準備としては、 2月21日に簡

易給食の申し込みを行うとともに、各生徒の家のガ

ス ・水道などの復旧状況などを再度確認したりした。

3月1日からは、 4時問授業 (40分の短縮授業）

にし、生徒の精神的ストレスも考え、 1日1時間は

実技教科を行うこととした。期末考資も授業の遅れ

を考慮し、実施日を予定より 1週間延期し (3月6・

7日実施）、 3年生は実施しないことを決めた。（中略）

恨災により、 3年生の進路指導は大船な修正を余

骰なくされた。まず、震災翌日の 1月18日から 3日

間、最終の進路保護者会を予定していたのが、無理

な状態となった。このため急きょ 1月27・ 28日の 2

日間保護者会を実施し、公立裔等学校等の受験校を

決定することとなった。幸いにも、 3年生はさすが

に避難する生徒は少なく、ほぽ全員保護者会を終了

することができた。しかし、話をする十分な時問的

余裕はなく、担任教師も不安を募らせていた。（中略）

中央区の他の1|1学校の状況も考慮し、荊易給食の

実施やガス ・水通の復IEI状況を見て、卒業式後から

I ・ 2年生はいよいよ午後の授業を行うことを決め、

3月17日からは、 40分の 5時間授業を実施した。た

だし、校区外から登校する生徒や職貝の通勤の困難

さを考應し、始業時刻は9時とすることにした。こ

うして、 25日の終業式を迎えることとなった。

深江分教室の思い出

青陽東養護学校 （当時） 教諭足立 裕美子

〈深江分教室の開設〉

学校再開のステップとして ＂自主登校＂がすすめ

られていったが、当時は束方面からはJR住吉駅ま

でしか交通機関が通じておらず、東部の子供たちが

濶区の学校に来ることは至難の状況。

そんな頃、｛iふみの少ない情1合をもつ幼稚園に目を

向け、東部在住生徒のために保育室を1昔りて教室を

設けたい旨を校長先牛が提案された。そんなことが

できるなら願ってもないことである。いろいろと交

渉が進み、結果として深江幼稚園の一保育室を貸し

ていただけることになった。（巾略）私たちは、この

特別の、東部にある教育の場を「深江分教室」と呼

ぷことになった。

〈深江分教室での子どもたち〉

中学部の I君は、お母さんに述れてこられたもの

の、初めての＂教室＂の敷居をなかなかまたげずに、

お母さんが帰っていくのをすがるように見ていた。

小学部のTさんは、ボロボロ涙を流して泣き、環境

の変化に耐えていた。この子たちも 2、3日と経つ

うちに伯れてきて、ここは自分たちの学校ではない

けれど、自分たちが来て勉強ができる場所だという

ことは分かっていたようだ。

10時から11時30分という短い時間の中で、小学生

から裔校生までの子どもたちが一緒にできることは

限られるが、時間割も一応作った。 1週間の中に罠

題・音楽・体育を 2コマずつちりばめ、残りは室外

学習とし、街の様子を見て歩く時間も設けた。

課題では、卒業式に向けて皆で取り組み“貼り絵

文字＂を製作した 。体脊では、園庭も借りたが、近

くの公園を探していただいて行った。何しろ、幼稚

園保育そのものも再開されたし、午後には小学校が



2月13日、ようやく学校が再開。図書室などを利用して授業が行われた
(I匠中・灘区）

授業をしていたので、まさに深江幼稚園が教育の重

要拠点場所になっており、園舎も園庭もフル活用さ

れていたのだった。

〈深江分教室の1-!fl鎖〉

東部在住生徒の全てが 「深江分教室」に通えたわ

けではない。小 ・中 ・高の児謹生徒が仲良く入り交

じっての寺子屋のような生活。水汲み、水迎びもし

I た。子ど もたちに不自由を強いたけど、 1主めぱ都。

こぢんまりとして利気あいあい。（中略）学校再開ま

での窮余の策とはいえ 、あ りがたい措誼だったと思

う。保詭者の方々も随分閉鎖を惜しまれた。

R子ともたちの作文から

みんなつらいんだなあ

御蔵小学校 2年 さざなみ よしひこ

体けん学 しゅうで、かん苗山公園に行った。かん

音山公園に行く前に、ぽくたちのすんでいる町が、

火でやけたり、つぶれたりして、ほとんどの家に、

大きいきれつがはいっていま した。それで、ぼくは、

「自分たちだけが、つらいんじゃなく、みんなも、つ

らい思いをしているんだなあ」と、思いました。

かん音山公園について、おもいっきり、あそんだ。

5年生と も、ふえおにをしてあそんだ。

それで、 今度は、下でどんぐりひろしヽやら、すべ

りだいをしていた。あそんでいたら、おべんとうの

時間になった。帰るときに、「来たときよりも、ちょ

っとちがうなあ」と思ったら、だいぶつぶしていま

した。

「みんな、がんばっているなあ」と思いました。

学校再開時

葺合中学校 3年）1|原功道オ賢三 立田友隆

磯川真理稲垣友香

まず、 学校が再開してとても嬉しかったです。み

第2章学校教育の再開に向けて

んな，i照lIだったのでほっとしました

学校1I粛lしてしばらくは授業がほとんどなく、ち

よっとさみしtI気もしましたJ でも、 3学期は、始

まってすぐに地点があって、ほとんど学校に来れな

かったので、 1時間だけでも学校に行けるのがとて

も焔しかったです なぜなら、他の学校では校舎が

崩れ授菜liil芹1のめども、，f．たず困ってtヽ たのに、 （癸ら

の且合中学校はあまり被、1fもなく 、まだ恵まれたJj

だったからです

ライフラインもまだまだ使え なし11!1で、学校で投

業をしたり友達と遊んだことは、その時の大きな心

の支えとなりました i"i段、共通の話也がなく話さ

なかった友達とでも、ガスや水逍のこと、その時の

怖かったことなど、 tヽ ろんなことを、うちとけて話

せたこともあ って忘れられなtヽ クラスとなりました

これからはみんなで協｝）しあ って、史に良 tヽ クラ

スにしたlIと見r，し1ます また、こ れからも地炎の悲
↑参さを忘れずに、後IItに伝え残した（ヽと思、tヽ ます

そして災',1fII年のときの対策を怠らずにして tヽ きた tヽ

と嬰ヽます

神戸工業で授業を受けた感想

楠高等学校 1年 西村隆りl、

f覧は、この3週lll1、神I; I．業で授業を受けて、と

ても楽しい！しれ、出が,'I',米たと思う
枡段の授業とちがったフリン l、学内をして、分か

りやすかったと忠う 神戸 l．．業は， f哭のI'I‘むから近

しヽ ので、 1じH休まず来た 答えが分からなかった時

は、先生や）又人に教えてもら ったり、 「がんばる楠，化j

II・：ニュース」を配って、くわ しく説明してくれたり

した 今1111の阪神人浪災で学校令体が避雅所になっ

たりして、 本:"-¥に 3学期はお しま lヽ かと思った

y.く、評段の学校牛話 に1尺りた＼ヽと思う ‘`芥校の

仲間がな くな ったりして悲しかったけど、それでも

禎張った 2週1/¥lおIlt,i,［になった先牛方におr-Lをし

たtヽと忠う f哭にと っては、貞可［な体験だったと忠う
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4.児童生徒への支撲
授業再開に向けての懇命の努力が続く中で、 被災した家庭の児童生徒が一日 も早く元の学校生活に戻れるよう、物心

両面にわたるさま ざまな支援を展開した 学用品の配イ寸から学費の援助まで弾力的に対応した。また、国内外からも多

くの支援が寄せられた

(1)学用品などの支援

家屋の全半壊・全半焼などで、教科むや学用品を失っ

た児童生徒は決して少なくなかった。これらの児蛍生徒

に教科書や学用品を配付した。また、全国各地からも物

資や激励の便りなどが数多く寄せられた。

①災害救助法による教科書 ・学用品の配付

「災害救助法」第23条第 1項第8号は、被災者の「救

助」の一つに 「学用品の給与」を定めている。この規定

に基づtヽ て、各小中学校へ教科害 ・学用品を配付した。

なお、高校への教科苫の配付は、兵庫県教育委員会が行

った。

教科書は、 1月24日から千蔵小学校（須麻区）体育館

へ、兵庫県教科書株式会社が指定教科書を搬入した。そ

して 2月5日以降、各学校からの報告を受けて必要数の

教科古を配付していった。配付にあたっては、学校の教

職員が同校に来校するか、来校できない学校には教育委

員会の職員が自動車で配送した。この配付作業は、 3月

2日に完了した。

学用品は、小学校では1・ 2年生、3・ 4年生、 5.

6年生の3段階に区別。中学校は3学年共通の内容とし、

ノート（学科別の市指定品）や鉛箪、手提げかぱんなど

をセ ット し、 各学校からの報告を受けて必要数の学用品

セットを配送した。

1月25日には、そごう百貨店に学用品の手配を発注，

2月5日以降、百貨店から各校への配送をスタ ートし、

2月21日に配付を完了した。

なお、教科掛 ・学用品ともに一時、大黛に必要となっ

た。しかし交通事情が麻痺しており 、配付を完了するま

でに相当の時間と労力を要した。

教科書・学用品の配付数

小学生 中学生 合計

校数 165校 72校 237校

教科書 11,320人分 5,936人分 17,256人分

学用品 16,619人分 7,832人分 24,451人分

学用品受け入れセンターでの仕分け作業 （中央体育館・中央区）

② 「学用品受け入れセンター」の設置

被災した児iit ’l•9,．徒などのために全国から学用品の提供

の1|」し出が相次tヽだ そこで IJI 2611、改装_r,Ji:中の中

央体有館内に学l11,'i，り受け人れセンタ ーを設i位した（その

後2J-118 Fl、手狭になったため 「箱2学川品受け入れセ

ンター」も兵I,ii勤労福祉セ ンターに設附）。ここでは、

市職只、学生ポランティアら約50人が全国から送られて

くる学用品を分類し、破災校へ杞送する作業を行った。

センターを設樅した 1月2611から 3月21LIまでの側に

窃せられた学fl1品は、ノート類68ガIll}、鉛冷類181万本、

ランドセル9,600個、辞，J刊t3万Ill}のほか、楽器類、 パソ

コン、 CDラジカセの提供もあった この配付は、市内

の公私立学校ltil、外11]人学校あわせて413校園、約5万

8,000人に対して行った。

家梃や学校で集められた学/Tl,',,＼は、当然のことながら

種類 ・数屎が不揃tヽだった。また一つの箱に各種の文貝

が滉じってtヽ ることが多く、受け付けたときの分類に労

力を費やした企業からの支援品 （ノート、鉛箪、クレ

パス、ランドセル、楽沿類など）は、数餓的にも品目的

にもまとま っており、配分作業はスムーズに行えた。



なお、提供された学用品はノート・鉛筆類に偏り、楽

器・，り道用具・家庭科セ ット・辞書などは不足しがちだ

った。また、コンパス・分度器などは数鼠が極端に少な

かった。

当初の配付方法は、 学年別の品目種類、 一人当たりの

分量を設定し、セ ットにして行った。その後、 学校の児

童生徒数を考慮した概数で配付する方法をと った。

学用品受け入れセンターの支援品の特徴

・大量にあったもの（一人あたりの数量）

ノート類11.7冊、消しゴム 5.8個l

鉛筆31.0本、シャープペン5.0本

・少なかったもの （一人あたりの数量）

家庭科セット0.01セット、絵の具0.2箱

書道セット0.07セット、運動靴0.4足

R全国からの支援

地震発生以降、日本全国、世界各国から多数の励まし

や支扱を得た 避難所の学校へ身を寄せている人たちや、

大きな災‘打を受けた学校園の幼児、児溜生徒にさまざま

な物＇＂’,がl1JJけられた。

細 I)(J)F紙をはじめ、色紙、折り鶴、録音 ・録画テー

フ、さ らに文具頃、花の種子、ペルマークなどまで、し、

ずれも温かし 、氣持ちのこも った、まさに 「心の支援物汗」

であ＾た

国内外の支援物資件数（教育委員会経由分）

I 

北畠道 | 43 青森県 3 岩手曝 6 宮城県

I 
茨城県 19 栃木県 4 群馬県 5 墳玉県

"3属 | ， 富山県 5 石川県 1 福井県

』9岡露 II 11 受知県 7 三聾県 6 滋賀憬

棄良璽 I 6 栢歌山嘱 2 鳥根県 I 岡山県

副11県 I 2 受捐曝 3 高知県 2 揖岡県

＇ 

宮綸鼠
I 
12 鹿児島只 10 沖縄県 3 海外

※上記の件数は神戸市教育委員会経由で市内小学校に送付されたもの

第2章 学校教育の再開に向けて

,_ 
日本各地、世界各国から届いた励ましの手紙

教有委員会に対して迎雅所校へ送付のik頼があったも

のの う ち 、小学校l~f係だけ で も 3 )l木現在で総数472('1:

に達 している 送られてきた激1JJ)JO)F紙や絵、色紙など

は、日内各地から約45,000通、洵外からは4.200通あまり

にのぼる また、国内外から各校に直接送られてきたも

のも多かった

8 秋田県 2 山形県 10 濯島県 7 

29 1千潔県 11 東京 昴 60 神奈川県 23 

2 山梨県 3 長野県 8 岐阜県 5 

10 京都府 5 大阪府 25 兵庫県 3 

6 | i| 広島県 13 山口県 7 臼島県 3 

8 佐賀県 4 熊本県 8 大分乱 2 

51 II 

※海外の固はアメリカ、中国、韓国、オーストラリア、カナダ、スウェーデン、メキシコ、フランス、イタリア、イギリス、プラジル、バキスタン、インド、
ジプチなど
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(2)就学への対応と学費の援助

多くの児菫生徒が疎I井Iなどにより転校したが、国や県

の指導もあり、できるだけ保護者の意向に沿えるよう就

学の手続きには弾）J(Iりな対応をと った。

また、被災した児消＇t．徒ば芹費の負相が困難になると
兄込まれたため、投業料免除など学費の援助制度をl立大

限泊用して経済的な支援も行った

①就学手続きの弾力的な措置

浅災後、 9i；民漿を襄動せず、一時的に他校に転1,9＇,する

りいit生徒が朴l次 lヽだ 住居の棋壊など被省の大きな地区

の学校では 1校で400-500人程度が転出するなど、短）削

間に人．htのりt箪：生徒が転出人した。
I JI 19FI、文部省から 「被災地域の義務教育諸学校の

児哨外：．徒が転人学を希望した場合には、 可能な限り1iii)]

的に取り扱＼ヽ 、速やかに受け人れること」との通知（文

部省初等I-1l等教育1,，}長通知）があった。兵耶県からも 2

月1On、その事務処理につlヽ て同様の趣旨の通知 （兵hii

県教育長通知）があった そこで、 小中学校の就学につ

＼ヽては、従来の制度に則しながら、できるだけ被災児哨

叩走が筒使なF・続きで就学できるように配9忍した

• 3学期中の特例措置

就学は、住民登録の仕所によって就学する学校を指定

することを1!ii!lllとして＼ヽ る やむを得ない •Jじ99’lりで火際の

住居が9し民舒録地と俣なるとき、 神戸IIiでは 「仮入学」

として実際に糾住する校l凶での就学を許II-［する場合があ

る 今1111は、この仮人学の措骰を適用した

また、通常は仮人学の場合も指祁疫録等は[~云tl'1先の学

校に送り、学筋を移動させるが、 i；t災後の特冽桔ii_‘iとし

て、住民登録を巽動せずに1ii内の他校に転l1,1した場合は、

短期間の転1111であるごとがf9想されるため、 Jiii節校から

転出校へ指導要録等を送らずlJ孔藉校に学籍をとどめた。

88 市外の学校への転校につ lヽ ても、受け人れ校が泌めた場

合は同様の扱＼ヽとした

・卒業証書の特例授与

3学期に起こった虚災であったため、卒業を1三I前に控

えて亡くなった児童生徒については、本来卒業証害は授

与できないが、保護者や学校関係者から特に強い要望が

あった児巫生徒に対して、特例として卒業証書を授与し

た。

・仮設住宅入居者の特例措置

被災者用の仮設住宅の入）国者は、その大半が住民登録

を異動していない。しかし、仮設住宅の所在する校区の

学校を指定校として取り扱った。

また、仮設住宅から原藉校に引き続き就学することを

希望する児童生徒には、指定外就学の制度を準用し、 一

定の条件を考慮したうえで、原籍校の校長の許可があれ

ば、例外的に校区外からの通学を認めた。

・実務上の問題

このような筒便な方法で対応したが、多くの児童生徒

が転出し、転校手続きのために膨大な鼠の事務処理が生

じた。また、数か所を移動する児窟生徒も多く、正確な

住所を把握することが困難となった。また、取り扱い要

領等の作成などの対応が遅れ、学校園に対する説明会な

ども行える状況ではなかった。

なお、これらの特例措誼は主に市内間の移動にともな

って行ったものである。児滋生徒は北海道から沖縄まで

全国の都道府県、さ らには海外まで転出したため、他府

県との転校の手続きは統一的に対応できず、 学校や保護

者に大きな滉乱を生じた。大規模災害時においては、同

時多発する転出者の円滑な転校が行えるよう、全国的に

統一された手続きを整備することが望まれる。

被災した児童生徒にさまざまな援助を行った



R授業料などの免除

市立の幼稚園の保育料と蒻専 ．姦校の授業料について

は、神戸市立学校の授業料等に関する条例と同条例施行

規則によって、経済的に困窮している偵l児 • 生徒の保育

料等の減免を行っている。これに則して、被災した園

児 • 生徒のうち、「家屋の全半焼 ・ 全半壊」、または 「保

護者の死亡・長期人院、失業等」のいずれかの咲件に当

てはまる被災者の保育料等を免除した。

なお、幼稚園では人園料、高専・高校では人学選抜

料・人学金を免除したが、条例に滅免規定がなかったの

で条例を改正した。さらに、災害時の滅免については、

それまで規則に根拠規定が囮かれていなかったため規則

を改正した（条例、規則ともに平成7年3月31Fl改正）。

県立高校もほぼ同様の措樅が講じられた。

R鼠学援助の特例支給

学校教育法第25条の 「経済的理由によって、就学困難

と認められる学齢児童の保設者に対しては、市町村は必

要な援助を与えなければならない」という定めにより、

従来から小中学校の児音生徒には、 学用品費などの援助

を行う就学援助を実施していた。

1月20日、文部省から被災児咽生徒に対して 「就学援

助の認定及び学J1！品、給食費等の支給については、通常

の手続きによることが困難と認められる場合において

も、可能な限り早急かつ弾力的な対応が行われるよう」

との通知があ った（文部省教育助成局財務課長 ・体育局

学校健康教育課長通知）。

通常、市では主に所得基準に照らして就学援助の認定

を行っている しかし今回は文部省及び兵庫県の通知に

より6年度在校生に限って、家屋が全平焼（壊）したり、

収入が激減したりした世術の児童牛徒に対し、所得基準

によらず主にり災ii［明によって認定、特例措岡として援

助金を支給した。

④特例奨学金 （被災生徒修学援助金）の支給

従来、市では神戸市奨学金条例により、「h内にJ占仕す

る店校生、高専生のうち、 「生活保護世帯若しくはこれ

に準ずる世常の子弟」に焚学金を支給している。

同奨学金の挺学生は所得J苗準によって認定するが、 6

第2軍学校教育の再開に向けて

被災児童生徒の学費の援助 (12月1日現在）

事 纂 内 容 対戴奮数
ー→

保育料免除 1保育料の免除 （年額99,600円） ・6年度
幼 • 平成7年1 月～3月分 (6年度） 552人／3.112人

稚 9,960円X2回＝19,920円 (178%) 

• 平成7年4月～3月分 (7年度）
園 27年度入園料 (5,800円）の免除 . 7年度

643人／2,917人

(220%) 

就学援助 1学用品費 ・入学準傭金の支給 小学生 19.257人
Jヽヽ ・小学生 25.500円 中学生 11,027 

中 ・中学生 38.300円 合計 30,284人

学 （それぞれ一時全として．学年の /148,229人

校 別を問わず一律支給） (20.4%) 

2過学費 （定期代）の支給 小学生 103人

（平成7年1月～3月分） 中学生 291 

合肝 394人

授業料筍免除 1入学選抜料 ・入学金の免鯰 ・6年度在校生
高 （選抜科） （入学金） 全日＂ 2,283人

校 全日制 2.000円 5,200円 定時問 219 

定時制 300円無料 高買 224 

高専 14,500円 26,000円 合計 2,726人

高 2授嚢9.1の免除 /10,637人

専
• 平成7年1 月～3月分 (6年度） (25.6~) 
全日"9,840円X2回ー19,680円 • 7年度在校生
定時問 1,860円X2回ー 3,720円 全日制 2,666人

高尊18,120円X2回＝36,240円 定時制 313 

• 平成7年4月～3月分 (7年度） 高専 255 

全日制 年額 98,400円 合計 3,234人

定時問 年額 18.600円 /10,260人

高専 年額 196,800円 (31.5%) 

特例奨学金 市内在住高校生に対する特例給付 公立 3,410人

（被災生征修 （給付月額） 私立 1,717人

学援助金） ・公立高校 5.000円 合計 5,127人

・私立高校 10,000円 ／市内高校生数

61,759人 (8.3%)

年度れ•：校生に限って 「授業料などの免除」 と同じ要件に

当てはまる被災生徒は、特例梢牲として所得基準によら

ず認定。また、新たに要梱を制定して奨学金（被災牛徒

修学援助金）を扁校卒業時まで支給することにした。

⑤授業料免除などの実務上の問題

さまざまな学費の援助を行ったが、実務 I:．の問題も少

なくなかった。一つは、短期間のうちに多くの対政者が

発生したため、認定などに時閻を要し、迅速な援助がで

きなかったことである。

また、認定は主にり災iil:IJ月に基づいて行ったが、り災

証明の発行件数が予想を大輻に」．．．lnlり、 4月以陥も発行

が継続されたため予符：措誼や学校などとの対応は困難を

極めた。なお、 ー連の支援は6年段に限られた（授業料

等の免除は除く）ため、市民からは7年度の適用につい

ても強い要望があった。
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(3)「心のケア」相談

裳災は、 児敬生徒をはじめ、その父lサ．家族、教職具

の心に大きな影匁限を及ぼした 地裳直後ぱもちろん、そ

の後もさまざまな環境の変化により、粕神的に不安定な

状況に陥ったケースは多＼ヽ。＂心の健康＂を取 り1天すた

めには、息のlit、支援活動が必疫である

① 「心のケア」相談室の開設

2 J ]20「lから 39124II、柏神的に不安定な状態にある

児1’•V I:．徒の心の健康につ し ヽての相談に応じる 「心のケア

机談室」を教育委員会内に1m設した 相談は、文部省か
ら派逍された精神科「欠16人(I人／「I)と、兵hii.I!i1,-カウ

ンセリング協会所屈のカウンセラー4人 (l人／「I)の

協力を閲て対応。了どもや保護者に対して‘Iti,rj• 米所相

談を行うほか、精神科1矢が学校1!!11を巡1111し、教職員等に

対する心のケアも行った

新年度からは場所を神I叫j総合教育センクーに移動。

相談いもカウンセラー 9人(2人／l」)による体制とし

て、継統して相談に応じてtヽる

② 巡回相談の充実

披災した多くの学校では、教職員がりし惰生徒への対応

に加え、 連l」の避難住民対応等の疲れから心.fll！的ストレ

スが癌念された そこで3J-f l日から33人 (6人／11)の

カウンセラーが学校を巡II]した 新年度からは診療体制

が招ってきた神戸i1i I戻[JI|i会所屈の消'ih|I科1矢12人によ っ

て、 大きな被‘1仔を受けた6Iiの学校園に、 l1 3 l1のペー

スで7月4俎まで巡回を行った 9月以降は次項の拡充さ
れた 「心の健康相談奎」での相談として受けつがれて tヽる。

③教轍員への研修

児tit生徒の心のケアは、学級担任、 i知役教諭等の教職

貝が早期 にfどもの状況の変化に氣づき、適切に対応す

ることが深刻な ')9態を f防する最も効果的な方法であ

る。そこで、 市内8プロ ックで教職員の研修を行しヽ、1i
例を通して知識技術0)貯関に努めた

また、教職具1'1身の精神(I1，)スト レスの解消につlヽ ての

filf修も実施。心のケア研修の受講者は9H木で延べ

2.400名に逹してtヽる。

④ 「心の健康相談室」の拡充

虚災前から、教職員が児巫生徒の心の1む1閣にどのよう

に対応したらよしヽかについて、精神科医が助言する相談

室を市内3会場で月1~ 2 1ul程度併l設してしヽた この

「心の｛建康相談至」を、 8月から各会場l13 ~ 4同と拡

充し、強化を図っている。

⑤心のケアに関する相談件敬と内容

「心のケア」相談室、学校巡同相談において、屯話・

面談により多くの相談が行われた しかし、平成6年度

と新学）．V-1を迎えた平成7年度では、相談件数、内容など

に変化が見られる

•平成 6 年度 「心のケア」相談室

期1/:tl／平成7年2月20日～ 3月241]

件数／屯話160件、米所 7i'1; 

電話、 米•Ji)↑相談を含め 、 成人の相談が93件で55.7％を

占める。11'報活動を行った直後は相談件数が崩えたが、

遇末や「llIl1！日は少なく、 I}り設当初から卜1が経過するとと

もに相談件数も滅少した りいi~:生徒の相談は幼り~26件、

小学生が26件。中学生、邸校生と学年がい/.するにつれ

件数は滅少して tヽる＾低年齢培ほど恐怖や不安に対する

訴え、行動があらわれやすいものとなって＼ヽ る

血¥1書 （譴か'tl‘.,？‘格‘ 
幼児 小学生 中学生 高校生

本人 電 話 3 2%) 4(3%) 

輩~所

教臓員 電 話 3(2%) 

来 所 1 (14%) 

保鱈者 電 話 26(16%) 20(13%) 13(8%) 2(1%) 

采 ji/j 2(29%) 

その他 電 話

采所

計 電 話 26(16%) 26(16%) 17(11%) 2(1%) 

来所 2(29%) 1(14%) 

•平成 6 年度の精神科医による巡回相談

!911hl/ ‘I;•成 7 年 :2. J I 20 11 -:{ l I 24 11 

対絞校／35校

成人

71 (44%' 

2 29%) 

4(3%) 

2(29%) 

14(9%) 

89(56%) 

4 (57%) 

（件数）

It 

78(49% 

2 29%1 

3(2%) 

1 14%) 

65(41%) 

4(57%) 

14(9%) 

160 100% 

7(100%) 

精神科1父による札1，淡を被災地（i|メ．．を1|i心に実施 小学

校では、ll(i・やみ恐怖、 トイレ恐↑(1i、1:｝祝にくっつlIて離
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れない、おもらし、仮盤など分離イ＜安を,11心とした相談

が多かった。中学校ではイ濱奇校 ぎみ、小学校同様に分離

不安にともなう相談、不IIJ_もなどの相談があ った。また、

避羅住民の対応に追われ、本務が出来ないことでストレ

スを生じている教職員の相談もあった。

遍区 I中央区

2

＿6
 

5
 

•平成 6 年度の臨床心理士、カウンセラーによる巡回相談

期間／平成 7年3月lR-3月31日

対級校／145校（延べ214校）

被災地6区を中心に±.1=1の別なく、幼稚園から邸校ま

で延べ214校を巡同。精神科医の巡回の場合と同様に、

子どもの心の状況を杷握する余裕のない学校固が少なく

なかった。教職貝の心労、子どもの分離不安、作文 ・絵

を描かせる ことへの効果などについての相談があり、

個々の状況に応じての相談活動を展開した。
（延べ校数）

-区 |'t
王←巳；i；1 1 I I 6 

菖中濤学学校校I4 ! I I I I 2, ， I 21• 5 
tt 60 27 39 21 46 

• 平成 7 年度の「心のケア」 相談室

期間／平成 7年 4月31」~9月末

件数／屯話305件、米所 62件、巡回11＜頓相談2件

相談件数は奮4)|‘り初の屯話相談では39件だったが、

9月には70件と）jを追って培加して tヽる Idl時に来所tll

談も陪え、 t JI'1¥f:JJの（） 件が 9JIは14f|: lヽ ずれも 1j1学

校の小登校生にかかわる相談である 遣訴相談では成人

本人の相談付数が増え120件、しかも i・：婦が多し、 内容

はうつ傾向、＇系版 関係に起lklするl,'¥l}也が多l¥ 

保護者による(•どもの相成は ll iりでの人・；枝はなし、 小

学生で月平均 (i~ 7 i'1 •. 、 II I‘‘沢l・：で．うー (ifI: 、 1•,.:i校, ,,.は 1

~ 2件 年齢杞；•1が l ·. Hするにつれ、朴 l＂炎 f|数は減少して

lヽる 111. 1¥':i校牛は1・1L.のlJ、J1(ijを必1(1i化しな＼ヽ II.}翡jにあ

るので、 保護 者が気づかな lヽ 部分も あると lヽ える

（件数）

項目＼月!lll 4月 5月 8月 7月 l8月
52 I 5¥ 電鯰相該 39 42 51 

采所相該

゜
6 12 19 11 

巡回依頼相餃 2 I 

゜ ゜ ゜゜41 I 48 62 l 84 1 369 計 63 71 

• 平成 7 年度の精神科医による巡回相談

）りll{}l／平成 7年4J l 1111 -7 l I 25 I I 

対尿校／79校

前年度1Iil様、被災地区を中心に79校を巡同 札lは内容

は過食 ・拒食卯害、イ＜舒校ぎみ、 Jliti1t:fi向、赤ちゃん返

り、Klll玲1J:!fi）Jなどである 2月以降の巡11"1時とは少し']{

なる感↑代の変化、行動の変化がうかがえる
（校数）
含

計It 

□Wi冒liIl冒ぃ5912：□，6| 5 •三：
・心の健康相談

期間／‘l減 7年 1ll一］～12) j未

付数 ／43('1:

4 l ]以降、市l}、13か所に相談場所をもうけて火施、 12

） ］までに43件の相談があった 内容は学や祁培占、 イ屯登校、

粗暴行動、白我木熟などで、 中にはばJ災とは直接関迎性
のない相談も含まれている

項目＼月荊 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 99月 12月 It 
IJヽ 3 3 3 1 5 3 3 21 

登校拒否 中 2 1 3 

高 1 1 

多動性症候群
小 1 ， 2 

中

学習障害
小 1 1 

中

粗曇行動
小 1 1 2 

中 1 1 

自我未熟
小 2 2 

中

自閉症
小 1 ， 2 

中

神経症的問題行動
小 3 2 5 

中 1 1 

心身症
小 1 1 

中 1 1 

計

゜
1 3 8 8 6 7 6 4 43 

（件数）
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⑧相該の事例

相談の事例としては、次のようなケースが多かった。

・ケース 1 9蠍の女子

相談者／教員

内容／元来、学校へ来たくないと言っていた子どもであ

るが、震災後、怖いと言って夜電気を消さない。日中

は母親と一緒に寝ている。

指導／母親とのスキンシップを増やしつつ、親子の会話

を増やす。母親の本児への接し方は突き放していない

か確認してみる。子どもが自分の気持ちを自然に話せ

るようにゆったりと会話する。

・ケース 2 小学校6年の男子

相談者／母親

内容／震災で家屋阻壊、兄のところで世話になっている。

最近になって親にくっついて離れない。4月から中学

校へ行くのにこんなことで大丈夫だろうか。時々ぼん

やりしている。

指導／地震の恐怖が残っているので、十分に甘えさせる

こと。恐怖、不安で1易ついているので安心させること

が大事。一時的なものと思われる。

・ケース 3 小学校3年の男子、小学校1年の女子の兄妹

相談者／母親

内容／小3の兄、夜中におねしょ、おもらし、今朝もパ

ンツを 2回替える。音に敏惑。6歳の妹は 1人で寝ら

れない。一緒に寝ようといって 1時、 2時まで起きて

いる。2人とも学校では元気にしていて、特に変わっ

たことはない。叱らないようにしているが、どう接し

たらよしヽ か。

指導／今の接し方でよい。スキンシップを増やすこと c

・ケース 4 中学校3年の男子

相談者／母親

内容／地震後、夕方になるとジンマシンがでる。顔、頭

部に多く、皮膚科へ受診したが異状なしと言われた。

夜8時ごろから出てくる。学校で活動しているときは

全く出ない。受験を控えているので皮膚科への受診も

控えている。

指導／受診するとすれば心療内科系の病院に受診するの

もよい。恐らく被災した体験との関連性を強く示唆す

るものなので、精神科治療対象として精神科の受診を

勧める。

・ケース5 小学校2年の女子

相談者／小学校2年の女子、その母親、担任

内容／家族は4人（小2女子、母親、母方の祖父母）．

被災時、家屋が全壊し 6時間生き埋めになった。退行

は見られないものの、怖いなどと話す。駅 lつ離れたと

ころに家を（昔りたが、子どもが転校をいやがっている．

母親の両親は高齢なので引っ越しをしないとしんどい

と思う。それを子どもに言っても分かってくれない。

指導／大人の価値観を子どもに押し付けてはいけない．

母親の両親のことをかまい過ぎているため、子どもが

反応を起こしてtヽ るのでは…。子どもと接触する機会、

時間を増やすことが大切である。母親が子どもに対し

てかなり厳しく突き放すように話すのが気になる。両

親との同居で母親も疲れているのでは？ 母親と両親

との慈藤にも目を向ける事も必要だがこれ以上の介入

は一度きりの面接では困難である。

処猶／担任の先生に話を聞いてやってほしいと指導。転

校先の先生にも申し送りをしておくこと。先生と子ど

もと母親との信頼関係をみながら徐々に介入してい

き、支え切れないようであれば精神科医に相談。受容

的に接していくように注怠する。

(4)ホームステイ対策

1月27日、被災した児蛍生徒を温かく見守り学習環境

を提供しようという家庭を募り、ホームステイを希望す

る児童生徒を紹介する 「ホームステイ相談センクー」を

開設した。3月31日までの短期間のホームステイの受け

入れを中心に、 2月28日まで申し込みを受け付けた。



第2章学校教育の再開に向けて

都道府県別受け入れ希望の申し込み状況
※欅の長さは件数に比例

,.,.8綱 ら

2

．． 
o• • 0 •.-

●,1入れ希望の申し込み状況
．圃／1月25日～2月28日

※ 1月31日から県外は受験生対象のみ受け付け

（件数）
500「竺

400 

300 

200 

100 

坦

牛‘ー6
 
4
 

外

内

内

県

県

市

7□』
.L....! 
2/15 
（水）

①ホームステイ相談センターの開設

被災児童生徒への支援の申し込みぱ震災直後から、市

民及び全国から上がった。センタ ー開設後は、さらに全

国各地からの申し込みの電話や手紙が殺到し、多くのボ

ランテ ィアとともに昼夜を問わず対応した。

受け入れ希望の中には「里親」「貸家」「就業」「団体

で」といった内容のものがあり混乱もあ った。

自治体からの申し込みは45件あった。公共施設の開放

利用、 PTA組織・ 一般家庭の申し込みのまとめなど、

多人数の受け入れ申し込みであった。なかには、独自で

希望者の券集から児童のホームス テイ先への送り届けま

で、すべての業務を引き受けてくれた京都市のような自

治体もありおおいに助けられた。

②ホームステイ実施状況

全国からの市民、団体、自治体からの支援により、小

学生から高校生まで14件・ 17人のホームステイが実施さ

れた。なお、ホームステイを希望する児童生徒と受け入

れ先の条件が合わない場合も少なくなく、多くの菩意の

呼びかけに対して実際に成立 したのは少なかった。

③相談センター開設中の状況

受け入れ申し込みに対して、ホームステイ希望者は少

なく 、県外の受け入れは一時中断した。被災児童生徒の

ts窃
ig 

、長崎”.0 

哨 II I悶苔
93 百ヤ望賃

和歌山

三重123

多くは母校から離れ難いようであった。またホームステ

イを希望する側は、家族全員のステイを望み、賃借家屋

の紹介と混同するケースも多かった。

しかし、受け入れ成立家庭の多くは、被災宅まで迎え

に来て、荷物の運搬をするなど、心を尽くした態勢であ

った。ホームステイ成立後の家族は、新たな親族のよう

な付き合いが始まっている。また、親子が別居すること

の意味を改めて考えてみる機会ともなった。

ンヽ、，
ク
．

溢
k
名
t
末
如

ホームステイのほかに一時留学 （ラーニング・ステイ）で子どもたちの

支援を行った自治体も多かった (3月26日 京都市）

ホームステイ希望 27件 31人

小学生 10件 13人

g 5件 5人
中学生 ※内1件はg 小中兄弟
... 
高校生 13件 13人

g 成立 14件 17人

醸退 13件 14人

小学生 3件 6人
市 北区

県 中学生 3件 3人

西区 小学生 1件 1人
内

内 須麿区 高校生 1件 1人

西宮市 高校生 1件 1人

新潟県 高校生 1件 1人

県 長野県 中学生 1件 1人

寮京都 高校生 1件 1人

外 三重県 高校生 11牛 1人

鹿児島県 高校生 1件 1人

成立合計 14件 17人
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(5)学校給食の再開

学校教台の Il :．常化の•つとして、給食の再開も芯務と

なった IIi|J、J令校園の再開にともない、簡拗給食の形で

給食を再間した

① 簡易給食開始

2月巾旬、ライフ ラインの4＜復旧校は少なくなかった。
ガス95校、水道42校、屯氣 l校、 ド水道が使用不 I、,f能の

学校も37校あり、 1，..数以上の学校で湖郎は不可能だった

また、 地震の被，じが少なかった西区 ・北区などの学校へ

は、交通渋滞でブ玲給食の夷施に必要な多種類の食材の

配送が困雅だった。

このため、給食の再開は、 簡男給食で実施する ことを

決めた，開始時期ぱ 「神戸の教育は一つ」のスローガン

のもと、令校で授業再開がなされた 2月24R （金）の翌

週27日 （月）からとし、被災の軽弔によらず令校斉に

実施 した n

・開始にあたっての留意点

2月巾旬の施設設備調雀で、牛乳保冷titが使用できな

tヽ 学校が18校、 パンなどの物資賞場 ・配送車の出入りに

問題がある学校は46校に達した。そこで開始にあたって

は、 保冷l•iiの点検・棺(INi、物資澁場の確保を岱‘j籾給食実

施の条件とした。この条件を満たせず、 3学期駁後まで

, Jこ施できなかった学校は 6校あった。

簡易給食の献立例 (1日当たりの食数： 90,432食）

Al バン ・牛乳・いちごジャム ・チキンソーセージ・はっさく

Bl パン ・ 牛乳・ マーマレード・ソフトチース‘ •
アセロラゼリー・ ひなあられ

簡易絵食の開始日のーコマ (2月27日 北野小学校 ・中央区）

② 完全給食の開始

簡易給食を実．J地してすぐに、 「新学期を迎えた 4月14

Rから令校での‘必令給食の夷施」を目性として、 潤査・

調整に取りかかった。

しかし、ガス ・水道 ・ド水通の復IRIー：中は 3月未にな

っても見通 しがたたなし＼学校がかなりあった 」そこで、

都市ガスの4ミ復旧15校はプロ／｛ンガスで対応したc

補修 T：北の遅れで自校での湖狸のめどがたたなしヽ学校

(7校）は脈水給食共lri]関理場や近隣校で謁理し配送す

る代酎暉をと った。また、自校の外に仮設教完が建っ

て＼ヽる学校 (7校）は、 自校の湖理室から仮設教＇至まで

給食を配送し、配/l善室の必要な学校 (6校）には、コン

テナハウスを設置した

・開始にあたっての留意点

給食宅の消掃 ・ 消品、水質検紺鍵のかかる 甲•朝物資

受け人れ箱の設賞など、給食の安全衛生笠理の徹底につ

tヽ て、全校に通知した。

完全給食開始日の献立 （開始日の食数： 98,976食）

パン・牛乳・クリームシチュウ・
A 野菜のドレッシング添え

パン・牛乳・ピーフカレー・
B きゅうりのちゅうかづけ

C 
バン・牛乳・スパゲティミ ートソース・

野菜のヨーグル トソースあえ

(6)受験生の支援

学習の場として使用されて lヽ た図漏館等の被苔によ

り、学習の場所が少なくなったため、春期及び没期休来

中の高校校含筈を開放した。これらの 「学習コーナー」

は主に受験牛を対象にして実施した。

期閏 響 (1/31～ツ31) 夏躙 (8/1~30)

施設名 摩耶兵庫高等学校 摩耶兵庫高等学校
東垂水公民館 埋蔵文化財センター
埋蔵文化財センター

利用者 469人 2,248人
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5 ■ 避難所運営への支撞
各区の区役所は、避難住民の安全確保や実態把握、物資の調違・配布、各種証明書の発行、情報提供など膨大な業務

に追われ、避難所運営は困難な状況であった。また、教育活動の早期再開のため、避難所運営に携わっている教臓員の

負担を軽減していくこともきわめて重要となった。これらに対応するため教育委員会の職員も避難所の支援を一部担当

した．

(l)避難所への支援

教育委員会は、区への支援班、避難所支援班、炊き出

し活動班を組織し、それぞれ支援を行った。

①区への支援

震災直後、各区役所がパニック状態となり、各区から

の女援要品が相次しヽだ。全庁的に各区への支援体制を組

織する必要が牛．じ、民4:．同が調撒役となり総務同と協議

し、各区への応援を行った。教育委員会は l、記の業務に

つ＼ヽ た。

．避難所運営

内容／区災害対策本部との連絡業務

避難住民への対応

施設管理者との連絡濶整

電話・来訪者への対応

物汽の淵述・配送

鵡閏 区役所 配置人謙

1月25日～3月31日 灘 50 

東灘 12 

4月1日～5月31日 潤 ， 
兵庫 11 

東灘 15 

6月1日～7月31日 瀾 13 

兵庫 11 

東 潤 11 

8月1日～8月20日 灘 ， 
兵庫 6 

8月21日～8月31日
8月20日、避難所
解消により順次減少

（人合／1It日）

50 

32 

39 

26 

26-20 

災害援護資金事務の応援 (10月11日 福祉交流センター・ 中央区）

・義援金（教育助成金）交付事務

内容／申詰渇類審査・確認などの事務処理

期間／ 8月 1日～31H （月～金）

配閻人数／3人／ 1H 

・仮設1主宅（空住宅）入居相談

内容／仮設住宅（空住宅）への個別人居相談

期間／ 8月 1日～10日

配溜人数／ 1人／ 1日（係長以上）

・仮設住宅鍵渡し

内容／仮設件．宅契約者への鍵の交付

期間／8月5・ 9 ・ 10日 (3日間）

配岡人数／ 3人／ 1日

・義援金 （住宅助成）交付事務

内容／申晶古類審査、配分などの1サ務処珂！

期間／8月28日～ 9月 1日 (1人／ 1日、月～金）

9月4日～ （10人／ 1日、月～金）

・待撓所駐在・巡回

内容／1寺機所巡回 (2人／ 1日、月～金）

待機所への物資配送及び避難所撤収物資の回収な

どの濶照 (1人／ 1日、月～金）

期間／ 9月1日～30日

・空き仮設住宅への入居斡旋等

内容／空き仮設住宅への入居料旋、鍵渡し

期間／9月4日～llFI (1人／ 1日、月～金）

9月18日～27日 (l人／ 1日、月～金）

•新たな助成制度への出務応援

内容／災害援護貸金事務

期間／ 9月19日～ （3人／ l H、月～金）

②教育委員会独自の避難所への支援

教育委員会が行った避難所現場への支援としては、前

述の区への支援の中での避難所支援のほか、教育委員会

独自に学校間支援、 学校管理者支援を行った。

各学校園の校園長、教頭、 てド務長等の学校管理者は、

施設管理上の責任者として、ほとんど帰宅できず疲労困

は＼ヽの状況にあった。これらの管理職をサポートするた 95 

め、指導主事を中心に支援を行った。学校現場の指揮に

当たるとともに、宿直も行った。

支援人員の配置褪準としては、被害が大きく、避難住

民の多い要諮のあ った学校園とした。避難住民が減少し



た学校園、自治組織が確｛1.された学校園は削減する方針

をと った

期

1月26日～2月9日

2月10日～3月3日

3月4日～31日

間

~ 

配置学校数と配置人数

22校 •40名～27校 ・ 47名

32校、 48名

30校、42名

9笠’亨

ふ.,,,れ 79ククが’ヂ心ダ

避難住民の多い学校園へ教育委員会独自の支援を行った

（騎ケ林中 ・長田区）

R炊き出し活動

混災直後から、 III災‘,―I;-対策本部が避難者に 1日2食の

食，．l4を確保するまでの間、教育委伐会が所有する施設を

利用 して、炊き出し泊動を行った。

・垂水給食共同調理場

水道 ・ガスの供給がなく人:・trt閥理機器の蒸気釜 ・ガス

釜ともに使用イ＜能。水の潤達は、埋蔵文化財センターか

ら2t I、ラックで連び、炊飯器は周辺の学校の家庭科室

から槌めた。電源ぱ閥理場のほか、隣接する保育所の屯

源も使った。虚災‘」iHは、この方法でおにぎり をつく つ

た。2日目からは、ボーイスカ ウトの協力を得て :1-5

升炊きのガス釜、プロパンガスポンペの調達で炊飯効率

がよくなった。

・北給食共同調理場

96 水道・ 屯気が供給されていたため、ボイラーの使用が

可能で、操気釜を使用して大：礼炊飯を実施した。周辺校

の閥理 1:、教職員、 地域ボランティア（延べ250人）の

応援を得て、災災‘,',l=Jから人・！代のおにぎりを提供した。

3日も経過すると白飯のおにぎりだけでは食べにくいと

垂水給食共同頂理場 （垂水区）での炊き出し

しヽ う声が19.liて、9III煮や漬物を添えたり、簡単な副食を）J1l

えた弁‘片を作ったりして、内容の1じ実を図った。

•北区の 4 小学校

虚災後数日が過ぎ、救援物資の到着とともに迎難住民

に弁‘Ii.Jくンがほぼtヽ き渡りはじめたが、 9.j記 、時期だけ

に、暖かし ＼i|物が嗜まれてきた。そこで北区の小学校 4

校 （交通渋滞が続き、配送が可能な地域の学校に限った）

で、松J.野菜類の閑‘晶な温かしヽ 汁物を作り提供した。

炊き出し活動

期間 場所 内容 延食徴 配送区

垂水給食共同詞理場
おにぎI) 垂水区

1/18~2/8 
北給食共同顕理場

弁当 10,800食 長田区
汁物 兵庫区

1/27~2/3 北区の4小学校
さつま汁

33,600食
中央区

かす~t 渭区



第2軍学校教青の再開に向けて

6.学校施設の緊急復旧事業の実施
学校教育活動再11Jへの取り組みとして、学校施設の復旧も急がなければならなかった。施設復旧に向けて、安全点検

と応急処置、 仮設教宣の竃設の 2点の取り組みをまず実施した。また、ライフラインの復旧も敦育活動膏開には不可欠

の条件であった．

(l)安全点検と応急処置

地震発生の翌日から、被害状況について、緊急現地調

査等を実施した。危険性の高い校舎等について、立ち入

り禁止等の応急措宜をとるとともに、校舎、擁壁等の応

急復旧を実施した。

①立ち入り禁止等応急措置の決定

・緊急現地調査

日時／平成 7年 1月18日～20日 (3日間）

対象／北区・西区を除く全市立学校園（北区 ・西区の学

校園は被害が軽微のため、今回の緊急現地調査から

は除いた）

内容／教育委員会事務局職員が2人 1組で、各学校を直

接訪問し、学校園の被害状況を調査し、危険校舎や

擁壁が崩壊する恐れのある区域等危険箇所への立ち

入り禁止等を指導した。

舅査項目／

校舎等の被害状況 ・児童生徒被害状況・教職員出務

状況 ・避難所開設の有無及び状況・避難住民数・授

業開始時期

111011 11111111111111_1111 

1饉が圧壌し、エキスバンションジョイント部が開いた校舎（御影中・東灘区）

緊急現地調査では、外観の被災状況を把握し、校園長

や避難住民等からの緊急措置の要望を聞くのが限界で、

専門的に被害状況を把握し、学校園の緊急措囲方針を決

定するには、建築・上木の専門家による調査が必要だっ

た。多くの学校施設について、 2次災害の防止と施設の

使用可否の判断を短期間で行う必要もあった。そこで住

宅局営繕部の職員と ともに、民間の神戸市建築協力会等

の応援を受けて、 1月下旬から 2月上旬にかけて第 1次

調杏を実施した。

調査は被害の大きかった旧市街地内の223校園を対象

とし、中程度以上の被害があると認められた73校園につ

いては再度調究 した。

・住宅局営繕部と教育委員会との共同第1次調査

日時／平成 7年 1月19日から約2週間

対象／旧市街地内の市立学校園 223校園

第 1次調査被害度ランク

A-Aランク：違築物が全壌、または全焼し、解体するまで

もないもの（そのまま放置しておいても危険

性がないものに隅る）

特Aランク：遠物の損填が蕃しく激しく、そのまま放置す

ることが危険であり、すぐに解体撒去が必妻

なもの（あわせて直ちに報告｀対策を講じる

こと）

A ランク：建て替えを要するもの

・基礎、柱、梁などの駆体の損傷が認められ

るもの

・目視による明らかな遣物傾斜、変形が認め

られるもの

B ランク： 中程度の改修・部分的改修を菱するもの

・躯体は損壌していないが、外璧の剥落、ク

ラック、窓の損傷が認められるもの

・目視による明らかな建物傾糾、変形はない

が、傾斜の測定が必要と認められる程度の

もの

・内猿の損填が認められるもの

C ランク：軽程度の改修を妻するもの

・外璧のクラック、窓の損傷が認められるも

の

D ランク：改修を要しないもの（特に被害が見られない

もの）

97 
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② 校 舎、 擁 壁 等の応急 復旧

PTA、教職員等が自主 的 に応急復旧工事を実施した と

ころ もあ った。

共同第 1次調査に基づき、教育委員会は応急復旧措置

で使用が可能になる個所、及び危険除去される1固所につ

いて、応急復旧工事を開始した。

③危険度判定調査

1月31日から 2月3日にかけて、文部省の技術調査団

12人が来神 し、 3班に分かれて被災校を現地調査する応また、損壊の程度が軽微なものについては地域住民、

教育委員会が行った応急復1日工事一覧表

校舎解体

講堂解体

プロック場の撼去等

渡1)麗下撞去等

渡り廊下補強、襴修等

構遣襦修等

講堂等天井解体・撞去・襴修等

仮囲い等

エキスパンションジョイン ト補修等

土Ill襦修等

ブレス補修•取り讐え等

ァンカーポル ト禰修等

柱襦修・補彊等

鉄骨襴修等

出入口段羞改修、仮設スロープ等

モルタル浮き撞去 ・補修

クラック補修等

ガラス入れ讐え等

御影幼、西野幼、本山第三小、灘小、本庄中、本山中、

御影中、烏帽子中、鷹匠中、丸山中、大橋中、飛松中、

神戸商業高、神港嵩

宮JII小

魚崎幼、遊喜幼、住吉幼、東灘小、本山第三小、住吉小、春日野小、

東山小、御蔵小、志里池小、二宮小、千代が丘小、本山中、

烏帽子中、鷹匠中、大橋中、苅藻中、長田工業高

東須磨小、原田中、太田中、神戸工業高

本山第二小、美野丘小、長田小、室内小

本庄小、本山第二小、北野小、御蔵小、東須磨小、多聞東小｀

審日野小、吾婁小、会下山小、太山寺小、広陵小、神陵台小、魚崎中、

本山南中、原田中、布引中、神戸工業高、摩耶兵庫高

多聞東小、嶋越小、夢野小、有馬小、雲雀丘小、名倉小、長田小、

丸山小、妙法寺小、霞ヶ丘小、東舞子小、多聞台小、住吉中、

湊中、丸山中、垂水中、歌敷山中、神戸西高、兵庫商業高、友生養

吾婁小、北野小、港島小、会下山小、上高丸小、本多聞小、魚崎中、

本山南中、布引中、苅藻中、神戸商攘高、須磨高、摩耶兵庫iii、

盲学校

湊川多聞小、唐襴小、有野台小、多井畑小、妙法寺小，花谷小、

上高丸小、兵庫大開小、有野東小、有野台小、糀台小、

桜の宮中、鶴台中、竜が台中、歌敷山中、本多聞中

東落合小、本山南小、狩場台小、白川台中、青陽東養

白川小、押部谷小、長坂小、長坂中、御影工業高

竹の台小、有馬中

五位の池小、神港高

本多聞小、白川台中、竜が台中

東落合小、湊川中、東落合中、王塚台中

長田工叢高、青陽西養

本多111中、友生養

垂水養



弟2章 学校教育の再開に向けて

急危険度判定讀査を実施した。

調査項目は、外観調査・内部調査に分けて、建物の沈

下・傾斜の程度、柱・壁の損傷度ごとの本数 ・割合、落

下物・転倒物の状況等、約40項目にも及んでいる。この

讀査により各棟ごとの「安全」 「要注意」「危険」の判定

と応急復旧の技術的指針を得た。

震災直後、校園長の判断により、立入禁止等一応の措

漑をとっていたが、この文部省による判定結果に基づき、

一部の漏れていた棟についても、立入禁止等の措宜を実

施した。また倒壊の危険のある棟については、ただちに

解体工事に着手した。

文部省の調査結果

危険度

危険

要注意

安全

応急対応 学校 111 名

立入禁止 本山第二小ほか52校回

立入注意 吾妻小ほか10校園

使用可 美野丘小ほか11校園

(2)仮設教室の建設

被害の大きい校舎や、校舎が避難住民の生活の場とな

っている学校園を対象に、教育活動の早期再開を図るた

めに仮設教室を建設した。

①各校園への実態調査

1月19日から約2週間、教育委員会職員と住宅局営繕

部職員は被害の大きかった旧市街地内の学校園 (223校

園）について現地調査を行った。

さらに、 2月3日から 8日にかけて、現状のままでは

学校再開が困難と思われる校園長へのヒアリングを行

い、教室が不足している学校園と不足数を特定した。

仮設教室の建設場所は、避難住民の生活用テントや車

両等がグラウンドを占めていたために、かなりの学校園

で制約を受けた。

このため当初は、多くの学校で必要数が建てられなか

ったが、テントの移動などにともない、順次必要数を満

たしていくことができた。しかし、 止むなく近隣校の運

動場や都市公園等に建てざるを得なかった学校もあった。

②建設までの期間と経過

建設場所が非常に制約されていたため、まず近；•通教室

仮設教室の基礎杭打ち作業 （福池小 ・東灘区）

の建設を優先した。最低限の教育環境を整備し、その後

建設場所を確保していくなかで特別教室の設置、梅雨

期 ・夏期に備えての雨水対策、空調機の設酒を行うこと

にした。

校園長、土木局等と協議し、また避難住民の協力も求

めながら建設場所を決定し、 2月9日に第 1次分を発注

した (31校園・ 363教室）。

仮設教室は、教育活動の早期再開のため一部 2階建て

もあったが、原則としてエ期の短い平屋建てとし、 2月

16日から建設を始めた。当時セメントの供給状況は最悪

だったが、 3月1日には、最初の学校・福池小学校（東

灘区）が完成し、第 1次発注分については順次3月末ま

でに完成した。

さらに、避難住民や支援物資保管用テンート等の移動に

ともない建設場所が確保された段階で、順次不足分を追

加発注した。

仮設教室の建設数

小学校

中学校

高等学校

幼稚厖l

。
50 100 150 200 

（教室数）

350 
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仮設教室建設一覧

校種 No. 学校名
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管理 侵所 合計
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第2章学校教育の再開に向けて

③仮設教室の規格

教末の規格は、沖通教‘が 1屯‘りたり 9rnX7.2rn (I

CR) を枯準にして、 特別教，-ti.、平料用語屯＇咋は学校 1-；i10)

要咽を1廿Iき、｛I'，i|別に対応 した

・標準仕様

特別教＇-+シ ／ 2 CR （準（Jiii宇0.5CRを含む）

管即語宇／職員屯 2 CR 

校此 • •lt務 ・保健 ・ ↑灼用い屯 各 0.5CR

便 lili・／男・女各0.5CR

l」iii|＜／教‘+1ifil郎 ,,- 111;,;員 l.8111

渡りIJ'il;I、． llli,\l~ 2.0m 

クレーンを使ってトタン屋根を葺く作業 （本山南中 ・東滸区）

(3)ライフラインの復旧

111 rl i街地では、多くの学校は1でラ イフ ラインが途絶し
た ・／j、破，杯の少なし、神I'．1|i北1/Lf部 では、 l|:．常な所も

多くI|i令体と して地設‘1,111ライフ ラ インが使IIlできた学

校1,;_l|｛よ、令校1._;ilのうち、屯氣67.8%、 | ••水追 1 7 .5% 、 I‘• 

水逍46.6%、 ガス33.7%、＇屯，i,%9.4％であった

令f本的な復11 1状況 （本格似11 1 ) は、 •,u , i,ri ・屯氣は比l|i父

il{J I―lI・く、 I) I 2011にば心気で93.9%、直訴も91.4%の学

校ii!{Iで使川lり能 となって＼ヽ る 1：水近は "2.)I :i 11には

70.8%、1. M 2511には92.2％の学校1;t1が使川可能とな っ

た しかしガスは復111が赳れ、 2l l 15 1 1で53.2%、:-;11 

:HIIにようやく 91.3％が使Ill可能となった

学校園ライフラインの復旧 （本格復旧）

(%) 
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しかし、迎洲暉となった学校園では、J也点による 認 i；:

も人きしヽためライフラインの復Illは赳れ、教fft1[!fl）)1りIHI

II での復Ill索ぱ 1 •水近59.0% 、ガス24 .6%にとどま っ て

tヽる なかでも 1．．水近の低tヽ復111半は、逝難洲となった

学校l~ilの約 4 ；りりまでが、 飲料水の確保の困難やトイレ (1)

水洗装ittが使川できな t ヽなど ィく (tな中 で l'｝ |}t•Iせざるを得

なlヽ と（ヽ う状況 をもたらした 水の確保が防災，；1・111りはも

ちろん学校教ffl'i|｝｝lにとって、きわめてl「(＇校な課｝俎 であ

るとしヽえる

また、 1',9:；架受水棚も使川イ＜能となってl たヽのが36校、

如l旬郎が61校にのぼっており、 li「97校 （令校1,KIの28.1%)

の学校園に破，りが及んでtヽる

避難所となった学校園における再開日のライフライン復l日率

再開日復1日率（％） 最大遅延日数

電気 99 5 7 

上水道 59 0 116 

ー」下水迫 67.7 126 

ガス 24.6 137 

電話 99.0 8 

未最大遅延El数：各ライフラインの復1日が最も遅れた学校園の.教
育活動再開日から本格復1日までの日穀
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7.教職員定数の確保
震災により多くの児童生徒が市内外に一時避難した．その後、ライフラインの復旧とともに復帰してきたが、当初は

教職員の大幅な過員状態が予想された．そこで 7年度の教員定数をどのように碩保するかが大きな課題となった。

転出児童生徒の意向調査

(1)特別措置
仇
60

洟災により児頌生徒の転出が相次ぎ、教職員定数の雁

保ぱ、新学期を控えて大きな課題となった。

① 教育復賽担当教員等の配置

2月に実施 した転出児崖牛徒の意向調査 （小学校 6校、

中学校 6校をサン プリング調査）では、ライフラインの

復11:1.Ii弁：宅問題にめとがつけば80％強が復帰したtヽ と¥¥ 

う意向があることがわかった。

しかし復帰はi,i:々 に進行するものであり、年度当t)）の

基準日現在の在籍数でクラス湿成、教員必数が決定され

ること になると、次のような問題が生じてくる、

•仮に50％が復帰しても、小学校ではなお過員状況が11:

じる

・途中復帰0)l’・どもたちが人るク ラス 、担任する教員も

しヽなし、状態が牛じる

・心に深tヽ1月を負った J’・どもたちのケアにあたる人的余
裕がなし、

こうした一巾態を避けるため、文部省、兵廂県教育委員

会に、弾）J的なク ラス編成及び教晨配置を悟iく要咽した。

文部ね、県教委0).fl問解を得、政令改止が行われるなど

して、次の特別拮岡を品じることになった．

政令改正分

政令名 ： 「公 I,1・義務教育諸‘学校の学級編成及び教職員

定数0)憬準に関する法律施行令」

（平成 7年4月1日施ii) 

· .!iii準 H 現 (I•: （兵庫県では 4H 9日）に噸公ti・',して tヽ る児

箭 i・,．徒につし、て、 一定の復帰呼、；を乗し、 (r籍するもの

とみなした学級編成及び教員虻罹

特別加配分

・指定する学校に 「教育復典担‘片教員」を配店

この特別拮樅により、教員総定数ば兵災前に推がした

102 数をほぼ確保できる見通しになった-なお 「教育復典担,•”,.,; 

、年i教員」は、被災した児章生徒の多 lヽ 学校を中心に虻属、

被災児淫牛徒に対するカウンセリン グや転出して＼ヽる児

蚤牛徒との連絡などを捐‘りすることにした。

住宅が惰保されれば

教員配置の特例措置

小学校 中

政令改正分 I 72人 27人 99人

特別加配分 I 
63人 14人 77人

(35校） (8校） (43校）

計 I 
135人 41人 176人

(35校） (8校） (43校）

(2)新規採用

虚災による児硲I・：徒の転出は、教員の新規採用仁も彩

愕を及ぼした。新年度を前に、平成7年度r)、1定者のIi.；111,

‘|L成 8年度の採用人数などの方針の決定が急務とな1

た。

①平成 7年度新規採用
‘l;•成 7 年度新規採用は、 f!ii年 9 月 30H に222 名のit)II

内定を行って＼ヽたが、児淑生徒の動向が十分把握てきな

しヽため過員が1立惧され、内定者の採用はかなり難しい．i’、

況であった

しかし、採/tiの延期は社会的なi占用問題でもあい 1111

避0)方向で定数の見直しなどを検討したその後、 t/1;

省、県教委の特別措漑により、ほぼ襄災前に見込んだ片

員定数の配当を受けられる見通しがつ＼ヽたため、 f甜

用IX分 とは界なる校種への柾属も1i・ ¥,（小学校折用杞

幼椎園に日じ属）、最終的に内定者全員を 4月1Bltm 

採用した

―

-
F
 



第2章 学校教育の再開に向けて

平成 7年度新規採用教員数

校種 内定 I 辞退 採用

幼 1—人 +＇ 10人

4ヽ 5人 60人

中・嵩 8人 127人

養謹 1人 10人

I 計 222人 15人 207人

し` こ 一 可＇平成7年度新採用者辞令交付式 (4月 1日 総合教育センター・中央区）

②平成8年度教員採用

‘|;•成 8 年1迂教員定数 を兄込む 1 ••で 、 1T( ＇災になるのばIii:、

Illりし1‘it1:．i,Lの動I{,]である ‘I;•成 7 年 I 1111ふ点で、 4ヽ学校
ではり~i'j'i:0)64.7%かすでに復帰して tヽ たが、 平成 8年 1

1111れ点では72.1 ％しか兄込めず、採川はかなり厳し tヽ；1)、`

況であった

しかし 、教員i径成人・学や教い、し汽＇！者 への社会的iti r..、
市の教員糸ll織 l．．への影特を考え、少数でも採川試験を）こ
施する）ilh]で検，，．tをすすめた
そこで、1.＇料Il措ii‘tによる 「教fftu即 ・11.・1,1教 Ul 0)紺：続
措；i'1'.;を、 文部省、県教委に＇以哨するとともに．校種を超
えた人'ji)＇1り動も相 ‘li放 を 1,．ぷ、 1和ll,J,験に踏みき ・）た
小 ・ 1|9 ,ii0)必咽者ともに 1iii 年J~に比べて人軋;,\!こ減少し、

採）II内正：数もl|｛泊1:16年以降屈(lQ放 となったが無廿採）ll,A
験を終 l‘ した

児童生徒数復帰見込み

く小学校＞

・：•平成6年度における児蘊生徒数を学年進
行さu n出 した数1“ ’一部l1t:t含し

平成6年 平成7年 平成8年

区

児童数

復帰幸見込

日

数

7
%
4
 

ー

9
者

121
人

月

藉

3

6

4

在

，

_
 

11
人

定

日

推
，

減

A7
 ，
 

月

然

一

4

自

一

細
人

日ー月

，

，
 

5
 

分

2 2 - I 

9月1日IJ曽波 4月9日
在籍者数 1 見込

93.848 727 90.725 
人人人

70.7 7 
％ 

I 

6.0 72.1 
% % 

く中学校＞

平成6年 平成7年 平成8年

月21日_ I 2 - I 1 区 分 |5月 1日 4月9日 4月9日 9 増 汲 4月9日
自然汲指定在註者数 在1百者数 見込

児 童数I48.426『48.009 會i 46.705 t 七

46.810 105 47.054 
人人人 人 人 人

← ← 
52.8 56 6 3.8 67.4 
％ ％ ％ ％ 

平成 8年度教員採用試験実施状況

校種 採用予定数 I 受験者数 I 採用内定数
幼 5人 256人

I 
5人

小 若干名 (10人）1310人 10人
~ 

中 ・高 40人
I 627人 1 36人
I ＇ 84人蓑護 10人 9人

「1,277人計 65人 i 60人
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8.教育再生への取り組み
教育委員会は教育の正常化への取り組みを、さまさまな面で行った 大半の学校園か震災の被害を受けたと同時に、

避難所としても機能したため授業の遅れ 、 学習 • 生活指導など、課題は山積みであった こうした状況の中、教育委員

会会謙が開催され、多くの懸案課題が審謙 ・報告されていった また、神戸の教育再生のための教育再生緊急提言会請

を開催することにした

(l)教育委員会会議の開催
＼ ）
 

:!. 11 7 l l 、‘じ＇を災後 切めての教有委只会会議が l h役liJi•3 

冑tii：お l会議衣でtiわれた 会議に先、ケち、学校1・・11；本邪

で、I'1イii叔、と教ff委只長から ')i務 I,A)0)令職凶に激IJi)JO)松

拶があ った

会議0)）li’il．．では、しくなったりし而 1:.i走、教職いそして

市民0)}j々 0)冥r出をtli・って黙祷が（［わオLた また 、小野
教ff長から、学校園の I り1/i1状況 、‘•;..：校間の応急／WI/、児

I.it’I:．徒が人・htに巡滞ii：して しヽる状況の説11)Iがなされた 虞

災に関連した報内は次のとおりである

．哀災による般‘，格状況

．瞑 'fに対する今後の対応｝i＄ |• 

・ liil ・肌’：fi：への＇炭叩 ・jU(i

．，I，せ災対策）：t・沿：糾）,x:Ji S: I・ 
議案は 7f |•• 、·}札 古· ‘ l i. Jl'i は：i i’I提出さオした なお、地戊

災，ifにより、教ff委員会の怖限に1成する ・liJtiにつlヽて、

旱．’心な対応を必疫とするため、教宥貶‘lf務委任）3担ll窮：ぅ

条(J))JliEにJ,！とづき、 箱 2条に）：）t必する教有委員会の権1;1、!
のうち 、特に1T1:'災な・lt叫 を防き、教有長に委任する議糸

をあげ、議決された

その後、教介委員会会議の1}f|fii：ごとに 、彼収状況の悧

内を随ll!ftiった

(2)神戸の教育再生緊急提言会議の開催

104 

神Ii diの教行(/)‘1,1lhiif又り糾むべき，i胆出解決にむけて 、

「 神Iiの教有 ll臼：．緊急捉 ， i会議」 を設ji•'1'. した これは各

＇がからの提， iをも とに、 神I'．の教fi'Iり建 と印l牛に向けて、

実現II[fiもなものを施菜として生かすことを11(1りとして(})

ものである

この会議は、混災後 lか ）Iが過ぎた 2)I 1911に，i|仙i、

:1 JI 9 11、2:1l IO) 2 l111!Jfl催した

窮 II川の会議では、小野教村長の松拶のあと、 23人の

委ilを紹介 水越敏ti• 大阪人・学教校 (‘l'••成 7 年 ． I JI以降

ぱ1i1 西人学教投）を 19.iを辰に決＇必し、 ， i•l議を進めた t','別

委員として長崎県，1;，＇j瓜l|iから小峰忠興 U1ii！沿JJii1|i教fi委

員会学校教fi課長を迎え、 ＇坦111;";-'i't岳災‘Mにおける教fi

Iり建の経過の説IIJIを受けた その後、各委員から提，tが

神戸の教育再生緊急提言会語の様子
(3月9日 総合教育センター ・中央区）

なされ、泊発に ， 9•I議を行った

第 2|l1|0)会議では、捉，i0)まとめの索案につl汽噂：II.

交換を1i・ tヽ 、緊，急課：Iりと l| l長師l,・）,；l叫に分けて怠見を岱

り込んだ その後、:.;)12711に提， i0)まと めが小野教介

辰に提出 された

捉 ，i内容は以卜のとおりである(,[［釧は、 rt料編l!）4 
ヘージに，記載） なお、中長期 l.1勺 ，；り湿りにつ＼ヽては、 ‘l;•I ,',`

7年度に祈し く 「教有懇，訴会」 を設；1,'1'.し、 1試，面を迎め1

ことにした

神戸の教育再生緊急提言

1.緊急に取り組むべき教育課題

(1)教職員への支援

(2)子供の心のケア

(3〉運動場所の確保

(4)避難住民と共存する学校教育

(5)自習室の確保

(6)年間指迅計画の見置し と1固に応じたオ旨辺の徹底

2.中長期的に取り組むべき教育課穎

(1)槃災体験を生かす教育

(2)カリキュラムの開発

(3)学校の施設 ・設備
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9.学校園での緊急課題
被害の大きかった市街地の学校園では、教育活動を再開しても多くの解決しなければならない問題があった こうし

た中で、学習の遅れをどう取り戻すかが当面の大きな課題であった また、中学校、志等学校では、進路指達対策も急

務だった こうした課題に対応しつつ、各学校園は 3月の卒業式、終業式を迎えた

(1)授業の遅れを取り戻すために

学校l~ilI I fl/fl後も、休校梢irt、 ・． ,''ii\投棠、短条ri•il受梨（こよ

っ て、 各校 1 •:ll とも 1文槃II年数がり、‘けることにな った 2 / l 

'2.711 o)給食 lItI:f•1以降、おおむね午後か らの投緊も fi・うこ

とができたが、令汗：年、 令教科にわたって：｝ 学！耶l(j）‘.i・・：習

内布を汗i化すること；註1り!Itな状況であった

和止する授業11.'1数をどう ii'(i：保し、学やi(j)胚れをどうl収

り仄して＼ヽくか 各校とも＇）ぐI)＇tに合わせた学宵指沿，廿11l1j
を立案したり、 ti・，ドの粕選、 「＇芥校 ）ik:，しのII.『|｛¥l」を兄II'l.. 

したりしながら、それぞれに守：習0)赳れをlI丈l)！及すこと

に努めた

①3学期授業の欠時数
3学：lり1(}） 」受 〗ど欠 11 .'J' 萎Ki j:、/ Jヽ学：Kt ilし‘‘;;.f I •. -C5(）11.li 1 /＇，It又l)、/0)

学校が64校 (37%）、51 ~ 1 (）0時間が6(）校 (::4.7%) 101 

-15()11『I,'りが45校 (26.0%）となってしヽ る

欠11.If数の分（りでは、(J¥．．．；;. （「•よ I) I I I‘]・・・年、 1'，.:jザ：年で欠11.9J・，

放が多くなる さらに1|l掌校、 1,..：i校になると、 Ik|1.,1：放が

増9J|1、およそl/4の学校で15111かI/,11以 1・．のク<II.『放となヽ ）て

¥ Iる このため、 1―.'fに1| 1学校、 1i:j校での教fi課相0)1 I 1で

4;•修 ［の内容の h|iブしが深玄11 な l 1， '，1}俎 とな っ た

授業欠時数

く小学校 ・低学年＞

校 数 | 比； 率

50時問以内 64校 37.0% 

51 ~100 60朽交 l 34.7% 101-150 45校 26.0% 

＇ 151-200 4校 2.3% 

計 173校 | 100.0% 

く小学校 ・中学年＞

校 数 比 血-＊-

50時問以内 19校 11.0% 

51~100 83校 48.7% 

101 ~150 49校 28.3% 
＇ 151-200 20校 11.6% 

201時問以上 2校 1.2% 

計 173校 100.0% 

く小学校・高学年＞

校 数 比 率

50時間以内 11校 64% 

51 ~ 1 00 81校 468% 

101 ~150 48校 27.7% 

151~200 29校 16.8% 

201時間以上 4校 23% 

計 173校
I 
100.0% 

く中学校・高校＞

校 数 I 比 率

50時問以内 2校 2.1% 

51~100 31校 32.3% 

101 ~ 150 33校 34.4% 

151~200 22校 22.9% 

201時問以J:. 4校 4.2% 
•· 

回答なし 4校 4.2% 

計 96校 100.0% 

②避難所校と非避難所校の差異

欠ll.lf数につ t ヽては．迎りlff• 1iJj·校と .Jl辿:•1\ff, 1i/r校 とで大き く

Ii',，けたりがあった

Ilヽ浮校の場合、低、 1| I、1'，．：i哨：年とも 欠II.,l；放力；l （） 1 11.Ii |i'，1 

を超える学校ぱ、ほぼ声Ii;1i/i校 （こUS中 また、,,咋：、 lけ；

校につ＼ヽても1ril様で、欠II、}数がlSl11}1,''1lを超える学校(/)

ほとんどがj叡 Iiil'！i校である ．i拙舟i;！りが平校の教fii,『ji)Jへ
及ぼした彩料(/)人き（ヽことがわかる

こうした欠IIが数の(11iブしにつtヽ て：よ、教利）女ぴii・ •I I..9.3 •U) 

粕選をこれまで以 l．．に図る とともに、次年度をも含めた、

長関lil'・）視野に、91：った取り糾みによ →て対応して tヽ <lil(,l 

で1:i,i,f,んだ

2人でひとつの机を使って行われた授菜 板宿小 ・須店区

705 
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く小学校・低学年＞
仕
60 

ー選II紐
Cコ匹II却

50 ,・・・・・・・・・ー....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

30 

20 

10 

so s1 100,01 1so 1s,-200 210 
耳r.,以内 ＂ば<J.!:

く小学校・中学年＞

印仕

一坦鱈祈校=井U鰭i1校
50 I ・・・・・•· •·—... ... .●● ● ● ● ● ●.．．．．．．．．．．．．．．．． 

0ヽ,.........

30 I・・・・・・・・・

50 51 100 101・1,0151~200 210 il..,J,内 り如上

R 授業欠時数の補完

く小学校・高学年＞
校

50 

45,......... 

40 1·········—•... 
35,......... 

:: 1::::::::: 25,......... 

20 1・・・・・・・・・ 
15,......... 

10,......... 

- ll量所n----cコ ・算避霞祈な・

50 51-100 101・150151-200 210 
14r.,,1内 臼'::UJ:

＜中学校 ・高等学校＞
校
25 

20 I・．．．．．．．．．．．．．．．．．

15 • ···· ···· · 

一n置所け[＝ 汗n"iii校

50 59400 101•150 151~200 290 
"？t”1 "1t1以上

指祁できて lヽな lヽ 学背内容につしヽては、長期的な見迎

しに 、，f.って指弘ihliりを、9,：てる必要がある そこで投業欠

叫数をhlitヽ 、指祁II年数を確保するために、 ti・•iiの精選と

ともに、「学校）＆：，しの時間」の迎用の｛I：方を r．大するな
どして投業ll『数の確保に努めた

・行事の精選

• 以期（木知iii後の短縮投果のI約1:、始業式·終業式の R

の学暫、 ‘求庭，i）jl-：'.-J期間の短縮、テストの持ちJi（中学

校） 、その他の行 •j~につ t ヽて桔選 ・ 児直 し

・個に応じた指導

・学校再開後疎t)tl'んから帰った児消牛徒、避雅所やテン

ト、親類むや知り合しヽの＇禾、仮設it'tなどで生活して

tヽる個々のり..'.1'i'i: ' I：徒の実梢を 1 •分に杷捉して指祁

, 111•朝・放課後の学）］補允 I' I 上学習屯 、 効宋的な学留

指j§の I:）.::、個別指洋、転人生のための指甜

く小学校＞

授業欠時数の補完（上欄）と指導の工夫・配慮 〈校数）
→ 

区名 ； 灘 農 長 北 B 日．晨 西 合It田

行事の精選 14 11 14 13 32 16 21 24 26 171 

時程表の変更 5 1 1 1 4 7 7 3 4 33 

複数指瀑 5 5 2 2 4 8 5 7 10 48 

自習室の設置 3 3 3 1 3 6 6 3 

゜
28 

放謀後の指遍
3 1 1 3 2 

゜
1 5 3 19 

等

夏期休業中
1 1 2 2 

゜
2 

゜゚ ゜
8 の補充

各区の校数 14 12 14 13 33 16 21 24 26 173 

く中学校＞

授業欠時数の補完（上欄）と指導の工夫・配慮 （校数）

区名 : 灘 農 長 北 ； 日., i!!i 合計田

行事の樟選 7 5 6 6 13 6 10 11 11 75 

時程表の工夫 5 3 4 2 6 5 2 6 4 37 

複数指導 3 1 1 1 2 

゜゚
5 7 20 

自習室の設置 6 3 4 3 4 3 5 4 3 35 

早朝学習の

゜゚
1 

゜゚
1 1 4 2 ， 

見直し

夏期休業中

゜
3 6 1 10 12 12 7 

゜
36 の補充

各区の校数 7 5 6 6 16 7 11 11 13 82 

④ 運動場所の確保

被害の大きかった＇学校l取lでは、連動場は避難住民のテ

ントや1％月で狸まった 体育館や格技宅も迎雅住民の牛
活場所とな り、体育学習を行える状況にはなかった。

1月23Hから学校l剥再開が始ま ったが、制約が少なく

なし、＇学校園では何とか1本を動かせる場所を兄つけて、少

しでも運動ができるよう努｝） した。2月初旬、避難住民

の減少にともなうテントや車両の移動で、少しずつ場所

を雁保し、週に1~2回の体育授業を行う学校園も出て

きた0
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また、 2) | l‘.1!）には、まだ ．~J'.l: （共川が始ま って t ヽなし、

伐合運動公園の各施設を（と及先的に利）1j ilill約のある小学

校、 中学校数校が0)びのびとスホーツを柴しんだ

学校体ff施設の状況は徐々に奸lit、してし、テ）たが、 3学・

liはまでぱこの状態が認 たヽ

・運動場の確保

l,1校での場1'Ii0)確保が1-N難な場合ぱ、次のようなLI又()

惟みをii・った

・近隣0)学校l剥との連動場 ・休靡 l.，；0)共lll．交流

(4メJ-i・ • 9」 ヽ一•4< l i ・ • • 9 | I、 _1ヒ阻f• Il ヽ→ ~1•1 i,;llWi1l11Jヽ）

・近隣0）公l<i|利）ll

（成徳小、御祓/jヽ、多11,（1東小、！狗ケ林II I) 

. ii岬ゃ叩l11）}しなど地域即度0)な）J宋l.9'・）利JII 

( t',： ・,,; ,1•Ilヽ 、四収II l →須 9ヤ，；．ii1j浜公園）

(fl:,'{111、 h1l} i,l—'l'i ::r:,i:j→ f i:,'iJlliufJII'）放）

・運動費の確保

各学校1;llは「 1校の状況にあわせて、 り~,:j\'I布じの連動：,t

d)確f呆と気分のリフ レッシ ー1ーを図 るため、 i如，場所でも

訊渾）な体ff'学や｛をめざしてJ[又I)糸llんだ なお、（本介餡

を使川できなしヽケースが多く、マ・／卜、跳び箱などの沿

テントや車両で半分近く埋ま ーたクラウントでサーキ ントトレーニンク

を行う児豆たち （御蔵小 • 長田区

械連動につしヽ ては'):1地できなし 1学校間が多か ー）た i・・・（こ

‘)..:：1地された述動は、次0)とおりである

・なわとび ・フラフーフ ・マラ‘ノン ・11'1.1.!:1

・ドッジポール ・ • 9l陥fl I I( .'本）JI、レ ーニング

. I; i_球 ．I'iドミントン ミニケーム

.,・,1|i1バ練料 (Jくレ ー0)I、ス、サ ッカーのリ フテ（ング）

・レクリエーション的なもの

学校体育施設状況調査 （運動場）（3月27日現在）

゜

高校

9校

20 40 60 80 100 % 

1開133校 （28.2)128校（23.9)127校(23.1)129校(24.8}1口 ほぽ使用可□1 2以上使用可
□1 A~1 2程度可

小学校 118~(23.4) 1
c;J 1 4以下

77校
18校(23.4)124校(31.2)I 19校(24.7)1,成 20.8)1

117校は 迫罰所 と
ら （いt-9) 校含
か漬頃した、） して体

中：1̀:;1 11校(3!i.5) |（!匁I8校(25.8)I 9校(29.0)i ？竺きかぶ悶＂~受け

~ (44.4) 1校
(11.1) 

4校(44.4

⑤基礎学力の変化

投菜II.,I·数が欠けたことによる l’・ （共0) ）＆礎‘•;：:） J ばll,,i訓 i )

の夜化も懸念された

そこで·， 校l~l|長にアンケートを実施(‘| ；•成 7 年 li l l‘)： 
加） したところ、 71ill以 l ·.O ) 校 l~~I 長が、渡災 [lii 後で 「 '’・

供0)J,1;礎学））に・t迄ィヒぱな tヽ 」 と111[裕した ・ Jj. 'r; -) 

てし、る→と答えた学校間の内，，I{を兄る と、逍り！ii:I'li校とJI-.

迎難）i/j校 とで大きく；店が見られ、迎麗i/j校 ては、 J悶峠ii;

Ii9i校 0):1 倍近 くが 「 'r; —/C しヽる と答えてし Iる

J甚礎学）Jを、 1受来I|I｛このみ習糾 したKIl,；哉や4妍泥だけに

限オlば、投梨ll．ヤ数の10011、',;[,''，l以 1•．ものり、．；•名 は 「学 ）］が劣

＇）た」 ことにつながるかもしれなし、 しかし、 「学 ））が

劣 った 」 と t ヽう li~i lxl ｛よ、 ］ i．に 欠 lり数だけでは1 『 (J られな

t、 設災後の学習環j党も大きく影籾して tヽ ると忠われる

また、学校1』では、 1分述動できなし、ために連動イ妙且 107 

になった り、（木憩11.',• I/\I に 見1,t ヽ きり組ぺず、投業と （木憩ll.11·

間との区別かつきにくくなったりと、 休）J1{1jO > }iiえやリS

中））、拉続））のなさも指摘されて＼ヽる そのため、廂近

を \9/：て、 •,.•各ち i''れ、て杓えるこ とができず、学哲／こ！；｝究界を



久しぷりの授業にうれしそうな子どもたち

(2月9日 雲雀丘小 • 長田区）

与えたようである。

転出入のために学校を変わることで、 学習内容や進度

にずれが生じた場合もある。

また、避難所での生活や遠方からの通学で疲れ気味と

なり、家庭での学習ができない状態になるなど、反復練

習等も十分できなかったと予想される。

反而、 学級の児童生徒数の滅少、 学級の再編成による

複数教師による指祁などで、児稽生徒に個別に関わるこ

とができ、今まで以上に教育効果が上がった場合もある。

また、 子どもたち自身にも危機惑があ った。虚災に負

けずにがんばろうと自分を励ましたり、 学習環壕の悪さ

を逆にバネとして、入試の準備に意欲的に取り組んだり

したケースも少なくない。

虚災に1共lわる基礎学力の変化については、意識調査だ

けで客観的な比較はできていない。占騨礎学力に変化があ

108 ったかどうかの見きわめにつtヽ ては、これからの課題と

いえるだろう。

(2)進路指導対策

中学校 ・高校での緊急な課題の一つが追路指郭対策た

った。例年なら三者懇談や生徒への進路相談の機会を設

け、進路が決定しかけてtヽ る時期である。 しかし、 、設災

により、生徒の家庭環J党は変わり、住所も変更になるな

ど、追路指甜における環税も大きく変わった．そこで、

生徒や保護者の進路への不安解消に向けて、例年以 I-．に

きめ細かな進路相談を行う必吸があった

① 進路指導の課題と対策

裳災により、 「学苦の遅れ」「進路の変更」「受験対策

「就職」など多くの問渥が生じた。特に、避難場所の附

係から志望校を変更した生徒、通学区域を越えて辿学す

る生徒、追学から就職に志望を変えた生徒など、進路に

ついての希望を大輻に考え直さなければならない牛徒ガ

少なくなかった。そこで、これらに対応した進路相談(J)

充実を図る必要があった。

就職についても、求人数の減少や内定取り消しが削え

必ずしも本人の希望する職種や企業に就職できたとはバ

えない。今後、事後指迎の徹底も必疫である。

②入試の臨時的措置

2月18日、兵庫県教育委只会ぱ、 「平成 7年度兵印［！

公立品等学校入学者選抜における阪神・淡路大震災に係

る臨時的措樅」を発表し、被災者の受験の便宜を1図った

体育館に席を笠ぺて行った兵廊県公立高等学校の入学試験 (3月168

御影工業高・東漑区）
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造路指潟の課題と対策

震災によ り生じたI者問題 その 対 策

学

習

一

此

格

変

更

・学習の遅れ
・学習の場がない
・政科菖 参考這等かない

・ 進学希望—•就職
・私学専願 併願—•公立罪顧

・公立希望一志望校変更

l | 

受 ・進路祖訣、決定の遅れ
験 ・交通機問の未復1日
乱I・受験の昼食準偏の支隙
・被災生徒の遠隣地受験

針
~
匿

．求人数の浅少
• 高校採用内定者の取り消しのあそれ
・進路相i炎 決定の遅れ

. 3年生の学力捕充を主体に
・自習教室の間放、友人宅での共同学習
・教t4霰の支給、教師の手つくリプリントによる支揉

• 愛験料 、 入学金 、 授業料の液免
．奨学金の拡充、入学金の貸し付け
・入学 ・就戟支度金の支給

・私学 ・公立入試日程の繰リ下けの要ふ
・私学 ・公立入試で受験場へのハスを用忍
・入試当日｀被災生徒（こ弁当を用怠．
．迪雅先の通学区j戌での受験 出顧手続きの簡略化

・職業安定所へ求人間拓の要請
・企業へ採用内定取り消しに対する要請
・中卒統ー選考日の繰り下け を要ふ
2月22日-・3月8日に繰I)下It

・:・貨足前の中卒求人数は600余人だったが、震災後は300余人に減少

旧外．＇こ避難し受験した 1•：仙に対し ても 、各fI演i)付県ごと

-,_:q, I一）的な臨llが的耕；rtか とらオした
|'；1ドの私ヽ‘f.1'，．:j校も 、（りlj年より選抜11を1111紐 l)ドげ、

.'l:!6「I以降に実施した 兵/oj.'.I}，し公如'，.:j校 0)人学者選抜

に({bる l-：な臨11.II;(l<)-I,IIiii＇tは、次のとおりである

主な臨時的措匹

項目 臨時的措置

日程の変更
・推成入試日を10日繰り下げ (2月13日｀
・一般入試の出願日を7日繰り下げ

出願資格
・通学区域の志校又は迫難先の通学区域の高
校のいずれかに出願できる

検査場所
・県の指定する27会場また志望校で受験でき
る

検査時間 ・開始時問を 1時問繰り下げ

社集定員
．避難先の西校を受験した者は社集定只の外
数と い転入も弾力的に扱う

入学考査料 ・被災生徒は入学考査料を免除

調査苔 ・被災状況副申害添付

(3)生徒指導対策

甚災による環J•it(J） 夜．（ヒは、 児 濱＇,,：徒O) 'I:．泊に大きな彩

詈を リ・えた 精 神的なパ如ピからII'，l}辿行動 を起こしたり、

閲 校にな った りなどのケ ー スが見られた lヽ ずれも各

ャー スの‘)ぐI’9,・i'に合わせた息0)恥消れりが求められる

① 震災後の主な問題行動

/ jヽ学校(l)|，¥l ：出発’|：.tii I{,]は、 3学 ）りl終 l.11年ま でと 新'•;：:!！l 

になってからでは、変化が兄られた

1~,\/, 11 .'d木梨や1噂iii校業が続t ヽた:{’•;:：！り1終 ）・ 11 .,1' ま で！よ、窃

硲 ()jl}|）、姶）］行為、 tヽ じめな ど、 さまさまな閏l！如i・

動が減少ftf[I｛りをぷした しかし、スー I ーヽ マーケットや

各種の店舗が1りIJf.lし始めた新学！Ulになる と、窃盗（）がj|）

が急J曽して tヽ る また、 ストレス(l)ためか、北糾lなこと

による蛤｝J行為やけんかが多発 してきた

く小学校の問題行動 ※過去3年問の平均侑と比較

主な問題行動

累計 (4-6月）
窃盗 1 暴力

+22.0% ＋170.0% I 
喫煙

+585% 

中学校におtヽ ても し虞災以後しばらくぱ、さまざまな

|1，tl頌行動 は減少囮I（りをぷした ただし 、ip.9|i．などの無免

許巡1広だけは急増 して tヽ る 虚災復典＇ド業や交通 f•段の

地し化により人→：心のりi.,,,:やl年1加 卜が街にあふれ、これらを
中学ゾl・：が東：I)1111すケー スが多く兄られた

く中学校の問題行動＞ ．的過去3年間の平均値と比較

に？竺？月）I＋:1~% 「5嘉竺誓 :88ク：

109 



1 1 0 

② 不登校 （登校拒否）児童生徒への影響

5) 1、';;'!災で破',i;-O)人・きかった地域 （東灘、 iiiit、1| ！央、

長111、孔'ilii)0) I|i、9,：小IIl学校132校を対象に、イ＜登校傾

向())'）i!_,f'l・.1，じの動l{,Jにつ lヽて湖介・した

|‘•()) :i J 111年点の調介ては、 イ＜舒校が人•,11品に減少して t,

るが、 I,'',l；出の性格 l・・、息0)L之し、ぷIftによらなければ糸，’i,i裔

は出せなしヽ と lヽ えよう

なお、登校できるようになった児符 1:.1,l()）i・：な即11ィは

次のとおりである

・家｝仮l,'¥IO)ふれあ＼ヽや紆が深ま った （21.8%) 

• 1噂叫受北にな っ た ( m•l [O) l|ifi成）心達との追び）

(16.3%) 

・ポランティア活動に参）JIIして（也人とふれあし、、 1.'...1(;：を

もった (12.7%) 

．虞災後の混乱のII I、I,1分がし っかりしなければと考え

るようになった (10.9%) 

・学校が迎帷所になり辿学しやすくなった (9.1%) 

・外？i()）変化に関心をもち、外へ出るようになった (7.3%)

• l’ ! ‘ む 0) 令 ‘I'ヵJ•内でくつろげる場所がなくなった (5.5%)

• その他 (16.4%） 

不登校（登校拒否）児童生徒への影響調査 （人）
． 

小学校 中学校
不窒校傾向児童生徒数

男子 女子 合計 男子 女子 合計

震災前 (6年12月現在） 27 34 61 228 172 400 

震災後 (7年5月現在） 17 16 33 94 72 166 

裳災後の状況調査 （人）

把握できた状況
小学校 中学校

男子 女子 合計 男子 女子 合酎

不翌校を克服した 4 4 8 6 6 12 

ほぼ登校できる 1 3 4 16 10 26 

時々 翌校できる 1 

゜
1 8 ， 17 

変化なし 17 14 31 168 125 293 

不登校を克薗しつつある児童生徒 6 7 13 30 25 55 

③震災後の生徒指導上の課題

このような状況のなかで、教有委い会は2学期に向け

ての課：出として、次のような ‘l刈'iを屯点に牛徒指導体制

の允火を図ることを各学校に指ぷした

.'I・： 命や人楕の豚，1，:を根幹にすえた教有l)、J容の充kを1‘X|

ること

• 以 ！！ l （木菜 111 も含めて、さまざまな 1r＇,1）：俎 をもつりし，符1-．． 徒

への継続的な 「心のケア」を火施し、さらに児蜀I;．

徒・家庭との1,1咄［［関係を受くよう努｝Jすること

・転出人牛に心くばりをするとともに、より良し、学校学

級仰寸Iの形成に努）Jすること

．tヽ じめを1i'「さなしヽ学級 ・学校づくりに努め、 ［建令な学

校生活が送れるように努｝）すること

・学校間交流の拡人1こともなうトラプ）しや無断外泊 ・家

111'1の防11：に努））すること

. Iじ険場所に1/：ち人らな しヽ ように指導するとともに、交

通 ')•9故の防 1|：に努めるこ と

(4)卒業式と終業式

さまざまな課幽を釆り越え 、学校1;ilぱ巣、グ．ちのや節を

迎えた 3守叫 終 l,11年点も巡雅1iJ1・となってし、る学校1仙1が

多tヽ なか、 各校ltiIではさま ざまな 1:)とで式場をIii（Ifi呆し、

9.tヽ：菜式 ・終業式を＇）ご／ j匝した

① 卒業式

l | i、,f.0)‘̀；:'.K父‘|，，t|0)や'.}忍Jしにi、夕J)fiiil{il:}l l 1 8 l」、4ヽ‘‘；乞校：3

月24日、 小学校：う 9114 l―l、I[：i'守学校 2! I 24-2811、盲学

校：1J-11711、i径護学校：iJ-117 ・ 1811であった

しかし、講党や体有館などが地＇，'もの破，杯を受けたり避

難所になって tヽ たりしてf史J-11でき な＼ヽケースが多く、 他

の学校や民間企業の施設の利用で式場の確保を図った

・自校で開催した学校園

湖常や（本ff館に迎りiiii(i：民が lヽ る学校園では、多H(（Jホ

ール、 保存哨、 1ゼi楽宅、女、•関ホールなどを利l11 し た c

また、式典の前後だけ辿りli(：住民に会場を空けてもらっ

たり、 校庭にテントを張るなどの対応をした学校l復lもあ

った こうした ＿1次は、式典の会場にふさわし tヽ 場所の

確保が困難だったことと、 1|:．徒たちの 「校庭でも lヽしヽか

ら、 3年間過ごした学校で卒業式をしたしヽ」 とtヽ う思い

などを汲んでの対応であった

また、 「せめて卒業式‘',1|-Iだけでも、 1tiれ親しんだ教



卒業式 ・終業式の会場

自校以外で実廂した学校[1]

幼

稚

園

g 
住 日耶小→上9f中
民 Jヽヽ 神戸ぶ。h山小→払立神屯＇や園が
多 学

北野小 ・兵／ふ県教育会館

<. 含下山小 ・神戸蓄工会館

式
校 長女ヽJヽ ・兵,q.1~総合占］生会館

場 t忠小 •干殷小
の

<難
i 
木庄中 ・県立更渭忌

丘庫中 ・トヨク アメニテ f ;J・ール
苅，な中 —• ＝そ体耐館

大ほ中 ・コミ .J.ニアイーホ＿）レ
漕； 匂`ケ材が中一反田工 か之

> 太田中 —•干鍼小
飛松中 ・神戸工t忘
柚品―・円耶兵尾は

--
< 111,;幼 ・浜御9父t.lil.H官西野幼 •町,, 幼

§ 
盆 木山第二小 ・払立甲丙女子中大 ＊庄小 •I9 立中 il ,i'.

； [ 
校

＊圧中 ・払立甲内女子中

学校百校＄ ・
鷹匠中 ・払立tl!和女子志

弓帽子中 ・丘ル！＇ト ラ クIll会
神戸商-y,.;e,-嘩 99エ斐品
須屯占 ・神戸工繁之，

合酎
幼稚園2回、小学校8校、中学校10校、高校3校

合計23校霰l

屯でホーム1しームをIH-1きた lヽ 」とtヽう’l・：徒の希咽が巡舟i[i

i i：民に1')ぐ＜受け入オlられ、教屯を位ナてもらう例もあ っ
た

・自校以外で開潅した学校園

校令0)敗，ifが人·きく 使川 イ＜能とな っ て t ，た学校 l~ZI で＇

は、近1浙の学校ゃ施設を（出l1する ／j針をと った また、

企哭())|4IJ, J)をtけて、自Jリ）’ド会社のホール、 辿船所の休脊

館なとを加） で ）頃Jj匝したケースもある

• その他の工夫と支援

教弁委貝会では、亡くなった児1'i'i:'I:．徒にも卒業，h1:,「Fを

交付 したが、追彩での参加を保護者、反人が温かく 見‘‘、J:

った

また、りL,1,i:牛徒の新し tヽlit<、)：ちを 祝う ため、迎苅ii:（i：民

を（よじめ近隣地域、企皮な ど多くの 支援をfけた 校区l}、1

の殴，格が大きかった学校1負1では、 式典にのぞむ制911iがそ

ろわなか・）たため. p T,¥の（巾介で外賢糸ジーンズメ ー

カーが女択 ，ヤ業’I:．令員がジー ンズスタイルで式に参JJIl

したところもあ った また、 i迎帷（ i：民による，｝，•；飯の炊き

出し、ホランテ （アによる ｛との！！i'I',!．なとが行われた学校

園もあった

第2葉学校教育の再開に向けて

目校で実証

体育館 ・積定以外で実茄 校肛のテントで実耀

幼 住吉幼保育宣

m田幼 侶古室
稚 西混幼 保畜室

園
若宮幼僚育室

あす土幼 f7膏宅

西鰈小玄閲ホール
／呂池IJヽ

宮木小 図エ宇
住占小

小 小野柄小 多目的守
御92小澳小 多目的ホール

学 神速小 音 楽室 西心小

、食川多閲小 ，プレイルーム
渭小

校
士斧丘小ふれめいルム

由山小

叩祓小 多目的室
水木小

孔か台小 多目的室
宮JII小

中

学 神戸生田中 中厄

校

品図

盆
校

本山第二小

等学高校学校中・ 阿田中

幼稚lilll5回 小学校9位 中チ校1校 小サ校 9校 中＇（`校1校
合計15校団 合計10校

②終業式

,i i 、91..0)学校lfilO)終業式は 、 幼朴i•|；i| • 小学校 ・ 1 J 1学校は

:~ 11251-1、|，.':i校は ：｝）l2011てあ った

虚災から 2かHあまりが過ぎた ‘1,1| 1、この終哭式にあ

わせて • Il狐罪i砂先や阪転出先から帰神 した '）L ,,j,i:1 1 •: t，上も多

く、久しぶりに再l}f•1 を内乞ぶ姿が多くの学校l.;.tl で兄られた

終梨式の会場は、や梨式に比べる と1’l校で1:Hi祖した学

校1』が多かったが、 校庭にテントを＇｝ Jjった り． 9本fi'fr1'(や

講‘り［以外を会場として利）Ifした ところも H、,J：った

しい 、‘--i 
亡く なった7人の生徒たちの代わりに保護者の方々に卒業証祖が手渡さ
れた (3月14日 太田中 ・須店区，

l l 1 



第3章

被災を乗り越えて
避難所と教育活動の共存

平成 7年 4月、学校園は新しい年度を迎えた。震災の爪痕が生々しく残る校園舎で、校

庭で、晴れやかに行われた入学式。子どもたちの顔が久しぶりに輝いた。 しかし、多く

の学校園では避難住民の不自由な生活も続いていた。教育委員会は、避難所と教育活動

の共存を柱に、新しい体制を確立。学校園の正常化に向けた、本格的な取り組みを開始した。
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1.神戸の教育の復興に向けて
新年度を迎えたとはいえ、多くの学校固では避難所が解消されないままとなった この状況の中、較育委員会は教育

の復興をめざして新体制を確立 各学校園との調整を図りながら、震災の体験を生かした新たな教育目標を掲げ、歩み

始めた

(l)平成7年度新体制の確立

教ff委員会は、新年疫に人って、牧行の復映体制のI胆

化を図・）た また、それ と 1 iil lI !fに 梅1:l:ill.,1•における 2 次災

・んの対1，じ策0)・；(Miiiも進めた

① 学校災害復興本部の組織

教ff委只会の災，杯復穂対策にかかわる組織は、 lヽ くつ

もの課頌への対応を屯点的に1J• う 必 ＇災があ っ た そこで、

それまでの復興対策本部をIIf紺 し、17人の職員のjit務発

令を行・）て祈たな組織を固めた

＇「い'.j•項 II である学校施設や社会教介 ・ 体ff ・ 文化財／j位

設の復IH復興、学校0)Il・:，iit化、学校迎雅1i/1・対策などに対

応して、新しし、組織と職員体制を確ヽ，I:した

②梅雨時における 2次災害対策

6) Iに人り、復映本部は、令di校lti|l乏会におし、て、 11ij

l:I:j時の 人―I:|：jなど｛こよる 2次災‘,i{-対策につi'て注邸を11稔起

した 防災指令11 .'1; 、 父(役|l'渭~fぷ逹II ．ド、巡茫fi加）；＇i• 発令II、"1'

の対応の確，i忍とともに、 2次災‘心が発II・： した場合、避難

所（こなる 可能性がある1|il)、J77校園の対応などにつlIて指

ボを した

[ii]¥1.1{に、2次 災‘,I;-対策を1＼冬fliiiしてし、った まず、復阻I

本部と各学校園との間に述絡体制を確 I,I．． 述絡は．＼・ •「 1

の F ネ ッ トを利 Ill 、気 ~-1·,•;-~1じ序により 「 人:1:l:i'h 1i· 報 l 平｝，

災l'r'濯 」［緊急h'i報 」として（公達するこ とにし た

・大雨情報

まず、 各学校l出Iで自校敷地内の安令ii(i:，ぶに努める 多

くの学校l屯Iが神Ii,11地域防災，ll・11hjで()))町(tpli・に指定さt.

て t ヽるため、災‘,if 発 1 1・：時には迎lit(（： Hi1;(•1,;,1 •lげ月に あたる

その際、次の A~ Cランクにわけて対応する

Aランク 氣役状況＾序により、施設 ・周辺地賊か被・J

のため施設i”:.f11!l辿絡員のり機が必＇災 とL

る学校園

学校災害復興本部組織 本部長

I 
副本部長

＼教育長）

総務 ・広報班長 （庶務課長

避難所支援次長 1（社会教育部長）

避難所支援班長 （教職只課長）

庶務諜

企画調整班長 （指導部主幹兼務）

純殺改修班長 （施設課長）

輝該管理班長 （管理課長）

学校再編班長 （学校振興至長）

面校 ・幼稚園班長 (j旦当主幹）

l 14 
育指導班長 （指涵第 1諜長）

長 （指導第2課長）

（同和教育室長）

社会教育 ・体育栢設班長 （総務部主幹兼務） 口
」」

教職只諜
指溝 1諜 ・指導2諜

社会教育諜 ・文化財課 ・体育保阻諜

総合教育センター

博物館 ・小磯記念美須館

中央図書館

スポーツ教育公社

体育協会

施設課

管理課

学校振興室

学校振典室＇

同和教育室

社会教育課 ・文化財諜 ・体育保龍諜

博物館 ・小磯記念美術館

中央図書館

スボーツ教育公社

体育協会



梅雨時における連絡体制

気象情報

遊雌準備勧告
避難勧告
追難指令等
待横要員指示

教青委員会事務局総務部庶務課

時間内：庶務課総務係

時間外：学校災害復興本部

各学校園
（時間内）
・防災指令発令時
・気戴情緯 庶務課からのFAX遺絡

・遵m9告等のm （暉璽員指示峙）｝ （Fネッ•卜使用）
（時間外）

豪ワンタッチで全学校●に
FAXillf1で書るシステム

・防災指令発令時 ］本部より時間外違絡網で
・遵●勧告等の情編（待艤璽員指示時） 各校園長会長に電話連絡

教育長一部長級
※時間外 ：遭絡綱で本部及び事務局より連絡

時間内：庁内放送で遺絡

事務局職員
※時間外 ：遍緯網で本部及び事務局より運絡

時間内：庁内放送で違絡

※ 防災指令．避難勧告等発令時

Bランク一気象状況等により、周辺住民が避難してく

るので、避難所開設事務のため連絡員の待

機が必要となる学校園

Cランク一気象状況にかかわらず、連絡員の待機の措

置が必要でない学校園

・防災情報

全市防災指令第2号及び第3号が発令された時は、従

前の出動体制とする。

・緊急情報

緊急事態が発生した場合、児童生徒の安全確保を第一

に考え、各学校園の体制を整える。

(2)神戸市教育懇話会の開催

6月13日、教育委員会は、学識経験者、保護者、教育

教育懇話会の開債 (6月13日 総合教育センター・中央区）

第3章被災を乗り越えて

関係者等で構成する 「神戸市教育懇話会」（座長／水越

敏行関西大学総合情報学部教授）を発足させた。

この懇話会は、中長期的に取り組むべき教育的課題に

ついて検討を頂ねていくもので、 10月16日、中間報告を

まとめた。報告では、まず複災体験を学校教育にどのよ

うに取り込み、幼児・児童生徒の将来に生かしていくか

が全体的な課題であることが指摘された。そして、その

ための方向として、震災の実態を踏まえた防災教育の推進、

虔災の体験を生かす教育の推進、裳災を契機にして顕在

化した新たな学校教育の可能性の具体的展開が示された。

教育懇話会では、今後、震災を機に顕在化した情報教

育、ポランティア教育などの新たな展開の可能性につい

て検討を進めていく予定である。

神戸市教育懇話会 中間報告から （抜粋）

・ 「学校における防災教育について」

防災とは「災害による被害を最小化するための試

みであり、日常的な予防措置、災害時の応急的な対

応、さらには災害後の復興過程を含むものである」。

今後は、これまでの防災教育を見直し（避難訓練偏

重、指導内容の断片性などの改善）、各教科での知識

と訓練などを結びつけ、防災に関連した知識、技能、

態度の総合的学習を行うカリキュラムを開発する必

要がある。

・「震災体験を生かす教育について」

今回の震災から得た教訓を風化させたり、 一過的

なエピソードに終わらせないための教育とそのため

の教材開発が必要である。震災の教訓の一つに、今

後学校が地域防災拠点にならざるを得ない実態が顕

在化した。また学校現場から見ると、児童生徒の教

育の場が避難所という形で長期間奪われ、教職員も

避難所支援に長期間従事せざるを得なかったことが

学校教育活動そのものに多大な支障をきたした。本

来的業務を考えると、教職員の避難所支援は 1週間

が限度である。今後の地域防災拠点の運営を考える

に当たっては、 一刻も早く行政が中心になり地域住

民による自主防災組識の育成やボランティア組織の

系統的な活動体制の整備を図らなければならない。

l l 5 
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教育懇話会検討項目体系図

I 学校における防災 1 幼児・児孟生徒の防災上 (1)予防的知識とサパイパル ・スキルズの百成

(2)応急対応の知識
教百について の必要な知織について

2 幼児 ・児章生徒の防災上
必要な避難訓練について (3)復興への取り組み、その反省と課題

3 防災教育のカリキュラム (1)迫難マニュアルの作成 1
開発

4 直 ・器具などの安全管
理について

(2)避難訓練の実践

11 頒災体験を生かす 1 阪神 ・淡路大震災から得 (1)災害の実体験から得た教訓
教育について た教馴について

(2)学校の防災上の教馴

(3)家庭や地域社会の防災に生かせる教訓

2 地域防災拠点としての学 (1)学校が地域防災拠点になるための物的条件 I
校の役割について

(2)学校が地域防災拠点となるための組織的条件

3 家庭 ・地域社会と学校教 (1)防災教育、防災体制に関する連携の強化
育との新たな関係の構築
について

(2)地域の核としてのより開かれた学校への展開

皿 神戸の新生教育を 1 情報教育の見直しと充実について
めざして

2 ポランティア教育の充実について

3 国際理解教育について

4 他地域、他国との交流について

5 環境教育の充実について

(3)雲災体験を生かす教育目標の設定

教ff委貝会では、これまで学校教宥 ・社会教行などを

より 良 <iii進 するため、長Jりll'1,.）な展咽に 、9/：ち 「教fiO)努

J J 1-1 I哄」を策必してきた さらにそれを具体化 し、年度

ごと に Ir1: ．＇•'．i的に取り糾むべきことを r1ri:!.1.(111:＼,'.］と して

まとめて lヽる

しか し虚災後． • 1 1 も '1'· し、教行の復映をめ ざすた め、

すでに出来 1 •ーが っ て l ヽ た家を令11ri(1’・）に 1 ' i検 ，汁 し、 改めて

哀災体験を生かした11襟を策定した

① 教育の努力目標

教行の努）Jl=I I哄のIiii文iよ、次のようになって＼ヽ る

「神）情は新たに 、 20~5年 を 11 指 して '.lft'／iとふれあう

市民till迎打1;，い を），日本刑．念とする昴 Iiづく りhIt想 を策定

し、llii進 しよ うとし てtヽた しかし 、阪神・ 淡路人依を災

は 瞬 にして多くの牛命や建造物を知 、ヽ1|ilく叩；只も教

宥も困雅な状況に 、9/：たされるところとなった

神｝ iO)教介は ＂人は人によ って人になる＂ことを共通

の邪念として柏み 1：げられてきた これは、どんな状況

ドにあ っても 小変である む しろ 、I水II）1ff;な状況卜であれ

ばなお0)こと ＇・人 の 大切さ、人のもつIf(み．． を利感する

ものであり、教行の宋たす役割は大きtヽ と，tわ ざるを閲

なし、 今こそ教fiは、 人虞災と tヽ うこ (/),’t'，：i)！fiiをは＇ね とし、

tryx（と希G，'！を もって神Jil|iIり建の魁となるよう t'itヽエ ネ
ルギーを導し、ー(t かヽなければならなし、J
この刑念に(/)っと り、次のよ うな 「教ff(/）努）JH!翫

を設定した

・被災に くじけず、再建に向けて勇気をもってた＜

ましく生きる教育

・大きな被害を受けた学習環境の整備充実に努め、

基礎的・基本的な知識、能力、態度の育成と、個

性を生かす教育

・人々の善意が復興への意欲を泣いた体験をもと

に、共に学び、共に支え合う人間尊重の教育

•国際理解教育 • 福祉教育 ・ 環境教育 ・ 情報教育 ・

防災教育など、社会の変化に対応する教育

・自然に親しみ、人間的なふれあいを体験的に深め、

豊かな情操をはぐくみ健康を増進する教育

・地域社会の核としての開かれた学校づくりと、農

かで活力のある生涯学習社会の実現



②平成 7年度 「重点目標」
「教育の努）J13椋」のねら＼ヽを受け、今年度弔点的に

取り組むべきギ柄を「面：点H標」としてまとめた。特に、

ハード面の復旧とソフ l‘lhiの対応が玉要であった。

学校教育では、被災による傷あとを残すr・どもたちの
心のケアを 1 •分に考えながら、困難に打ち勝つ強 l ヽ心を

育て、地域や学校の実tij・にそって、将米への）歩や希望に

つながる教内サ実践の創恙―I:）くが必要である。そこで、次

のような弔：点El標を設定した。

希望を持ち たくましく生きる教育

・被災にくじけず、虎気と希咽をも ってたくましく '--1・：き

る教育を推進する。

・学校や地域の被災状況に即した教育課程を編成し、明

る<1|；き牛きとした学校（園）を創造する。

・学習項J党の幣6iii・指＃法の改善 ・指滉技術の開発に努

め、自主性を省て個性を4:．かす教育の充実を図る，

共に生きる社会をめざす 人間尊重の教育

．震災からの体験を通して、曲かな心情を育て、人間と

しての4:．きJjを追求し、ポランティア活動ぐ序奉91：の心、

心身隙＇占児（占')や高齢者とすすんでふれあtヽ 、共に

I|:．きる心を台てる。1口l{ll問謝をはじめ人間尊弔の教育

を、あらゆる領域において推進し、 一層の深化を図る。

・ ILt界の国々との交流を通して国際理解を深める。

明るくのびのびとした 心と体を育てる健康教育

.＇夷災による悲しみや恐怖惑を粁減することに弔点をお

tヽ た、心や体につしヽての相談活動を推進 し、希望をも

って（建康的なIl・：活を営む態度や皆↑打を養う。

・体育的活動の創意： l.去に努め、 体力の向卜を図り 、（梧1

に応じた生か1ぎ体育・スポーツヘの実践力を育てる。

新しい町づくりに貢献する教育

・被災した校区や1i:．民への配感をしながら、地域の核と

しての開かれた学校づくりを推進し、地域の員とし

て新しし、町づくりに積極的に貞献しようとする態度を

渓うっ

• 生洒学皆の基盤を培うと t ヽう視点に立ち、社会の変化

第3室被災を乗り越えて

明る＜元気い っばいの子どもたち （蓮池小 • 長田区）

に r.i本的に対応して tヽ くための自己教育）Jを育てる。

(4)平成7年度の「指導助言の重点」

新しく策巫した「教育の努）Jel椋」と、 3月初めに各

校に配布した 「学留指導JI画作成賓料」の内容を受けて、

平成7年度の各学校で指導に‘りたる場合の面点をポすた

め 「指導助にiの屯点」を編集した。

①教科等の指導

7年度、特に弔視したことは、 fどもたちが被災にく

じけず、再建に向けて湧気と希望を持ち、たくまし く生

きる教育を進めることであった。

新年度‘り初からの指導にあたり、駁も配慮すべきこ と

は児ぷ：生徒の心のケアである。これは各教科などすべて

の指導においても同様に配慮した。

たとえば、国語科の作文、図T．や美術の指導項目では

「震災体験を題材として取り扱うときは、精神的な負担

にならなしヽように配感する」とした。また幼椎園教育で

は、 「様々な震災体験を拉つ幼児がしヽることを考慮し、

特に幼児の心のケアをきめ細かに行うように努める」と

の酋じ1，せポ項をぷした。

1 1 7 
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-Jjヽ震災体験を牛か して tヽ くことにつ lヽ ても、さま

ざまな配成を行った 具体的にぱ、 1|[｛r．の幼椎Ii£!.小学

校 ・中学校 ・闘等学校におt，て、次のような例をぷした。

・社会科／震災によって11:_じた様々な社会的'lt采につ tヽ

て、各学年の学背内容の中に逝切に取り人れるととも

に、現場学御につ tヽ ては、周囲の状況やり,!_ij'［の安令な

どに配曲する

・理科／虚災休味を踏まえ、 防災に対する意識を戯める

とともに地煤発牛のメカニズム探求0)／1・：きた教材とし

て指訟こ牛かす

•生活科／設災で得た貨弔な体験を牛かし 、人とのかか

わり、自分と自然や社会とのかかわり に1=1を向けさせ

今後の小泊科の枯盤とする

・家庭科／震災後の牛活を見消し、地域の人々や家）j欠と

U)Jけ合し、、 支え合って、 tヽろ lヽ ろな人とつながりを深

めたことに氣づかせ家庭牛ぷ駅序に対する兒）jや考え）j

をffて、適切に行動できるように指＃する

・地理公民科／裳災（本咳を生かし、 神Iro)地域性につ＼ ，

ての狸解を深め、よりよt、『|1,1,-環J党の創造に対する邸

欲 ・態疫を終う

・道徳／災災体験を通して隈かな心l•I!i- を有て、人間とし

て0)11・：き ）iを追求し、進んで公共の福祉や地域社会(I)

発）氏のために尽くす應度を侭う

神戸0)i砂 '!へ向けての身近な取り組みに日を向け、そ

れへの積柘的なかかわり）iを探ることで｀ 地域社会(I)

巾でともに支え合う心が有つよう配感する

• 特別活動／身近に行われて t ヽるポランテ ィ ア活動を迎

して、 t{祁l：の心と夷践的態1笈を簸うようにする

②生徒指導における対応

衷災は、児1将 l・：徒の物心,,1J1.（Jiに深亥llな影郭を 'jえ、 '1:.

活J滉tニドが，りLれたり、価値観が1.hiれたりすることが）乞想さ

れた＾

そのため、 ’l・；仙指＃ 1．．の間頌発’I・：を l'9[Jiするとともに

この休験を’l・：かし、 fltト復的に，’I'［境に 1‘r．ち向かし、社会に政

献するたく ましし 、柏神））と夷行 ）Jをj;；；し、、自他の'1-．．命を
人•U)にする指砕0)徹底を強聞 した

(5)教職員研修

神戸市教職員の会議や/iJf修の多 くは、神戸市総合教介

セン クーで行 ってしヽ る 平成2年8月に11財I館した詞セ ン

ターは、神戸I ーヽノ＜ーランドの •角に iWji，・t し、鉄骨鉄飢

コンクリ ー ト造り、 地 1,・ I階、地 lこ10階の建物である

今回の地虚では、 建物の1，し礎部分は賊，杯を免れたが

付屈構造物につ tヽ ては少なからず被占を受けた そこて

危険防11:．のため、 I J J中の会議はすべて中l|：、 liJfil冬も，

月4`までは中lじの決定をし、復IHを年、だ それにと も
なtヽ/iJf修の方法も例年より＇）見なることにな った

①平成7年度研修計画
平成 6 年11 1-1 から郡備を進めて l ヽた ‘Ii•成 7 年度fi)f 修，i1

11hjぱ、 1月6H、Ii)f修朴l.‘りの教弁委い会各課 ・各係の相

‘'i者で樅成する 「fiJf修担‘li者会」でほばii,（l淀してし、た

しかし、この，l1"11hjも兄直しを余f義なくされた

震災後、 各liif修屯の阪閲Hを終えたスクッフは、市内

学校は1で 支援に携わっにそ して：~ fl I l:::J 、 I祈内 i•:4戌

を開 き、 ‘|'•成 7 年殷(i)［修 ，i|仙i修 Il・・案を作成 :~ /-1 1011 ~) 

研修担 ‘1,1者会では、 li)fil修1卜来につ tヽ て、 「fi)f修卯1hjヽ，l.客

に際しての）＆本的な考え}j」をi1,(I乱忍し 、7年度 "I・ 3月

0)｛iif修，廿1,hjのみを確定した なお、/iJf/1卸 I•1甘1i ヽ］案に1深 し

ては、各学校園の復IFI 、授業 1Ii |}[.j 後の状況、各学校WI~

職図の状況、そして交迎機関の復11:1状況などを考胞し

災古復興本部と連携しながら進めた

研修計画策定までの経過

1/17----, 1/23 

三全校園連絡

「教職員の研'4/lt画立
案に際しての丞本的 5/15 4月研修実樟状；＂”
な考え方」確認 日
~5月研修日程確定 脩 6~3月研峰日i”":



教職員の研修計画立案に際しての墓本的な考え方

◎研修対象となる各学校園の教職員が、参加意欲を

持つような内容、日時を設定する。

◎災害状況の類似した学校園単位による小集団での

研修を組む。

◎一学期中は必要不可欠な研修、基本的な研修を優

先する。

◎震災による体験や教訓を重視して、次の項目をあ

らゆる領域の研修にとり入れるようにする。

・ 21世紀の神戸の教育創成と、震災後の神戸の教育再

建への教師の心構えと留意すべき事項

・震災体験に学ぶ災害後の学校園での緊急対応のあり方

・震災による学習の遅れを取り戻すための指導計画、

指導法、教材の精選

・子供の震災体験を学習に生かす方策の情報交換

．避難住民や転出している子どもたちとの学校や教職

員としての関わり方

・当面する学校行事の運営や、地域との連携のあり方

・被災児童生徒および教職員への心のケア

②実施状況

4月4日、平成7年度の研修事業は、仮復11:fを終えた

総合教育セン ターでの 「新規採用教職員合lol研修」 （新

規採用教諭 ．簸護教諭 ・学校単務職員 ・学校栄淡職員が

対象）を皮切りにスクートした。

その後、交通機関の復旧にともな＼ヽ 、 5月24日、本年

度の研修計画を各学校園にぷした。 しかし、学校園の復

興を最優先するため、複災関連の研修以外は研修日を寝

期休業以降に設定し、 •学期の研修はなるべく行わなし＼

}j針とした。

• 初任者研脩

各校園の状況を考慮し、校外iiJf修と校内研修を補完す

るように配應し、実施.ii画の見直しを行った。

校外／i)f修では、 「研修日数の確保に努める」「裳災後の

状況に合わせ、必要な研修を新設」「校内liJf修等で補允

できる項目ばだ施を見合わせる」を蜆点とした。

校内研修では、 「研修日数の確保に努める」「fiJf修内容

は、状況に応じて、必要な研修や校外研修で実施を見合

第3章 被災を乗り越えて

I 
， 

→「,.-,r ---・ 

初任者研修「防災教育」のようす（神戸市民防災総合センター ・北区）

わせた研修内容を組み込む」「実施時期は、各校の実状

に応じたものとする」を屯点とした。

校外研修では、 「震災体験を踏 まえた防災教育」「災‘者

ドでのフィランソロピー」 「被災後の学力補充を中心と

した教科指導」「被災後の子どもの精神的支援について」

「被災地域ポランティア体験」などを新しく設けた。

なお、「被災地域ボランテ ィア」は、新規採用の教職

員も献身的な被災者救援活動の努力を理解し、 新たな役

割を担う学校組織の員としての役割を果たしてしヽくこ

とを目的とし、 58校園、 19施設で実施した。

また、教育委員会では、平成 6年4月から 神戸教育ネ

ット 〔KEN〕（総合教育センタ ーに設置したホス トコ

ンピュータと各学校を結ぶIぐノコン通偏ネットワ ーク）

の運用を開始していたが、裳災時、 KじNに各学校の状

況が多く奇せられた経験から、コンピュ ー タ研修では

「Iぐ＇ノコン通信」に絞って夷施 した。

・防災教育講座

新設した針．門研修講座に 「防災教育」講座がある。「防

災と学校教育～今、神戸の教師に求められること～」を

テーマに、大雹災に対する教育活動における課題を明ら

かにし、今後の学校園での防災教育のあり／iを検討、新

たな防災教育の指甜方法のfi伯＇f．を目的としたものである。

これは年間 5回行し，、 「‘虞災後、学校復興の中で学ん

だこと」 「凜災後の神戸の教育を考える 、虞災体験を生

かす教材・ 教具の開発」 「虔災体験を1•：かす副虚本の活

用と教科指導の中で実践する防災教育のあり方」「児

屯 • 生徒の心を 人切に した防災教育のあり Jj」 「'点災後

の授業を考える」の内容で実施 した。

．震災関連研修

震災関連として実施した研修のテーマは次のとおりで

ある。

「被災後の子供の精神的支援」

「フィランソロピーの理解」

「地域ボランティア体験研修」

「防災教育」

「幼児 ・保護者の精神的ケアと保育のすすめ）i」

「災古時の対応・救急法」

l 19 
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「I'・供の心のケア

「阪神淡路人設災から学んだこと」

「虞災体咳を生かし共に牛きる・社会をめ ざして」

「設災後の生がj科投北を冴える」

「Jl府；災，i;-11.'iにおける メディアの役割とt,ri91l0)あり ）j」

r 人•J也の揺 らぎと心のケア」

防災と学校教fi| 

「今、神Iiの教I9:1|iに求め られること 」

「災‘,if復興と教fiの,1虚 」

「防災体制と叩用者のマネージ メント 」

「学校安令教fi0)すすめJj」

「阪神人設災に学ぶ」

「虚災後のカ リキュラ ム条lui成と投災）姓＇父.J

(6)教育再生に関する 7年度予算

平成 7年9且‘',1f)））’，狩．は、虞災0.)復111・復興対策を最IFi 

嗅謀狛として 、新規'liJミを盛り込まなiVi'｝格 I'，符とな・ー）

た 虔災復1「11i1述0)＇l¥：北背につlヽ ては、 3月から!)1-1ま

で 文i,1|；省・人蔵省の現地災‘tifff.'IE'を受（ナ、 7 JI、9l l O) 

補II...I’n．を通 じてほば99,(ifぷ してlヽ った

① 平成 7年度当初予算の編成

平成 7年度 ‘1,1WJ I', i応での点災1即I述 1’院［は、学校の（）ふ沿

教屯の維詑i汀 I！や外峡・ ライフラ インなどの復111、戦4li

した教材 ・教！しの邸 11・11:菜 I火l,1Hf;や1しり物館などの社会

教有施設などのi以111· 1 1: 業 、 そして ~I•I iの教ff再建のため

の如 lを 行う 「教介叫 「i会」の1}f.l催、 J'・（共たちの心の ケ

アのための経費などが含まれて lヽた

また、学校連i均を行うう えでイ<II［クく な連‘i~t'{'t 、 設備な

どの充 Jaを図る経費、教有川コンピュ ークの屯冬(/iii、イ＜符

校り．L,約 1・：仙対策のI胆化＇弁につtヽ てはti［米どおり進めてし、

しヽ くこととした ．/j、従来からの継続'li業は、’j1:北の

児II’l．し、 Iり編成を行うこととした

さらに、 搬災した牛徒に対 しては投 業料などの減免も

l; I• l •． して t ヽる ‘1,1ト）JI9, i；布は第 1回‘J．ピiりlll | i会（こ I・.和、 :•i l1 

2811にII［決された i’り布の執1i・にあた っては、経',]',;（I’、)に

允’I・令．する経'('tの節減、 応 の執iiitli呆額を設けるなと1淑

し＼ ＼ ：i•It J-用 を 行 っ た

②補正予算の編成作業

この‘'it)） 1，ヽ i窪は 、 I I ·：がj 女板 ・ 災 ·,1nw1 1 を IT,:ii とする •i't

格）91祁だった しか し｀ （i l1木に染定 された 「神l; 1 |i復

飩 11・111,j」を受け、次の観点か らfIIid... I, 1；1l：を組成 した

. Il：・i,万再建や復IH'）＼梨などの収 り糸ILみをさらに強化する

•本格的な復興への l' J H'i• な移tiを図る

・渡災 f^i：で'I'.じた新たな課：出に対応する

この補11:.）ヽ，符は、 7 11 26 | lから始 まる筍 ；・l111ll:•M,11 年 1h 会

に 日1,！さオLた し か し 、 虞災 後の神l'• ,|i財政は、媒災に

ともなう 法人l|il<bi0)収人減、般災 者へのI|il心脱． I古I定

賓1)•(：． 税0)il,；．訟など ）、·輻な減収が兄込ま れて l ヽた さらに

災，杯復lll をはじ め とする Il彩 大な虚災 Iil辿 • I t 業費 を 1,·h うた

めに多制のdi9貞の発行を行ったため、 fl¥・金である I|ii!'tO)

残贔も．急邸 し、 大きく I|i0)財政をII・・辿 してlヽた 8 I Iに

発表 さオlた神9i l | i0)‘l;•成 （ i 年度の決豹状況では、 ・般会

,i l ・ ）',\~l．にお＼ ヽ て20年ぶ り （こ実質収女．が』ド‘ t：に転じた

このような状況0)もと 、教脊委員会ばり悶災1凡I述 として

総釦1669送7.2(）0)jI’IO)）9 1n．編成をii・った

• Iしし人・な破ルを受け改栄0)必＇以 な、 本,,,,,,学校をはじめ

とする21校1&lO)うち18校園の建て｛・加えに＇災する経背

．般災したl火l.1H11'i・ f本ffftiiなどの社会教有施設の復111に

‘炭する経費

・破災した 文化財の保（［修耶、復りd!•I\: Jミに 91'• う J'1札 IIし戊文化

!！1発掘間がこ＇及［する経‘(＇t

・今後の1リj;)との 見地から＇）：加する学校1,;110) 1f1i•！はを1糾闘令:・(!i 

．般災 した児，約1:．i,EO)!j化学を 女ばする就学抜LJ/J、ウ？学金

に＇・する経費

これは 811 2 Hに II［決された 以後、 残り の改築校で

ある 神';1{~j 裳',.:j校の建て {:)は経費 を！） l lの：)芍 :-l,,,|'必9りIh1i

会に 1 ••利 し 、 9 J 12211に11J決 された

この 2111JO)Ml1|．．．を通 じて 、平成 7年度から：1かり・・にか

けてた施される教脊委員会l"'kf辿施設の災古復IH‘代は、次

のとおり 合壮4869邸1月でぱぽl古1ま、）た

・ 280ヤ文l;i|0)＇？沐父I}l!i,l'iO)jはIII'Ci・ 440 f.,J: Iリ

・社会教ff.（本ff施設の復ll It't 209.，J：I I I 

・文化財の復111費 269．翌11!
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2.避難所としての教育施設
4月以降、避難所となっている学校園からポランティアの多くが引き上げた そのため、市の職口が避難所運営の中

心になり、教職員はその補助業務を行うことにな った 避難所解消計画が進む一方、 避難所運営には昼間は行政職負、

夜間はガードマンが当たったため、教職員の負担が徐々に軽減され、教育活動の正常化に向けて専念できるようになった

(l)避難所解消への推移

新学期を迎えた学校間では、校1,;,1長が1h心となり 、迎
帷所スヘースの割り振りを1i・ tヽ、学校連‘i:t|．．必＇災な教 宅

を確保した また、（本f1’ftii、特別教宅などの小足を如lIi

し、通常授染の1111復に収り糾んだ ・方で、 1|i災‘,1f対策

本部は仮ぶtii定の供給を中1：とする避難1祈解消,ii-Iiiりを進め

てtヽった，

①避難所学校園などの解消計画の推移

避難9i:lもの4•:t,Tiの Iり建を図りながら、迎雅J所を解ii'iす

る計lIIIiは、震災直後から追められた

震災当初

睛Ji災；廿11hjI．．で避雅所として郡とされてtヽな lヽ 学校1{il

でも、 1?：.f1nri・の判断で施設を開放し、後に区災‘lf対策本

部が避難Ji)「としてドi.irtづげた 迎難9i:．民数は、 I JI 2411 

のピーク時には、dii1、l590か1i)i-に23)i7000人；ji)で、うち

学校園の迎難9iJiでは191か所に約13Ji6000人であった

. 3学期の状況

ライフ ラインの復IIIで避難住民数の減少はあったが、

依然として多数の避難住民を抱えた学校l~ilでは、投来や

学校行州の確保と避雅｝祈連党の・つの1(iiで努）Jを続け

た教戦員とポランティアが中心となり 、迎難lili・の連i冴

につtヽ てさまざまな試みがなされた :~ 1 Iになると、 I 

月以降のポランテ ィアの大幅な減少も 1’'想され、逍難il:

民が1’Iら迎雅所の述・i況を してしヽ こう とする氣連も閥ま っ

てきた

9 ピr-畜

避鑓所となった多目的ホールの状況（六甲小・漑区）

•新学期の状況

市災占対策本部を111心とした避難J祈解消に向けての方

策が本格的に進められていった。

．避難所個別実態調査

5月10-1611、避難所に tヽ る個々のIlt、沿につ＼ヽてヒヤ

リング潤査を行い、自 99/．のめどやil>i.,i位住むlll込状況を把

伍。解消方策の猜礎賓料とした

．避難所となっている学校園

（就窪者数、食事数による遅難者数いずれも5月17日現在｀民生局謂ぺ）

就寝者数 食畢改による追難者数

学校回数（ （ ）内は市全体の数〕 130校園
(36 361か所

12校回
200人以上 500人未油 令 33校園
100人以上 200人未浜 々 28校図
50人以上 100人未満 亭 25校園
20人以上 50人未涵 ，，， 16校園
20人未満 々 16校園

合計 1 23,573人
(31. 38,166人

．避難所学校菌などの集約解消策

l l l l‘・hJ、I|I災，I;-対策本部は迎分ii:li:Lぃ0)l. 1、',:f足進とil又
設ii了むの整i曲を進めながら、 i l l 4くに逍舟ii:Pliを解汁'iする
)j針を決めた 具休I.9'・）なステ ッフとして、 3l l 4淵までに

民間施設と2(）人以 l‘.0)imii：所を、 (i)| 4<• までに5(）人以 I‘•

0)避雅liJiを、しヽずれも学校1,；4を含む公(I,・)施設へ統合する

こととした

この }j釘を受けて、教fi委い会では巡刑Hi:1しの受け人

れつtヽ て、次のJj針で1:;M,むこととした

．迎雅l,Jiの出約、 I船i'iによるii：民の受け入ればまず学

校1,;11以外の公共施設で行う

・学校1』で泄蹟i;ii:．民を受け人れざるをfけなし＼場合は、以

ドの収容余地がある）創＇との ll[ii立で受け人れる

体fiftii/,,i炉；1:/1'糾技屯／多II !'l'•Jホール／ it梨、 }•II！和1

図 1:ー、 技術以外の特けIf教屯 （家庭科、即llt希、視聴i'J: 121 

屯、 1・x1,1}室、多Il lv、)屯、会議衣^ ．fi:)／ il又設教屯を1徐

< jl';辿教屯で．りc'. •i'i:' I・紐数に兄合う教屯以外の教'-i:―

・校庭I)、JO)l,IHi：川テントは、1j'Jii‘'［を，認めなし＼
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・避難所解消時期の延長とその方針

7 l l I -6 1 1 、 I Ii災•,I ;-対策本部は巡':!!ii:｝所に t ヽる泄りi[t fi: 

民(/)11,',IりJll相，炎なとを実施しながら、 7 l | 4くの解泊に向け

て＇Jう））を続けた しかし、 ili,i'ぇii:’む0)'ドは［や細渡しが1Ilii

閥に迎まず、解硝，廿111りは 1分に進）Jししなかった そこで、

解消ll.IflUlを,J l3111から 8112011まで延期、fr.li9(/）提供

もl,illIまで卦粋応することにな→た また、 8112111以降

U)残甜 者には、 191、9,．．を促迎、J，叶ii沈 が決まらなし、人には

l9 | 19,：またば乍き恥''zli:＇じに人 1,'；するまでの11，il、1り['1ビ(I'，)に

1|：ぶりする場とドiii‘.［づけた待機Il/iに移動 してもらうことを

/jj! |•と して決めた

約機Illi1こば、 体fftn.，； f̂i'()）学校！{i|以外の公(I,・)施設(/)I I Iか

ら各区ことに 1~ 2かl'ljを指定した この/j針で2学）Ul

1ヽ,1切での学校1川(}))叡ii;)＇li'(}）．jし令解消をめざした し力，し、

x l 12111以I；年も、過吼ii[I’liとなってし、る学校園にば、さま

さまなJ-111111で巡':iii:｛i:.lしが残itiすることになった

．避難所解消時期の延長とその方針

待機PJi移行日 8月21日現在の待椴者数 民生局調ぺI
l 

待椴者数

学校園数 （（ ）内は市全体の数） 73校園
※1 (167か所）

500人以上が避難している学校回数 0校固

200人以上 500人未満 ク 1校園
100人以上 200人未満 ，，， 4校固

50人以上 100人未満 ク 9校回

20人以上 50人未満 ，， 19校菌

20人未満 ，， 40校園

合 計 2,294人
※2 (4,815人）

m 待椴所 10か所を含む ※2 待機所入所者 594人を含む

② 避難所としての社会教育・体育施設の推移

学校1,KI以外の公(l'9)施設、 付会教宥施設や体村施設など

に迎難した（i,l(も少なくなかった

・震災当初

I|il)、］の社会教fi・体fi施設では、ピーク時には14施設

で約3.000人の泄り'iit住民を受け人れた 戦いは食，1況をは

じめとする物賓の提供、 避難者の名滞づくり 、各種の！！（！

会への対応などに氾われた そうした中で、l矢組をはじ

め、散汲などの多くのポランティアの文採があった 屯父（、

水道、ガスのライフラインは3月末までにほぼ復11:1した。

．避難所の解消

ライフラインの復旧、住宅の修復、仮設住宅への人居

などにともない、避難住民は滅少し、避難所も遂次解消

された。 3月に 2施設、4月に l施設、 7月に 1施設、

8月に 4施設、 9月に 3施設の対11施設の避難所が解消

された。

・待機所の指定

8月20FIで避難J所は解消されたが、新たに束灘体育館、

l’.. f・スボーッセンク ー、須屈体育館 (10)1201:Iに解消）

の3施設が侍機所として指定された。

(2)自治組織の形成と避難住民の生活

避難所となった221校園のうち、 139校l軋1で迎難住民の

自治組織がつくられ、避難所連常に‘りたったまた、避

難ji形1こ活のイ寸Irl3さを少 しでも解消し、生活の質の向上

を図るため生活改普対策も実施した

① 自治組織の形成

避難住民の牛．活が軌逍に乗るまで、避難所迎幣のリー

ダーには、 校l刈長、 教頭、その他の教戦凶や多くのポラ

ンティアが当たった なお、平期に自治組織が形成され

た避難所では、当初から迎難住民のリーダーが指甜的役

割を県たした1'/rもあった

この自治組織は lfl巾に形成されている場合が多く、

その閥整に教職員が宋た した役割も大きかった。ただし

学校園によって差は人・きく、 4月半ばにようやく形成さ

れた学校園もあった。

② 自治組織と学校園

避難Ji)iの自治組織は、学校l↓fl1fl、迎難所迎営、学校管

理の問起に柏極的に参加、避難住民への状況説明などに

も呼砂しして当たった。特に、学校園再開によりたっては、

教室の確保が大きな課遁となったが、避難場所の移動を

働きかけたり、教職員と一体になって校内美化に取り緋

んだりするなど、人きな役割を果たした。

自治組織の連常に対する教職具の役割は、補助的な役
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割が（濯j程段とする学校11<11が ・番多かったが、 教職員が

中心となった学校1~11 も 2；りl程J伐あった

避羅所学校園での自治組織の形成状況
I 

形 成 者 ’ 校 数

避難住民自らが形成 36校匪］
教臓員の指導により形成 80校園
市臓員の指濤により形成 3校園
ホランティアの指導により形成 5校園
その他 15校園

合 計 139校Ill

避難住民の自治組織の形成時期

し

峙 期 校 園 数 纂積比 率

1月17日～1月20日 44 19.9% 

1月218~ 1月25日 52 43.4% 

1月26日～1月31日 13 49.3% 

2月1日～2月10日 8 52.9% 

2月11日～2月20日 5 55.2% 

2月21日～2月28日 1 55.7% 

3月以降 16 62.9% 

できなかった 82 

合 計 221 

R選●住民の生活

・居住空間

避難所となった学校l~tlでの避難住民の9"｝ fi：場所は、 il,i·

通教室特別教宅、体fi館、廊 Iヽ．、連勅場 （テン ト）な

どである 復災直後は多数の避難住民が殺到し、スペー

スは狭小であった

なお、施設の防火や安全対策 I・・、石油スト ープなどの

使川を禁止した所も多く、冬JUIにおける避難牛活にl:｝l凶

も生じた しかし、 1・1ヽ［や1／丈，iiil了むへの人,,,}が進むにつ

れて居住空間に余裕も出てきた

・避難所生活の改善対策

団）J、物賓のh1i給対策として救援物白を中心に配給し

＇ 》ヽ
-• 

間1士切りによるプライパシーの保請 （稽田小・濶区）

たが、 1,｝要と供給のアンパランスが‘l・：じる場合があうた

I liit1:tifに心1f欠で共hil(I[l11となる物i?（燃料、柚除 ・

|•イレ川 111111 な ど）で、 救援物l.’tではh|it ヽきれな t ヽものも

多く、これらは1|iが購人して配給した

フラ イ/¥シー保護対策では、II'，Ift切りや＇どiぐitに祈川

するためのダンポール製ハネルを配(1iした

ii/r'I:．対策では、拙除機などの配(li、E（りの消品、クリ

ーニングの火施、 i杖設風呂・シャワー0),iiii，t、洗潅機．

洗i'iりの fic {ti、洗ii,1！物の l •• し場の整伽、給↓JI；水設備の I : ·J~ 

なども行った

屯父UHll!1 tがWI 人•したことへの対硲としては、 iじな（容

11tO)アッフ、配線 l..’liなどをJ:．/j他した

梅l;1:jや以期の食111，拉対策では、 i・：食の iiir'I~'i狩l！のため

の保冷コンテナ ・f呆冷I9F.．冷祓hiiの設ii','.、fl又設 1、イレ0)

改節、防奥剤のnUliなどを行った

テン l、It活対策としては、すのこ (,ヽ レット） ・プル

ーシート ・断然シートを配(liした

なお、避難牛話の長月l化に対応し｀食4：話の改ii名も進

めた 野菜イ＜足への対応、温かしヽ兵，lじが欲ししヽ との吸咽

に応えてメニューのL)、力なども行った
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学校避難所運営の実態といくつかの教訓

神戸大学文学部教授 岩崎信彦

当II、被災したtl:Ltぱ、'‘、(．：校へと続々と避難してきた。

長1111メにつtヽ ての潤背によると、校区内からの避難者

の*は70％から90％である。とくに小学校は地域のコ

ミュニティ ーとして意識されてtヽる。（ただし｀火災が

発生した場合、避碓 t,•は周辺の学校へ分散する ） 。 神Ii

1|i域では、学校へ避難した人はおよそ70％前後である

（山崎（建公文、神戸人・‘学・く夷災研究会〉紺「人・'表災100「l

の軌跡」Pl！戸新Irr!総合出版センター、所収）。学校以外

の施設広場には、近くの人や学校からあふれた人々

が人ってけった。それは、 i呆ff所・幼椎l.iil、地域比会施

設．『社教会、企業建物、公'mlでむ、公園空き地 （テ

ント）などであった。

灘区における3月の聞＿代によると(~'：鯰他溢文、文献

1i1Jf町•f) 、避臨祈連i況におけるリ ーダーは、 イ—i志 llt話人

か地域役職者（地）［のl‘l治会、 fi共会、，！；.年会 (40~50

改代）などの役職者）かのどちらかである地域出会施

設．炉社では半教以 I．．が、保育前幼椎園では1/3が地

域役戦者であり、企業建物・公‘i，WI:’む、公園・空き地（テ
ント ）では、ほとんどがイiぷ!lt,i;人であった

では、学校はどうであったか学校戦U、迎雅者、ポ

ランティアの ごれがどのように述携しながら運党する

かによ って、＼ヽくつかのパリエーションがあった

典I利的な場介を、 I尺甲小学校に見てみよう (3J1時点

で900人避難者がtヽて、淋駆の1419例のうち似も人規校

である） • ,.,I II 、午1)i/7時20分、教頭が学校に到i-，t すぐ

に体f{館を1}りけ、そ‘くぞくと船まって来た避難者を111

にいれる。逍体、負(ti者の対応に追われる。刈l-1,＇1,'勤で

きた教以はあと4人行政は全教屯を避難者に開放する

ように屯胡指ぷ。 1811 は先牛と避難者有志 （公務員、 f•

供会の役貝~;)で l、イレの穴を堀り、時を II'，lわず到符

し始めた食料の分配に忙殺される。1週11il後に 「代表者

会議」ができるまで食料、も化は 「＇1,・い者勝ち」の状態

であったようだ 2,300人にのぼる人が集まり超過密状

態である職Li宅が本部となり、 231」から名領i作成と

班分けにとりかかる。48班が111られ、そこ から代必者

が出て、学校戦い、ポランティ アの代表者と合わせて

代表者会議が2511に開かれ、以後定例化される。

「た．tヽひょうしゃだより」の1号(25LI)では、本部によ

る物賓と貝数の {Uぐ作成、班貶による 「1人11111’,」のLI

JII品要求沿1代、食半券の発行と順番制、掃除等ポラン

ティアの参加が提起されたu2号 (27H)では「ろうかに

哀てしヽるお年寄りを教ギか（本育館へ移す努））」を訴え、

28Rには 「引き続き他の避難所に移動できるよう」「出

ていくときは必ず本部へ報告を」と訴えかけている。

2J-121::1には「2)i1日現在の避難者数1,424名、ろうかの

人を教室へ入ってもらl＼哀切している人のために空

教奎を2つ確保していく 」と。

2)―l23F-Iには代表者会議の付構成が行われた。総人数

は919人に滅って l ヽる 。 そして、 2811 には f•どもたちの

ために、「教屯を空け、 r・fJしたちに返していく 」ことが

呼びかけられて lヽる

この1i例は、避難者はFl'ii,;生活面、 学校は建物の管

理而、ポランティアは物汽の東紗l！・配給「（1iとlヽ うように
3者が合Pl！的に役割を分担しあし、、代よ者会議で運営し

ていった典型的な1咽lである学校避難所のおおむね

2/3が、この1じ例に近い形態である学校(!Illが避難者に

班分けや代表者選びをよびかけた場合もかなりある。

他Ji、学校職Uがーじ導的な役割を宋たした4州例は1/3
ほどあるたとえば）！；i ［Il 巾学校では 、 'f’• くか ら学校側

と避難者の間で述絡会版をもちながら、連迅の中心に

は教員が当たった 1週11¥I後に学校(!{Ilが避難者に対して、

l、イレ抽除、物資配給、炊き出し、力渭fl：分けの各係を

班紺に出すように奨許したが、 1、イレと炊き出し以外

はなかなかやっても らえず、教いとポランテ ィアが中

心とな って行った3 ポランティアは加人組合から派遣

された教員であ っ たので述党）J もあり、 f•供の教育に

ついての共迎理解のうえに、教屯を 3つ窄けてもらう

ように慟きかけて実現した

しかし、4J=Iからは教いもポランティアも投業がある

ので、班長の中からlIt,i,'；人を決めて自｝）で運営してほ

しlヽと言って＼ヽるが、なかなか難しし、現状だ (3月、避

難者160人、 10班）。

学校側が中心となって述党する場合、避難者ば学校

と教員にたいして感謝の氣持ちをもち、 1期il逍があまり

II・：じずに連営もスムーズに lヽ く場合が多 lヽ。しかし、

教員の過労と避難者の依（千心を1:．じさせるのがl闊凶点

である。

新学期が始まる4月時点で避雅者の自治組織に運党

を委ねる場合が多い。

他の閲森を参！！（！する と、避難者が中心となる前名の

場合でそのIIIにポランティアが上導性を発押する1if列

が見られる。これはしかしながら、否定的結果を牛む

場合が多い。「してあげる一 してもらう」の関係のI卜で

避難者は1衣イや心を‘且iめ、無点(-T：になる。

例えば、班長が避難所を出ていくときも本部に連絡

もしなし＼奇付された1：：！転l|iも放樅し、またたくまに



半分以下になってしまった。あるしヽ はまた、 本部の活

動内容が不透明だ」「本部だけ暖房を使って特別扱いさ

れている」という批判も出やすいc

このような対V力；し、ったん生じると、ポランティア

とともに本部を作っている避難者のリーダーは白主性

を発揮できないので対1‘rを治めることができず、結局

避難者のなかの分裂にまで発展して流1矮してしまうの

である。

避難者がリ ーダーのふ．．役を担う一般的な場合でも1関

題はある。リーダーや班長のなり手が少ないこと、リ

ーダーが避難所を出ることになると迎営）Jが大きく落

ちることである。

幾人かの村(t惑の社しいリーダーは「屈後の避難者が

熊事出て行くまで自分も残る」と言って最後までとど

まったが、それも貨担の大きしヽことである。

また、2J:13ll段階で自tへ9及った人達が．迎雅所に
弁当をもらいに来ることで、学校内外の被災者11:l)で心

理的軋轄が発生した。 学校避難所は 「避難所の仕•IJは

何も手伝わずに弁当だけもら＼ヽに来る」と思しヽ 、自宅

復帰者は 「避雅9所の人ぱかりが陀給を受けている」と

思うからである。

これらの問題を解決するには、学校避難所の迎営に

自宅居住被災者が加わり、地域的な避難生活迎営のし

くみをつくることが有効と考えられる。束演区の濶脊

では、いくつかの学校の避難9祈本部に自宅居住被災者

が加わっているのを見ることができた。

その中で、魚蛉小学校では、本部が地域復飩本部とし

て避難から復煎へと課題を積極的に展開していった3

灘区の潤行では、岩届連合f'l治会が地域集会施設、

公園テント村、自'tlli(1；者をtり合して地域ぐるみで班
編成して避難生活連営を行ったほか、若干の単位自治

会が複数の避難所の連携的連’隊を行った（これらには

学校避難所は含まれていない）。

これらの避難所迎営を 「コミ ュニテ ィー包摂」型と

名づけると、そのもっとも進んだ1liりlを長田区内の冥

野地区に見ることができる。

澳野地区は、住J_'．混在の地区ですから公害がひどくて

1965年ごろ…公害追及迎動が始まって、地域福祉、町

の緑化、コミ ュニティ 施設づくりなど、課題はいろい

ろ変わりま したが、住民主＃のまちづくり活動をつづ

けてきましたn'・・真野のすごいところは火を哨してし‘

るところです。地煤後すぐに火が出ましたが40軒くら

いで消し止めています。消防団がすぐに動いて、 11けl半

(2.7m)くらいの逍輻しかないところで火をii‘iしました。

…区役所に救援物賓をもらいに行ったときでした。

第3● 被災を乗り越えて

設災が起きてすぐに、区役所はカンハンとコメと真空

パックされたt(liを放',l'，しました。…物汽を取りに行
ったんですが、年岱りがはじき飛ばされる状況になっ

てtヽ るわけです。これではtヽけなし、 真野は校1)(．．でま

とめようということで、救援物賓をまとめて受け収っ

て、各個人に行き渡るような体制を作り 1.：げました

…貞：野地区では、 ILi然発生的に避雅所が16か所できま

した真野小学校 (350人）、 保有所、児咽館、2か所の地

域駈会所、それと ；．ツ凩ベルトの体育館 (400人）が1:・
です公園にテン トを張った人たちも tヽ るし、クルマ

でり1:i|i．場に哀泊りした人も lヽ ました。全部で、 1,350人

が避雅しました。

…炊き出しは災災にあったそのnから7か所で始まり
ました翌Hから、避難JiJj-に＼ヽる人たちに救援物肉を

渡そうとしヽうことで、避難所の代表行と自治会長が集

まって、住民による破~'=r-対策本部をつくりました I~

役所に行って物夜を受け取って、避難所ごとに仕分け

'してわたす体制をつく ったわけです

さらに数日後、家にいる人も食，l況をほとんどしてい
なtヽ ことが分かって、 5,000食分を確保しようと tヽ うこ

とになりました。 ・・真野は自分たちで復lH• f出典にたち

あがってtヽ ます。…建物被災度判定をしようと tヽ うこ

とで2月の土IIId、HIIId日にので330人の建築-1・：に人って

もらって被寓の状況を1軒l軒全部俎査してもらいまし

たっそして帰れる人にはできるだけ1JiiJってもらう…」

（宮西、阪神復典支援NPO編 「真野まちづくりと炭災か

らの復輿J自治体研究者、所収）。
真野は校区lii位で「コミュニティー包摂」利の避難

生活連営を行った、恐らく唯•の 1.［例であろう この

すぱらし＼ヽ活動の背最には30年11：ilのまちづくりの歴史

があったのである。

今、多くの子どもたちが自分の家と町の喪失を経験

し、また疎開先でのきびしtヽ 生活を経験している。5年、

10年かけて町を復輿させてtヽ く親たちの努）Jと召びを

子どもたちも共有しようとしている。

学校が子どもたちの経験と共惑に表現形態を与えて

tヽ くことができれば、＂地域 の学校＂と将来の盟かなコ

ミュニティーが生み出され、それが防災のほかならな

い力になるのであろう。
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3 ■ 避難所と教育活動の共存
避難所が解消されないま まに、新学期がスタートした。一時避難していた児童生徒たちの中には入学式、始業式にあ

わせて神戸市内の学校に帰ってきた子ともも多くいた。教育委員会と各学校園は、選難所と教育活動の共存のために、

さま ざまな工夫を試みることになった。

(1)入学式と始業式

学校園では避難所と教育活動の共存を図りながら、新

学期のスタ ートを飾る入学式、始業式の準備を進めた。

式場の確保が物理的に難しいなか、各校園はいろいろな工

夫のもとに、地域と力を合わせてこれらの式典を実施した。

①入学式

市立の学校園の入学式は、幼稚園 4月12日、小学校 4

月11日、中学校 4月11日、麻等学校 4月10・ 11日、盲学

校・養護学校 4月11・ 12日であった。

自校で会場を確保できないため、地域の施設を利用し

た学校園も少なくなかった。

兵庫県歯科医師会館で実蹄した神戸諏訪山小の入学式 （中央区）

入学式の会場

ー・ . -

本庄小→本庄幼 橿池小
本山第三小→本山幼 →生協神戸生活文化

センター
神戸諏訪山小

小
→歯科医師会館
会下山小

学 →神戸管工会館

校 水木小

→トヨタアメニティー
ホール

長楽小

→防災コミュニティー

センター

本庄中→県立東灘高 烏帽子中
駒ケ林中→長田工業；；； ： →兵庫県トラック協会

中 丸山中西野分校 兵庫中

学
→水木小 →トヨタアメニティー

苅藻中→志里池小 ホール
校 大橋中

→防災コミュニティー

センター

合 小学校2校、中学校4校 小学校5校、中学校3校

計 合計6校 合計8校

・入学式における工夫

学校園によっては、避難住民も参加し、新 1`年生の門

` ．" ．ーぷ` ’ 

住吉小（図書室） 本山第一小
御影小（仮設教室） 本山第二小

六甲小（教室） 本山南小

西郷小（玄関ホール） 灘小
西瀾小（多目的ホール） ：蓮池小
北野小（音楽室） 宮川小
小野柄小（図工室）

湊小（多目的ホール）

湊川多聞小（多目的ホール）

東山小（玄関ロピー）

御蔵小（音楽室）

神楽小（音楽室）

兵庫中北分校（音楽室） 本山中

鷹匠中

原田中

．神戸生田中
：須佐野中

鷹取中

小学校12校、中学校 1校 小学校6校、中学校6校

合計13校 ： 合計12校

出を祝う企画が行われた。

．避難住民が式に参加した

学校

本山南小、稗田小、

兵庫大開小、太田中

・全校生が式に参加し、新

1年生を祝った学校

稗田小、平野小、

藤原台小、高和小

•新入生が上級生に手を引

かれて入場した学校

福池小、御影小、灘小、

稗田小、山の手小、

湊川多聞小、神戸諏訪

山小、兵庫大開小、

真野小、菅の台小、

垂水小、多聞南小、

鹿の子台小、 西山小

• 神戸諏訪山小学校（中央

区）の場合

学校周辺の住宅、公共施

設の約 3割が被害を受け、

避難所となった神戸諏訪山



小学校では、兵hii県（ぶ！科医師会館の19訟で式場を確保し、

実施にこぎつけた。

教職凶は児iitや保護者の忠いに応えようと、会場に何

度も足を迎び準伽を進めた 1；検席の配附を1次し、季節

の1とで迎路を作った 当Fl、新6年生が新 l年生の身な
りを整えるなど、やさしく ll=t11,f;をしfを',}|しヽて人鳩した。

体は小さくても大きく明る＜輝く新 l年生に、米賓や保

護者、（I：校生から温かしヽ拍手がおく られた

上級生に手を引かれて入学式の会場に入る福池小の新 1年生（東滸区）

②始業式

市立の学校間の始業式は4HlOl::I。幼稚l屯l、小学校、

巾学校、邸等学校、盲． i恕護学校で一斉に実施された。
しかし、校園舎の損壊や教室、体脊館、講党、グラウン

ドなどが避難所にな っているため学校施設を使用でき

ず、公共施設などを借りて行った学校園もあった。

また、裳災による爪痕がまだ残る学校園では、仮設校

舎などを式場にして実施。満間の桜のなか、児滋生徒が

元気よく 登校した。児蛮生徒は新しいクラスで疎開先か

ら久しぶりに戻ってきた友達と顔を合わせ、歓声をあげ

てしヽた。

教職員の離任式で9ま、今春の卒業生や保護者とともに

避難住民も参加。虚災後、復興への収り組みなどで苦労

をともにした教職員との別れを惜しんだ。

第3章被災を乗り越えて

•原田中学校 （灘区） の場合

体脊館の屈根が落 l、するなど学校は大きな被，杯を受け

たが、その周辺の1故内はさらに大きしヽものだった (i:・・ヒ

など建物の約5内りが作支内を受け、多くの'tt走が迎雅't.¥1'i 
を余儀なくされてtヽた

校舎l}、]の迎雅所には約200人の住民が’l:．活し、校庭に

はllil中学校と近隣の 2小学校の阪設教宅が、［ちヽlt．んでt,

た。そこで、迎雅住民の協）Jも糾て、校庭に111/,¥15m、lj;).

行き30111四）jの大きなテントを敷設テン 1、内で始業式

を行ったc

囀

テントを張って行われた始業式のあと｀お世話になった先生方とのお別
れ会を実施 （原田中サ難区）

・小野柄小学校 （中央区）の場合

約500人の迎難住民が生活。グラウンドは1所1i:J11テン

トでし、っぱlヽ だったため、特別教宅で始業式を行った

まず、 6年牛代表が 「裳災に負けな tヽ でがんばります」

と元気よく 新学期の決怠を述べた，

同校の教職目は＃休みIれも鉗l:l,’l',ii)J、リど箪に白主｛汁校

を呼ぴかけて、児帝とともに始業式、新学期に向けた奉

仕泊掃活動やスボーツ活動を行ってきた。そんなl打1-:．的

な研動をHにした避難住民が「イIJ［か手（云うことはなしヽか」 127 

と、早朝から清掃活動を行うなど、共イ{・交流の牙が行

ち始めた。そんな中で迎えた始染式は、避りi(（；所と教有括

勅の共存をめざすにふわさしし、第 歩 となった
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(2)授業における工夫

人“学式、始業式をとどこおりなく終え、投業が始ま っ

た しかし、（ヽかにして裳災以後の学習の遅れを収り1バ

し、りlii‘i:4:．徒の、也：欲を喚起するかが‘’’i1iliの課；出となった

各校1.;i1ではそれぞれ0)＇）ぐI内にあわせ、さ まざまな l:）ぐを

t i~ っ た

① 授業時間の確保

祈学I~! を迎えて、学内の遅れを取り）jとすことは各校1.；il

と教戦員の齢人:O)課：俎であった 前年度：3学期 に欠けた

投菜11年数は、人·‘|'·•O)学校で50-200時間、迎帷所とな っ

た学校1~11 だけでみると、そのほとんどが100時間以 l ．．の

授梨欠ll、'i数となっている

これまで、学校迎．:-,11 ;HIIでJI2 1111の 1-.11/d11が（木業とな

ることから、 行’l位の粕選・兄直し、 指；沖 I．．の I:）：：：、 週時
程必を 1:｝ぐして投来II.『間を確保してきたが、よ り • I§1の

l．．火と％））が必疫になったのである

・行事の精選や見直し

各校の 1:)ごで多かったのは、 「家庭，Uil,'',]！！llW]の知甜i」

「知新i授来1|0)削減」「2つのtiポ を 1つにする」ことで

ある また、次のようなJi策も兄られた

小学校／クラプ活動や委員会活動の削減

中学校／追月lテス トのII数の削減、テストの後も授業

を行う 、球技大会 ・マラソン大会などのIIll|・・` 

終哭式1iiilI も投菜を行う、各ti'l tの練肉や '•Ii

前l~後指祁の時間の削減以休みl | l に h 1)允授

業を行う

これらの精選 ・兄直 しが7年度限りか、 それとも今後

も紺潔しなければならな lヽ か、兄通しがたたなかった

しかし、このII『！引こそ、 野外泊動やスポーツが人切だと

して学校行＇ ドを新設 したり、家庭，i／j間の忍義を巾：視し、

辿に，Uil,",JIIを刑やしたりした学校園もあった

・週時程の工夫

各校の 1：火で多かったのは、 「放課後に指祁」である

また、 中学校で． 「学校故htの時間を教科指＃に使う」

「 ' 1,·1:iJl学料の見直 し」 「 I•• II釦 I に定期テストを実施」など

が兄られた

•その他の工夫

投来時間の確保9よその学校lr/ll内の避雅I所の規校など

による述しヽも大き し、 対I心はさまざまであるが、 「安易

に投業をカッ トしな＼ヽ 」「絶対に1‘li"1時間を作らなし、」

などの111し合わせを した学校園が多し、

また、1,1'：j校のI|Iには、以）Ul（木業期間を知奇1tiしたところ

ゃ以！UI(木業中に補習投染で対応したところもある

109―1木の学晋状況の間行によると、披‘,1f0)少なかった

地域と激裳般災地を比較して、学習指導の迎腹に f,'r••の

政はあるものの各校とも年度却こはiりllイドli;．みに指達が完

（すると＼ヽう兄迎しをも ってしヽる

② 体育場所、運動量の確保

裳災11'［後に比べて、迎動場 ・休脊餡などの体f{ltl!i,i'文の

状況は11ごとに好転してしヽ った．， しかし、避焚Itii:lしのテ

ン l、や巾両のため、まだまだ厳ししヽ状況の学校l~il も多か

った 各校はり~ ,j'.i:生徒の体fit,t!ll)J を 1•分に行えるよう l収

り糾み、年間カリキュラムを、 JIごと、学月Iごとに兄直

運動場の状況 （ ）内は3月末で避難所校、被災校として1本育活動に制限を受けていた学校数

小学校 (77校） 中学校 (31校） 高等学校 (9校） 計 (117校）

運動場の状況

3月末 6月末 10月末 3月末 6月末 10月末 3月末 6月末 10月末 3月末 6月末 10月末

半分程度使用可能 19 ， 2 8 8 4 
゜
1 1 27 18 7 

1/4以下使用可能 16 8 7 ， 4 3 4 1 1 29 13 11 
計 35 17 ， 17 12 7 4 2 2 56 31 18 



第3章被災を乗り越えて

すなど弾）J(1りに対応した

・問題点

体育場Ji/j.、連動：＇し のfi,（ti呆につし てヽは、次のような1!'，l}俎

点があった

・活動場所の激減 迎動：代のイ速

. i呆笠場所のイ＜足 → ）II具、施設のイ迦

・多くの利幻iii場所 → 安令1(1iの確保が1付雅

・校令昭休やh1i修 l:1りがよ’ぷ
年II,1 l ,4 1• Id li や先の 兄通 しが

、9/：たなし、

・体育活動での工夫

体fft,り!ll）)は、即鳴Ji/i・でも出米る連動教材を＃人した

り、近隣の使川可能な連動場や公園を利川したりして対

応した また、りいi'iゾ1・：徒の学や！意欲の継続や学や校）j来を

あげるためゲーム性の、加ヽ種11も取り人れた

なお、 （木憩II．ヤII.ilも'(iク／）に和）llするJj法も検討した よ

り多くのリ訊'i:'1-:1、tが均布に（本を9/Jかせるよう 、（木憩時間
ごとに連動場を使う学年を決めたり、講‘；化を使ったりし

て子どもたちのス 1、レス解測に努めた

¢’ 
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仮設教室、テントが立ち並ぷ中、運動スペースを確保

（本山第二小 ・東渭区）

・体育授業と休憩時間での運動量確保のための工夫

校種 方法 校種 方法

Ij ¥ 

学

・体育 ・休憩時間ともに短縄跳ひ・

• 1反設教室にネッ トを張り、ポ＿ルを使った運動

・ストレッチ、遊具を使った多様な運動

・運動場にランニングコースを作って持久走

・ハードル走

・ティーポール

・用具 （一綸車、竹馬など）の貸し出し

・休憩時間に請堂を開放

校 1・放課後のグランド開放時間の延長

・学年単位で近隣校、公園等を利用

・休憩時間に使用するポールをドッジポールからソフトパレ

ーポールに変更

中

学

校

高

・教師手数のスプリングポー ドで｀高度な短縄跳び技への推

戦

・パレーポールネッ トの代用として、防球ネ ットや平ゴムで

簡易ネ ットを作成し活用

・種目の本質は変えないで狭いスベースで出来るような工夫

(30N 3パスケット、4面パレーポール、テ.::.ス、サッカ

ーなど）

・心肺蘇生法やテービングなど実体験に基づく実習

・学年単位で近隣校、公固等を利用

・学年単位で近隣の陸上競技場を利用

・男女共習、グループ学習を多く取り入れたり、複数の教師

校 1 で指導するなど、学習効果を上げる工夫

・時間割を組み替え、移勁時間を含めた 2時間続きの授業
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• 水泳授業での工夫

プール施設に搬官を受けた学校も多く、水泳授業の実

施が危ぶまれた。 しかし、 使用可能な近隣校と他施設の

プールを使用する方法をとり、出来る限り実施した

なお、中学2・ 3年生は水泳授業が選択のため、 他の

領域を行った学校もあった

プールの状況 （自校のプールを使用しなかった学校のみ） （校数）

形 態 小学校 中学校 高校 計

授業の中止 5 16 4 25 

他校のプールを共用 25 2 27 

公営 ・民営プールの利用 3 4 7 

海の利用 1 1 

水木小のプールをイ昔りて水泳授業を行った会下山小 （兵庫区）

・運動量の減少に伴う影響

例年と比べて児約lこ徒の連動灯しがイ吐足1項向にあるが、

厳しし＼状況の中で、各学校l団は連動鼠確保に最大限の創

意 I：夫をしている

迎動凪減少に伴う迎動能力の変化については、及期的

130 にみてしヽかなければならない そして遊び場の確保や食

'I:．活を含む'|:．活様式など、学校、家庭、 地域が述携をと

り、総合的に収り糾む’liが必疫である。

③ 配置教員の活用

児咽生徒の心のケアなどのカウンセリングを推迎する

教貝（＝教宥復典相喝教貝）を、被災の彩榔が大きい学

校に合it77名配iiftして lヽる。その活動内容は各校でさま

ざまである。

• 福住小学校（灘区） の場合

教育復典Jtl‘'i教いは、 1:．に'l・：徒指導令般を担当してし 1

る このほが学校が;::Jll！物賓の供給補助、保（建的ti事の補

曲、学級補助、 そして復煎対策本部との対応避難所の

刺9fiや報佑、転'I',りUiもとの迎絡およびUクーン見込みを

合めた{F.絋割代や設災文染の作成などに泊耀した

また、困難な中でがんばってlヽ る児濱の学校牛話の様

子を写真にflri彩し、アルJ¥ムの編集も行った

ある教育復興担当教員の一日

8:10~8:40 登校指導 （校門付近と通学路）

9:55~12:20 授業： 1~6年生合同体育授業の補助

※業間指導

(9:45~55) 通行指導 （校門付近と遊び場所となっ

(10:40~50) ている児童公園から校舎までの間）と

(11 :35~45)遊びの指導

12:20~30 5年生用給食ワゴンの補助 1年生の

13:10~25 清掃指導 ―----]下校指導

※業間指導

(13:25~45)通行指導と遊びの指導

13:45~14:30授業 ：3年生算数の同室複数指導

15:30~45 校舎付近一帯で下校指導

16:30 「さよなら放送」と ともに、校舎内外

の見回り 、家庭訪問

※業間指導・・校舎が工事中のため、休憩時間には児童が道路

をはさんだ公園で遊ぷ。そのための交通整理と

安全指導を教員が行っている。



，兵庫中学校 （兵席区）の場合

教ff復即1l‘1,1教員は、復典に向けた令校あげてのl[xり

糾みの，｝h1hjと火践の中心として(、'iirtづけられて tヽる 学

級tfl(T：にはならず、次のようなIl ·I~に＇、り念し、投業時数

は週10時間利腹である

教 ff朴1，淡／

牛徒のカウン セリングと学や｝指尊にあたる これまで

の札1，淡れは数 I・名

校区l}、1巡視／

通学区域に位険fli'il/iJi'が多tヽ ため、校区内巡祝や狩ド校

時の立ち番をする 化徒がよく泊びに行くJ,iー：などが密

机する地城も巡1111 学級屯冬災委日とともに1ザ':iJj学校J,'i)

辺の‘~1%1}を続け、地域の人たちから感謝された

・ I司室紺数指祁／

屈れがちな学料への対応として、特に数学やりふ梢を中

心に1,il,--i!KU数指導を行し、、個別指祁に））をそそぐ

• 閲境整liiii/

避難所O)f印党の追化、 避貸itftlくに対する学校(!!llの窓II 

係(|を役所の人たち）の補助を行う

-. 
同室穫岱指溝で個別指濤を （兵庫中 ・兵匝区）

・太田中学校 （須磨区）の場合

兵hiL中学校の場合とはfI: ·I ~内容が異なり、避雅/i/j- との

述絡、枯し合tヽを中心に、避雅1iJi解消に向けた支援など

を行った

また、 牛んじ全員がつけて l ヽる ＇屈舌ノ ートの．＇•＇．i検では学

刷Il任をフォロー、 4：・ i,ヒ 、 人ひとりの1•濱りの様（・、悩み

などの把御に努めた 特に、学校が 1| •••,1;itでな t ヽ状態で人

＇序した新 ・年化への心のケアに）Jを注ぐ 令ヤぷl;．の90%

第3章被災を乗り越えて

以 1：を超える就学援JJJ)受給’l・,．徒のための’lけりも41t‘',1 生

1，じの指導にあたる教ll哉いI))朴l,；炎に応じるこ とも多かった

教訂復興担当教員の授業風景 （太田中 ・須店区）

④教材の工夫

多くの学校1.;11は教ff委員会が作成した 「学i叫印洋，廿IIlfi

作成ri料」をt,Filllし、各校の実1¥＇tに沿って教科の指祁内

容の粕選とワー クシートなどの作成を行った 教材の1:
）ぐや粕選などを，li:ねた結閑年IQ~(には('ill年並みに指導

が必 l9すると tヽ う兄通しがある

・小学校

．泄舟ii:（i:．民を）［気づけるため、｛位）述動会を 「みんなで

述勅会」 としてIJ}-l(ii！ 地域仕民参加のフログラムを陪

やした また、以には 「 し•夕出会」 で、 f ど もたちの

心をなごませる教材を導人 「鉗を1視る会」など ｀l＇| 

然にふれ、心を lヽ やす(it！しも試みた

・追び場のな lヽ j’・どもたちが）じ気を出すように1如駄心則

1：とともに 「教脊叩託」を開設放課後に・1|i証，ドを

l’―1111に使え るようにし、教ff復典担‘’i教いによる迫び

の指祁を行った

• 以（木みに、教州氾叫1 1_ '1 ,I教員が学11l,'叶を携えて、地震

の破災地サ Iヽ リンを、ilj閻 帰IEl後、ロシアの J9•どもた

ちとの交流の様 (•を報化し、国叩I!l(J名教ffの教材と し

て活川

・llil,1t¥科と社会科1l)しヽ ずれにも 「111111ii・：辿」が教材とし

てあったため、授業IIぷli'，1確保のため、 Ihl,i/1科でぱ詳し

く、社会科では軽くふれるなどの I:）：：をした
. ,..,j•楽科で、 5年生の ［滝uti太郎」 と(i年.11:.())r111111Mt

町を19_il時に学び比べた グルーフごとに好きな1111を

派於して作1111家を身近に感じl｛メる l:）aをした
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・中学校

・多くの学校で、':ill0)学料、I'|l・：学習ノ ー ト、 1ヘージ

111JはなどでJ，し礎学））の ~I)允に努めた l’l i・：学料教安の1/f.J

設テス I・1)ii学判会、検定テス 1、などを実施して学肉

やItti0)＇必i'，tに努めた

・炎，i，1i科で、 2年生の学料内容を1』II沫した 3年・’l・：の指＃

,l1・11hjを作成 フラッシュカード、ヒクチャーカードな

どの l:）どで、 •学期l}、J に 1;•成（i 年度の学iりを h|i允した

. |川,i(i科で、 9，りl吸するところや、他のiii.元の）＃人として

扱うところを決めるなどの粕選を行った

・社会科の歴史的分野の中で、公民（Iり分野で扱うことの

できる項IIを検，i寸した

・（本fiで、近くの公I{ilでゲームを行し、、心身のリフレッ

シュを行った

・作楽で、シンセサイザーやギクーを枠ち込み、卒染式

の練料をした

・義籾金を活）llして震災作文船を発行し、学級指）＃や述

徳[0)賓芥斗とした

• 発行資料

教行委い会は各教科の研究部などの協））を得て、次の

ような鼎l,1ic本や賓料を発行した

・社会科晶ll柑沐 「わたしたちのまち神Ii」

（小学校 3.4年、 1| I学校JII改，］［版）

．煤災体験作文船 「わたし あなた そしてみんな」

(hilfll教脊屯）

・設災体験作文出 「1りl11に、作．；せ迎べるように」

. hill,},'（本 「しあわせはこぼう（寺せ迎ほう）」

（小学校低学年・ r',':i学年・中学校111)

. Jll！科指導賓料 「地設の揺れの伝わりJi」

ム`にも"",.
鱈； '"-

発行資料の数々

⑤ クラプ活動、部活動での工夫

教ff委Li会は、 2l l 23 l l f•l け で 11 i {i.Ii:j’fi•学校長に、ま

た．．1JI 10 1 1 付けで小学校長に 1·~i鈷布助 l il}f•1 につしヽての辿）•JI

を出 した そのI)、1容は、 4:＿f，じの安令と学校の泄雅ii:Lしに

1• 分な月』！忍をし、 Mi11，'，l教諭の指祁0) もと、短11 .Ifl 1， '，l でク）J;ゃ

的なi,1IWi,Ji))を‘):/j他するよう求めるものであった

通知を受けた各校は、 1li|!f-lに向けての整備に人った

牛徒の心身の状態はどうか、迎雅住民の），M本的な什：泊を

守れるか、 ’l・:iILの家庭の状況はどうか、学校の使l| l可能

な施設や設備、沿具や） l l 具の状態はどうか、などを1•t'[ I「[

に検ふtした ,·";Iii甜i))は、条件の1夜 っ た学校から 1 l }|}f•I した

・再開にあたっての取り組み

迎動部の場合、東灘、灘、中央、兵hii、長ll lの各区と

須lf")1メ．ltii術の学校の9本有施設に籾I;-が人きく、校l)、lでの

紅演）は制限された しかし、生徒の部7,'i!fiJ.）に対するt1：K求

は‘}祖く、教fi委い会と学校は、校外での部活動を実況す

るため、次の：3つの}j針を決めた

・炭 if0)大き＼ヽ‘学校では、近燐0)戦，i:相1笈0)少なし、学校

や、 北区、派水区、西区など、ほとんど戦，If•O) な l ヽ学

校へ行き、学校II,11交流を図り ながら淵秘ri動を行う

・1li、LO),il'i9本f1'施設を1}卜1放し、 9炒先的に学校和llllができ

るようにする

• 安全に柑虞し、近隣の公園や洵Iド、河川放などをh効

利川して淵籍[Ji})を行う

このような収り糸IIみの他、限られたスヘースを各部が

ローテーションを糸llんで使川するなど 1:)ぐし、新学！射を

迎えた ・IJIから、かなりの連動部で泊動が可能となった。

文化i祁は、それぞれのKifi11，il教諭0)」:)ぐで教室や中庭な

どを利lIl、IItl}ll‘’ik)Jから比較的スムーズに＇活動 できた

. /j、小学校のク ラプ紅鴻）では、 9本ff施設の戦，iばなど

により連動糸のク ラプの廃11：や統合、また教窄l)、lででき

る文化系のクラプの新設、 'Iピいのj'tilJ1Iを図るなど l:Kし

て11fl1Mした また，迎雅9i:lしをはじめ地域住民と交流を

図ることを活動に収り人れたク ラプ活動や、ポランテ｛

ア話11)）を行うクラプができた学校もあり、今後のIl(|｝flが

胤l待される

なお、 iTIit,Ti』)JIlf|｝ルlへのli',l}趙lれは、 ’1:_徒の柄動場所への

移動にともなう交通{Wだった 教脊委い会は、 神lりIiP 



第3奎被災を乗り越えて

震災後の学校間交流の例

学 校名 部 名 交流 校

本庄中
野疎 貫子中 （垂水区）、 西神中 （西区）ほか

（寛瀾区）
サッカー 私立六甲中 （濶区）、 播磨南中 （加古郡）ほか
パレー 中華同文中 （中央区）ほか

＊山中
野球 塩屋中 （垂水区）、王津中 （西区）ほか
卓球 赤塚山高 （東灘区）、 御影工業高 （東灘区）ほか

（寛潤区）
水泳 住吉中 （東灘区）ほか

鷹匠中
野球 玉津中 （西区）、 広陵中 （北区）ほか

（瀾区）
パスケット 大原中 （北区）、 西落合中 （須磨区）ほか
パレー 太山寺中 （西区）、 歌敷山中 （垂水区）ほか

神戸生田中
パレー 神戸西高 （西区）、 県立高塚高 （西区）ほか

（中央区）

丸山中
剣道 福田中 （垂水区）、 港島中 （中央区）ほか

（長田区）
卓球 葺合高 （中央区）、 北神戸中 （北区）ほか
ハン ドポール 横尾中 （須磨区）、 魚住束中 （明石市）ほか

苅藻中
柔道 櫨谷中 （西区）、 玉津中 （西区）ほか

（長田区）
サッカー 歌敷山中 （垂水区）、星陵台中 （垂水区）ほか
野珠 雲雀丘中 （長田区）、 友が丘中 （須磨区）ほか

神（戸商業高
野球 赤塚山高 （東謂区）、神港高 （兵庫区）ほか
水泳 葺合高 （中央区）、 住吉中 （東灘区）ほか

東瀾区）
パスケット 御影工業高 （東潤区）、赤塚山高 （東灘区）ほか

.`、

ー

--9 

と“

水泳 葺合高 （中央区）、 須磨高 （須磨区）ほか
神港高
（兵庫区）

パレー
パスケット

摩耶兵庫高 （中央区）ほか
摩耶兵庫高 （中央区）ほか

2つの仮設教室棟の間のスベースを使って練習する野球部
（鷹匠中 ・渭区）

i= 

TA協議会の協）］を得て、学校制の被災程度に応じて交

通代などの活動経貨を補励した また、部活動枷興費と

しても同様の補助を行っ・た。

績災した市立中学校 ・高等学校等における部活動時の近隣公共施設 ・公園・河川敷などの利用状況 （平成7年 3~12月）

螂活動 利用場 所 利用 学 校

，中央体膏館 （中央区） 兵庫中、湊中、鷹匠中、鷹取中、神港高、楠高、私立村野工業高ほか2校

璽量体膏館 （東瀾区） 本庄中、本山中、本山南中、魚崎中｀贋匠中、烏帽子中、神戸商業高｀私立潤高

”体育館 （須磨区） 太田中．鷹匠中、丸山中．鷹取中、烏帽子中、飛松中、須厖高、私立村野工業高

王子／くレーポール・テニスコート （瀾区） 烏帽子中、上野中ほか東潤、兵田区の中学校13校

1王子1U:.競技場 （瀾区） 魚崎中、住吉中、御影工業高県立神戸高ほか24校

王子プール （瀾区） 鷹匠中、烏帽子中、駒ヶ林中

”潟浜公園ほ技場 （須磨区） 鷹取中．丸山中、鷹匠中、須磨高、私立村野工業高ほか3校

王子爾公園テニスコート （潤区） 鷹匠中、烏帽子中、御影中、葺合嵩ほか17校

名谷テニスガーデン （須磨区） 鷹取中、騎ケ林中、丸山中、夢野中ほか 3校

●合置勧公園テニスコート （須麿区） 湊川中、兵庫中｀神港高、私立神戸女子商業高ほか19校

菖含重勧公園体育館 （須騒区） 兵庫中、神港嵩、東神戸朝鮮初 ・中級学校ほか24校

●合遍馳公園補助競技場 （須磨区） 丸山中、苅藻中、大橋中、神港高、須磨高ほか6校

●會置動公園耳技場 （須麿区） 太田中、丸山中、神戸高専、県立夢野台高ほか 7校

．會重鯰公園サプ鰈場 （須磨区） 駒ケ林中、御影中、鷹取中、県立夢野台薔ほか9校

●會遍動公園多目的広場 （須厖区） 濱l11中、神港高、須磨高、私立滝lll中高ほか3校

れ会下山配水場グラウンド （兵庫区） 神港高、県立夢野台高

攀近員の公Ill（各区） 鷹匠中、大橋中、苅藻中、鷹取中｀丸山中

・漏攣（須区） 鷹取中

重盲911河Ill敷 （東瀾区） ＊山南中・魚崎中・神戸商業高

瀑へ’利用学校数312校、延べ利用生徒数約155,000人）
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⑧教職員からの報告

新学期を迎えた学校I~には、避難所との共存、授業時

間の確保などさまざまな課題があった。 しかしりし;it,.t徒

とふれあい、授業ができる喜びをすべての教職員が感じて

いた 教行の正常化への収り組みを教職しわから報化する

室内小学校に移って

西野幼稚園教諭竹1|19≫ltf 

夢にも忠わなかったll'll舎の解体風；；しを11のあた りに

して、行く 4玖知れぬイ咳を抱lヽたことが、つlヽlli:l1の

ことのように思lヽ／1，1される ・II年Jg]、兵1小幼椎fa'llにもお

llt,l,［になったが、‘I1成 7年4J.lからは1dlじ貶1111え内の

、-i『f内小学校の屯を(/fりてiり野幼椎固はスクートした

何もかも無からのスタート 引っ越し11；史は、）じ視

睦虹室だった教'-ifの人・改辿から始ま った 職Uは I・..IJ 

も返上で作某に1り］けtげれ、 I111111の人lRI式までには

床の張り特えも何とかIll]に合った。とはlヽえ、’'はたし

てこれで、 (•どもたちを迎え られるのだろう か'· •本 ‘',1

に保ffができるのだろうか＂と lヽうイ召（は、この時、11(t

の附にもあったことだろう

しかしイ池議なもので、 （どもたちの lヽ すやテープ

ル、靴狛などが次々と述び込まれてくるにつれ、少し

ずつ気分が変わってきた，やがてピアノがhliき、 1,祁l1l

の装飾が整うと、 「うん、 しヽ ける！ 感じ／1＼てきたね」

「できることからしようよ．h舒l！せずに…」と先’I:．たち

に元気がよみがえってきた

cl 111111、新たに10人の新人l{<lリLを迎え、30人の(・

どもたちの領が揃った 「おはよう！久しぶりね｀）［＇x（

だった？」と内をかけると、 l1<l児たちは 「＇尤’l・：、ここが

iJ)椎l<il・1」と判，t1滋のi咋訟 ‘'i初はまだl,'ill!liも解

体］］ドの真っ恥 111:f:jが降れば、i／ビだらけの逍を大き

なダンフカーをよけながら迎Iilしなければならないあ

り様だった）［の場所に1;卯令が建たな lヽ ことが分かり、

2年Ill]、11111/｝り状態が続くと知らされた時、 「なぜ、西

野幼椎l{iIだけがこんなLIに…」と 、保護 hの11りし（ヽ！Lしし、

がいやおうなく伝わってきた

私たちにできることは、場所は変わって もfどもた

ちはこんなに）C父（ですよ、こんなに生き牛．きと活動し

てlヽ ますよ、と保淡hに訴えかけてlヽ くことしかなか

った紐り返しi呆ff参観IIをもうけ、少しずつ変わっ

てい< r• ど もの必↑＇りを見てもら っ たその中で、保護

者l,I身もゆ＞たりと(•ともと l~Jわりあえるように｀」 1，

に l.. ii • をしたり． 1t -9 たりして},.i しいI.Flt1を名くとる

ようにした少なし、人が｛たからこそできる．温かし、触

れあ t ヽを人••liにしてし、こう．私たちはそう決心した

ひとつ(/)教才；をアコ ーテ｛オンカ ーテンてfI. UJ, 

て、 :1―•長 . :1. ‘!,、(/）スヘー スを ii る． IJ11i I;(/）向かし、(/)教,1:

は地サftpliにな》 '(l ヽる(/)て、忠う（［分）、• さな内をあけ

てi'iJ.びたtヽII}ば、 511片(/)9人ff才；や 1附(/)it・し四：へ移動

する ．氾l・：たち0),',',：．Yi・/よ忠わめ ところに、．b）> r.: f•洗

t ヽ Jりも I· イレも辿如r/j- と jtllf な(/)て．必す l' と もに 9•I

さ添って lヽ < ’ん’l:.、おうちては I・ イレ：ょ ・人てi1

さなさし、 ＿）ておJ:J.さんが，＇―う(/)に、なんで．‘:J1f1f'I叫ぱ

人てii->たらあかん(/)！ あるなり占(/) 1,’'，lt ヽ／）•! tに、!L',

わず答えに＇）上 ・）たこ ともあ・）た

2 T:Iりlからばic令にjlli.1，iii雌も船i'iし．年」↓りし・年少＇）し

がり｝11 々 0)教,1: •Ci,tf/)てさるようにな）た 1 ll. ij)し、

足とりで人li•I してきた I~\児か今や1 1 を fl;/)・せて学校

中を1り（け191|．，-(tヽる こ(/)ように． I'とも(/).l↓'・t、.ih:IIIし

れ•(/）、如ヽ．教l・り,,(/）！ぬヽ．地JA0)!L'·t 、, tヽろし、ろな忠し、か

女i:•,する 11 1 ·(. I’りり'l••fJHii|i9|(/）歩み：ょ ． ！じじ） ~II よれて

し、る '-i:•I)、1小学校で過ごすこ(/) • .!. fI •II '，lは、さ ， 9：：．忘れら

れなし、！と'・¥ヽ II'，をそれそれ(/),,｛りに，，しして lヽ くこ とたろう

教育復興担当教員としての半年を振り返って

鷹取中学校教ぬ 'II溝1'氾1L

•~Ii 災カヽら 1 か JI t..: •) t.:~ 11()）11 It((、ヒ ー クIl'！には

2.3()(）人た， f.:虞JIが1, ..i•校())逝升i9 l k：よ、約I.()()(9人に士

芍戎）てlヽ た校長．教リil、そして教ffii1印 11''1教員(/)

3 人を除し、 ·c. 他の教(:11 1 は 4心l<•(/）}訂月にJI、1,・（し、た

似お＇がだまては教務(/)II• •l立をして l ヽたか、 jl虹ii9’9刊i机

となり IIIよては投芯＇瓜員から外れた地l，!ii,J'It(/）迎i:t

をJll）て tヽる())は． I1りII,1＜各県から派逍されてさたti

会h,ihl 協，ぶ会載員を,,,心に． 1（)(）人以 I.()）；1． フ ン —;- ｛ T 

であ→たマニ．Iアルも11・られ、比較的 スムースに述

党かiiオ）れてlヽた 学校f!！ll()）i 1.’li ／こは． iILI Iメン Iヽ一

が変わるホランテ f-,• !: iすするしクイ・ャー．応．tiI:I<

から．，がせられる様々な ，り',9,h'i処JIl! ．マス コミへ(/)l•tl心．
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行政機関との交渉などがあった

「学校としての l79本fl：だけは火:lヽ たくなlヽ」、そして

「避帷住民を守るこ とで、 地域を、学校を、そして牛徒

を守ることができる」、こ(l)2つの9,i念で迎雅所に関わ

り続けた

被災した牛徒の進路の11',J}晶学校と迎雅所の共((:．

避難il:Lu(l）1’ | 、‘f．ど援、 I心．急教ff ,i l• I ll竹店巫、学校教fi(l）

復旧↓など、多くの課辿があった ittかれた状況のマ イ

ナス1hiばかりを兄るのではなく、今だからこそできる

教ff泊動を1災l}廿して lヽ こう 、とり屈Jきに与え ながら、

ひとつひとつ(l),j胆迅に向き合って lヽった

町1こ行って lヽる 「：i叩 l:．を送る会」 ・しむ災後、令松l-.. 

が党に会するのは、 最切で最後の機会になるだろう

だからこそぜひ火施したかった 14if濱＇iや、会場とし

て1,9約して＼ヽた[1,し1,f．文化9本ff節は使えなし9 分校とし

て使J I I して l ヽた水放l~ilから l込し 9返 '1辺を l ヽ ただ＼ヽた

ルカシ —1 ーのホールを使わせてもらえると (l) こと

しし 9イルカシ 1ーが、この如 Iに化を派えてくれた

そして、卒哀犬紺l挽行ってしヽた遥雉住民の班長会

で、避雅ii:L<i!！llから温かl9111し出があった 「迷惑をか

けた3年化のために、ぜひ9本fff,:I'iで卒業式をしてもら

いたlヽ 、避難ii：民 も協）） したlヽ、 どうすればできるか

学校侃11で考えてほし tヽ」とlヽ うのだ涙が出るほどう

れしかった 1本ff節は200名以 l會．のIi々 の4・・話の場とな

って lヽたので、）膨大な(1:i物があ った 卒業式をするた

めに` ・11.r, 10(l）,1-iき教室にりlっ越 して もらうことに

なった ’l・:t,K、たくさんの泄雅住民、そ して周辺の中学

校の',t:’I・:/j(J)応援で、無’liにり1っ越しが必 l’ し、会場

設党ができた卒皮式では避難住民代表が舒Jf1し、激

励のは艇と 1』1、,f．への決意などを述べられた避雅住民

全員から、卒業1:．に，記念，＇叶がl!tiられた ：ぅ 年’l・：は、迎雅

住民の皆さん(J) IE近と、紙吹りとで見込られて無 'l ~ 、

卒業して lヽった

次なる雅1,'りは、 I)Iからの投災Il:．常化に向けて、ど

う教屯を確i呆してlヽくかと lヽう ことだった避：）！itii:l<

の退1；にともなって、避難／iJj・(l）リ5約も少しずつ進んで

いた しかしスヘースが足りなし、 連動場はできるだ

け確俣したl、そこで、フール())|：に:{教屯を建てる

ことにした

その他にも、 ｛ド休みの部t,ri,Jl）)合ti1、心のケアのため

の校外・・nv,1(l）l!lifがlし、 1.9定外のキャンフの‘,kll他女援

してくれた学校と(I,i学旅行の時に行った交／伏会` '1=.1走

イ

梨

会ポランティア委い会を巾心とした’I井，じたちによる泄

雅Jili女扱t,ri!l)）)、須l:'-'i洵水浴場での水沐’J針閉避府(i:（l:LI.':

との様 々な交流、i,1i璃動場Ji/j・(/)!i-r1:fり！、校業II、"数の確保

とlJ、]容の粕選など．様々な応急教fi訴動にl［メり糾んだ

/r.i出たちのスト レスをとう 発散させ、避難(i:l心との

共(fを負4llと忠わせなし、よう にしてlIくかにも配I巡し

た 私たちの姿勢に、J’・どもたちもよく応えてく れ、巡

雅(i:lしもよ く｝り！／作してく れた 屈終的に811には逍冊

所が解ii'iできたのも、このような成来だと 考えてlIる

(l了 む、経済など(/)1 |：． t,［），駐1:1:(/）／iliJ•投した 中で、 '1:． i，したち

は厳しl、'I・：i,位を送ってlIる ‘'i分この状況は続くだろ

うが、前向きに進んでlIくしかな lヽ0)てある

•一1-.. ~ ~ー→

ー ・『←

-. J" 

、
1

学校のプールが使えず近くの須屈海岸で水泳の授業を行った
(7月11日 鷹取中 ・須磨区）

(3)学校行事における工夫

新学JYIを迎えた 11JI 9 11、1|i|)、J141 0)学校1-:11で36,000

人余が避雅4・・話 を送ってし、た 述勅場は避雅il:lしlll0)テ

ントや！glりトスヘースとして使われ、平常の教fii'1刊動に取

り糸llめなし、学校1111が多かった 学校ii’liにおしヽて も似IT!

な検，付を屯ね、 '’f能 な限り火施することにした また、

火施に1原しては、各学校1.;110)避難住民と交流を図りなが

ら進めるよう i',~J.俎した

① 運動会 ・体育会

炉 こ「かけ っ：：フ ェ スティパル」 などの体fm・.,．liを行

った学校l{ilもあったが、通常、連動会 ．iい宥会は秋に実

施 して しヽる1日iである 各学校l~ll は、 9 JI''H})から秋の

迎動会 ・休脊会に向けて帥料をスクートした

しかし、グラウン ド（こil又設校舎が建設された47校のう
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ち26校は1‘l校で実施できず、他校や公的施設を利ltlしフ

ログラムを変史するなどして実施することになった。

また、大きな被沓を受けた学校園では、次のような配

廊と 「人が見られた

・授業への影菩を考え、練iHII年間の短縮を図った。

. f•供の休）J に イ＜安があるため、刹l i糾探などは省き 、 全

校児哨で梨 しめる洒技を収り人れた。

•練料場所を考J•他して 、 競ふ遊戯を巾心に行っ た。

・地域住民とのふれあ lヽ を深めるために、 盆的Iiりなどを

収り人れた

・会場に、 神戸復陳の原1itヽを，1}lヽ た短IIItを1昆I辻した

運動会・体育会を他校や公的施設で実施した学校園

工
夫
小学校 中 学校 高等学校

場
一
技
デ
競
育
上
体

一
陸
校

小
子
全

徳
王
で

成
形
を
変
え
て
実
旅

本庄中→

王子パレーコー

トと須磨海浜珠

技場を使って球
技大会

本庄幼一深江幼

清鳳幼→楠幼

西野幼→室内小

若宮幼→鷹取中

近本庄小一本庄中第

隣 2グラウンド
誓本山第二小→

t- 本山南中
ii 瀾小→六甲小
他 美野丘小ー長鋒中

脳 1喜住小一稗田小
g若宮小→
実 須磨海浜公園

筋西須麿小一

須磨海浜公園

東須磨小一飛松中

上高丸小ー福田中

多聞策小ー多聞東中

魚崎中、本山南中、

本山中、鷹匠中、

烏帽子中、原田中、

上野中、葺合中、

丸山中、太田中→

王子陸上競技場

鷹取中→

明石陸上競技場

神港高→会下山配水場

摩耶兵庫高→

中央体育館
神戸商業高一

王子陸上競技場

②音楽会 ・文化祭

名楽会 ・文化祭は 1‘芹期に実施した学校1.;11もあった

が、大半の学校lー｛i|では10ll l州）から11} l 1|11:l)にかけて1、<

施。 しかし、校舎の建て伶えなどが必＇炭な学校園では、

136 I列年のように1‘1校での実施はできず、 他校や文化ホール

などの公的施設を9甘りた 他施設を利)Ijしたのは12校 1

分校で、この上夫で1|il9、J全校1→{ilが実施できたJ

なお、今年の特徴は、、共災1州述の11せぷなどが兄られた

ことである，中学校の文化祭で、 各地から送られた激励

I • 苓¢し

｝゚ ＂ム i9ヽ阜 : :.:;・5¥ 
「震災体験をつづる」の展示 （苅藻中・ 長田区）

の手紙校区内の被湘状況，翡介、地如I＼後の様(•やポラ

ンテ ィアt，和動の出＇lじを叔せた新ILflなどのIJ:せ1)口くが兄られ

たn また、「・じむ災体験をつづる」をテ ーマにした窃木モ

ザイクの伽 'IIに復飩を頻って令校で製作したli人・フェニ

ックスの展ぷもあった 舞台の部では、虚災の凡！ lヽ を品

る弁溢人・会をl［又り人れた学校もあ った

音楽会・文化祭を他校や公的施設で実施した学校園

小 学 校 中 学 校 養璽学校

本庄小一本庄幼 本山中一 垂水葺一
本山第二小一木山南中 神戸文化ホール ・大ホール 呈水勤労市民センター・
本山第三小一本山第一小 烏帽子中ー西山記念館 レバンテホール
宮Ill小→ 上野中一私立松薩高
神戸文化ホール・小ホール 兵庫中→
西須磨小一 神戸文化ホール ・中ホール
神戸文化ホール・大ホール 雰雀丘中→

すずらんホール
太田中一千歳小
兵庫中北分校一
トヨタ・アメニティホール

隣接する幼稚園を借りて行った本圧小音楽会 （東灘区）

③校外学習（遠足）

述足などの校外学料は、 児磁’I・：徒の心のケアを図る行

’liとして、 配I俎しながら（りl年どおりの火施をめざした

しかし、実施にあたっては交通機l丸1、兄学施設のよ復In、

家届の例壊やライフラインの木復 II」により、 リしiitJ-1却しの

弁当を作れなし、家庭があるなど、多くの1むJ:J.9があった

新入生の歓迎述足、 学年ごと0)｛和の述足、自然学校、

「1然教室などは、学背効果とともに児彰lこ徒のストレス

解iiりにもつながったと tヽえる。他のIIilll1村や語団休の4―{{

待を受けた学校園もあ り、 りし消'I::/,lは衷災を忘れて染し
l Iひとときを過ごした。
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横浜11i1港祭に招待された稗田小 （頑区）、会下山小 （兵厘区）、御蔵小
（長田区）

骰-;';-0）激しかった地域から30人もの転人4:．があ った学

校では、心をこめた歓迎遠足を実施 また、 i:'t災で被，if

を受けた神） iの街を、 児,'j'iゾ1・:i走l'l身の17でi,(I；かめようと

見学コースを糾んだ学校もあった

④修学旅行

修学／jf<t iは、1,}年、 ,jヽ 学校(i-l l l |、 1 | I‘学校5~ （i l l、

為校］ ～ '2.)j、盲．侭護学校5~10) 1に実施して tヽる

平成（i年度ばi笈災で1111|：した学校もあったへ実施にあた

っては、各学校ともにさまざまな l→．火を試みた

・小学校

9月以降に実施 令校が 1'，lとどおり伊勢Jilhi、広島Ji

而へ出発した

・中学校

5 ~ （i) l'k/j他のため、 小11:すべきであるとの内もきか

れた しかし、生htを）じ氣づけ、！しれ 、ii'，の修学旅行にす

るためにと 1'，．1．とどおり 出発 した 'KI)他にあた っては、保

渡者に負担 をかけなしヽよう、現地のパスの台数を少なく

して経費節減を図るなどもした

なお、仕食がlll、,＇はできなし ‘'ti1じのためにPTAが，，t.l:t

を「ll．意したり、急きょコースを変吏して救採物打を送っ

てくれた長野県の中学校へお礼にii',I{,ltヽ て交流を図 った

りした学校もある 長11府県Jilhiの旅をした学校では、 Inl

県内にil又転出してtIた牛徒が現地で合流、 II|）又とのしば

しの再会を来たしたlりllもあ った 改 仙の 2つの中学校と

交流会を持ち、 l'1然災内がl［丈りもつ交流を深めた学校も

ある。この学校は、 平成 ：｝年6Ilの改illl沖'tt岳IIl't火災‘,I;-

と今lB1の阪神 ・淡路人叫を災でおliーし、（こ救扱物貨を送り合

った間柄で、破災地域の学校1,i||：が出会 tヽ 、それぞれの

体験を話しあ った

また、侑l年、 神｝ 杯せ発ィ咋のフ ェ リーを利）IIして tヽ た学

校は、大阪南沿発1，1などの使に変史して夷施した

第3章被災を乗り越えて

島原市立第三中学校、深江町立深江中学校と交流を図った東落合中
（須磨区）の修学旅行

•高等学校

衷災の影粋をi1とも受けたのは高校の修学lit<iiである

例年 1-2JIであり、平成（i年度は裳災11の1iii々 11に帰

神 した神沿翡を除き、それ以外の11校はすべて1|91|：した

‘l;•成 7 年度は令校が夷／j他できる I,．足である

．盲・養護学校

(i校それぞオL、4ヽ学部、 1| I学部、,:沿^、r；；,・111(こ分かオl、 f’ 
定どおり．ll lから10)！にかけて実施した

⑤ 避難 ・地域住民との交流行事

迎難所になった多くの学校園では、 児哨’K徒が避雅9t

1(や地域（l:lしと栢柘的に交流する椴会を持った

り渭な避罷I:．活を送る I|il文を少しでも）C氣づけ｀また

学校教村の ・端を少しでも.fl|！解してもらうのがl| （内であ

った また、 りし1,it’l・仙にと っては、迎雅fi:Lもと交流する

なかでt,ihl：教宥、ポランテ（ア教fi、近徳教行などの9本

険学やi(/） •印となるようにと配I.せ． した 学校と地域(/)|~I

係を兄直し、 IJFIかれた学校づくりを推進する、意：1・x1もあ っ

た

学校教fi活動におtヽ て、迎舟if，9i：民と交流した9柑しを行

った例は次のとおりである

・学校ti.,lt 

卒槃式、人学式、迎載l会、背楽会、交流フ ェスティ

パル（もちつき、左義長、 し夕、飯ごう炊さん）

• I記念ti-•li 

記念Mi樹、，記念フレートの設1iり：、ふれあし、、懇，談会

• I I‘ii t tI ri勅
学校泊柚、化・杯連動、 「紙交換、ラ ジオ9本採

{•どもたちのポランティア t,刊!ll）)

吹炎牙蹄i淡、 1}ザl!'火やI,;1し食会、そうめん流し、 と人

との対話

・地域‘iIH!ll）)

避雅訓練、地域汁il;1，}

各学校ll11 ともに 1．火をこらした交流行 ’l ~は、多くの I | i
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民に）じ気と1岱動をり・え た これに応えた{i:lしからも多く

の感謝の 「紙ゃ，；虻が省せられ、学校と地域社会を結ぶ

新ししヽ交流が炉1・：えてきて lヽる

朧ヽ
中学 3年生とその保護者たちで避難住民に流しそうめんなどをふるまっ
た湊Ill中 （兵庫区）

(4)避難所になっていた学校園からの報告

地設発生直後から、多く の学校園に1|ilしが逍難のため

に身を窃せた ヒークIIが、その数は13)"56.000人を超え

たと報Pi• さ れて t ヽる 逍難所の解iiりを迎える 8JI 20 IIま

で、学校教脊と迎雅所の共(iのために教戦員、避難(i収

の懸命な％））が続tヽた 以ドは、その‘1,1時をふり返って

の教職員、そ して雌雅Ji)j・j'I治会からの報内である

①教職員から

あの日からやがて 1年

ふと立ち止まって

真陽小学校校長 丸l ll 卜'{·久 (•

「たり・・・、 2 年J|•:0)Mちゃんが・.. かわtヽ そうなこ

とをしました」

こ O) , ;• りどは、 LI.0）奥深く 9よ っ きりと残っ て t ヽるの

に、あの110)ことは つひとつを順ii9:、［てて忠し、11',

すことができなし、のはどうしてだろうか

138 何としてでも学校に行かなくてぱならなし とヽ必死

でJヽンドルを持ちつつ、次々と 11にした1参1)くのみが

忠¥','I,1される 教'-it. 0) フロアはもちろん． Ifill ドやll¾

段まで避難して斗ぐられた人でし、っばし 、であった ）31 

人の安否をliff，認する屯，；，riがひっきりなしに1！りり続け、

追体の安ii','場所の確保や。けが人やお年がりへの対

l心に籾 ・杯のうちに（及が吏けてl‘った

・時は2,600人余りの迎苅iE住民数だったが、 水はな

くガスも 出なし、 続く余復にイ匂父が沿り 、先(/)見え

なtヽII々 に避：liiii住民はちょ っとしたことにも対I'rグ

てtヽた 私は 「落ちi',tこう 平常心を（呆とう」と l~I

伽 '|身にし＼ヽきかせた 教職員のひたむきな献身と、

地域の}j々 の岱担，支援、 さらには、令l11からのi,',iか

t,IIi)Jましに 支えられた11々 は tヽ つまでも忘れること

ができなt,

'2.) 11 :l 11 ようやく学校を1iil}flすることができた

「おはようござしヽます」と、 1か｝ l ぷりに 1［にした (•

どもたちの1:iが新鮮だった 犠牲にな った＼lちゃん

のことに！しい をヽ馳せ、 'I・：きてしヽ られた 、；らせにII｛りが然

くなった

教屯が足りなし、 通学V化が位険である i呆，；作者0)

’l:．i,riがまだィ＜安定であるなど、さまざまな1木l舟ii；があ

った しかし 「今、できることから始めよう 」を合

, ；一虻に、 1..’i梨室 ・1';I.|l呵 ・コンヒ ＿Lーク・+を使Illし

て、（I¥学年と記jヴ：年が午1iiiと午後に分かれて(/)・．部

授業を行った

「学校は、 J’・どもたちの場です 述咄なく 鳴 らし

てくださしヽ」とlヽ う避ii（(：（i:lい0),；郎をかみしめなが

ら校内に褥くチャイムのi・，tをli'rItヽた

3 l | 24 1 1卒染式のII IIけれやかな1;fiで卒業1:．令．u
が体flit1'iに人場した 数111ifiには ）久想だにできなか

ったことである 「ぜひ` （本f,く館での卒梨式をしてや

りたしヽ 」 とtヽう教師や地域の }j々 の忍 tヽカ湛観ii;fi:l<

に追じた

(1i物の移動や式場づくりにぱ、 '1'・1:！llからポランテ

ィア(1)}j々 の協））をtヽ ただ lヽた

校区0),h場から！1竹られたサイネリアやカ ランコエ

の1とがNtI・.し、つは＼ヽ に飾 られた1l＇・ f;業，h1:,1}を受け

lf又る ・人ひとりの姿に、 地域の/jや支援に水・られて

しヽた1’l治労0)/j、避雅1i:lしたちの祝k,iのIlJ↓培しがそ

そがれ、 各'‘図l:•からのお祝t ヽ 0) ' i' 虻やフレゼン I が

紐tヽた

「あすの長IIIは．あすの神j iは、わた したちの 「•で

築きます」と，i月らしげにllt,]をはり巣、，'r.ってt，った62

人に．•生きる社びを人切に．．と）J ・杯打l f・を送った

そして今、 tJ.ifりで 「先4:＿、あの11じは… Iと内を掛

げてしヽただくことが多 tヽ fどもたちは、 i野i!99:9i:l<



コンビュータ室を教室に利用して授業を再開した真陽小。廊下も子ども
たちでいっばい（長田区）

に学んだと言って、油れた新聞紙を撒きながら符を

使っている。

盆災の時の父の言動を通して、自分自身の生き方を

考えたという 6年生の児童は、児童朝会の時に諒ん

だ作文に 「• ••ぼくは、お父さんの行動を生かして、今

までとちがう 自分に変わりたい。どんなことでも落

ち着き、自分のため人のために役立つことをしたい。

だれがやっていても、だれがやっていなくても自分

で行動する…」との思いを込めた。力強い彼の声を

聞きながら、ひと回り大きくなった子どもを見た。

時は不思議な医者でもある。辛 く苦しかったこと

は不思議に簿らぎ、学校や子どもはもちろん、私自

身も実に多くの財産をいただいた。「この体験を、明

日からの生き方にどう生かしていこうとするのか」

一人ひとりが心の中にしっかりと受け止めた課類で

ある。

生徒たちと共に
烏帽子中学校教頭崩§本元美

1月23日、地震から 1週間ぶりの全校其会。次々

と登校してくる生徒たち。 5人の友人と 8人の保腋

者を一瞬にして失った悲しみを胸に秘め、無表情な

中にも懸命に頑張ろうとする決意が読み取れた。そ

の（建気な表柏に接し｀「この索lItiらしい子どもたちの

ために、 -|lも早く授業を しよ う」そんな熱い思い

が全教師の胸にこみあげてきた。

私たちの大切な烏帽子中学校、その35年の歴史が

瞬にして崩れ去ってしまった。本館は2階から上

が全て焼失し、残った北館と運動場には1,200人もの

人が避難している。校区内の家屋はほとんど倒壊し

ている。一体何から手をつけれぱいいのか。地震直

後は途方にくれてしまった。

しかし、次々と手を差 し延べてくれる人々がいた。

大阪や点都からも、徒歩で食料や衣料を何人もの

人々が)jljけてくれる。そんな人々や生徒たちの姿勢

に報いるには、何としても烏帽子中学校を復興させ

るしかない。校舎が使えないのなら他の施設にあた

ってみよう。

第3軍 被災を乗り越えて

全校其会を行った 1月23日から、炭澤校長が職員

とともに、授業のできる施設を探して歩いた。どん

なに狭くてもいい、 子どもたちが学習さえできれぱ。

しかし、校区内はほとんどガレキの山ぱかり。来る

日も来る日もなかなか適当な場所が見つからない。

ようやく 2か所の施設が私たちの熱意を汲み収って

くださり、 1か月もの間無料で貸していただけるこ

とになった。両施設ともかなりの避難者がいる中で

の快諾である。職員にそのことが報告 されると喝采

が起こった。やっと授業ができる。

2月6日授業再開。全教師の思いがようやく形と

なった。松蔭大学会館に揃った 3年生78人。ほとん

どの生徒が標準服に身を包み、 自ら逆境に立ち向か

い、 立ち上がろうとする意気込みが惑じられた。今

までなら授業に梨中するまでかなり時間がかかる生

徒たちなのに、誰一人余分な話をしないで教師の話

に熱中していく 。あくる 7日は 1、 2年生も、それ

ぞれ松蔭大学会館と県 l、ラック協会の研修室で同じ

ように教師の話に集中する姿が見られた。勉弥の遅

れを少しでも取り戻そうとする貪欲な姿。この子ど

もたちのために、プリントを小学校の印刷機で刷っ

たり、印刷のできる他校から教材をも らうなど必死

に準備したことが報われる忠いだった。

一方、仮設校舎の建設も教育委員会の援助で着実

に進み、 3月初めには、 学習のみならず卒業式練習

までを仮設校舎で行えるようになり、 3月15日には、

1、2年の午前中授業を、そして新学期からは平常

授業を仮設校舎と北館の 3教室を使って行えるよう

になった。

また、 1割程度しか使えない連動場は、 王子パレ

ーコートや陸上競技場を（昔りて補った。片)fi40分歩

いて往復する間に土砂降りの雨に遭い全身がずぶ涸

れになったこともあ ったが、広い場所で存分に身体

を動かしたときの生徒たちの始々とした表俯を見て

苦労も吹き飛んだ。部活動も狭い活動場所を工夫を

こらして活用し、灘区連合体育大会では、野球部が

俊勝、男子パレーボール部が準優勝をとげるなど生

徒のエネルギーが燦発した。 7月10日には、避難し

ている人と PTAが協力して、 生徒の活動場所を少

しでも確保しようとテントの大移動を行い、活動空

閲が何倍にも広がった。

烏帽子中学校の復輿は、こんなにも数多くの人々
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の協力で成し遂げられたものである。 しかし、復興

推進の最人・の原動）］は何と言っても生徒たちの持つ

前向きな姿勢のように思う。震災を経験する中で、

多くの悲しみや苫しさを乗り越え、助け合いの大切

さや他の人々の役に立つことの索賭らしさを感じ、

大きくたくましく成長を遂げた生徒たち。具の復典

はこれからだが、 子どもたちの未米を見つめる瞳の

輝きを大切にし、沿実に一歩一歩前進して lヽ きたい。

-—-~ ＂一ー一、校区内の家屋も大きな被害を受けた烏帽子中 （灘区）

②避難所自治会から

人間の力強さと優しさ

志里池小学校避難所自治会長 柴田美恵子

1月17日午前5時46分、あのおぞましい出来Tドが

起こ った。あの日、私たちの住む長田の街はがれき

と炎に包まれた私の家の近所の志里池小学校にも、

真っ暗な中、 1.000人以上もの避難者の群れが押し寄

せた。私もその中の一人として、水も灯も食べ物も

なしヽ集団の中に居て、何をどうすればい tヽ のか分か

らず、）l復立たしさだけが（木の中を駆けめぐっていた

ような気がする。

しかし、元小学校PTA会J.~であ っ たことや現在

140 は学校にある市民図書室の管理人をしている関係で、

顔兄知りの人とともに志里池小学校に避難している

人々の世話をすることになった。避難所に泊まり込

みの24時間対応であったが、まさか 8か月以上も続

くとはiiiiが予想してしヽただろう 。今から思うと、よ

く体が持ったものである。

最初の仕iliは、地裳当l」の夜にやって来た 1メの

対策本部から、 1回目の救援の食事が屈いたのだっ

た 中身はコ ッペパンとゆで卵。到底 1人 19lhlはti
き渡らなしヽので、数人でちぎって庄るこ とに した

それも懐I_1心即灯 2本で上から照らしながらの作業だ

った。 1人に配り始めると、何百人という人がパン

を配る者をワ ーッ と取り囲み、我先にと手を伸ばし

てきた。私はパ ンと卵を渡しながら派が 1|：まらなか

ったことを今でもよく少とえている。

しかし、食 Tlt以外の時間は、何 I~ 人と t ヽう人で ．．

杯の体育館からは全く物音•つせず 、 おなかを空か

しているはずの小さな赤ちゃんの泣 き内すらしなか

った。皆な毛布にくるま って哀ている しかなかった

のである。そんな迎難している人々に、私は9本fffi'i

の中を 「』り子はどう？大丈夫 ？」 と内を掛けて1111っ

た。

蔽初の 1週間はこんな閥子が続いた ‘'i然ながら、

水の流れなし、トイレはてんこ盛りになり 使えな くな

っ た 。 これでは t ヽけな t ヽと、 学校の先’l •,． に「学校に

あるバケツを全惰11,'I'，して」 とお扮iiいし、避難してt、

る人にも 「トイレ掃除のために、プ ールの水をバケ

ツリレーします。ご協）Jドさしヽ 」 と内を掛けた す

ると、何人もの男の人がむくっと ‘ヽ!： ち 1→．がり、 r• 9ム

tヽ を申し出てくれた。学校の先生や区の職凶、地域

の II且舌役にも参加して tヽただしヽた。それ以降は、な

るべく l、イレを使う避難者自身に掃除をおlfiiitヽする

ようにした。

避難住民によるもちつき大会を岡催 (2月5日 志里池小 • 長田区）



第3章被災を乗り越えて

こんな泄りiimi•Il:．活の中で、由を掛けて 1ill っ て l ヽる

とl‘1然と頗兄知りも耶 えてくる その巾には、どう

ーても忘れることの出来ない人々やエピソードもあ

る

ある II、（本脊館の人々に）1iを掛 けながらlnlってい

ると私のllliを‘jIっ1liる人がtヽた，乳飲み fを抱えた

t',:tヽお1:｝さんだった 「なんとかミルクが手に人 らな

．ヽか」 と訴えるように話しかけてきたのだ。迎雅所

：こは 3~ 4人の赤ち ゃんが tヽ たが、 地‘凶から数 1-1経

っても粉ミルクが届 tヽて lヽなか った そこで保健所

にもらしヽに行くと 、中は人であふれかえ っていたロ

戦員に ミルクを分けてくれるよう頼んだが 「ここに

はな しヽ」としヽう返4らせっついて、ようやく 4缶・,'I',

して来てくれた。婦途、焼失してしまった御蔵に住

んでlヽ ると lヽうT,'l、女性から 「分けていただげませ

んか」 とせがまれ、 1イl'rだけ渡してあげた。彼女は

「どうもありがとう」 と深々と頭を lヽ．げてミルクの化

を人・’lじそうに抱えてとって tヽ った。

ぶ lし池小に帰ったものの、今度はミルクを溶かす

お湯が沸かせなしヽ。 ろうそ<l数本を使って、かろ

うじてコップ ］杯分の水 を体温ほどに温められた。

区のII哉目の人も 「ち ょっ とでも温かくなるんち ゃう

か」 と lliIi乳瓶を T•で必死にこすって濫めた 。 赤ちゃ

んはお母さんに抱かれて、プ）レプル磁えながらミル

クを飲んでしヽた。

実はこの避難所で、 2人の方が避雅生活の途,1,で

しくなられている 足の不自由なおぱあさんと、粕

）水を忠っていた50歳過 ぎの男性。 おばあさんは固く

て屹蝕したバンがのどを通 らず、ほとんど何 も食ペ

られなかった。 それでも 「私 は、いつお迎 えが米て

もおかしくない。私の分は若い人に分けてあげなは

れ」 と言・って lヽ た。その後、人退院を繰り返した後

に亡くなられた。

即 ボを忠 って lヽ た男性も、 塩分の沿い油 っこい弁

当に1本Iっていた。奥さんが食べられる物をより分け

たり 、お湯で昧 をうすめたりして工夫していた。私

も食べられる物があると1111くと、他の人に分けて も

らいに回ったこともある。 その人も入退院を繰り返

した後、亡くな った。 あの混乱期とはいえ、この 2

人に適切な医療処硲を受けさせてあげれなかったこ

とが、今でも悔やんでも悔やみきれない思いで一杯

である

また、ある 17しょんほりしてしヽる 男性に話しかけ

た 彼は l'―l 鼻 •E で l’ l '1伝 ， I( }令をi冴んでしヽたが、令政して

避難して tヽた 、J'いり物の叶1底 Itもパイクも、みな l<

敷きになっているとのこ と 「あんたがそんなこ とで

家族はどな＼ヽ する 、jlきずり 出 して修狸 して・J'¢った

らええやな しヽ」 と1けを¥¥Illヽ てやった 2 - 3 II後、

彼が避難所からしヽなくなって tヽ るこ とに氣付 tヽた

後l-l、連絡があり 「あの後、 t布にくるま って 考え
とったら、 tヽ てもたってもおられずヘシャンコにな

った）＇知からJくイクを,JIっりJ：くり 出 して修郎 して、1l'li必

をl'}|｝卜lしたんや」 とのこと 今では、プレハプを建

て、家族みんなで仮店舗で党業して lヽる

“
 

3月に人ると、避雅者から 「fどもたちが見しし、l;/J

り体を動かせるよう に（木fffii¥；を空けてあげよう」と

tヽ う話が持 ち 1：がった ‘',1切から、 I IIでも'l'・くf
どもたちが勉強出米るように、先生が本米の来務に

lAれるようにと しヽ う磁嘉があった そこで学校illIIが

空き教屯を1}｝|li父することで、 体ff餡 を空けることが

決ま ったJ 1ル1こJiば、教屯に1析熱マ ッ トを｝ぷに1}しき

つめたり 、生泊屈税を整えてく だ さった 人・がかり

な移動の際も先'l0_)iをはじめ区の職い、地域の小学

校卒業'k（人汗：It) たちの協）Jを符て、なんとか終

えることが出来た

体脊餡を空けた段階で、各名1位の代表16名からな

る班貶会を作った これには学校の教頭先牛も参）JII

全国からの支援とポランティアなどに助けられた避難所生活 (2月14日
志里池小 • 長田区）
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され、避難所の迎営方針、住民から学校への要望、

学校から住民へのお願いなどが話し合われた。住民

からは「夜勤明けの人もいるので、 昼間子ど もたち

がろうかを走ったり、さわぐのを止めさせてくれ」

「車をもう少しの間、迎動場に附かせてほしい」など

が出された。学校は「避難者の生活を最（髪先する」

という確l乱たる方針をお持ちだったので、ほとんど

何も要望は出なかった。怖いて挙げれば、昼問の Iヽ

イレを子ども用と避難者用とに使い分けしようとい

う提案くらいであった。

忘れてはならないことは、大勢のポランティアに

よる支援があったこと。志里池小には、白鳳大学と

駒沢大学の学生ポランティアが詰めてくれた。彼ら

には物資の搬人・仕分けなどの力仕事、区役所との

連絡や、かぜ薬など不足した物資を取りに行っても

らったりした。

私は、彼らにいつも「ポランティアは、お世話し

てあげていると思ったらあかん。お世話させてもら

っているという意識を持たないといけなし、。避難し

ている人に世話されて当然と思わせてもだめ。何か

ぇぇことしに来たという思い出を作りに来たのな ら

tヽ つでも帰ってちょうだい」と言っていた。何か出

来るだろうと没然と来た人々にとっては拍子抜けだ

ったろうが、大半の学生さんはよく理解して働いて

くれたと思う。

4月以降、学生ポランティアが帰ってからは、 1 

人で物資の搬入と仕分けの統括をせざるを得ず、か

なりきつかった。朝食は午前 2-3時の問に入って

くるので夜はほとんど哀ずであった。それでも、食

事の搬入は 1日2回になっていて、昼間のゆとりの

ある時間帯に仮眠を取るすべを詑えてなんとか乗り

切った。このような生活が夏の終わりまで続いた。

今から思うと、つらいこと腹立たしいことの連続

で、何度も世話役を降りようと考えたこともあった。

その度に中学校の教師をしている息子に励まされ続

け、ここまでやってこれた。現在、私はひまを見つ

142 けては、郊外の仮設住宅に移った方々を訪ねること

にしている。話を間いてみると、移って良かったと

いう声が必ず返ってくる。独り窮らしのおぱあさん

も「なんで、はよ申し込まへんかったんやろ」と言

って元気に硲らしている。

地震から 1年近くたって神戸の人々はようやく人

間らし＼ヽ窮らしを収り戻しつつある。 しかし、 Ill終

的には皆が住んでしヽた街に戻って安心してt)遥迪にtt

らせるようになることが一番だと忠う。早く PIl/i(/） 

街が今まで以上に粋らしやすく、人と人との粘岱＞

きを大切にするすてきな街に牛まれ変わってほしい

ものだ。

今回の地虚で人間のいやな而も多く兄たが、 それ

以上に人間の力強さや（稜しさを兄たような気がする

もし、またこんなことが起こ ったら、世話役を'i'i/ 

て出るかどうかを時々白l削することがある そのI'.!.

に、やっばり私の性格上引き受けてしまうだろうな

あという結論に達するのである。

福池小学校での日々

元福池小学校災害対策本部本部長 佐野 武

副部長 市JI渭知＇｛．

生Il l 益1)._~

I H 17日の大磁災で、私たち 3人のそれぞれの家

は全壊した。家を）］見出した後、子どもに連れられて

来た人、及と赤ちゃんを述れて来た人、 Iサ親とりL)く

婦の追体を連んで来た人…。当l」、私たちはそれぞ

れ福池小学校に避難してきた。学校がまさに迎雅Iili-

になっている、子どもが寒がっている 、食べ物はど

うなるのだろう、そんな思いで、沿の身行のまま逃

げ込んだ。

三一し•_:_•一
地震発生から 1週間後｀運動場は救援のテントなどで埋まった (1月24
日 福池小・東灘区）



学校に避難し、 他人のラジオに耳をそぱだてて初

めて、震災の大きさを知った。最初はポーッとして

いたが、とりあえず寂る場所の確保をしなければな

らないことに気づき、余震で校舎が崩れないかと心

配しながら、体育館や視聴北室などを見て回り、結

局、玄関に場所をとった。

午前中は学校へ避難してきた住民もまだ少なかっ

たが、時間が経つにつれて続々と増え、夜には廊下

まで足の踏み場もないほどになった。真っ暗な中、

懐中電灯を持って身内を探しに来る人もいた。強い

余盤がまだ続く 。まんじりともしないまま夜を過ご

した。

食事の配給のときには、 1,500人を超す人たちが並

ぶ。初日、 2日目はそんな状態が続いた。 3日目、

学校から避難住民の名簿の作成が提案された。教室

や体育館、連動場、それぞれの単位ごとに作成し、

その単位で食料などを配布するのだ。名簿を作成し

た人が、各プロックの責任者に指名された。私たち

は、こうして災害対策本部と関わることになった。

迫体を安誼していた 2階の理科室で、第 1回 目の

責任者会議が開かれた。津田先生の司会で始まる。

責任者会議が避難所運営の中心だ。 1人の男性が手

を挙げて発言 した。最初の本部長となった笹尾さん

だった。本部長となった笹尾さんからは、各階や運

動場といったより大きい単位での責任者を決めるこ

とが提案された。

そして選出された 8人のメンバーで、災害対策本

部が迎営されることになった。搬入係など役割分担

も決められていき、組織化された。 しかし、やはり

避難されている人たちみんなの協力があってうまく

運営できたのだろう。物汽の搬入のときなどは、声

をかければすぐに大勢の人が集まってくれた。

2月になると、笹尾さんが学校から退去されたの

で、私たちがその後を引き継いだ。仕事に出る人も

多くなり、男手が足りなくなっていった。 しかし、

学生のポランティアが来るようになった。本部の仕

事に、ポランティアに 1日の仕事を理解してもらう

ことが加わった。ちょうど工事現場の事務所のよう

に、朝、黒板にその日の仕事を列記しておくのだ。

他にやり方はなかったのかと思わないでもないが、

ポランティアもその日その日で入れ替わるため、指

示を徹底するためには致し方なかった。

第3章 被災を乗り越えて

-•----,.̀  E―̀‘ ‘̀̂→> ミ^ .... 
仮設教室が建てられた運動場で開かれたつくしんぼ祭 (3月19日 福池
小・東灘区）

避難所の連営が対策本部で行われるようになり 、

先生方は子どもたちの安否確認や家庭訪問に出かけ

られることが多くなった。避雅している人も、ここ

は子 どもたちの学校だ、ということを思い出された

のだろう。校舎内での禁煙や火気・屯気製品の使用

禁止、あるいは消掃分祖など守りにくい約束ごとを

みんなよく守った。

プレハプ教室の建設のとき 、予定より早く 2月16

日に資材が入ることになった。 しかし、運動場は、

テントと 自動車で埋めつくされている。一時は無理

だと思った。 しかし、これが建たなけれぱ教室を空

ける必要が出てくる。何とかしなければならない。

寒い真夜中に、ボランティアに協力してもらい、自

動車やテントで寂ている人たちを説得して回った。

貼り紙もして、出勤前に自動車を移動することもお

願いした。こうして24のテント、 80台を超す自動車

が移動してプレハプ教室が着工 された。

学校が再開し、 子ど もたちが登校してくると、共

同生活に も気を配った。学校は子どもたちの場であ

ると同時に私たちの生活の場でもあった。廊下、階

段では静かにする、校舎のこの部分には人らない、

これらを学校と取り決めることになった。

それにしても、卒業式はテントで、入学式は他の

場所で行うことになったのは残念だった。

私たちが、福池小学校を出たのは 3月末から 4月

初旬だった。対策本部の仕事は、非難を浴びること

も多い。家族があり、本来の仕事を持ちながら、対

策本部の仕事もこなすことには限界がある。これら

の課題が、今後の避難所迎営のあり方に生かされる

ことを望みたい。
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第4章

教育施設の再建
防災拠点としての学校園の課題

震度 7の揺れは、多くの学校園や社会教育施設を打ち砕いた。被害を受けた建物には、新

耐震設計基準以前に建築されたものが多い。教育委員会は、子どもたちの学舎を早急に

取り戻し、同時に不測の災害に備えるため、学校園の改修・再建計画をスタートさせた。

震災は地域での「防災拠点」としての学校園の役割をも浮き彫りにしたのである。

•に
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,.学校園・社会教育施設の復興

子どもたちの教育の場を 1日でも早く取り戻そうー。 教育委員会の学校園 ・社会教育施設の早期復旧 ・復賽への取り

組みは、震災直後から始まった。復賽の鍵となったのは、地域社会における 「防災拠点」としての役割である。避難所

と教育の場の共存から学んだ教訓を、今後の施設再建に生かすべく取り組みは多岐にわたった。

(1)学校施設の復興

市立の学校園は、裳災後39R目で全校園の教育活動再

開を果たした。その後、教育委員会は、裳災の影評を踏

まえた新たな視点で、 211廿紀を担う人材の育成に必要な

教育環境の整備に向けた学校施設の復興をめ ざした取り

組みを続けた。

①震災調査会による復旧の技術指針

2月6日、公共建物の被害状況を統一的、 客観的に把

握するため、市の住宅局に 「神戸市公共建築物裳災閲査

会」 （学識経験者、国・市職員など172人で樅成）が設誼

された。

調査会の業務は、まず学校建物のほか、市有建物全般

について、応急補修、本格復旧のための基礎資料を整備

することである。同時に、わが国の観測史 1::初の経験と

なった裳度 7の都市直下邸地震被害の学術的資料を整備

する目的もあ った。濶杏は 「構造讃査チェックシート」

により 、統一の規格で行われた。

学校建物については、 2月中旬から本格的な潤査に着

手。教育委員会は、 3月末に讃査結果の報告を得た。

学校施設の被害状況

覆麿 内 害 校●徽 糟徽

A 遠て替えを必要とする棟 21 27 

8 1 
構造補慎など大規憬改修を

10 10 
必要とずる棟

B2  
中規撲程度の改修を必要と

35 47 
する棟

計 延ぺ66 84 

校舎の被害状況を訊査している震災講査会のメ ンパー

(2月7日 本山中・東瀾区）

練災●鴨

29,018ni 

47,824"1 

110.799m 

187.641rrl 

震災調査会のメンパー （敬称略）

調査会会長神戸大学名誉教授 甕天義久

学識経験者 9人
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ・・・・・・・・・.............................. 
神戸大学工学部 教授 日下部馨

神戸大学工学部教授 河村廣

神戸大学工学部助教授 田淵基嗣

神戸大学工学部助教授 福住忠裕

神戸大学工学部講師 森山正和

摂南大学工学部教授 竹山和彦

神戸芸工大学工学部教授 川村政美

京都大学工学部教授 渡邊史夫

現地支援センター（個人名省略） 41人
•····••····················· ............... ................................... ······••· ····· · 
建設省 官庁営繕部特別整備企画室
建設省 官庁営繕部保全指導室

建設省東北地方建設局営繕部

建設省 関東地方建設局営繕部

違設省 中部地方建設局営繕部

建設省近畿地方建設局営繕部

建設省 中国地方建設局営繕部

建設省九州地方建設局営繕部

法務省

滋賀県土木部建築課

大阪市都市整備局営繕部企画課

大阪市交通局建設技術本部建設部建築課

奈良県土木部営繕課

京都市住宅局営繕部営繕課

京都市住宅局営繕部調整課

和歌山県土木部営繕課

福井県土木部営繕課

大阪府建築部営繕室

京都府土木達築部営繕課

保全技術研究所

設計事務所 （個人名省略） 69人
..................... 
條）日建設計
ぼ昭和設計

卸東畑違築事務所

総合建設業者 （個人名省略） 32人

（扮竹中工務店

卸大林組

條熊谷組

事務局

神戸市住宅局営繕部

21人



②建築年次 と被害の関連性

神戸市震災閤査会による判定で、梢造上の補修を必要

とするもの（ランク B2以上の被害を受けた学校園）は

lli内50校園、延べ66校園84棟 （施設台帳上の区分では

211棟）にのぼった。

このうち、新耐裳設計基準が適用された昭和56年以降

の建槃分については、被害棟数14、全校園床面積に占め

る割合では3.22％と低い。

年代別学校園被害（ランク B2以上）

| 鑢災校 金校• 割合100

繍徽 璽積r,f① 榛徽 ..d② ％ 

S19年以前 12 17,384 113 132,428 13.13 

S20年代 14 12,313 134 87,125 14.13 

S30年代 73 51,304 349 165,734 30.96 

$40年代 76 56,808 860 410,660 13.83 

S50年代 27 34,114 1,023 552,586 6.17 

現在まで ， 15,718 551 293,458 5.36 

合計 211 187,641 3,030 1,641,991 11.43 

※面積には体育館・倉庫等その他面積を含む

昭和30年代に建築された棟は、他の年代に比べて、被

‘,Ifが大きい傾向がある。とりわけ被害ランク A （解体せ

ざるをえない被害を受けた棟）では、総被害面積に占め

る割合が11.31％と他の年代の建築棟を圧倒している。

被害ランク Aの棟についての被害割合

S19年以前

S20年代

S30年代 1［出三
1.31% 

0.12% 

0.00% 

昭和20年以前、昭和20年代および昭和40年代に建築さ

れたものは、比率では同じ程度の被害であった。ただし、

経過年数を考應すると、昭和40年代に建築されたものは

昭和20年代までに建築されたものより 、やや脆弱である

と考えられる。

全校園床面積に占める建設年代別総被害面積の割合

S19年以前

S20年代

S30年代 旱
13.83% 

6.17% 

5.36% 

第4章教育施設の再建

被害の集中した昭和30年代の校舎 （飛松中・須磨区）

昭和40年以降に建築されたものについて、せん断筋補

強が告示された昭和46年以前のもの、それ以後から新耐

閉を設計基準が適用された昭和56年以前のもの、それ以後

のものに分けてみると、昭和56年以後のものの被害が小

さいといえる。

墓準年別被害棟数

基準年 A 81 82 計
. -

全 体 44 51 116 211 

~45年 40 31 75 146 

S46~55年 4 15 32 51 

S56年～

゜
5 ， 14 

新耐震設計塞準適用（昭和56年以後）棟の被害割合

全体 (14棟） 6.64% 

被害ランクA 0.00% 

被害ランク B1 2.37% 

被害ランク B2 4.27% 

③学校施設復興基本計画

都市基盤に大打撃を受けた市は、市民生活と都市機能

を大震災以前の状態に 1日も早く回復させ、市民が安心

して暮らし、働くことのできる“新しい神戸”をつくっ

ていくため、 6月に 「神戸市復興計画」を策定した。

この復興計画を受けて、同じ6月、教育委員会は「学

校施設の復興基本計画」を策定した。これは、学校施設

の早期復興をめざすとともに、この大裳災を経験して学

んだ教訓を今後の学校施設づくりに生かす“災害に強い
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学校"‘‘地域の防災拠点としての学校＂の在り方、さら

に21世紀の学校施設の在り方についても検討を加えたも

のである。

・基本方針

今後の学校施設づくりにあたっては、児童生徒はもと

より市民の安全と安心を確保する場として、構造強度を

十分に配慮するとともに、非常時には一時避難所として、

また、人的 ・物的拠点と一時生活情報提供拠点としての

役割を果たすことのでき る施設づくりをめざす。

学校施設の復興 ．．再建計画を策定するにあたり、ぽぼ

神戸市学校施設復興塞本計画の位置づけ

被災前の人口規模に回復すると思われる 3年後、新しく

生まれ変わる 5年後を展望した余裕ある人口増加バター

ンを視野に入れる。

学校施設の復興 ・再建にあたっては、被災前の現状復

旧にとどまらず、開かれた学校づくり、学校再編、周辺

地域施設との共用などをも考慮した計画づくりをめざ

す。

学校には多目的ホールなどオープンスペースや伯報化

に対応したスペースなどの施設設備を整備するととも

に、自然と調和した潤いと魅力が息づく安全 ・快適な施

設をめざす。

基
本
構
想

新 ・神戸市基本構想 （平成5年9月改定）

第4次神戸市基本計画

（平成7年10月策定）

基
本
計
画

神戸市復興計画

（平成7年6月策定）

区別計画

（平成8年3月策定予定）

神戸市復興計画ガイドライ ン

（平成7年3月策定）

中
期
計
画

市民福祉復興プラン
（平成7年7月策定）

神戸市学校施設復興基本計画
（平成7年6月策定）

神戸市消防基本計画
（平成7年7月策定）

被
災
校
実
施
計
画

神戸市学校施設復興事業計画 （年度別計画）

学校園施設 建て替え、増改築事業実施計画
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普
通
校
実
施
計
画 学校施設 大規模改修事業実施計画



・復興プロセス

裳災の復興事業には膨大な時間と労力が予想される。

そのため、作業の全体像を把握し、効率的な執行体制の

整備、作業の平準化などの適切な処窟が必要となる。そ

こで、次の3段階に分けたプログラムを想定する。

応急的復旧

児童生徒の安全と学校機能の正常化を目的として、霊

災直後から行われた措置で、被害状況の把握、危険校

舎の解体、擁壁・法面崩壊などの修理、設備等の応急

工事などである。

中期的復興

神戸市公共建築物震災調査会による調査で、被害ラン

クB2以上と判定された50校園を対象として、平成7

年度から平成9年度までの3年間で、学校施設の完全

な機能回復を図る。

長期的復興

被害を受けなかった学校園についても長期的な視野か

ら、耐震補強、改修、建て替えなどを推進し、教育環

境の向上を図る。

④文部省 ・大蔵省による査定

3月初旬から 9月にかけて、 「公立学校施設災害復旧 ，

国庫負担法」に甚づく補助申請にともなう文部省 ・大蔵

省の現地調査が行われた。第 1次 ・2次の調査を経て、

次のような査定となった。

・調査日程

第1次現地調査／平成7年 3月6日～17日 (2週間）

仮設教室、 備品関係、 25校分

第2次現地調査／平成7年 4月25日～9月1日 (14週間）

校舎改築、補修、土木、 工作物、備品

関係、 280校分

・査定結果

学校園の改修には「公立学校施設災害復旧費国庫負担

法」に基づき財政措罹がなされる。改修計画を実施する

ためには、莫大な財源が必要であり、国の財政援助がな

けれぱ不可能である。

文部省 ・大蔵省の査定では、ほぼ本市が計画した内容

で承認された。

第4章 教育施設の再建

査定結果

259 

10億325万9,000円

280 250億7,724万8,000円

※改築査定額には仮設教室分を含む。備品については改築 ・補修工事費

と一体として算定した

⑤学校園改修計画の策定

被災した学校園の復興は、神戸市公共建築物震災調査

会の構造判定調査結果により「建て替え」「補強」「補修」

に大きく分類する方針とした。なお、国の復興予算は平

成9年度までの 3か年とされているため、建て替え対象

の21校園については、 早急に具体的な改築計画の策定に

かかっていくこととなった。

また、施設被害の教訓を改築に反映させるため、新た

な視点として、災害に強い学校、地域住民の防災拠点と

なりうる学校をめざし、構造体の構造用途係数（注 ：構

造用途係数…兵庫県南部地震における震災を教訓として

公共建築物、とりわけ防災・避難拠点等として利用され

る施設について、災害時にその役割を十分発揮できるよ

う、建築甚準法による技術基準以上の耐震性能をもたせ

るために設定された係数のこと）の向上や、災害時の一

時避難所としての機能整備の強化を図るために諸設備を

設寵することとなった。

文部省による査定の様子 （五位の池小•長田区）

・被害ランクA （建て替えが必要）

ランクAの棟がある21校園については、 学校施設は少
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なくとも今後50年使用するものであることを前提とし

た。そして被災した校舎棟だけの改築とするか、他の校

舎棟の被災状況、痕災前の改築計画の予定があったかど

うか、学校の統腐合計画に入っているかなどを総合的に

考慮し、全面改築か部分改築かの方針を決定することに

した。部分改築の場合、国の被害復旧予算で措置される

が全面改築の場合は、災害補助だけでは財源的に困難な

ため、 一般の国庫補助を導入して学校の復興計画を策定

することとなった。

・被害ランクB1 （構造補強など大規模改修工事が必要）

平成 7年度中に補強工事を完了させることにした。

今後、詳細な耐震診断を実施し、必要な耐震補強工事

を行うことで早急に所要の耐震性能を確保する計画と

した。

・被害ランクB2 （中規模程度の改修工事が必要）

軽微な補修で復旧できる学校園は、平成7年度中に補

修工事を完了させる方針で、実施設計に着手した。

復興事業の流れ

被害状況の把握（棟ごと）

復

旧
建て替え
21校27棟

構造補強

10校10棟

中規模補修

35校47棟

ロ
中

期

的

復

興

口

解体工事

建て替え対象校
リストアップ

校区見直し
再編計画

基本構想

応急工事（建築・設備・土木）

補修対象校 リストアップ

＂ 
i仮設校舎建設一 i
i次収容
:..................................... ・ 

i建て替え終了ま i
；での仮設校舎収 i

基本設計

実施設計

工事実施

-.: .. 
................... :<.................. 

i段階的仮設校舎［
1収容の解消 ： 
L................. i.................' 

．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．． さ．...・・争●● ● ●......・

i 仮設校舎解体 i 
...................................... 
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⑧学校園改修計画の実施

教育委員会は、学校施設の解体・建て替えについて、

平成7年度を初年度とする原則 3年間で事業の早期完了

をめざしている。

ただし、補修工事については、国（文部省・大蔵省）

の災害査定が終了次第、順次契約手続きに移り、おおむ

ね夏休み中には工事を終え、 2学期には復旧した学校園

に児童生徒を迎えるという改修計画を立てていた。しか

しこの計画は、次のような理由で遅れを生じた。

・被災校がそのまま避難所となり、避難住民の生活との

関係から、事前調査や国の査定がはかどらなかった。

国の査定は6月中旬終了の予定が約2か月半遅れた。

・ 8 ~ 9月にかけて公共・民間の他の事業の解体・建設

ラッシュと競合。査定結果と実勢との価格差があり、

容易に応札業者を得られなかった。

しかし、 10月末時点でようやく工事発注のめどがたっ

た。そこで早急に工事着手し、校舎の建て替え、プール

改築、擁壁などの大規模土木工事を除けば、すべての被

災校の災害復1日工事が 7年度内に終了する予定となっ

た。

⑦学校園再編成

21世紀を担う人材の育成に必要な教育環境の整備に

は、復災の影響を踏まえた新たな視点が必要になった。

学校園の再編成もその取り組みの一つである。

・幼稚園

都市化、核家族化、少子化などの社会情勢の変化や保

護者からの要望を受けて、市立幼稚園における 2年保育

建て彗え校舎の完成予想図（飛松中・須磨区）

第4軍 教育施設の再建

の全市的な拡大を進めるため、平成6年 4月、学識経験

者や公私幼稚園関係者などによる 「神戸市幼稚園教育振

興検討委員会」により再編成の検討が進められてきた。

しかし、震災後は地域ごとの幼児人口の移動が非常に

激しく、公私幼稚園施設も大きな被害を受けており、幼

児の受け入れ体制を再整備する必要が出てきた。

平成7年 7月にまとめられた報告害には、震災の影響

を踏まえたうえで、 2年保育未実施の市立幼稚園につい

て、次のような環境整備を進めながら、段階的に実施す

る基本的方向性が示された。

・定員・受け入れ枠の設定

・適正規模・適正配置を確保するための統廃合等の実施

・園区制度の見直し

・就園奨励助成金の引き上げ

・私学助成の充実

これを具体化するために、教育委員会は、教育環境の

復興という観点から、各年度の重点地域を定めて地域ご

とに一体的に取り組んでいくこととした。

•小・中学校

市街地の小・中学校群については、盤災前から学校再

開発事業として再編を進めてきた。震災により、児童生

徒数の激変、被災校舎の建て替え、防災拠点としての学

校の役割、地域住民の学校に対する慈識の変化など、事

業を進めるうえで検討すべき新たな視点が生じた。

しかし、事業の必要性、目的、効果は基本的に変化し

ていないことから、新たな視点を加えて計画を再検討し

た。児童生徒数が激減したり、校舎を建て替えることに

なったりした学校は、再編の時期を早めることも含めて

学校施設の復興甚本計画の中で事業を進めることにし

た。

同計画の前期5か年の中では、これまで事業を進めて

きた中央区、兵庫区中部の学校群に、兵庫区北部、長田

区南部、須磨区の学校群を加え、最終的にはおおむね14

校を 6校程度に再編する計画で、順次、関係者と協議し

合意に達したものもある。概要は次のとおりである。 151 

．震災前に統合計画について合意ができていた中央区東

部の4小学校の統合校新校舎建設に着手する

•長田区では、校舎が大きな被害を受けた大橋中学校と

隣接の苅藻中学校、また両中学校の校区内にあって児
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童数の減少が著しい志里池小学校と神楽小学校の学校群

を再編する

統合が予定されている吾婁小、小野柄小、若菜小、 二宮小の4校が参加
したふれあい運動会 (5月20日 若菜小 ・中央区）

• 高等学校

生徒数の減少期を迎え、市立高校をより魅力あるもの

にするため、平成4年度から「教育懇話会」において検

討が始まり、平成6年 4月に市立高校の将来像について

の報告がまとめられた。この報告を受けて、平成6年度

に検討委員会を設誼し、市立底校全体を変革していくこ

とを前提に、総合選択制高校を改革の先導的モデルと位

置づけ、市内西部での建設を想定して具体的な検討を進

めていた。

しかし、複災で高校の校舎も大きな被害を受け、特に

神戸商業高校（東灘区）は校舎の一部を建て替える必要

が生じた。また、 これまでにも生徒数の減少が大きかっ

た市東部（東灘区 ・灘区・中央区）の第 1学区では、震

災による転出で生徒数が著しく減少した。

このため、状況の変化を踏まえた再検討が必要となり、

冥災被害が最も大きい第 1学区の市立高校の復興のなか

で、再編を含めた高校改革を進めることに方針を変更し

た。

平成 7年 4月、検討委員会を再開し、第 1学区におけ

る新構想高校についての検討を進めた。その際、教育懇

話会から提言された、高校教育の総合化や大幅な選択制

など、柔軟なシステムをもった高校に向けて検討を行っ

た。そして、多様な選択コースの中から、普通教育や商

業・ 芸術・福祉などの専門教育を学習でき、生徒一人ひ

とりが、将来の目標に向かって主体的に時間割を組むこ

とができる総合選択制高校を創設する計画をまとめ、市

立高校改革の先導的モデルとして進めていくこととし

た。

(2)社会教育・体育施設の復興

震災により、社会教育 ・体育施設47施設のうち、 34施

設が被災した。なかでも中央図書館旧館、長田図古館、

博物館の被害は甚大だった。このような状況の中、市民

の生涯学習の場である社会教育・体育施設を早急に復旧

し、再び市民に開放することが急務となった。

① 社会教育施設の災害復旧事業

当初、職員の不足、 2次災害の危険性などから各施設

の被害状況の把握は困難をきわめた。そのような状況の

中、 2月21日、 三田市において、県下市町を集め、文部

省の 「公立社会教育施設災害復旧補助事業」の説明会が

開催され、本格的な復旧事業に取り組むことになった。

・災害復旧補助事業

社会教育施設の復旧については、 「激甚災害法」が適

用され、復旧行の 3分の2が国庫補助されることになっ

た。また早急に復旧の必要な施設は、国の6年度第2次

補正予算で対応されることになった。そこで教育委員会

は、 6年度災害復旧事業として、良好な環境での資料の

保存が必要な博物館などの3施設におけるライフライン

の復旧と、 16,000冊もの図書が水損した灘図書館の図書

の復旧を計画した。

6年度災害復旧補助事業スケジュール

2月21日 説明会

3月7日 事業計画掛提出

3月13-17日 現地調査

3月24日 補助金申請書提出

なお、事業計画書の作成においては、時間不足、人手

不足、災害単価の適用による従来の積算方法との違い、

初めての事業によるとまどいなどで混乱をきたした。

3月13日からの文部省の現地査定を終了したあと、今

度は 7年度の災害復旧補助事業のため、 6年度申請施設

を含む21施設の事業計画書の作成に取り組んだ。



7年度災害復旧補助事業スケジュール

4月10日 事業計画書提出

4月17日～5月12日 現地調査

6月26日 補助金申請害提出

・復旧工事

現地調査により、補助対象工事が決定した。復旧工事

は順次進めていたが、民間業者の労務不足、賓材不足な

どにより契約が遅れるなどのケースも出てきた。

また、災害単価によ り復旧費を算出しているため、実

勢淋価との差が生じたり、事業計画轡の作成段階では分

からなかった被害が後日発見されたりする施設が出るな

ど、当初の人手 と時間の不足が最後まで影響を及ぼした。

・復旧における課題

この補助制度は、 基本的には学校施設を想定したもの

であり、社会教育施設の復旧とはなじまない部分も あっ

た たとえば、図書館では、 震災時に貸し出していた図

＇いは、市内家屋の被害が激しく大半の図否は返却されな

いと予想した。 しかし、その図掛復旧は現行制度のなか

では想定されていなかった。そこで県を通じた国との協

議の結果、返却不能図沿についても補助対象となった。

また、建て替え新築では、学校施設を基本とした建設

iji.(iffiが決められており、社会教育施設の建設とは単価に

大きな格差が生 じる場合もあった。

・社会教育施設の再開

被害が激しかった社会教育施設も多かったが、裳災後

の市民の憩いのためにも、再開できる施設はさまざまな

I夫を しながら、順次再開を果たした。

博物館・美術館など

震度7の激震地に位協した博物館などの施設は大きな

被害を受けた。幸い、市内北・西部の施設は軽微な被害

で早期に再開することができた。

4月1日再開／自然の家

4月28日再開／埋蔵文化財センター

6月18日再開／青少年科学館

10月3日再開／小磯記念美術館

10月20日再開／婦人会館

第4章教育施設の再建

平成8年 1月17日再開／博物館

図書館

裳災後の早い時期から、再開に関する問い合わせが多

かった。そこで比較的被害が軽微だったと ころから復旧

工事と並行 して開館する方針をとった。館内の整理が済

みしだい順次再開した。

4月28日再開／中央図書館（新館）、東灘図書館

北図掛館、垂水図書館、西図由館

8月1日再開／三宮図内館

11月 1日再開／灘図也館

11月28日再開／須磨図古館

平成9年度当初予定／中央図也館（旧館）

また、建設途中で被災した新長田図む館は避難所とな

り建設工事が遅れていたが、 12月12日にオープンした。

公民館

市街地の公民館 (7館）は、すべて避難所となった。

復旧工事は避難住民の迷惑にならないように配感し、使

用できる教室などを順次利用し、市民に開放して＼ヽった。

また、市内北西部の公民館 (14館）は裳災後早い時期に

貸館業務のみで再開した。

新館が再開した中央図書館 （中央区）
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災害復旧事業計画（補助対象施設）

腕設名 主な復旧内容

市立博物館
新1日館接合部捕修、亀裂補脩、外1萬楠脩、絵

排水等設備補修、隈示設備、展示資料等

小磯記念美術館
アトリエ屋桟補修、回廊壁剥離、亀裂補修、

外渭補修等

青少年科学館
建物基礎下地盤沈下捕修、 新館•本館接合部

補脩、給排水設備、亀裂補修等

婦人会館 亀裂補脩、展示ケース修理等

自然の家 山上水憎取り替え、絵排水設備補修等

旧館：逗て替え

中央図書館 新館：亀裂捕脩、電動集密書架修理、図書楠

充等

東灘図書館 図書補充のみ

灘図書館 亀裂補修、図書補充等

三宮図書館 亀裂補修、図書補充等

北図書館 亀裂補條、電気・横械工事、図書補充等

須磨図書館 亀裂補修、電気・機械工事、図書補充等

垂水図書館 図書補充のみ

西図書館 亀裂捕脩、図書補充等

住之江公民館 体育室床貼り替え、攪械工事等

葺合公民館 外構補修、ガラス捕脩等

漬風公民館 亀裂補修、よう璧補脩、給排水工事等

長田公民館 亀裂捕修、給排水工事等

南須磨公民館 亀裂桶修、受水漕配管取り彗え等

東垂水公民館 天井禰修、ガラス取り彗え等

玉津南公民館 建具補修、天井補修等

有野公民館 亀裂補修等

※長田図書館は解体。槻能は長田区内に新しく建設した新長田図書館へ移転。

※事業●は補助対象額のみを計上。

工期 事業● （千円）
~ .. 

6か月 390,250 

3か月 23,467 

3か月 65,270 

3か月 11,204 

3か月 8,063 

旧館： 15か月

新館： 3か月
337,913 

10,346 

6か月 79,777 

5か月 27,579 

3か月 1,941 

， 

3か月 6.159 

1,101 

3か月 809 

2か月 5,804 

2か月 1,562 

2か月 9,966 

2か月 6,124 

2か月 8,618 

2か月 1,954 

2か月 2,665 

2か月 741 



）体育施設の災害復旧事業

休有施設も社会教育施設同様に、文部省の現地調査を

け、災害復旧事業の概要が決定した。

災害補助復旧事業

休有施設の復旧についても、復旧費の 3分の2が国庫

ilリ）されることになった。この制度に基づき、市の体育

磯もIEl庫補助を受けることを前提に、原形復旧を基本

針として復旧事業を進めていった。

:{ J j、神戸ボートアイランドホール、中央体育館、垂

;1本有館の3施設について、文部省の現地調査を受けた。

1年度災害復旧補助事業スケジュール

叫 16日 事業計画書提出

:-; J=I 16日 現地調査

3)128日 補助金申請書提出

復II!'ftの算出は、霙災直後の滉乱の中で困難をきわめ

こC なお、中央体育館は改修工事中のため補助対象の適

II除外となった。また、被害調査の貨用は、補助対象外

こなるなどのルールがあり、財源を心配しながら作業を

且めた

また、6月には、東灘体育館、須磨体育館、西体育館、

ドート アイランドスポーッセンターが文部省の現地調査

を受けた。

7年度災害復旧補助事業スケジュール

6 11 5日 事業計画書提出

(i)1 5日～9日 現地調査

7 J 126日 補助金申諮掛提出

・復旧工事

体ff施設は施設規模が大きく、復旧にも時間を要した。

中央体育館、西体育館、神戸ポー トアイランドホールの

尺）1然 下復旧工事は、内部足場を組み復旧した。また、

神Iゴポー トアイランドホールは、調査時点で判明してい

なかった浸水の被害が工事に入って見つかった。

ポートアイランドスポーッセンタ ーは、アリーナがそ

のま ま15cm程度沈下したため、復旧にかかる費用、期

間、復旧後の使用方法などを検討した結果、沈下した状

態での復旧方法に決定 した。

なお、王子スポーッセンターのバレーボール兼テニス

コート、 プール、陸上競技場の復旧は、公園施設として

第4軍 教育施設の再違

土木局から建設省に補助申請した。

・体育施設の再開

体育施設は、裳災直後から避難所、救援物資の集配所、

学用品受け入れセンタ ーなどに使用された。 しかし、再

開についての市民の要望も強く、比較的被害の少なかっ

た施設や、復旧工事との調整で部分再開が可能な施設な

どから順次再開していった。

また、被災学校園の児童生徒の運動場の代替場所とし

て、体育の授業や部活動の場としても大きな役割を果た

した。

4月28日再開／垂水体育館、西体育館

5月27日再開／ポートアイランドスボーッセンター

(25m温水プールのみ）

6月1日再開／中央体育館

6月15日再開／王子スポーッセンター （屋外フ°ールのみ）

9月30日再開／神戸ポートアイランドホール

10月1日再開／王子スポーッセンター

（パレーコート兼テニスコート）

10月26日再開／須磨体育館（競技場のみ）

11月5日再開／王子スポーッセンター

（剣道場、 トレーニング室）

12月16日再開／ポートアイランドスポーッセンタ ー

（アイススケートリンク）

平成8年 2月1日再開予定／東灘体育館

再開した中央体育館（中央区）

二
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災害復旧事業計画（補助対象施設）
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中央体育館 天井吸音板落下の補修
内外壁の亀裂の補修

東灘体膏館 天井内壁及び照明灯落下の補修
増築部分と本体との亀裂の補修

王子スポーッセンター パレーポール兼テニスコート亀裂の補修
プールサイド亀裂の補修

陸上競技場 観覧席沈下及び亀裂の補修
石積崩壌及び亀裂の補修

内外位亀裂の補修須魔体育館
・外構破損の補修

，． 

垂水体育館
競技場天井梁支柱継ぎ目外れの補修
内外壁亀裂の補修

•一

西体育館 競技場天井板及び金具落下の補修
外構破損の補修

プール部分沈下の補修
ボートアイランド 外周部の地盤沈下の補修
スポーツセンター 受水槽の補修

内外壁亀裂の補修

アリーナ内スピーカー落下の補脩
神戸ポートアイランドホール 床面破損の補修、地下水槽の補修

外周部陥没補修

※事業費は補助対象額のみを計上

③ 文化財の災害復旧事業

指定文化財は、 94件（建造物81件、その他の文化財13

件）が被害を受け災害復旧を行うことになった。

しかし、建造物のうち、山邑家住宅・山邑酒造（樹酒蔵

は指定解除、福祥寺の桜寿院・蓮生院は再建未定となり、

これら 4棟は修理不能となった。このほか、比較的被害

が軽微で所有者が独自で修理したものが10棟あり、残り

の80棟について復旧を進めることになった。

・文化財の災害復旧事業

文化財の復旧についても、国の国庫補助制度、復興基

金、またその他の団体などの支援制度を活用して修理を

進めることにした。

国庫補助制度の拡充

国指定文化財、市指定伝統的建造物の修理を促進する

4か月 48,217 

2か月 4,563 

2か月
1か月

土木局事業

10か月

3か月 12,746 

1か月
ヽ

3,949 

3か月 14,178 

4か月 ＇ 111,572 

4か月 296,146 

ため、窟災特例措囲として補助率の引き上げが行われた。

国指定文化財 ／国 50% → 70-85% 

市伝統的建造物／国 33% → 63% 

文化財修理支援制度

所有者負担の軽減を図るため、さまざまな支援制度を

活用しながら修理を実施した。

•財団法人阪神・淡路大震災復興基金

修理に要する経費の一部を補助

（所有者負担の2分の 1を補助）

・神戸市文化財保存融資利子補給制度の拡充

融資限度額1件 5,000万円

所有者利子負担の軽減 3％ → 2%（震災特例）

その他の支援制度

モータ ーポート特別競走収益金による阪神淡路大震災

復旧支援事業、文化財保護振興財団の修理助成制度



文化財（建造物関係）修理事業計画

・いざ`
． 件徽 ●●● （千円）

国指定建造物 10棟 308,500 
I 

鳳指定建造物 6棟 23,265 

伝統的建造物 33棟 1,124,590 

歴史的遣造物 14棟 99,080 

市修景物件 4棟 99,000 
し

合計 67棟 1,654,435 

・埋蔵文化財の復旧事業

市内の埋蔵文化財包蔵地は約900か所、その面積は約

3,400ヘクタ ールにも及ぶ。教育委員会は裳災直後、現

地調査を実施した。その結果、東灘区から須磨区にかけ

ての被害が大きかった地域（震災復興促進区域）で234

ヘクタールの被災包蔵地を確認した。今後、復旧 ・復興

事業の進展にともなって、毎年12-13ヘクタールもの発

掘関査が生ずると予測された。

これに対応するため、国は埋蔵文化財の取り扱いに関

する甚本方針を策定。県もそれを受け、埋蔵文化財の取

り扱い適用要領を定め、埋蔵文化財発掘調査の緩和措置

をと った。これにより、個人住宅や小規模な集合住宅の

建設についての発掘調査は、原則、緩和されることとな

った。また、復興事業にともなう届け出件数は、前年比

2倍に増加したが、発掘調査件数は、この緩和策により

届け出の18%（前年30%)にとどま っている。

市指定伝統的違造物 レイン邸 （中央区）震災直後

第4章教育施設の再建

震災復旧・復興事業にともなう埋蔵文化財の取り扱い

1月25日～29日 被災した埋蔵文化財包蔵地調査

2月7日～ 8日 文化庁、県、市で埋蔵文化財包蔵地

2月14日

2月23日

3月13日

3月29日

4月28日

同左補修工事後

被害合同調査

国に対して、文化財保設に関する特

例措置を要望

文化庁から通知（当面の取り扱い。

5月末までに着工する復旧工事につ

いては文化財保随法による届出・通

知は不要である）

県と協議

文化庁から通知（取り扱いに関する

碁本的な方針。平成10年 5月31日ま

でに届出したものには緩和策を適用

する）

（例）

従前と規模・構造が変わらない建物

など →原則調査不要

個人住宅・店舗・小規模または簡易

な集合住宅・事業所

→原則調査不要

大規模な都市基盤整備事業で盛り土

の場合 →原則調査不要

周知の埋蔵文化財包蔵地外の試掘調

査 →原則調査不要

県から「阪神・淡路大震災の復旧 ・

復興事業にともなう埋蔵文化財の取

扱い適用要領」の通知（発掘調査が

必要な事例を規定）
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補助対象の拡大と調査の支援体制

発掘調査の費用については、従来、個人住宅のみが補

助対象だった。しかし、試掘調査につしヽては全事業、ま

た本格発掘調査費用については、中小企業者まで補助対

象が拡人•された。

発掘講査は、全国各府県から派遣職員の応援を受けて、

7月から開始した。共同住宅の建て悩えを主として、 11

月までに32件の発掘調査を実施。その内訳は市の調査20

件 (11,000平方メートル）、他自治体支援調査12件

(13,500平方メートル）である。． この結果、市内に埋も

れている埋蔵文化財が相次いで陽の目をみて、神戸の歴

史を考える新たな資料を提供している。

・自然崩壌にともなう修復調査

今回の地震では、古墳などの記念物も被害を受けた。

潰区篠原南町6丁目の「鬼塚古墳」は古墳時代後期 (6

世紀後半）の横穴式石室を持つ古墳だが、この石室が崩

壊した。このため6月から修復調査を実施し復元した。

このような修復作業は、垂水区の五色塚古墳、舞子占

墳群でも、引き続いて行う予定である。

④施設再開までの工夫

被害を受けた社会教育施設の再開をのぞむ市民の声は

多かった。そこで、臨時的な取り組みとして、館外での

企画展示、 学習コーナーの開設などの工夫で事業を実施

した。

・館外企画展示の開催

市立博物館、小磯記念美術館では、 再開までの間、市

館外企画展示

日本近代絵画の名作

弥生時代の祭器展

古地図の世界と工芸の峯

I 市立博物鱈 “没後30年＂川西英展

青銅錢一卑弥呼から浮世絵まで一

わが町神戸一六甲・有馬 ・旧居留地周辺の風景一

山下摩起展

小讐記念養術鱈 小磯良平展

".冨ヽ 冨い冨い守=;l

「移動市民図書室」の様子 (7月18日 板宿小 ・須磨区）

内のさまざまな施設で館外企画展を開催した。

・「移動市民図書室」の開設

震災により利用できなくなった学校の市民図書室の

代替措置として、被災地市民の読古ニーズに応えること

を目的に車による移動市民図甚宅を開設した。

内容／3tトラック 2台 (l台2,000冊程度積載）

貸出図書／小説、趣昧、娯楽、児童書、絵本等

期問／4月25日～9月30日（火・木・土・日）

巡回校数／延べ281校

利用者数／計7,929人（大人2,985人、 子ども4,944人）

貸出冊数／16,598ffft

・「ファミリー卓球広場」の開設

市民の運動不足やストレスの解消を図ることを目的

に、高校の多目的ホールを使用してフ ァミリ ー卓球広場

を開設した。

期間／ 5月～8年 3月、毎月第2・ 4土曜

時間／午前9:30-12:00、午後1:00-3:30

場所／摩耶兵庫邸等学校2階多目的ホール

利用者数／590人 (12月9日現在）

神戸阪急ミュージアム 5月17日～ 6月11日

埋蔵文化財センター 7月 1日～ 7月30日

神戸海洋博物館 7月20日～ 9月 3日

大丸神戸店 9月28日～10月 3日

埋蔵文化財センター 10月 7日～11月19日

有馬公民館 10月27日～11月16日

小磯記念美術館 11月23日～12月26日'

神戸阪急ミュージアム 8月11日～ 8月20日



第4章教育施設の再建

2 ■ 防災の拠点施設としての課題
これまで神戸の学校園建設については、建築基準法や消防法などに定められた、学校防災上の配慮を十分に行ってきた。

しかし、今回のような都市直下型の大地震を想定した児童生徒の安全対策や、避難所としての学校園の設傭面での対応は

なされていなかった。阪神・淡路大震災で得られた教訓を 今`後の神戸の学校園の復賽に生かしていく必要がある。

(1)震災の教訓と課題

阪神 ・淡路大衷災は、学校の防災体制や防災機能を見

直す大きな教訓を与えた。一つは、児童生徒が学校にい

るときに大地震が発生すれば、その安全をどう守ってい

くかということであり、もう一つは、大災害時に学校園

は市民の一時的な避難所になるということである。

神戸市の学校園の復興は、これらの視点で早期に再建

し、ハード・ソフトの両面から整備していく必要に迫ら

れている。

①幼児 ・児童生徒の安全を守る

最も大きな課題は、教育活動中に大地震が起きた場合、

子どもの安全対策をどのようにしていくかということで

ある。そのためには、まず建物自体の堅牢性が求められ

る。

今回の地裳では、 御影幼稚園（東瀦区）、西野幼稚園

（長田区）の木造園舎をのぞいて、倒壊した校舎はなか

った。 しかし御影中西館（東灘区）や神港高中校舎（兵

庫区）は傾斜した。校舎の耐震構造の強化が求められる

が、これには莫大な経費が必要であり、大きな行政課題

である。

また、学校園には、教材、教具をはじめ多くの備品や

設備がある。今回、これらの備品の多くが転倒、落下し

た。その中には金庫、ピアノ、テレビなどの重棗物、実

験用薬品などの危険物も含まれている。

児堂生徒などの避難経路改善も必要である。常に通っ

ている渡り廊下や校舎入口の扉が破損したり、防火シャ

ッターが閉まったりしたケースも多い。

これらの事例から子どもを守るには、多くの経費と技

術上の安全対策の向上を検討していく必要がある。

②学校園の防災機能の見直し

学校園に避難した市民は、震災 6日後の 1月23日に棗

高で13万人余を数えた。 しかし、震災直後の学校園には、

食料、飲料水、医薬品、寝具などの備えはなく、ライフ

ラインや惰報伝達の代替手段もなかった。

一方、避難した市民は、家族や家屋を失った憔悴と救

急活動で疲労状態にあった。 しかし、市民の良識と校園

長をはじめ教職員の機敏な対応で、大きな混乱にはつな

がらなかった。

震災後7か月を経た 8月20日、学校避難所は解消され

たが、それまでは避難住民の60％を常に学校園が収容し

てきたのである。

「神戸市地域防災計画」では、多くの学校園が避難所

に指定されており、 「神戸市復輿計画」でも、 学校園は

地域の重要な防災拠点の一数を担うことになっている。

今後、教育委員会では、 学校園本来の機能である 「教育

の場」と 「地域コミュニティーの核」としての防災機能

を整合させながら、学校園の復興をめざしていかなけれ

ばならなしヽ。

(2)神戸市復興計画と学校園の防災機能

平成 7年 6月に、市が策定した神戸市復典計画は「単

に、震災前の姿に戻すにとどまることなく、震災の経験

や教訓を生かし、より安全で快適な、にぎわいと魅力あ

ふれるまちをめざし 「アーパンリゾー 1、都市づくり』に

資する」ことを復興まちづくりの目標に掲げている。

学校園や社会教育施設の復興においても、重要な位罹

づけが示 されている。

① 安全都市づくりと学校園

神戸市復興計画は、＇盈災の教訓や体験から 「安全都市

づくり」（復興計画第 3章）を大きな柱の一つとして、

まちづくりを進め、防災モデル都市を実現しようとする

ものである。

「防災生活圏」「防災都市基盤」「防災マネージメン

ト」の 3つを整備目標に掲げ、ソフト・ハードの両面か

ら都市の安全性と市民生活の安心を確保していこうとす

る内容となっている。

この中で、 学校園は防災生活圏（三菫構造＝「近隣生

活圏」「生活文化圏」 「区生活圏」）における近隣生活圏

の地域防災拠点として重要な位罹づけがなされている。
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防災生活圏の設定 （「神戸市復興計画」）
F----------------------------------------------------------------------

i ［近隣生活圏］
i住まいを中心に日常生活が営まれる概ね小学校区を
！ 中心とした圏域であり、住民が主体となって日頃の

まちづくりや相互の助け合いにより災害時のさまざ

まな自主生活が営める圏域整備をめざす。

［生活文化圏］

区役所を補完する防災支援拠点を各区に数か所設樅

し、この拠点を中心に住民と行政との連携により近

隣生活閲での生活を支援する。

支援活動に必疫な梢報を区と共有 し、区と一体とな

り救援物資の其梢 ・各近隣生活圏への配送、ポラン

ティア活動の調整、梢報の伝達などを行う。

［区生活圏］

行政が主体となり、区役所を中心に広範な救援活動

を展開する。市役所や近隣市町を始めとする広域と

iの連携を図りながら、外部からの救援物資や応援の
i 受け入れ、さまざまな消報の収集•発信などを行 う 。 ！

•-------------------------------------------------------------- ----

防災生活圏 （「神戸市復興計画」）

•• -..、区、生..-．活、’’ 圏ヽ ．ヽ．`  
.・.'._..'. ．. ' ＿．．．ニヽ

と9庄＇ 活文化圏,l 

i ！ 
J ！，  
防災！マネージメ：ント

． 

しかし、 学校園は、本来教育の場である。災害時にも

早期に再開し、児童生徒の保護、応急教育に当たらなけ

ればならない。学校教育の使命は、 一 日もおろそかには

できないのである。

したがって、 学校園が災害時には一定期間防災拠点と

なることを想定し、その上で学校が早期再開できるよう

に、建物、そして設備などの整備を図っていくことが必

要であるといえる。

このような視点から、防災生活圏の地域防災拠点（近

隣生活圏）の 「施策の体系」では、次ページのよ うにぷ

されている。

② 学校園の防災機能に対する考え方

大災害は、しヽつ発生するか分から なしヽ。 また、児蹄1•••

徒が校園内にいるときに発生すれば、校園からは退出し

ない方が安全である場合も想定できる。登下校時に発生

することも十分考えられる。

そのため、今後、 学校園の施設設備の安全性を翡める

ための施策だけではなく、校園内に食料・防災汽材など

の備密や、避難所としても活用できる多目的ホールの設

悩、 空 き教室の利用などについても考感していく必要が

ある。

また、今回の設災では、被災後の避

難所と災害対策本部との梢報の途絶が

大きな問題となった。避難所となった

学校園において、 パ ソコン通信 を↑省報

伝逹手段として活用したのは約 l;1~1 
(35校）に過ぎなかった。今後、複数

の情報伝達システムの整備も検討して

いく必要がある。いずれにせよ、ハー

ド、ソフトの両面の機能を高めていか

なければならない。

［ 防災都`匝'-広＇盤 〕



第4章教育施設の再建

施策の体系 （「神戸市復興計画」）

家庭・事業所での 防災マニュアルによる意謡啓発

(1光主民が主 I I I 自主防災力の強化 住宅の安全苓準の検討

体となった 自主防災組織の再構築
活動の展開 地域の防災力の強化 コミュニティー防災計画の作成

防災カルテの作成

防災モニター制度の創設

学校等の防災機能の強化

地域防災拠点の施設庄防災公園の整偏
の機能強化（自立型 施設の空きスベースを活用した簡易防災資機材の備蓄
ライフスポット） 受水槽の耐震性の強化

公園での耐雲性貯水槽の整備

｀ 
自家発電機等の設置

隣 学校等でのパ‘ノコンネットワークの整備

(2)地域防災 様々な災害情報の連 防災行政無線の充実 （同報系防災無線の設置）生
拠点の整備 絡機能の確保 新聞・ラジオ・ TV等との連携による緊急時の広報体制

活 の強化

□ I 
要援護者の支援機能 要援護者の情報提供のシステム化
の強化 福祉施設の防災機能の強化

多様な水資源を活用したせせらぎの整備

水を生かした防災の 「［：貯留施設の整備
まちづくり 人が水に近づける河川護岸や取水孔の整備 （表六甲河川）

耐震性防火水槽の整備

(3)安全で快
安全で快適な住環境 コミュニティー道路等による快適な歩行者空間の整備適な環境の
の形成 公園の体系的な整備形成

案内標諜の設置

災害に強いまちづくL［／まちづくり情報データペースの整備
りへの支援 まちづくりの専門家の派遣

161 
まちづくり協定の締結

住民参加による公園づくり
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・ハード機能

地域防災拠点の一翼を担う施設として位置づけられた

学校園が、今後備えていくべきハー ド機能として、次の

ことが指摘できる。まず、災害時にも、児甑生徒および

地域住民の安全を確保し、避難者が自立した生活を送る

ことができる機能である。そのために、避難生活に必要

なスペースの確保、情報の受発信、飲料水・食料などの

提供を行うことのできる施設整備の検討が必要である。

具体的には、次のとおりである。

施設の耐震性の向上

［建て替え］

老朽度を考應し、昭和39年以前の校舎は建て替えによ

り耐裳性を向上させる。さらに、建て替えに際しては以

下の耐裳性の向上施策もあわせて検討する。

・構造用途係数の引き上げ（保有耐力について 1→ 1.25) 

・基礎設計の見直し

・屋外工作物の耐震性の向上

・プロ ック塀のフェンス化、 生け垣化

• 高架水槽の廃止（水逍の直圧、受水槽からの加圧化）

・エキスパンシ ョンジ ョイ ント、渡り廊下のエ法改良

・体育館天井の直天井化

・プールの耐震化 (FRP、ステンレスプールの導入）

・薬品庫室、コンピューター室の床免震

・設備配管等耐盤性の強化

（敷地内共同溝、フレキシプル配管、沈下升等の設岡）

・備品等の転倒防止工事
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［既設校］

昭和40年から46年の校舎は耐裳診断の上、耐裳補強を

行う（昭和47年以降の校舎は構造耐雲指標 (Is値）が

基準値0.7を満たしていると考えられるため棉造補強は

実施しない）。

また、既設校では、以下も検討する。

・備品等の転倒防止工事

・講堂、体育館等の天井安全化工事

・プロック塀のフ ェンス、 生け垣化

• 水道の直圧化

耐震性の向上、パリアフリーの推進などを考慮に入れた校舎予想図

（多間東小 ・垂水区）

T̀
 

防災機能設備強化

学校園は災害時において、地域防災拠点として自立型

ライフスポ ット機能を持つ必嬰があり、下記の施策を実

施する事が望ましい。しかし、建て替え校、既設校によ

り実施に制約があるため、実施校を選択しながら行う必

要がある。

・備蓄倉庫の設罹

・温水シャワ ー、更衣室の設置

・体育館、多目的ホール、職員室等のコンセントの増設

・ハー トフル法を違守したパリアフリ ーの推進

•太陽光発電のモデル実施

・給食室のガス 2系統化

．雨水、プール水、井戸水等の利用による雑用水の2系

統化

・通信、』情報機能の確保

・ソフト機能

学校園の防災体制を確立していくには、教職員組織や

地域市民を含めたソフト面の整備も欠かせない。教育の

場としての学校園本来の機能を、早急に再開しなければ

ならないからである。教室数の不足、教員の人手不足な

ど、この震災から得た教訓を今後のソフト機能整備に生

かしていくことが大切である。

また、その整備を図るには、何よりも誕災からの復興

のなかで、市民や教育関係者の具体的な合意づくりが求

められる。



学校の防災体制

［学校防災マニュアル］

教職日は、災害時において、幼児・児蛮生徒の保股、

応急教育の実施、避難所開設の支援などが本来の業務と

いえる しかし、災害直後の混乱時には、教職負が避難

所の運党にたずさわらずを得ない状況も想定される。

また、教育活動中の災害の発生を想定すれば、医師会

と述樅した救急医療体制の整備も必要なことである。

さらに、幼児 ・児童生徒の保護者への引き渡しのタイ

ミングも考感に入れなければならない。 これらを想定し

た、学校園ごとの防災体制マニュア）レの策定が必要であ

る

（教職員の広域支援体制］

このたびの震災で兵庫県下をはじめ、全国の教職員か

ら避難所になった学校園への支援を受けた。学校教育の

早lOlil：淵lや児童生徒の保護など共通の理解のなかで、そ

の学校の教職員と一体的に行動できたことは貨重な教訓

となった。

災';if時における広域的な教職員の支援協定、勤務条件

の｛輝iiをしておく必要がある。

学校と地域社会

［学校と地域社会］

「神戸市復興計画」では近隣生活圏の防災拠点は、地

域住民が主体的に運営することになっている。つまり、

学校「tilなどの防災拠点の機能整備は行政が行い、最低限

の自立生活を営むのは市民自らが行うというものであ

る この具体的指針や訓練は、神戸市地域防災計画（改

定11)によって示される予定である。

学校園は地域防災拠点の重要な施設として位買づけら

れており、今後地域社会との関わりのなかで防災訓練な

どを行っていく必要がある。 また、それにより防災教育

の効果も期待できる。

［教室の確保］

設災時、市内の218校園が避難所になった。教育活動

を'11期に再開するうえで、多くの学校園で教室数が不足

した。このため仮設校舎の建設や、避難住民への教室の

移制1を求めて約字の確保に努めた6 しかし、不自由な生

第4章教育施設の再建

活を続ける避難住民すべての人に、好んで受け入れられ

た対応ではなかったと思われる。

学校園への避難住民の数は、災害の規模、住宅の立地

密度によっても違ってくる。 しかし、災害 という困難な

状況にあっても、学校は教育活動を営み続けなければな

らない責務がある。

あらかじめ、地域市民の合意のなかで、応急教育など

を行う必要最小限度の教室、管理諸室（校長室、職員室、

事務室、保健室など等）は、避難所として使用できない

事を定めておく必要もある。

防災の日に合わせて行われた地震を想定した避難訓練

(9月 1日 明親小・兵庫区）
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(3)震災の教訓

不測の災害に備えて、今後学校園はどのような役割を

祖い、どのよ うな機能を整えていかなければならないの

だろうか。市立学校園の裳災実態調査の分析 を担当した

鳴門教育大学・佐古秀一助教授の提言 である。

学校における地震防災の課題

一震災実態調査からの示唆

鳴門教育大学助教授佐古 秀一

学校防災の観点から見たとき、この度の震災の一

つの特徴は、学校が防災拠点として地域住民の生活

を長期にわたって支えたことであろう。学校にかわ

るべき地域防災施設の完備がなされない限り、 学校

が有している潜在的な防災賓源（例えば、校地、校

舎等の物的資源や地域との関係の深さ等の社会的狡

源等）によって、少なくともある一定の期間は、学

校が地域の防災拠点として機能せざるをえないこと

を今回の震災は示唆した。 しかしながら他方で、今

回の複災によって学校の施設・設備に多大な被害が

生じたほか、避難所となった学校ではその維持連営

に関していくつもの困難に直面した。我々が分析を

行った裳災実態濶査結果（「阪神淡路大盤災 ・神戸市

立学校裳災実態潤査報告書」、以下 「実態閥査」 と呼

ぶ）及び神戸市教育委員会の調査結果（「阪神・淡路

大震災と神戸の学校教育」、以下「市教委調査」 と呼

ぶ）に基づきながら、学校における地震防災に関し

て検討・改善すぺき点について述ぺてみることにし

たしヽ 。

①「学校」としての安全管理

防災拠点として機能するかどうかにかかわらず、

校舎の耐震性能を高めるなど、児滋生徒の安全確保

にとって必要な防災上の措置を講じておくぺきこと

は学校防災の碁本である。これは「学校」 として確

保すべき防災力の問題だといえる。 しかしながら今

回の被害実態から、各学校で考感しておくべき学校

防災上の課題がいくつか指摘できる。

・設備の転倒落下の防止

表 1は、校内主要備品ならびに教具の転倒 ・落下

状況を示したものである。今回の裳災によって、教

室内で多数の転倒 ・落下が生じていることがわかる。

まず全市の転倒落下率に着目してみると、コンピュ

ータ (31.9%)、図＂げ館用忠架 (25.4%)、テレピ

(23.2%）では転倒落下率が20％を超えている。 さら

に地震動が激しかった地域では、これより転倒落下

率 はかなり高くなっている。束灌区では、コンピュ

ータの転倒落下の合計比率は52.8%、図杏館用害架で

39.8%、テレビでは47.4％となっており、これらに関

しては概ね40-50％程度の転側落下率を示 している。

教具をはじめとする設備について、落下転倒の防止

策を施すとともに日常的な安全管理を徹底すること

の重要性を改めて見直すべきであろう。

．危険物の安全管理の微底

理科準備室の薬品棚の転倒率は全市的には15.4％で

あった。 これについても、被害の大きかった東瀾区

では48.1％となっている。薬品の散乱は火災等の 2次

災害の原因ともなるので、特に安全管理には留意し

ておくべきである。また重はが大きい勇要文書保管

庫の転倒率も全市で19.2％となっており、今後これを

教訓として設骰場所や転倒防止に配慮することが必

要であろう。

．避難経路の確保と避難方法の見直し

盆災の被害は前述したような設備の落下転倒の他

表 1 主要設備の転倒落下率

重要文書保管庫 129 19.2 36 
図書館書架 818 25.4 137 
理科準傭室薬品棚 117 15.4 37 
漬掃用ロッカー 1287 18.7 392 
テレピ 1316 23.3 295 
コンピュータ 958 31.9 264 
OH P 375 13.0 91 

注 ：「神戸市立学校震災実態調査報告書』及び 「阪神 ・淡路大震災と神戸の学校教育Jより作成した

48.6 
39.8 
48.1 
57.6 
47.4 
52.8 
32.7 



にも、廊下、校舎の出入口、校庭にも及んでいる。

地裳災害時には、 地震動がおさまった後に校舎から

校庭への一斉避難を想定した防災計画を立てている

学校が少なくない。今回の被害の実態から、このよ

うな学校の防災計画に対していくつかの問題が指摘

できる。第 1には避難経路の確保の問厖である。こ

のために、児貿生徒の避難経路となる廊下にはロッ

カー等の転倒する危険のあるものは確かないこと、

及び通常の避難経路が使用できない状態を予測して

経路を複数化しておくことなどの措窟を購じておく

ことが必要である。第2には、校庭への一斉避難に

関する問題である。今回の震災で、校舎出入口付近

の地盤あるいは校庭に被害があった学校はおよそ

60％に及んでいる。このような被害の実態から、校

舎外への避難を行う場合にも、まず避難経路及び避

難場所の安全確認を行うべきであり｀また一斉避難

を機械的に行う従来型の避難方法は見直す必要があ

ると tヽ えるだろう。

② 「防災拠点」と しての課題

・物的条件

今同の震災では、学校に多数の避難住民が殺到し

たうえ、ライフラインや交通網さらには通信網の損

壊によって、食料や水の確保をはじめとする避難所

0)述営に教職員が多大な労苦を要した学校も多かっ

た。実態讃査でも、地震 3日目までの間で避難住民

から飲料水あるいは食料の要求があったと回答した

学校は 7割を超えており、初期段階での避難住民の

生活確保が困難であったことを物語っている。

一定期間、地域の防災を支援する拠点として学校

が機能せざるを得ないとすれぱ、 ①水、食料等の生

第4章教育施設の再建

活物資を確保できる体制を整備すること、②校内連

絡用のトランシーパーや、校外諸機関との連絡ある

いは情報交換用の携帯屯話、コンピュータ等通信設

備の充実を図ることなどは当然のことであろう。

・防災拠点の運用に関する条件

今回避難所となった学校（避難所校）の校園長の

回答で、 防災拠点として学校に必要なものとして指

摘された比率の揺いものは、 ①一般行政との役割分

担の明確化 (56.9%）、 ②水、食料、毛布、医薬品等

生活必需品の備裕 (54.6%）、③避難所運営のマニュ

アルの整備 (42.2%）、（表2参照）であった。この回

答でもわかるように、避難所運営に関する教職員の

役割や一般行政やポランティアとの連携のあり方が

曖昧で不明確であったことが、今回の震災の教訓と

して指摘できる。児童生徒の教育機関である学校が

防災拠点となることについては、人道上あるいは社

会的な要請からみてやむを得ないにしても、教職員

が児童生徒の教育環境を整え教育活動に労力を振り

向けることができるよう、今回の経験をもとに避難

所の運営のあり方を検討すべきである。

特に、学校が教育活動の再開やそのための準備が

必要となる局面に移行するにつれて、教職員は本米

の教育活動と避難所連営との重複した役割の遂行を

要求されるようになった。防災拠点としての問題は、

ともすれぱ物的条件の整備に終始しがちであるが、

今回の認災の経験から、教職員、 一般行政職員が担

うべき役割とその期間の問題、さらにはポランティ

アとの連携の問閣等、防災拠点の運用面についても

整備しておくことが是非とも必要だといえる。

表 2 防災拠点としての学校に必要なもの (3項目まで選択）

i [― J 遍●胃櫨 響●●胃鰊 It 
人戴 比拿 人戴 ・ 比寧 人戴

一般行政との役割分担の明確化 124 56.9 55 44.7 179 52 5 

生活必需品の備蓄 119 54.6 55 44.7 174 51.0 

辺罰所遁営マニュアルの整備 92 42.2 64 52.0 156 45.7 

トイレ、浴用腐設等の整備 85 39.0 46 37.4 131 38.4 
通信設傭の充実 78 35.8 55 44.7 133 39.0 

地域との日常交流 55 25 2 36 29.3 91 26.7 

一般行政からの人的支援 54 24.8 11 8.9 65 19.1 

勧員体制の躍立 20 92 21 17.1 41 12.0 
円滑な教臓員間の関係 17 7.8 14 , 1.4 31 9.1 
ポうンティアの積極活用 7 3.2 7 5.7 14 4.1 

回笞なし・非該当 3 1.4 3 2.4 6 1.8 

（回答校数 218) （回答校数 123) （回答校数 341) 

注： I神戸市立学校震災実態調査報告書」より作成、避難所校の回答比率の高いもの順に項目を並べた
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第5章

新しい神戸の教育の創造をめざして
震災の教訓を生かす学校敦育

わずか十数秒の揺れが、神戸の街を一変させた。多くの尊い命が奪われ、都市基盤と市民

生活は一瞬のうちに崩壊してしまった。しかし、この非情な体験から、私たちが学んだこ

とは数多い。その教訓を、今後の社会を担う子どもたちとともに考え、後世に生かしてい

くことこそ教育の使命ではないだろうか…。神戸の学校教育は新しい歩みを始めている。



1 ■ 謳災から得た敦訓をもとに
今回の震災は、子ともたちの生活環境はもちろん、心身に大きな影響を及ぼした。未来を担う子どもたちにとっての

震災の憲味を考慮しながら、今後の学校教育の方向を定めていく必要があるといえる。また、地域社会における学校園

の役割をいっそう認識し、これからの学校づくりに生かしていく必要もある。

(l)震災から学んだこと
また、その考え方を、子どもたちとともにさらに深めて

いくことが、今後の教育の課題の一つであるともいえる。

多くのものを失った裳災の体験を通じて、 子どもたち、

地域社会、そして教職員は何を学んだのか。震災から得

た教訓をまとめてみる。

① 子ともたちが得たもの

大窟災の恐怖と悲しみの体験の中で、子どもたちは何

を考え、何を惑じたのか。教育委員会は被害の大きかっ

た旧市街地（東灘区・灘区・中央区•長田区）の中学校

3年生426人（男子226人、女子200人）を対象に、意識

調査を実施した（回答は自由記述、 平成 7年10月実施）。

回答には、想像を超えた初めての体験に戸惑いながら

も、命の葬さ、人と人とのつながり、社会参加の必要性

を実感するなど、社会的広がりのある視点をもったもの

が目立つ。

家族とともに被災し、避難所やテントの中で不自由な

生活を送りながらも、 「もっと積極的にボランティアに

参加すべきだった、もっと人のために働くべきだった」

と感じている子どもが多い。理屈ではなく体験から感じ

とったこうした考え方が、子どもたちの未来のために生

かされていくことを期待したい。
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厳しい冬を乗り越えて迎えた新学期 、子どもたちの笑顔もようやく耀い

た (4月27日 神陵台小・ 垂水区）

震災体験についてのアンケー ト回答

この大震災の中で、最も強く感じたことは ？

゜助け合い、支え合いの大切さ

ライフラインの大切さ

地震のおそろしさ、こわさ

人々のあたたかさ、やさしさ

自然の力の強さ、こわさ

生命の尊 さ、大切さ

地震前の生活が幸せだったこと

人の本当の姿がわかったこと

憧物のもろさ

自分自身の反省点は？

0 20 40 60 80 100 120（人）

ポランティアヘの積極的な参加

人のためにもっと1動くこと

自分のことだけに追われたこと

地震への備えがなかったこと

ライフラインヘの認識の浅さ

人に頼りすぎたこと

20 40 60 80 100（人）

家族について、感じたことは ？

゜家族はかけがえのないもの

家族のあたたかさ、やさしさ

一緒にいると安心できる存在

いざというとき頼りになる存在

全員無事であったことの喜び

父親の存在の大きさ

両親のあ 9)がたさ

お互いの絆が深まったこと

一男Lコ女

．．男
二女

20 40 60 80 100（人）

一男［コ女

②地域社会が得たもの

今回、学校園は地域の避難所として、非常に大きな役

割を果たした。その体験を通じて、人々は地域社会の中

での学校園（避難所）の位置づけや、学校園との関わり

方をどのように惑じたのだろうか。



10月25日に開催された 「日本PTA全国協議会の近畿

プロック研究大会」（会場：神戸文化ホール）における

パネルディスカッションの席上で、これらに関する意見

が述べられている。

・学校は防災拠点にならざるをえないが、先生たちが本

来の仕事に早く戻れるよう、地域社会で自主防災組織

をつくることが必要である。

・学校と家庭が協力して、 子供たちに生き抜く力を育て

る必要性を惑じた。

•これまで、いかに学校や先生とのコミュニケーション

が欠けていたかを痛感した。

つまり、「災害時に、自主的に動くことのできる地域

社会の体制や組織づくりが必要であること」「子どもた

ちの自発的な生命力を社会全体で育てていくこと」「平

時から、 学校とのコミュニケーションを大切にすること」

という 3つの課題が指摘されている。

また、こうした地城社会に対しての再認識は、子ども

たちにも見られる。中央区の小学校 6年男子児童は、震

災に関する作文の中で「近所の人たちと協力していろん

なことをして、うすれかけていた近所の人たちとのつな

がりを、また強くすることができた」と書いている。大

災害を生きていくためには、人と人とのつながりがいか

に大切かを実惑し、普段からの近所や地域の人とのつな

がりの重要さを述べているに他ならない。

このように、 子どもたちでさえ実惑することになった

「地城社会のうすれかけていたつながり」を、今後どの

ように回復していくか…。これが、震災から地域社会が

得た最も大きな課題であるといえる。

③学校教育が得たもの

多くの子どもたちは、この震災の過酷な状況の中を生

き抜き、さまざまなことを体験し、たくましく生きるカ

を身につけてきている。こうした体験をもとに、新たな

教育を創造し、展開していくことが、 今後の神戸の学校

教育に課せられた使命であり、それは教育関係者が等し

く感じているところである。

とりわけ、今回の地震が子どもたちの学校生活中に発

生していたらと考えると、今後より積極的な防災教育を

展開していく必要性を痛惑させられる。

従来、神戸の学校園における安全教育は、火災を想定

第5軍 新しい神戸の教青の創造をめざして

• ¥.，.に ＇，1
地域の人や避織している人と一緒に行った七夕集会

(7月1日 名倉小 • 長田区）

した避難訓練、風水害時の安全指導など、主として訓練

を中心に行われてきた。しかし、この大嚢災は一時的な

期間にとどまらず、発生から何か月にもわたって災害が

続いている状況にある。今後の安全教育が、単に「安全

なところへどう逃げるか」だけの訓練では十分でないこ

とを教えてくれるものであった。今後、火災・風水害・

地震など、災害のメカニズムについてしつかりとした理

解をもち、その上でいざというとき安全を確保するため

にはどのように行動すれぱよいか、を考えさせていく指

導が大切である。

さらに、震災時の体験は、避難所などで大勢の人々が

共同生活を送る場合のケーススタディを示すものでもあ

った。そこでは、人と人との望ましい関係の構築が不可

欠である。そのような状況の中で、人間としてどう生き

るか、「人間としての在り方、生き方」が問われたわけ

である。つまり、今後の防災教育には、子供たちの心を

育てていくことにも力点を窟く必要があるといえる。

また、教育委員会が行った全市校園長対象のアンケー

トでは「今後取り組むべき教育活動」として、次のよう

な回答が寄せられている。

まず、避難所になった学校園では、 「福祉教育」をそ

のトップにあげている。長期にわたる避難所での生活で

は 「人と人とが支え合って生きていく 」ことが必要にな

る。人としての 「心」なくしては、生活が成り立たなか

ったということを物語っているように思われる。学校教

育が震災から得たものとして、ここにも一つの方向が示

されているといえよう。

今まで、各校園は 「開かれた学校づくり」を進めてきた。

そして、複災時には、避難所としての学校園には地城社

会がそのまま入ってきて、結果的に「開かれた学校」とい

う状況が生まれた。そこでは地域の実態、地域における

子どもたちの動きが手に取るようにわかるものとなった。
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この機をのがさず、地域社会、家庭が一体になった教

育にさらに取り組んでいく必要がある。

たとえば、防災教育の中で、避難訓練などを行う場合

には、学校と地域が一体となった取り組みが考えられな

ければならない。また、中学校プロックごとに設置され

ている「ふれあい懇話会」などについても、その組織や

活動の在り方をもう一度見直す必要がある。この震災で

得たさまざまな教訓を、地域社会、家庭と一体となって

学校教育に生かしていくように、さらに検討していかな

ければならない。

(2)震災体験の発信

この震災では、内外から多くの支援を受けた。多くの

人の温かい真心に応えるために、震災の体験などを日本

全国、世界各国に伝える取り組みを行った。教育委員会

をはじめとする教育関係者、そして子どもたちが自主的

に行った情報発信は大きな反響を呼んだ。

①「震災セミナー神戸の教育」の開催

8月28• 29日、今回の震災で得た経験や教訓を全国の

教育関係者に伝える 「震災セ ミナー神戸の教育一災害の

実態と教訓」（主催：神戸市教育委員会、後援：文部

省 ・兵庫県教育委員会）を神戸国際会議場で開催した。

全国126の自治体から600人が参加するものとなった。

1日目は学校園での災害の実態、震災後の教育関係者

の取り組み、災害時の学校の役割などについての報告や

講演を行い、 2日目は被災小 ・中学校の視察を実施した。

また、セミナーにあわせて、全校園長を対象とした実

資セミナー＂神戸

震災の被害と教育の膏生についての雑告を行った「震災セミナー」
(8月28• 29日 神戸国際会議場）

態調査を実施。被害状況や学校園、教職員が果たした役

割、子どもの状況、教育委員会の取り組みなどについて

実態と課題を資料としてまとめた。このアンケー～卜資料

は、児童生徒の作文集とともにセミナー席上で配布した。

・プログラム

. 8月28日／神戸国際会議場メインホール

文部省講演／

「災害時における学校の役割」

伯井美穂（文部省教育助成局地方課長補佐）

「新しい防災教育のあり方」

戸田芳雄（文部省体育局学校健康教育課教科調査官）

全体報告／

「阪神・淡路大震災と神戸の学校教育」

金芳外城雄（神戸市教育委員会事務局総務部長）

体験報告／

「教育活動の再開と避難住民への支援」

黒瀬杏三 （神戸市立稗田小学校長）

. 8月29日／被災校現地視察、被災状況説明

本山第二小学校（東灘区）、千歳小学校（須磨区）

本山中学校（東灘区）、鷹匠中学校（灘区）

駒ケ林中学校（長田区）、鷹取中学校（須磨区）

・配布資料

「阪神・淡路大震災と神戸の教育」

「阪神・淡路大震災 神戸市立学校震災実態調査報告書

「すたあと一写真と作文でつづる学校と子どもたちの

200日間のドキュメント」

「明日に幸せ運べるように

一児童生徒の阪神・淡路大震災体験作文集ー」

セミナーヘの参加自治体・参加者数

響道府曝 23 78 

特別区 15 53 

指定謳市 10 -85 

市町村 78 157 

神戸市 ・教育関係 184 

・韓道 43 
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②震災体験の世界への発償

震災から立ち上がる神戸の状況と、学校教育の現状を

世界に伝えるため、インターネットなどを利用して情報

発信を行った。

・インターネットによる情報発信

5月と8月、教育委員会は学校での被害の実態、その

後の教育関係者の取り組みや子どもたちの様子などを、

インターネットを通じて全世界に発信した。

これは神戸市のホームページを利用したもので、この

愉報に対するアクセス件数は約270,000件だった。その

うち海外からの件数は約140,000件（平成7年12月末現

在）で、内外ともに反響があった。学校教育と子どもた

ちに対する国際的な関心の高さがうかがわれる。

・インタ ーネットアクセス先

http:/ /www.kobe-cufs.ac.jp/kobe-city/ 

（平成7年12月現在）

「災害後の教育復興を考える国際会議」への出席

教育委員会の職員をはじめ各学校園の教職員には、震

災後の教育復典への取り組みなどをテーマにした会議や

講演会への参加依頼が数多くあり、全国各地で震災の体

験や教訓を伝えた。

また、 11月25日にアメリカ合衆国 ・ハワイ州で行われ

た 「災害後の教育復興を考える国際会議」にも教育委員

会から職員 2人が出席。全米各州からの出席者と貨重な

意見交換を行った。

③震災記録文集、記録集の発行

震災の体験や教訓を、子どもたちや保護者をはじめ、

広く社会に伝え、後世に残していくことは神戸の学校教

育の使命である。そこで、痕災直後からさまざまな記録

集などを作成、発行した。

・「がんばれ ！神戸っ子新聞」の発行

家族や友人たちとの死別、慣れ親しんだ街の風娯の喪

失•• 。 痰災が子どもたちの心に残した大きな傷をいかに

癒すか。復災の体験を子どもたちが共有し、将来に残す

ために何をすべきか。さらに、教育委員会の行っている

さまざまな教育に関する活動を、どのように子どもたち

第5軍 新しい神戸の教育の創造をめざして

3月と 6月に発行した「がんばれ ！神戸っ子新聞J

や保護者に伝えていくか。こうした課題に対応する方法

の一つとして、教育委員会が発行したのが「がんばれ！

神戸っ子新聞」である。

第1号は卒業式の時期に合わせた 3月中旬、第2号は

疎開した子どもたちが復帰した新学期半ばの6月中旬に

発行。サイズはタプロイド版4P、2色印刷で、 20万部

を発行。幼稚園から高等専門学校まで、 市立の学校園の

子どもたちに無償で配布した。

第 1号 (3月発行）

卒業を迎える子どもたちへの祝辞に始まり、震災直後

の不自由な状況の中、授業を再開していく 学校の様子、

再会を喜び元気良く登校する子どもたちの姿を写真と記

事で伝えた。また、避難所となっている学校からの明る

い話題、神戸のプロ野球チーム「オリ ックス ・プルーウ

ェープ」のイチロー選手、神戸出身のシンガーソングラ

イター平松愛理さんの激励のメッセージも掲載。神戸を

応援する声を、 子どもたちゃ保護者に届けた。

第2号 (6月発行）

新人生を迎え、新しい学年が始まる学校の復興の様子

を中心に掲載。震災を乗り越えて行われた運動会、 修学

旅行などの恒例行事のほか、インターネットによる情報

発信、復興モニュメントの制作といった子どもたちの活

躍を紹介した。この新聞は、各地からの応援に対する感

謝を述べる機会ともなった。

・作文集の作成

学校教育において、子どもたちが作文を書き、作文集

としてまとめる場合、主に次のような目的がある。

・体験を表現する機会を持つ。

・成長の記録を残す。

・友だちの作文を読むことで、体験を共有し、自らの表

現力を高める。

今回の震災体験についても、各学校園で子どもたちが

作文を書き、作文集として残す取り組みが行われた。し

かし、 体験には余りに悲惨なものがあり、 子どもたちに

出くことを強いるのは心のケアの面で問題があった。そ

のため作文の内容を限定することなく、子どもたちが自

由に掛きたいことをまとめるように指導を行った。

作文には、「裳災の恐怖、悲しさ、悔しさ」「援助に対

する感謝」「復興への希望」 などが、率直に書かれ、派
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震災の体験をまとめた作文集を作成した学校園も多い

者の胸に迫るものがある。それは同時に、震災体験につ

いての子どもたちからの惰報発信ともなった。

各学校園の作文集は、学年ごとにまとめたものや追悼

文集としてまとめたものなど、さまざまである。また、

地震後の学校の記録をまとめて一つの冊子としたものも

あり、震災を多角的に記録するものともなった。

このほか、次のような記録巣、作文集を発行した。

「明日に幸せ運べるように」（教育委員会編集）

「わたし あなた そしてみんな一震災 人間を学

ぶー」（教育委員会編集）

「地裳なんかに負けない」（神戸市小学校教育研究会

国語部、中学校「阪神 ・淡路大震災記録作文集」編集

委員会編集）

・絵による情報発信

各学校園は、作文だけではなく絵を描くことで、子ど

もたちに震災体験を表現する機会も持った。多様な手法

による絵は、子どもたちの震災体験をそのまま表現する

ものになった。各学校園での展示のほか、新聞、雑誌な

ど多くのマスコミでも紹介された。

④ 副読本、避難マニュアルの作成

今回の複災を、負の体験として終わらせるのではなく、

子どもたちの未来にどう生かしていく かが、 今後の神戸

の教育の大きな課題である。そこで多くの貴重な体験を

教材化し、防災教育などに生かすよう取り組んだ。

副読本「幸せ 運ぼう」の主題と内容

・副読本「幸せ 運ぼう」の作成

学校園での取り組みの資料となるよう、子どもたちの

震災体験をもとに副読本を作成することにした。

種類は、子どもたちの発達段階に沿って、小学校1.

2 ・ 3年用、小学校4・ 5 ・ 6年用、中学校用の3種類

である。関連教科としては、 「国語科」 「社会科」「理科」

「生活科」「道徳」 などを想定し、総合学習的に活用でき

るものとした。

構成は、子どもたちの作文・絵画を中心とし、その中

から教科などに関わる学習題材を導いて、写真 ・図表そ

の他の賓料を加えて内容の拡大を図った。児童生徒が主

体的に考えたり、調査したりできるような工夫をした。

各副読本はA4判約50ページ、カラ ー印刷で、全市の

小中学生に配布した。また、各学年の指導において活用

しやすいよう、教師用の「指導の手引き」も作成し配布

した。

・震災避難訓練マニュアルの作成

今回の霙災の体験から、＇授業中や保育中に今回と同規

模の災害が発生した場合を想定した訓練を実施する必要

が生じた。避難訓練は、子どもたちの安全を確保し、日

ごろから防災について学ぱせる重要な活動である。まず、

各学校園で避難訓練をする時の参考になる資料を作成す

ることになった。

作成にあたって・は、校園長、教諭、指導主事などで検

討委員会を組織し子どもたちの発達段階を考えて、「幼

稚園用」「小学校用」 「中学校用」 「高等学校用」の 4種

類を作成することにしている。

内容は、地震に対応する職員組織、避難訓練の方法、

防災上必要な日常の備えや点検などを中心とすることを
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•から っぼのパケッ ・断たれたライフライン
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•安全な暮らしへのアイデア
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考えている。なお、内容の検討にあたっては「教育懇話

会」での防災面での検討事項も参考とすることとしてい

る。しかし、蓑護学校などについての配慮、日ごろから

子どもたちにどんな点を学ぱせ、知恵を習得させるか、

地域との連携はどうあるべきかなど課題は多い。

⑤児童生徒による情輯発償

避難所となった学校園の中には、仮設教室で授業を行

っている場合も少なくない。こうした不自由な学校生活

の中から、子どもたちの自主的な情報発信活動が起こっ

た。震災の生々しい体験が、露災を乗り越えたたくまし

い笑顔とともに、全国へ、世界へと発信された。

・「避難所新聞」の発行

避難住民を支援する教職員とともに、子どもたちも自

分たちの手で可能な活動を始めた。本山南小学校（東灘

区）では、不自由な生活を強いられている避難住民の役

に立つ生活情報、共同生活でのきまりなどを掲載した手

作りの避難所新聞「南っ子新聞」を発行した。第 1号は

1月30日に発行され、避難所に潤いをもたらし、失意の

人々を励ました。

- - -

~ v 人ヽ :t-t1¥ It、バ．`^レ，g キや、 ←小 1、g-,
璽●住民を励ました手作りの「南っ子新聞」 （本山南小・ 東灘区）

•お礼の手紙、文集、 ビデオの送付

震災直後から、全国、世界から支援物資とともに、数

え切れないほどの励ましの手紙が多くの学校園に届けら

れた。各学校園では、お礼の手紙とともに、生々しい体

撃を綴った新聞や手作りの文集、ビデオなどを送った。

•インターネッ トによる発信

神戸の姉妹都市であるアメリカ ・シアトル市の高校生

第5軍新しい神戸の教育の創造をめざして

可1l ¥ ¥ 
インターネットを利用して神戸の情雑を世界へ発信

（赤塚山高 ・東灘区）

たちから、インターネットを通じてたくさんの激励のメ

ッセージが届いた。コンピュータ教育を実践している赤

塚山高校（東灘区）と葺合麻校（中央区）では、授業の

中でインタ ーネットによる情報発信を行った。生徒たち

は地震に襲われた神戸の街の様子、そのときの体験、考

えたことなどを英文にまとめてパソコンに入力。現在も

復興する街や学校生活の様子を発信し続けている。

・震災復興のまちづくりの提案

社会科の授纂で復興計画をまとめ、まちづくりへの提案を行った

（御蔵小•長田区）

授業の中で、神戸のまちづくりへの提案を行った学校

園もある。御蔵小学校（長田区）では、社会科の授業の

中で、焼失した自分たちの街の復興計画を作成、「まち

づくり協議会」で発表した。復興への願いを込めて自分

たちの希望を表現している。

また、苅藻中学校（長田区）では未来の神戸への願い

を込め、全校生徒から原案を募集して、手作りの「震災

モニュメント」をつくりあげた。

未来の神戸へ願いを込めて制作された 「震災モニュメント」

（苅藻中 • 長田区）
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(3)今後取り組むべき教育活動

今回の露災で、子どもたちを取り巻く社会環境や生活

環境は激変した。そして、子どもたちが受けた心の動揺

や衝撃は想像以上に大きく、未だに心身の傷が癒えてい

ないケースも少なくない。

一方で、視災の過酷な状況の中から、家族の絆や地域

社会の連携の大切さなどを学び、たくましく生きる力を

身につけた子どもたちも多い。

今後、裳災体験を負の体験として子どもたちの記憶に

残すのでははなく、これを乗り越えて、心｛憂しくたくま

しく生きていく児童生徒の育成に努めることこそ、神戸

の学校教育に課せられた使命である。

なお、教育委員会が行った全校園長を対象にしたアン

ケート調査では「最も力をいれるべき教育活動」につい

て、次のような回答が上がった。防災教育が多いのは当

然であるが、福祉教育、ポランティア教育、道徳教育、

地域教育、健康教育なども上がっている。

神戸市校園長アンケー ト 「最も力を入れるべき教育活動」

（複数回答単位

0 10 20 30 40 60 

防災教育 52.6 

福祉教育 20.5 

ポランティア教育 18.7 

道徳教育 11.2 

地域教育 5.4 

健康教育 3.6 

①防災教育

これまで、防災教育における学校園での取り組みは、

安全教育の一つとして特別活動などで行ってきた。 しか

し、その活動は火災発生を想定した避難訓練が中心の限

二 定された指導であったといえる。

そこで、教育懇話会で、 学校教育の中で防災教育をど

のように充実させていくかを重要課題として検討し、 10

月16日、中間報告（※資料編P196参照）としてまとめた。

今後、教育委員会はこの報告苫で提言された考え方の

実現をめざすとともに、 全国へ向けても発信できる取り

組みを行っていく 。

教育懇話会中間報告「防災教育」の概要

1. 防災教育の考え方とあり方

(a)防災とは、災害による被害を最小化するための

試みであり、 (1)災害の予防、 (2)災害時の被害の

抑制、 (3)災害復旧の三つの局面からなり、日常

的な予防措置、災害時の応急的な対応、さらに

は災害後の復興過程をも含むものである。

(b）今後の防災教育のあり方として、これまでの防

災教育の見直し（避難訓練の偏重、指導内容の

断片性等の改善）をし、今回の震災を機にそれ

ぞれの教科内容での知識と訓練などを結び付け、

防災に関連した知識 ・技能 ・態度の総合的な学 l 

習を推進していくことが必要である。

(c)従前の防災教育の問題と今回の震災の実態を踏

まえ、災害の予防、 ・応急対応、災害からの復旧 ・ 

過程のそれぞれの段階について、必要な知識． ， 

技能を学習させ、生命の尊重を基本とする積極

的な防災態度を形成することが必要である。

(1)幼児・児童生徒の防災上の必要な知識について

①予防的知識とサーパイパルスキルズの育成

(a)防災教育の内容として、災害防止や避難方法の

教育ぱかりでなく、各種自然災害の種類と発生

メカニズム、我が国の各種自然災害、神戸市の

各種自然災害、阪神・淡路大震災による被害と

影響、各種自然災害に対する平常時からの関心

と備えやさらに、大規模な自然災害が発生 した

場合、人間社会にどのような影蓉をおよぼすか

についても学ばせる必要がある。

(b）また、いざという時には一人で生きるというサ

ーバイバルの意識と技能の育成など、防災に関

連した内容を総合的に学習する必要がある。

②応急対応の知識

幼児児童生徒や教職員は、災害発生時の対応知識
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•各橿自然災害の種類と発生メカニズムなどの基礎知 ，地震、火災等における避葦方法

譴専門知繊 1・防災マップや避●所マップの作成と同知
知識 I・サーパイパル意謙や技能の育成などの基礎知識、専門 ・災害時における学校と家厄、地域の連携

・国、県、神戸市の復費への取り組み、その反省と輝題
•各学校111の復興への取り組み、その反省と輝題

知識

・阪神 ・淡路大震災による被害と影響などの関連知識

技艇 1

・サーパイパル意識と技能の育成 1・避鱚訓繰
•平素からの家庭内での防災についてのコミュニケーシ ・情輯発償、情輯収纂 ・伝違｀活用

・ポランティア活動

・選鵬住民との共存
ョンの揖進 ・サーパイパルスキルズの実践 ・イ也校` ｛也地域との交流

・救援、救助

●震 I・状況によって、協m．協カ・共存・自立の態度や心構えの膏成や、安全・問題 ・探究の意識の青成が必要である。

や二次的な応急対応知識を備えておく必要がある。

3復興への取り組み、その反省と課題
復興を支えた社会の仕組みや自分たちと地域との

関係、さ らにはポランティアについて学んだり、

復興過程における行政の取り組みやその反省や課

題も含め子どもたちが学習の中で行う検証を支援

していくことも大切である。

(2)幼児・児童生徒の防災上の必要な避難訓練について

学校の被害状況や避難所となった学校の実態など

を考慮すれば、体系化した避難マニュアル作成と

防災対応能力を向上させる避難訓練が必要である。

①避難マニュアルの作成

災害発生時の幼児・児童生徒や教職員の動き、校

種別、発達段階別、所在別さらには学校の地域防

災拠点化の想定など体系化したマニュアルの作成

が必要である。

②避難訓練の実践

(a)他の教育活動と関連づけた避難訓練、幼児・児

童生徒がさまざまな場所におり、人的・物的に

=i.． 
●災体験を通して、さまざまな防災教育を実施している（兵庫大開小・兵庫区）

も極めて条件の悪い場面を想定した避難訓練の

実施が必要である。

(b）地域と連携した避難訓練の実施が必要である。

(c)突発的な災害発生を想定し、とっさの時の行動

選択がとれるよう、シミュレーションなどを用

いた避難訓練の実施が必要である。

(3)防災教育のカリキュラム開発

(a)防災教育は各教科、特別活動、道徳で取り上げ

られる知識や行動、技能を総合的に学習できる

ものでなければならない。幼児・児童生徒の心

のケアにも配慮しつつ、幼児・児童生徒が裳災

体験を自らのうちで統合し、被災から立ち上が

ることを支援できるよう、地冥をはじめとする

各種自然災害に対する科学的な知識、今回の地

冥で生じた被害についての理解、災害に対する技

能や備えのあり方を学ぱせることが必要である。

(b）そのために、教材を製作し、指導法の工夫をす

るとともに、小学校にあっては、総合学習、中

学校においては、各教科の該当単元を有機的に

結び付けたクロスカリキュラムを年間指導計画

の中に位窟づけて、実施しなければならない。
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②道穂教育

全校園長アンケート調査で「最も力をいれるべき教育

活動」として、防災教育、福祉教育、ボランティア教育

などの重要さを指摘する声が高かった。こう した福祉や

ボランティアの実践力をつけるためには、道徳的実践力

の育成が求められているといえる。

また、全校園を対象に調査した「震災体験から子ども

たちが得たもの」についての回答（下表参照）も、「道

徳教育」の内容そのものが並ぶ結果となった。たとえば、

「命の大切さ」は、「道徳」の内容項目の3-(2)の「生命の

尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を荘重するよ

うにする」である。

全校園長対象アンケート調査「震災から子どもたちが得たもの」

（複数回答単位％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 

命の大切さ 86.5 

助け合う心 66.0 

家族の絆 56.0 

人とのふれあい 28.4 

生きるたくましさ ・勇気 23.5 

ポランティアのすばらしさ 18.5 

物の大切さ 17.3 

展開

1自分の家族について発表する。

2資料「平成7年 1月17日を忘れない」を続んで、しほ子さんの気持
ちを話し合う。
・寒い中、震えながら作業を見守っている時

・玉野のおばあちゃんに会った時

・家族みんなで頑張ろうと約束した時

3自分をふりかえる。

4．教師の説話を聞く。

「副続本」による道徳教育

前述 (P172)の副読本「幸せ 運ぼう」の10の主題

のうち、 4から10までの7項目が学習指導要領 「道徳」

の内容項目ときわめて関連の深いものとなっている。

・実践例

〈湊小学校第3学年道徳学習指導案〉

日時 7月6日第3校時

題材 「家族の絆」

ねらい 震災という困難な状況の中での家族の絆の深ま

りを知り、助け合っていく心情を育てる。

「家族の絆」を題材に行われた道徳教育 （湊小 ・中央区）

・自分の家族についてすてきだなと思うことはありませんか。

・バジャマで裸足のままの作業をどんな思いで見守っているでしょう。
（おばあちゃん助かって ！）
（みんな怪我をしないで！）
（早く無事な顔が見たい！ ）

．何日間もお風呂に入ることもできない状態の中から、必死で服や道
具を取り出してくれたおばあちゃんの真っ黒な顔や手を見たしほ子
さんは、おばあちゃんにどんな声をかけたでしょう。
（おばあちゃん、ありがとう）
（おばあちゃん、早く休んで）
（おばあちゃん、 私たちのためにこんなにまでしてくれてありがとう）

・しほ子さんは、今どんなことを考えていると思いますか。
（亡くなったおばあちゃんのためにも、元気に家族で力を合わせてい
こう）

・家族のために遣んでやってみようと思うことはありませんか。

・エレペーターが止まっている時、 10階まで、毎日水くみをして家族
を支えた友だちの話をする。



〈鷹取中学校第3学年道徳学習指導案〉

日時 7月6日第5・ 6校時

題 材 「地震なんかに負けない」一阪神・淡路大震災

記録作文集一

ねらい 衷災直後は、命の大切さや普段当たり前のよう

に使っていたもの（電気や水など）のありがた

さ、忘れかけていた共生の精神、家族の絆、（憂

しさ、思いやりの心を改めて学んだ。

しかし、震災から半年が過ぎようとしてtヽ る今

費重な体験やあの時の決意が忘れ去られようと

している惑がある。

指導の流れ

第5● 新しい神戸の教育の創造をめざして

そこで、あの時の貴重な体験を綴った 「地震な

んかに負けない」を読み、体験を共有すること

により「本当の優しさ」「思いやり」「人間らし

く生きること」を改めて見つめ直させたい。

なお、 「恐怖」を呼ぴ起こすことにならないよ

うに 「生きる力」の込み上げてくる作品10編を

教材に選んだ。
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・プリントを配布する。

・約10編の朗読を閲く。

•各作文を聞いた後に簡単な感想を書く。

・地震を通して学んだこと （決意）を一人3つ書く。

．班で話し合う。

・班で個人発表をする。

•まとめの作文を書く （指定の用紙）。

・担任のまとめの話を聞く。

生徒のまとめの作文例

「哀災から半年以上たって」

大役災から、もう半年以上もたちました。痰災から学

ぶべきことはたくさんありました。私はその中でも‘'大

切さ＂という 言菓をいろんな所で惑じました。それは命

であったり、物であったり、家族であったり、さまざま

だと思います。テレビとかで言われているように、なく

したものも多かったけれど、反対に得たものの方が多い

のではないか。冥災直後に、この言築を聞いたときは感

動しました。これからがんばって生きていこうとしてい

る姿、努力が伝わってきたからです。物の大切さもわか

ったけれど、それよりも命の大切さ、尊さに気づいた、

そういう人も多いはずです。

・放送で聞く。

朗続（鎌音）：毎日放送アナウンサー

加藷康裕氏

．感想はワークシートに記入する。

•まとめの作文は人権作文纂に掲叡する。

しかし、半年以上たった今、忘れているのではないだ

ろうか。私も忘れかけていたように思います。今回の人

権学習をするまでは...。当時の思い出がはっきりと思い

出されました。命、家族、ライフライン、物の大切さ。

困っている人に手をさしのべられるやさしさ、思いやり。

その思いやりは一生かけがえのない思い出なのです。

私たちはこれから先、この思い出とともに力強く生き

ていかなければならないと思います。そして、次の世代

に伝えていかなければなりません。
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③福祉敦育

震災直後から約半年間に、被災地域や避難所において、

救援物資の運搬・配給、幼児・高齢者の世話などのボラ

ンティア活動に取り組んだ子どもたちは、かなりの数に

のぼる。個人の利害や打算を超え、これらの奉仕的活動

に自主的・継続的に取り組む子どもたちの姿こそ、学校

における福祉教育が長年にわたって求めてきたものであ

る。

震災の困難な生活の中で、 自ら進んで福祉を実践する

その姿から、改めて福祉教育の重要性が問い直されるこ

とになったといえる。

これからの福祉教育の課題は、震災という特殊な状況

下で行われた福祉の実践を、日常の生活の中で人間とし

ての当然の行為ととらえ、積極的に実践できる子どもた

ちをどのように育成していくかということである。つま

り、社会のすべての人々が福祉に自主的・主体的に参加

し、自分にできる福祉活動を実践していく社会の構築に

寄与するものでなければならない。そのためには、過去

の福祉教育の実践と震災体験に学びながら、 学校におけ

る福祉教育の一層の充実に努めていく必要がある。

・震災体験が育んだ福祉の心

この震災体験を経て、多くの子どもたちに確実に福祉

の心が根づき、育ってきているといえる。第 4回全国ボ

ランティア・フェステイパルの作文コンクールで、特別

賞を受賞した御影小学校 6年生の近藤麻美 さんは、次の

ように苔いている。

みなさん家をなくして困っているのに、優しくお

もいやりのある言葉で、相手をいたわりあって生活

しています。 …•••そんな中で、しょんぼりしている

お年寄りが気になっていたので、思い切って剪気を

出し 「おばあちゃん、ゲー トポールしませんか」と

さそってみました。最初は、はずかしそうにゲーム

に参加していたおばあちゃんが、今度はまわりの友

178 だちをつれてきて、自分たちで準備や後かたづけま

でしてくれるようになり、笑顔の輪がしだいにひろ

がっていきました。「ひとり、ふたり、 三人」とゲ

ートポールがき っかけで顔があうたびに、話しかけ

てくれるようになり、毎日ポランテ ィアに行くのが

楽しくなりました。

ひとりのおぱあちゃんに出会って、そのまわりの

おぱあち ゃん、おじいちゃんと友だちの輪がぐんぐ

ん広がっていきました。なにげない話をかわすこと

が、人として生きる希望がわいてくるのだという こ

とを知りました。人は、どんなに強がってもひとり

では生きていけない。ささえあって共にやさしさや

おもいやりを分かちあって生きていかなければいけ

ないんだということも惑じました。

一生懸命自分のできることを夢中でしていると、

まわりから「ありがとう」の声が返ってきます。震

災で、たくさんの友だちを失い、悲しく苦しいこと

があったけれど、その裏で人として心のふれあいに

惑動し、惑謝して生きていくことの大切さをボラン

ティアを通して、 ・得ることができました。裳災を通

して、「人を救うのは人しかいない」、心のコミュニ

ケーションが何より大事でそんなポランティアをこ

れからも続けていきたいと思しヽました。
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・学校園での福祉活動

各学校園においても、ごく自然なポランティア活動を

通して、子どもたちの福祉の心を育てる取り組みが続け

られた。

. l月27日から、校区に残った子どもたちを集めて、 午

前中は学習を、午後からは避難している人の肩たたき、

廊下の掃除、 ドイレの水くみやペーパーがえ、運動場

外まわりのゴミ拾いなどの活動を行った。（本山南小）

・学校で避難所生活を送りながら、ボランティア活動を

した 4・ 5年生、姉と一緒にボランティアをした 2年

生の児童などがいる。（魚崎小）

・地域福祉センターと協力しあいながら、被災者や地域

の人への働きかけを行った。子どもたちの中には、進

んで水くみなどを手伝う姿も見られた。被災の方々へ

手紙を書いたり、お年寄りの肩たたきや募金活動に参

加したりする児童も多かった。（鶴甲小）

・ 200個のウォールポットを購入し、年間を通して 3年

生の児箪や栽培委員会の児童が草花を栽培し、校地内

の壁面や通学路のフェンスをウォールボットの花で飾

っていた。 1月の裳災後は、 学校が避難所となったた

め、校門付近のフェンスを中心に環境づくりに取り組



み、なでしこ、 パ ンジ一、デイジーなどの花が見事に咲

き、地域の人々の心のやすらぎとなった。（山の手小）

・被災して仮設住宅に住んでおられる夫婦を招き、「震

災体験を聞く 会」を開催した。（竹の台小）

・ 1 ・ 2年生全員が、避難している人を励ますポスター

を描き、校内に掲示した。水道が止まっている間、 ト

イレ用の水をプールから迎んでくる仕事を生徒及び教

職員が行った。校舎内外を全員で掃除し、避難してい

る方々と協力して、「美 しい避難所」といわれる状態

を保つよう努力した。 2月19日には、 PTAが中心に

なり、 生徒の有志も手伝って「うどんの炊き出し」を

行った。（大橋中）

. 1月17日、体育館が1,000人の人々の避難所となり、

全日制・定時制の教職員及ぴ生徒の有志が、物資の受

け取り、食事の用意、水の配給などの世話をした。特

に生徒会役員・運動部の生徒のボランティア活動が顕

著だった。2月22日、新生徒会役員と教職員の13人が

JR大阪駅前で午後1~3時の間、義援金の募金活動

を行った。（御影工業高）

• 福祉教育のカリキュラムづくり

子どもたちの取り組みは、被害の大きかった地区だけ

でなく、被害の少なかった地区の学校園においても行わ

れた。これらを日常生活での人間としての当然の行為と

して子どもたちにとらえさせていくために、 今後、各学

校園は福祉教育のカリキュラムづくりを具体的に検討す

る。そのためには、次のような点を考應する必要がある。

推進体制の確立

第一に、 「すべての教師が共通理解の上にたって福祉

教育に取り組めるよう、福祉教育の課題を自校の教育課

程に適切に位置づけること」である。そのためには、全

教職員参加のもとに、各教科・道徳•特別活動の内容を

検討し福祉教育のねらいとの関連をさぐる作業が必要に

なる。すべての教職員が、福祉教育の指導場面を具体的

に理解することで、 全校的な実践が可能になり、成果が

期待できるのである。

第二に、 「推進組織を確立すること」である。学校園

の実情に応じ、福祉教育の企画や推進、評価などを行い

やすいよう、推進委員会などを設置する必要がある。

第5軍新しい神戸の教育の創造をめざして

栃木県の小学校から届けられた 「希望のあさがおの種」を育て、仮設住

宅の住民にプレゼント （美賀多台小•西区）

その際、地域の中で実際に福祉の問題などに取り組ん

でいる人の意見を聞いたり、委員に迎えたりして、地域

に開かれた活動の推進を心がけることが大切である。

活動内容の創意工夫

兵庫県社会福祉協議会は、福祉体験学習のための内容

を次のように整理している。

1.理解促進活動

2.清掃美化活動

3.収集・募金活動

4.行事参加活動

5.創作・制作活動

6.調査・研究活動

7.学校招待活動

8.地域活動

9.施設活動

活動内容は、 学校園の実態、 子どもたちの発達段階な

どを考慮して、 学校園が主体的に決定することが原則で

ある。その際には、 痰災体験を通して子どもたちが惑じ

たこと、 学んだことが生かされるように、活動内容を考

えていかなければならない。同時に子どもたちが、人間

についての理解を深め、感動を味わうとともに、自己の

価値観や生き方を見直すことができるような内容である

ことを重視したい。

福祉教育を充実させるためには、福祉の心を育成する

観点から、学校園における全教育活動を見直すことが必

要である。特に、学校行事は福祉体験活動と最も関わり

の深い領域であり、子どもたちの震災体験を基に、その

内容や指導法について見直していかなければな らない。

校種間の連携による福祉教育の推進

具体的な活動に当たっては、幼・小 ・中・ 高の校種間

の連携を考えたい。各学校園が福祉教育に関する共通の

テーマのもと、 共通の活動に取り組めるように工夫した

いものである。中学校区ごとに設置されている「ふれあ
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い懇話会」なども、こうした点を十分考慮にいれながら、

その活動内容を検討しなければならない。

また、学校園と家庭 ・地域との連携も大切である。視

災を通して培われた学校園と家庭・地域との一体惑を生

かし、保護者・地域の人々をも含めて、福祉のまちづくり

が進められるような福祉教育を目指したいものである。

④ボランティア教育

学校教育におけるポランティア教育は、福祉教育、道

徳教育などとの関連の中で進められなければならない。

しかし、 今回、避難所となったすべての学校園では、そ

れぞれの学齢に応じた、ポランティアの原点に立った自

発的な奉仕活動が見られた。この体験を一時的なものと

せず、 今後tヽ かに根付かせていくかが神戸の学校教育に

求められている。

・ボランティア教育の位置づけ

従来、市では 「福祉協力校制度（神戸市社会揺祉協議

会事業）」の中で、 学校（教師） 主導型の福祉教育（ボ

ランテ ィア教育など）を教育課程の全領域に位置付けて

きた。本年度は、すべての市立中・高校がその指定を受

けて実践を続けている。

ボランティア活動は、個人の自由意思を尊重し、自発

性のヒに立ち、その技能・労カ・時問などを進んで社会

に奉仕する活動である。つきつめれば、 「人問としての

在 り 方 •生き方」 に真正面から取り組む活動である 。

子どもたちは、震災後の苦 しい生活の中で、生命の尊

さと人を思いやる心の大切さを肌で惑じと った。自他の

生命の尊さ、人間として生きることのすばらしさについ

ての自党を深めることは、道徳教育のねらいとすると こ

ろでもある。また、人間としてより良い生き方を身につ

けることは、生涯をかけて追求する理想であり、 学校教

育だけで習得し終えるものではない。すなわち、生涯学

習の根幹を意味するものでもある。

学校教育においては、震災を契機としたポランティア

180 活動が、決して一過性のものとならないための努力や工

夫を継続することが求められるのである。

・ポランティア教育の内容と課題

ポランティア教育は、その目的 ・趣旨からして自発性

ヽ
避難所で炊き出しの手伝いをする子どもたち （明親小・兵庫区）

を重視することはいうまでもない。また、教育活動とし

て位置付けるためには、明確な目的を明示した部分も盛

り込まなければならない。

震災直後の市域には、ボランティア活動の対象となる

場面が多数あり、子どもたちが自然な形で参加できる状

況にあった。しかし、滉乱が落ち着しヽた現在、ボランテ

ィア活動を恒常化するために、今後の方向性を確立する

ことが必要である。そのための重点課題は次のとおりで

ある。

・子どもたちが、早い段階から社会参加や地域活動の体

験を得ることができるよう努める。

・学校や関係機関が、活動に関して需給双方の情報を収

集し提供する（情報のネ ットワーク化）。

・学校として、活動に対する助言や支援ができる体制を

つくる。また、その活動を積極的に評価する。具体的

には、教科や特別活動などにおける動機づけや講座 ・

講演によっての技術・技量を意図的に習得させること

などが考えられる。

・民間企業でようやく認可されてきたボランティア（有

給）休暇制度が、 学校教育の場面でも考えられること

があってよい。その活動の意義を十分評価したうえで

学校長の判断により活動による欠席を公欠扱いとした

り、商等学校では単位認定の一助にしたりするような

ことも考え られる。

このような点を検討し、 子どもたちがボランティア活

動を通して、相互に共感的理解を深め、好ましい人間関

係を築き、それがいじめ問題の解決などに側面的効果と

して現れてくることを期待したい。

・ポランティア活動の具体的場面

学校教育におけるポランティ ア活動には、どんな場面

が考えられるであろうか。次にその例をあげてみる。

・緊、急対応／大規模災害への支援活動

（全市的な組織化が必要）



・社会福祉／老人ホーム、養護施設、保育所などでの日

常生活介護・援助、仮設住宅などでの援助

・自然環境保護／リサイ クルと浄化、緑化活動、

空き缶・古新聞・牛乳パックなど廃品回

収、グリーンマーク ・ベルマーク・エコマ

ークなどへの協力、 林野保護

・募金など／ユニセフ、難民救済、災害援助、献血

・体育・文化活動／指導助手、行事などの手伝い、

芸能（余興）の披露

•青少年健全育成／ジュニアリーダー育成、国際親善

・勤労生産／清掃活動（学校・公園 ・道路・公共物）、

園芸活動（花いっぱい運動）

•その他／研究・謂査活動

これらの場面での実際の活動に当たっては、子どもた

ちの発達段階に応じた資料を提供することが大切である。

なお、従来のボランティア活動は、社会福祉的な分野に

のみ視点をおいた位置づけがなされがちであった。しかし、

この複災がボランティア活動の視野をさらに広げ、学校教

育に位置づけることの必要性を教えてくれたといえる。

・ポランティアとしての資質

子どもたちがボランティア活動を行う場合、その資質

として、どのような点に留意すぺきだろうか。震災時に

各地で活動したポランティアの 「体験作文集」などから、

必要とされる「資質」についてまとめてみた。

これらは、今後、各校園がボランティア教育に取り組

むとき、子どもたちの留意すべき態度として参考にした

いものである。

・自分で主体的に動く （指示待ちでなく）ことが基本で

あること。

・「助けてあげる」「してあげる」という意識を持たな

いこと（こういう意識が表に出ると、活動が素直に受

け入れられない）。

•自分が学ばせてもらっているのだという、謙虚な態度

であること。

・被災者の自立を支援しようとする態度であること（災

害時には特に璽要である。あるボランティアは「ボラ

ンティアは、ワンボイント・リリーフであれ」と言っ

ているし、ある人は「ボランティアには、行き届いた

無関心が必要」とも言っている）。

第5● 新しい神戸の教青の創造をめざして

避縫所で朝食用のバンを配る生徒（神戸生田中・中央区）

・つらさを分かちあえる人であること。

・自然体で、その場に溶け込むこと（人のために尽くす

のだというような意識をもたない。堅苦しく構えず、

ごく自然にふるまうことが大切である）。

•その場でのニーズを見極められる目を持つこと 。

・今後の活動の方向性

ポランティア活動は、保護者も含めた地域と連携をと

ることにより、より活動が具体化、恒常化する。そして

学校園は地域に開かれた理想的な姿となるだろう。痕災

時に、避難所となった学校園のうち早期に学校園の再開

を果たした校園の多くは、日頃から地域との連携がスム

ーズであった場合が多かったようである。

そこで、震災時の学校園で子どもたちがどんな分野で

活動したか、学齢別に紹介しながら今後の指導の方向性

を考えてみたい。

小学生の活動は、主に援助物資の分配手伝いや清掃な

どであった。これらは大人数が一緒に参加でき、体力も

それほど必要とせず、危険も少ない分野である。今後は

自然環境保護活動、勤労生産・奉仕的活動などを学校園

挙げて意図的に取り組んでいくことが望まれる。

中学生では、男子は体力を要する運搬などの仕事、女

子は仕分けや炊飯、さらに新聞発行などに見られる情報

提供などで活動したケースが多い。今後は、自然環境保

護や勤労生産に加え、社会福祉、研究・調査活動などで

力を発揮できる場面が出てくるだろう。また小学校段階

と異なり、より自発的・継続的な部分が増えてくる。

高校生になると、情報機器を利用した避難者名簿の作

成補助、電話応対などの避難所管理の分野、補修作業な

どの分野で活動したケースが多い。特に、女子は幼児の

世話などの場面で特性を生かした活躍が目立った。もち

ろん激復地では、大人と一緒に数日間の救助活動に携わ

った生徒も多くいた。今後は、社会福祉を中心として体

育・文化活動などへの指導助手、青少年の健全育成に高
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校生自ら買って出ることも期待出来る。また将来、活動

を続ける中から海外青年協力隊の一員などとして活躍す

る若者を輩出することも期待したい。このような展開は、

学校教育とポランティア活動が結合した国際理解教育の

充実や成果にもなるといえよう。

しかし、これらの活動に際しては事故も予想される。

せっかくの善意が人命に関わる事態にならない態勢づく

りが必要である。事前にマニュアルによるオリエンテー

ションをしっかり行うこと、「ボランティア保険」など

のような社会制度を確立していくことも強く望まれる。

Rt11●教育
教育委員会は、震災が子どもたちの健康にどのような

影響を与えているかについての調査を行った。 調査は、

平成7年度定期健康診断 (4-6月）に基づく学校保健

統計（無作為抽出各区3割、小学校56校、中学校30校）

により、子どもたちの栄養状態、眼疾、耳鼻科疾患、ぜ

ん息を対象とした。その結果、震災による影響と考えら

れる変化が認められたのは 「肥満傾向にある児童生徒」

の増加である。

年度別肥満傾向 （日比式肥満度20％以上）
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［し平成元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

しかし、震災が及ぼす影響は、これだけにとどまらな

い。同調査では影響は見られなかったが、ピルや家屋の

解体作業にともなう 「土ぼこり、粉じんなど」が子ども

たちの身体に影響を及ぼすことが懸念される。さらに、

震災で心の健康に影響を受けた子どもたちが、少なから

ず存在することも考慮にいれなければならない。

今後の健康教育は、各学校園の実情をふまえ、心と体

の両面についての教育をさらに強化していくことが必要

である。

・今後の指導の方向性

まず求められるのは、 子どもたちに内在する健康問題

と震災によって一変したライフスタイル、生活環境の問

題についての関連性を把握することである。さらに、そ

れを長期的視点で行っていくことが重要である。

身体の健康

身体の健康では、特に肥満傾向児童生徒の増加に対し

て、保健・体育の部門における食事指導、栄養指導、戸

外遊びや運動などを奨励していくことが大切である。ま

た、「土ぽこり、粉じんなど」の対応は、すでに授業に

取り入れて実践している。最も重要なのは、 子どもたち

が自ら健康の保持増進を心掛ける態度を育成することで

あろう。

そのためには、子どもたちに身の周りで起こっている

身近な事象に目を向けさせ、そこから問題や課題を見い

だし、解決方法を見つけさせていく授業展開が望ましい。

そして、その過程で科学的なメカニズムを発達段階に応

じて理解させていく必要がある。

心の健康

子ど もたちの心の健康には、「心のケア」という大人

側からの支援と並行 して、 子どもたち自らが心と体の結

びつきや、そのメカニズムについて理解することが大切

である。そして、心身の健康について自己管理できるよ

うな態度の育成までを一つの過程ととらえ、理科、保健

などの教科を有機的に結び付けた年間指導計画を作成し

ていかなければならない。

また、真に健康教育の効果を高めるには、教科学習の

時間だけではなく、特別活動や学級活動の時間などを活



用し、折に触れて指導を行うことも必要であろう。

さらに、学校教育の場だけではなく、児童生徒、保護

者、教職員、医師など地域の専門家で構成し、運営され

ている学校ごとにある「学校保健委員会」の活動を活発

にするなど、家庭や地域と連携した教育活動を進めるこ

とが望まれる。子どもたちが得た知識＇・技能や態度を実

践する場は、粒段の学校生活や家庭や地域での生活その

ものの中にあるからである。

指導例

〈小学校高学年用 (4 • 5 • 6年）学級活動 （保健）〉

※ 7月10日各学校園に配布

題 材気をつけて！ 「ちり、ほこり」にも

ねらい 家やピルを解体した時に出てくる粉じんは、 体

に有害であることを知り、粉じんから身を守る

能力を身に付けさせる。

準備防じんマスク、 写真：

屋開

1.マスクをしている人について話し合う。

・空気の汚れとその原因
（憧物の解体、 トラック・自動車などの増加など）

・ちりやほこりで困った経験
（のどが霜くなる、せきが出る、鼻水が出る、かぜをひきやすくなる、目にごみが
はいる）

2.粉じんの正体について考える。
・コンクリートの粉
．璧土の粉

・アスペストの粉

• その他、ほこりなど

3.アスペストについて知る。
・使用されているもの

・アスペストの害

』．粉じんから体を守るための方法について話し合う。

・うがいし手洗い
・マスクを付ける
．汚れた手で目をこすらない
．粉じんの発生するような場所には近づかない など

撞導後の児童の感想文 （長田区内小学校6年生女子）

私は前までアスベストのことなんて気にしてなかった

けど、この授業で少しこわくなってきた。アスベストを

すうと大変なんだとビックリした。

私は、 この話を聞いてからマスクはとっても大切なん

だと思った。この授業でアスベストのことがわかったの

第5● 新しい神戸の教育の創造をめさして

定期健康診断を受ける児童 (5月18日 本山第一小 ・東灘区）

．肪じんマスクを見せ、関心を高める。

•最近、マスクをしている人を街で見かけます。
それはどうしてでしょう。
•市内の空気の汚れに目を向けさせる。

・写真、TV、児重の経験をもとに考えさせる。

・粉じんやほこりで困ったことはありませんか。

．粉じんの正体は、いったい何でしょう。

・儀填したビル、解体しているピル。
・廃材を遍んでいるトラックなどの写真があれば展示して考えさせる。

・アスペス トについて知っていますか。先生が今から説明します （教緬が簡潔に説明）。

・現在、空気中のアスペスト量は許容範囲内であることなどを話すことにより、児童が

異常な不安感を持たないように配慮する。

．粉じんから体を守るためには、どんなことに気をつけたらよいでしょう。

・マスクについては、使用する峙、目的と種類などを押さえる。

でよかったです。

しヽ まからマスクをつけようと思う 。

指導の効果と課題

「粉じんへの対応」についての理解や意識づけに効果

をあげた。今後も折に触れ指導をくり返し、児祗生徒

のより実践的な健康教育を行う必要がある。
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(4)長期的視点から取り組む

「心のケア」

雲災が子どもたちの心身に与えた影響は決して少

なくない。特に、心理面への影響は震災直後からし

ばらく経過して症状が現れる場合がある。そのため

症状の段階と学齢を考慮しながら長期的なケアに取

り組む必要がある。以下は、精神科医 ・塩山晃彦氏

による提言である。

学齢を考慮して取り組みたい

「心のケア」
兵庫県立光風病院精神科塩1l1 晃彦

今回の地震のような人・災宵後に’I・：じる「自然な

心の反応」として、以ドの6つの段階が知られて

しヽる，

第 1段階は 「茫然自失の時期」で、災寓の直後

から数時間続く ：被災者は災出の全容をつかむこ

とができず、 fIIIが起こったのかも判断できな tヽま

ま呆然として時間を送る。

第2段階は「衝繋期」で、数時間から数日間続

＜ C ド態の令容を把梶し、その碩人•さに衝撃を受

け、絶望惑にとらわれて意気消沈する時期である。

第3段階は「英雄期」と呼ばれて、数日から数

週間続く 。困難を乗り切るために租闘努力して、

活動的で少し「やりすぎ」てしまう時期、しヽわぱ

＂佑もがス ーパーマン(t',Jな働きをする時期である。

次しヽで第 4段階の 「ハネムーン期」が，iljれるc

「英雄期」に見られたような浮かれた気分や、無

.flf！を押しての術闘努））にかわって、どっしりと洛

ち着tヽ た気分で冷静な判断をドし、本‘りに必要な

行動が取れるようになり、本来の自分らしい働き

ができる時期である，

しかし、数か月後には 「疲れ」が出てくるとと

もに、やがて 「消耗期」（第 5段階）に移行する。

これまでの数か月間におよぶ頑張りが破綻し、疲

労l杜ぱいの極みに達するc 気分は落ち込み、悲観

的で、 f"『ドにも意欲がわかず、何をやってもうま

くいかないと感じる時期である。 1•分に（木投をと

り、うまくこの時期を乗り l;IJることができれは＇、

やがて）じ気を取り戻して「回復期」に↑・る e この

第6段階に全・ってようやく、貞に本来の自分に戻

るのである。

もっとも、例にホした時期は人•まかな目女で、

それぞれの被災体験（地衷の時にどこに付んでい

て、どれくら lヽ の大きさの揺れを感じたか、どん

な斉を聞き、どんな光娯を目にしたか）、被災占

の4:．、活（ライフラインの復l口の時期、避難所や疎

開先での4:．活のイゞ便さ）、喪失体験（どれくらし、

多くのものを失ったのか…自む、職場、家放、 I丈

人、（J:み恨れた街、馴染みの店など）によって、

短期間で終わり次の段階に移行することもあれ

ぱ、忠 lヽ のほか長引くこともある

また、 fどもたちの場合は年齢が小さければ小

さし、ほど、親の態度によって影臀を受けやすt、

親自身のぶ女が強ければ、 (•どもの抱くぷ女も強

くななまた、親に •(•どもの様 fを観察するだけ

の余裕がな lヽ 場合には、たとえ fどもが症状を出

したとしても、気付かれずに見過ごされてしまう

ことになる あるいは、親に余裕がな lヽ ことを見

て取ると、 （どもの方が症状を出さずに約ヽ気持

ちを押さえ込んでしまうかも知れな lヽ。

・ }j、 •般に「蜘ヽ恐怖・無 ）J感・戦伐を惑じ

るような、クtや弔傷を負う 11J能竹のある出来’Ii」
に直1iriした場合には、特竹の心刑的な反応が4:．じ

ることも知られている

もともとは、第次世界人戦後のイギリスや第

．．次!It界大戦後のユダヤ民放（ナチスによる人:l'/t

人I/if殺の’l•:｛ィ者）で注目されはじめ、ペトナム帰

還兵0)抱える問祖として米国でクローズアップさ

れた，初期には戦争神経症 ・帰還兵症候群などと

呼ばれ、も っぱら戦争との関連で議論されていた

しかし、 1980年にアメリカ精神1父学会が編虻した

診断墓準 「診断と統計のためのマニュアル 第 ．．． 

版 (DSM-ID)」に、外傷後ス l、レスド沼占 (P

TSD) として定義されてから、戦争状態のみな

らず殺人＊件やレイプと tヽ った1四l1行為、屯巻や

今l司のような地震などの自然災宮など、大きな衝

撃をりえるような出来事を経験したあとに、同じ



ような心理的な反応が見られることが注目される

ようになった。

PTSDの症状は大きく三つのグループに分け

ることが出来る。一つ目は、「過敏性・・興奮しや

すさ」と呼ばれ、次のような症状に代表される。

疫つけない、疫てもすぐに目が覚める。物事に集

中できずいらいらして怒りっぽい。いつもピクピ

クとおびえて警戒している、といった症状である。

二つ目は「回避と感情の麻痺」と呼ばれる。地

復と関連した話や地震を思い出させる場所を避け

る。地震の時のことを思い出せない、考えられな

い、実感がわかない。物事一般に対する関心がな

くなり、世間から引きこもる。孤立してしまって

人と話ができない。感情の変化が乏しくなる。将

来のことが考えられない、などの症状が見られる。

三つ目は、心の傷となった出来事の「再体験」

である。症状としては、思い出したくもないのに

地震の時の音や光景や惑情がまざまざと蘇る。夢

にうなされる。地衷が再び起こ っているように錯

覚して、慌ててしまうことなどがあげられる。

では、これらの症状にはどんな意味があるのだ

ろうか。

「過敏性・興奮しやすさ」は、出来事そのもの

によって惹起された心理的な不安定さそのもので

あろう。ストレスに直面した場合、落ち着きを失

い、慌てて冷静な行動が取れずに周章狼狽するこ

とは、普段からよく見られることである。

「回避」は、ストレスを与えるものを無意識的

に避けて、心の安定をはかるという役割を果たし

ているのだろう。

「感梢の麻痺」は、ストレスがその人の耐える

ことができる限度を超えてしまい、もはや何の惑

伯もわかない状態と言えよう。象の重さを普通の

体重計で計ろうとして、針が振り切れた状態にた

とえることができる。あるいは、まともに受け止

めるには大きすぎる心理的衝撃を和らげるため

に、感箭の感度・感受性が引き下げられた状態と

考えてもよい。先ほどの象の重さを計るたとえを

続けれぱ、体重計を 1tまで計ることのできる秤

に取り替えたようなものである。とてつもなく重

いものを計れるかわりに、 1kgや2kgといった

第5軍新しい神戸の教育の創造をめざして

＂＇工

江-と --,m― 
住吉中学校（東灘区） 2年大野亜依

細かな変化をとらえることができなくなるのであ

る。人間の惑梢に話を戻せぱ、よほど大きな刺

激＝出来事でなけれぱ情緒的な反応が生じないの

である。

「再体験」は、 一度に受けきれない衝撃を分散

させて、少しずつ受け入れていく過程と考えるこ

とができる。先の重さの例でいえば、 一度に計り

きれないので少しずつに小分けして計るようなも

のである。

言い換えると、 PTSDとは圧倒的な事態に直

面して最初は慌てふためき（過敏性・興奮のしや

すさ）、次に剌激を回避したり惑受性を引き下げ

て、感↑行が極端に揺れ動くことを防ぐ。そうして

時間を稼ぎながら、事態の重大さを少しずつ受け

入れていく （再体験）心理的過程で、いわぱ自然

な反応である。地震を経験した（直接体験した場

合だけでなくても、目撃しただけでも、身近な人

の体験談を聞いただけでも経験したことになりう

る）人なら誰にでも起こる当たり前の変化である。

そして、この過程を遂行するのにかかる時間は、

極めて個人差が大きい。各個人がもともと持って

いるストレス耐性（打たれ強さ）や地震による被

害の程度、失ったものの大きさによって、症状の

発現の時期もそれが収束する時期も変化する。数

年の潜伏期をおいて症状が現れる場合もあり、こ

れから先いつ起こっても全く不思議ではない。

その上、災害後の不便な生活がもたらすストレ

スは、災害が去ったあとも長期間にわたって続く 。

仮設住宅や疎開先での窮屈な生活（端的に物理的

な生活空間が狭くなる）だけでも大きなストレ

スになるし、大好きな玩具や身の回りの品をなく

し、友人からも引き離されて、これまでとまった

くかけ離れた環境で新たに生活を始めなければな

らないのであるから、子どもにとっては（もちろ

二
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ん、大人でさえも）大きな負担になることは想像

に難くない。

幸いにして自宅に住み続けることができた人に

とっても、過酷な状況であることには変わりがな

い。悧れ親しんだ 「自分の街」は変貌し、そこに

住んで街を街として機能させてきた人々の多くは

散り散りになってしまっている…。友だちは転居

し、みんなで遊んだ公園はテント村や仮設住宅が

立ち並んで、子どもは閉め出されてしまった。立

ち去った者にも、残された者にもさまざまな負担

がのしかかっているのである。 しかも、うつ状態

をはじめとする二次的な反応はこれからが本番で

ある。

今回の震災が未曾有の事態であっただけに比較

できる前例が乏しく、まだまだこれから何が起こ

ってくるのか正確に予測できるわけではない。子

どもたちに生じる心の問題を見過ごしてしまうこ

とのないように、注意深く見守り、心の問題を抱

えた子どもたちには慎重に対処する必要がある。

小学校入学前あるいは小学校低学年の子どもで

は親にまとわりつき、 一人で眠れない、学校に行

きたがらないという形で現れる。あるいは、夜泣

きや夜尿（おねしょ）が見られることもある。時

には 「甘えん坊」になり「わがまま」が過ぎるこ

ともあろう。

しかし、これは「わがまま」ではなく、子ども

にとっては精一杯のSOSのサインなのである。

複雑な心境を言葉で言い表すにはまだまだ幼すぎ

るため、（母）親にすれぱ、わけも言わずに面倒

をかけられている気になり煩わしさだけが募るこ

とになりかねない。

そして、母親がいらついてしまうと、子どもは

怖じ気づいてますます自分の本心を語れなくな

る。性急に説明を求めないで、まず子どもがリラ

ックスできるような状況を用意することから始め

るべきである。そぱにいて、そっと黙って見守っ

てあげるだけでもいいし、子どもと一緒になって

楽しめるゲームやお喋りに興じるのもいい。年齢

の低い子どもなら、抱きしめたり、身体を寄せあ

ったりというスキンシップが役に立つかもしれな

し‘
゜

泉が丘幼（垂水区）中岡志穂

大切なことは、無理をせずに、気長にのんびり

と、くつろぎと楽しみを共有できることである。

こうした時を信頼できる人（母親など）と共有し、

存分に「甘えなおし」ができれぱ（言葉を換えれ

ぱ、母親などが自分のことを愛してくれていると

いうことが実惑できれぱ）、症状は改普するだろ

う。子どもの情緒的な要求を満たしてあげること

が、まず第一に必要とされるのである。

小学校中学年～高学年になると、より論理的・

抽象的な考え方が可能となる。もちろん、情緒的

な安定、安心惑を育むことは低学年の子どもと同

じように必要である 。 •

しかし、情緒的なサポートだけでは物足りなく

なることも事実である。地震について、地冥で被

った被害について、 学級や家庭で率直に話し合う

ことが必要となろう。大人も子どもも対等に、自

らの惑じたまま、思ったままを語り合うのである

が、この時注意しなければならないのは、相手の

話を途中で運ったり、いい加減に聞き流したり、

「そんなことはない」と異を唱えたりしないこと

である。 ・

互いに、「こんな風に感じて、こんな風に思っ

ている」という事実を受け入れて、相手の気持ち

を尊重することが必要である。そして、話し合い

を終える前には、これからどうすればいいか＝こ

れからの計画について少しでもいいから一緒に考

えておくことが、もう一つのポイントである。

大人が一方的に「言い聞かせる」のでなく、大

人も子どもも「意見」を出し合うことで、子ども

たちは尊重される喜ぴを味わい、共同体（学級や

家庭）への帰属意識を強め、「ひとりではないん

だ」という心強さを得ることができる（これは情

緒的なサポートとして働く）。同時に、やみくも

に地震を恐れずに、等身大の地震、ありのままの
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地複を理解することができるようになる。そして

過去（地震）にとらわれず、過去 （地痰）を乗り

越え、将来に希望をつなぐことができよう。

もちろん、こうした話し合いを持つ前には、十

分に時間をおき、子どもたちが安心できているこ

とが前提となる。特に、心理的なダメージやその

ダメージからの回復の度合いには個人差が大きい

ことを念頭において、慎重にタイミングを見定め

るべきであろう。

そして、いったん話し合いを始めたとしても、

「子どもの心にズケズケと土足で踏み込む」こと

を避けるためにも、 子どもたちが話し合いを嫌が

ったり、乗り気でなかったりすれぱ、すぐにでも

引き返す（中止する）ことが必要である。

小学校高学年～中学生になると、いわゆる思春

期に突入し、極めて不安定な心理状態となる。原

則的には、これまで述べた援助、「情緒的なサボ

ート」と「論理的な話し合い」が必要なことには

かわりはない。

ただし、この時期には、自立意識＝大人に頼ら

ずに自分で解決したい気持ちが強まるので、なか

なか索直には応じてくれない。大人が何気なくア

ドバイスしただけでも、お節介や過干渉と惑じる

のである。

まず第一に留意すべきは、無理をしてかえって

問題をこじれさせないことである。具体的には、

あれこれ気を利かせ過ぎずに 「言葉で頼まれたこ

と」にだけ応じることを原則とする。

大人から見て援助の必要を感じれぱ、「しんど

そうだね、もしよければ話を聞かせてくれないか

な」「私にできることがあれば力になりたいんだ

けど」と援助する意志を伝えるにとどめ、 子ども

が援助の申し出を受け入れる気になるのを待つ。

焦って、善意の押し売りをしてしまわないよう

第5軍新しい神戸の教膏の創造をめざして

名倉小 （長田区） 5年 竹原佑季

に気を付けるぺきである。そのかわり、いったん

子どもから援助を求める意志表示があれぱ、とこ

とん付き合う覚悟も必要である。

簡単にまとめると、 子どもたちの言葉にじっく

りと耳を傾け、その気持ちを理解し、共感するこ

と。

子どもたちにまだ語り出すだけの準備が整って

いない場合には、彼らが自然に語り出すまで、邪

魔にならないようにそっとそぱにいて待つこと。

この際に、低学年の子どもたちには梢緒的なサ

ポートを優先し、年齢が上がるにつれて「地震の

ときのこと」について話し合い、こどもたちが理

性的・論理的に今回の事態を受け入れ、自らの気

持ちを納得させる手助けを心がける。思春期にな

ると、子どもたちの自立性 ・自主性を尊重し、前

述の援助を提供するタイミングに注意する必要が

ある。

そして最後に、もう一つだけ付け加えると、実

際に子どもたちと接する際には、これまで述べた

原則を踏まえたうえで、 一人ひとりの事佑に応じ

て個別に対応すべきである。個人と個人の関係を

通して、人間関係のぬくもりや人を信頼できる安

心惑を、もう一度子どもたちが実惑できるように

なることが、心の問題を克服するための第一歩で

あるから。

187 
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(5)むすび

ー大震災に学ぶ「心の教育」

兵庫県南部地猿発生から 1年、ずいぶん長かったよう

でもあり、あっというまに時が流れ去ったようでもある。

その間、神戸の子どもたちの生活は、大きな変化の波

にさらされ続けてきた。地裳→避難所→学校生活→仮設

住宅での生活と、子どもたちは苦しい生活を強いられな

がらも、持ちまえの明るさを失わなかった。今、 学校園

には彼らの元気な声が響きわたっている。

地震発生から数日間の様子を、市立丸山中学校（長田

区） 1年の東志保さんは、次のように書いている。

1月17日午前 5時46分、美しい神戸の町が、大き

なゆれとともにぐちゃぐちゃにな ってしまいまし

た。ゆれているときは、「お願いだから、やめて！ 」

と叫んでしまうほどこわかったです。何だか自分が

生きているのか死んでいるのか、わからなかったで

す。私は、とにかくテープルの下に行きました。テ

ープルの下で 「このままマンションがポキッと折れ

てしまうんじゃないかな。友だちゃおじいちゃん、

おぱあちゃん、いとこはだいじょうぶかな」ととて

も心配になりました。

お父さんが 「みんなリピングにあつまれ」と声を

かけ、その後ペランダに出て「ガスを消せー、火を

止めろー」 と叫びました。でも、そのころには、向

こうの空は真っ赤でした。まさか、ふだんテレピで

見ていることが本当に自分にふりかかるなんて信じ

られませんでした。

お父さんが、玄関から家族四人の靴を持ってきて、

私と妹のランチョンマットの上に置きました。そし

て、ぼつんと「死ぬときは家族一緒……」と言いま

した。それを聞いたとき、「今まで何事にも強気で

がんぱってきたお父さんが、こんなことを言 うなん

て……」と驚きました。確かにこれからが不安にな

ってきたけれど、逆に「絶対に生き残る、絶対生き

てやる」とがんぱる気持ちが出てきました。

それから、小学校に行って夜が明けるのを待ちま

した。そのとき、くずれた家の下から 「助けて～、

助けて～」と声が小さく聞こえました。あの声は、

一生忘れられないと思います。

17日から 2、3日して、やっと食べ物が各地から

届きました。（略）

それから何日かたって、やっと給水車が来はじめ

ました。けれど、水をくみに行くのが本当にめんど

くさくて「本当は水出るんちゃう？」と思い、 トイ

レのふたを開けたり、台所に行って 「ガスは？ 」と

言ったりしました 今思えば、 16日までのあたりま

えだった生活が、すごく大きな幸せだったんだなと

思います。私は、すっごく大きな幸せを 「あたりま

ぇ」というふうに考えていました。

いますぐにでも、ガス屋さん、電気屋さん、水道

屋さんで働いている人たちみんなに 「ありがとう」

の一言を言いたいです。それとお父さんやお母さん

にも。

神戸にいて、無傷の人はいないと思います。直接、

体に傷を負った人もいるけど、心に深い傷を負った

人は神戸の人全員だと思います。

この阪神大震災は、こわかっただけでなく、友だ

ちは何よりの宝だということがわかりました。そし

て、人間いざというときは、みんなで助け合えると

いうごと、また何となく過ごした生活は、本当は幸

せなんだということもわかりました。これからも、

命を大切にします。

それから、もとの美 しい神戸に早く 戻そうと、一

生懸命がんばっている人もたくさんいるので、私も

身近なことから協力していこうと思います。

「口だけでしょ」と思われるかもしれないけど、

絶対そんなことがないようがんばっていこうと思い

ます。

また、避難所における子どもたちは、小学生は小学生

なりに、中高生は中高生なりに実によく活動 した。

く小学生〉

・給水車からの水運び、 トイレを流すためのプールから

の水運びの手伝い。

．避難所のルールを守ってもらおうと呼びかける「がん



'`‘‘‘,,..” 玉̀-4ぶ‘‘
＼ 

自分たちでできることを考えて｀さまざまな学齢の子どもたちがポラン

ティア活動を行った （鷹取中・須磨区）

ぱろう新聞」の発行。

・小さい子どもたちを集めての手作りの紙芝居。

•お年寄りと一緒になってのひなまつり 。

く中学 ・高校生〉

・配給物資の搬送。

．汚物の清掃。

• お年寄りの食事の世話。

• お年寄りの買い物の代行、など。

こうした体験を通じて、 子どもたちは今後の人生にと

っての大切なもの、得難いものを学びと ったと思われる。

これらの子どもたちが学びとったものを、震災などの限

定された場面だけでなく、人としての生き方の中に、ど

のように広め深めていくかが、 学校教育に委ねられた課

題である。

子どもたちが、震災の中で、人としての立派な行動が

できたのはなぜであろうか。「子どもたちが必要とされ、

出番があった」からではないだろうか。学校教育にあっ

ても子どもたちが自己の存在惑を認識し、「出番」を自

覚できるような指導を進めていきながら、子どもたちの

心に迫っていくよう考えなければならない。

そのためには、 子どもたちがどこでどんな体験をし、

そこで何を学びと っているのかを十分に把握しておくこ

第5軍新しい神戸の教育の創造をめざして

とが大切である。

各学校園は、 「開かれた学校づくり」を推進する中で、

家庭や地域における子どもたちの実態把握に努めてき

た。 しかし、 実態把握の視点が従来は生徒指導面に偏り

すぎていたきらいがあったのではないか。震災の中の子

どもたちの行為を考えるとき、それを支えている 「心」

の問題を教育の重要課題として、とらえなければならな

しヽ。

そして「心の教育」を考えるとき、切っても切り離す

ことのできない子どもたちの生活論理は、家庭や地域に

おけるいろんな体験を通じて形づくられていく 。とする

と、生徒指専面を重視した問題行動の把握だけでなく、

家庭や地域における子どもたちの実像をつかみ、それを

学校教育に生かしていくことが「心の教育」にとって極

めて重要になってくるのである。

本章では、震災から得た教訓をもとに、今後取り組む

べき学校教育の方向についてまとめてきたわけである

が、いずれの教育課題においてもその根底には、 子ども

たちの「心」をどう鍛えていくかが問われている。

また、 「防災・道徳•福祉・ポランティア・健康」教

育を、それぞれ別のものとして位腔づけるのではなく、

各学校園の「教育目標」を柱と しながら、 全教育活動の

中に総合的に組み込んでいかなければならない。

何を縦軸とし、何を横軸とするか、各学校園の実態に

即した教育課程の編成が急がれているのである。

- -
震災の体験は子どもたちの人生にとって大切なものを学ぶ機会となった

（蓮池小 • 長田区）
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阪神・淡路大震災からの 1年

190 

●平成7年1月

17日 （火）

・兵庫収南部地復発生

• 神戸＇『防災指令第 ：l r}を発令し災害対策本部

，没骰

・災害対策本部学校部を設置

・学校園を臨時休校し、避難所を開設

18日 （水）

・神戸市、救護ポランティア登録開始

・東潰l区（東部第2I：区）に避難勧告

・学校園の緊急現地鯛査開始

・児童生徒の転入学取り扱い方針を発表

19日 （木）

・村II渭 相被災地視京（来神）

．殷災死亡&3,000人を超える
• 一部学校園の23日再開を決定
・学校園の住宅局営繕部との共同鵡査開始

20日 （金）

・女（集9ヤ、兵庫県南部地冥を 「災度 7」と判定

・政府、激甚災害に指定

・被災地幹線逍路の交通規制

・学校園避難所解消の噂を否定

22日 （日）

・学校園再開を校門などに掲示

23日 （月）

・政府、現地対策本部1}り設
・被災死亡者5,000人を超える

•神戸 1「i、罹災，liE'り1交付1}り始

・学校園避難者数 136,295人 （ピーク）

• 135学校園 (40%）が再開
• 高専の入試日程変更を発表

•市立学校の授業料免除を決定

・文部省が学校園を視察

24日 （火）

・政府、 「激ほ災害法」指定を決定

•神戸市避難者数 236,899人 （ピーク）
・学校部新体制を確立

258（水）
• 神戸市などで震度 4 の余震

・文化庁、指定文化財被害を視察

26日 （木）

•神戸市、震災復興本部を設i↑

・学用品受け入れセンタ＿を開穀

27日 （金）

•神戸1ド一時使用住宅利用者を一次\J~ (~ 2月
2日）

・ホームステイ相談センターを開設

28日 （土）

・与謝野文部大臣、学校園被害を視察

30日 （月）

・ブロック別校園長会開偕 （東瀾～須磨区、北区）

31日（火）

・天皇、旦后両陛下被災地をご訪閻

• 神戸市｀ 「震災復典甚本計両」 を発表
・ブロック別校園長会を開催 （垂水区、西区）

・ 「学習コーナー」を開設

・文部省、学校園危険度判定鯛査を開始 〈～ 2月

3日）

● 2月
1日 （水）＊神戸市人口151万4,387人

・神戸巾、 三宮など6地区で建築制限区域を指定
• 国迅43号線などの通行規制開始

・小中学校の転出入数訊査を実施

・文部省審請官、学校園の被害を視察

3日 （金）

・学校園ヒャリング開査を開始 (~8日）

4日 （土）

・政府 「阪神 ・淡路大震災復輿本部」を設骰

5日 （日）

・被災児童生徒への学用品・教科書の配付を開始

・中央図書館、避難所への図書提供を開始

6日 （月）

•神戸市、罹災証明の発行と第 1 次義援金の申聞

受付を1}り始

• 37学校園 （累計245校園 71%） を再開
7日 （火）

・神戸市、第 l 次仮J~住宅の人居者を決定

•神戸市復興l+jilli検討委口会 、 第 1 回会議を開催

．震災後、初めての教育委員会会譲を開催

・文化庁、埋蔵文化財包蔵地の被災状況を視察

(~ 8日）

13日 （月）

• 44学校園 〈累酎300校園、 87%） を再開
14日 （火）

・政府、兵血県ポ部地設を 「阪神 ・淡路大震災」

と命名

15日 （水）

• 神戸市、仮，！斐住宅の人居を 1開始

•神戸市会臨時市会を開催

・被災児童生徒への就学援助申請受付を開始

16日 （木）

• 神戸ili 、 「震災復典緊包整備条例」 を施行
•神戸市党地下鉄全線IJH通

・仮設教室の遺穀を開始

17日 （金） ＊震災 1か月

・復興3法成立
•神戸市避難者数 177,912人

・学校園避難者数 100,089人

20日 （月）

・神戸市、避難所の実態潤脊を1}り始

• 16学校園 （累計337校園、 98%）を再開
・ブロッ ク別校園長会を開催 （東潤～須磨区、北

区）

・「心のケア」電話相餃を開始

・ポー トアイランドスボーッセンター、温水プー

ルをお風呂として供用開始

21日 （火）

．揺校野球選抜大会へ、 神港学園、育英｀尼崎北

の兵庫U,t勢 3校の出場が決定
・ブロック別校111長会を開催 （垂水区、西区）
・教職員の心のケアに対するブロック別研修を開

始

・課夕杓活動として王子動物園の利用朗整を開始

24日 （金）

・兵／it駄と神戸市の選挙笠I'I！委Q会、自治省に統
ー地方選学の延期を嬰望

・市内全校園再開

• 市立高校、卒業式 (~28B)

25日 （土）
・政府．復快本部が第 1同会議を開催

•国公立大学の 2次試験スク ート

27日 （月）

・兵叩県災1｛対策本部、避難者数を就疫者数に統

• 市立幼稚園の被災園児の保育料免除申請受付を

開始

・小学校で簡易給食を開始

28日 （火）

•国の 6 年度第 2 次補正予尊成立、復lIJ1tに約 l
兆1:r1

●3月

1日 （水） ＊神戸市人口150万2,094人

・ 「心のケア」巡回相訟を開始

3日 （金）

・仮穀教室での授業スター ト

5日 （日）

•神戸市合l叱l慰湿祭（神）」文化ホール） l｝iliit 

6日 （月）

・文部省、大蔵省の災害復l日第 1次現地朗査スタ

ート

・校区外の児童生徒について、原籍校就学許可の

特例措置を通知

8日 （水）

・ 「がんばれ！神戸っ子新聞」第 1号発行

9日 （木）

•神戸市 、 7 年度の 「神戸まつり 」 巾 11：を決定
・ 「神戸の教育繋急提言会請」を設置

10日 （金）

•神戸ハーパーランド、 一部営業再開
13日 （月）

・文部省、社会教育施設7年度災害復旧事業現地

訊査を開始

14日 （火）

・神戸市都市計画寄議会「復興祁市計両」を可決

・市立中学校卒業式

15日 （水）

・神戸市会、第 1回定例市会を開会

16日 （木）

・神戸市常地下鉄「三宮駅」再叫

・兵庫県公立高校、入学試験

17日 （金） ＊震災2か月

・兵庫県都市計画密譲会、 神戸市などの 「復典都

市，•It両」 を決定

•神戸市避難者数 115,541人

・学校園避難者数 68,447人

19日 （日）

• 平成 7 年度新規教員採用予定者の全員採用を決

定

20日 （月）

• 東京営団地 F鉄でサリンテロ発牛．



22日（水）

•国の平成 7 年度予び成立

24日（金）

・学校週5日制（第2・ 4週）の実旅を通知

•市立小学校、 卒業式

25日（土）
・科校野球選抜大会、開秘

・市内全校園、終業式

26日（日）

• 神戸市、避難所の給食を原則宿泊者に限定
・学校園を自主学習教室として開放

27日（月）

•神戸市、復煎計画ガイドラインを作成

・「神戸の教育緊急提言会譲」が緊急提言

● 4月

1日（土） ＊神戸市人口148万6,127人

•新潟佐渡で冥度 4 の地震発生
• J R神戸線全線開通
・兵庫県、神戸市、 （恥阪神・淡路大震災復興基金

設立

・学校部の7年度新体制スタート

• 平成 7 年度新規採用者辞令交付式を実施

4日（火）

・政府、現地対策本部を税止

5日（水）

•新年度の全市校園長会を開催

10日（月）
•市立全校111、始叢式

11日 （火）

•市立全校園 、 入学式

14日（金）
・小学校で完全給食スター ト

17日（月）＊震災3か月

•神戸市避難者数 55.337人
・学校園避難者数 33,027人

22日（土）

•神戸市復典計画布議会、 第 1 同会議を開催
25日（火）

・文部省、大蔵省、災害復旧第2次現地調査スタ
ート (~9月1日）

・移動市民図書室スタート

28日（金）

・文部省、学校園防災体制の実態調査をスター ト

・一部の図書館 （中央、東瀾、北、西）、体育館

（垂水、西）、 埋蔵文化財センター再閤

●5月

1日（月） ＊神戸市人口148万4,248人

•神戸市、 三宮の地区計画などを決定、告示

・学校基本鯛査を実旅

（小学生93,285人、中学生46,670人）

8日（月）

・仮設教室にエアコン設置

9日（火）

・神戸市、避難所実態閾在を開始 (-16日）

10日（水）

•神戸市、 避難所の統廃合と 7 月避難所解消を決
定

・被災埋蔵文化財取り扱い方針を通知

・市立中学校の修学旅行スタート

12日 （金）

・兵庫貼南部に 「大雨洪水誓報」発令

• 六甲ライナー一部運転再開（島内区rlll)

・市立全校園、大雨洪水警報により休校

15日 （月）

・神戸市会、 5月臨時市会を開会

• 17日 （水） ＊震災4か月
•神戸市避難者数 38,166人

・学校Ill避難者数 23,573人
・阪神間被災美術館・博物館合同展 「日本近代絵

画の名作」スター ト

19日（金）

• 国の 7 年度補正予n成立

22日（月）

・ポー トライナー一部遅転再l州（島内区間）
23日（火）

•神戸市、 第 2 次義援金申闇受付スクート

・文部省、公立学校の防災機能充実策の推進を発

喪

•平成 8年度教員採用見込みを発表

25日（木）

• /!J生行、仮設住宅8,300戸増設を決定
•神戸市、全仮設住宅にエアコン設1r1を決定

27日 （土）
•神戸市役所展望レス ト ラン再開

・ポートアイランドスポーッセンター25mプール

再開

288（日）
・サハリン沖で大地震発生

● 6月

1日（木） ＊神戸市人口148万1,161人

・中央体育館再開

2日 （金）

，兵庫県議選、 神戸市議選告示

・梅雨期の大雨などによる 2次災害対策について

通知

8日（木）

・気象庁、 近畿地方の梅雨入りを発表

10日（土）

・衆議院で戦後50年の国会決議を採択

11日（日）

・兵庫県議・ 神戸市議投開菜、新議員選出

12日（月）

・阪急神戸線全線開通

13日（火）

•神戸市、 「緊怠防災マニュアル案」 を発表

・ 「神戸市教育懇話会」第1回会謙を開催

14日 （水）
・ 「神戸市防災会議」市地域防災計画（地震対策

編）碁本方針を決定

15日 （木）
・ 「神戸経済復興委日会」報告害を発表

・ハリファックスサミットで、村山首相が神戸市

立小学校児童の寄せ書きと作文纂を米クリン

トン大統領に贈呈

・王子スポーッセンター、プール再開

16日 （金）
• 神戸市、 「神戸市復興計画案」の地域別計画と

5年以内に着手するシンポルプロジェク トを
発表

17日（土）＊震災5か月

•神戸市避難者数 25,960人
・学校111避難者数 15,710人

18日 （日）

•山阻屯鉄全線開通

•青少年科学館再開

19日 （月）

. JR三ノ宮駅西ロリニューアル ・オープン

20日（火）

・「がんばれ ！神戸っ子新聞」第2母発行
24日（土）

・ 「阪神・淡路復輿計西策定潤査委員会」、兵庫

県策定の10か年復典プラ ン最終提言を発表

26日 （月）

・阪神屯車全線開通

29日 （木）

・「よい行いをした児童生徒」を表彰

•神戸市小学校教育研究会国語部等、 震災記録纂

「地震なんかに負けない」刊行

30日（金）

•神戸市、「神戸市復典計画」策定

● 7月

1日（土）＊神戸市人口147万8,664人

・兵庫県南部地域に 「大雨洪水誓報」発令

・教育助成金受付スタート

4日（火）

•神戸市、震災後初の大型工事 ( JR新長田駅南

佃l再開発ビ）し）に着手
• 神戸市、 「神戸市復興計画」 5 か年事業11試坑

は6兆円と発表
・文部省、小中高校生向け防災教育用副読本作成

を決定

•神戸市教員採用試験実施 (25.4倍）

6日（木）

・神戸市、市東部六甲山麓部に「避難勧告」（降

雨による土砂崩れの危険）発令

7日（金）

•神戸市、「裳災復輿住宅整紺緊急 3 か年計画」

発表

9日（日）
・社会科副教材 「私たちのまち神戸」に震災を盛

り込み刊行

10日 （月）

．震災復1日事業にともなう文化財発掘謂査スター

卜

14日 （金）

・冥災死亡者6,000人を超える（病死、過労死を

追加）

15日 （土）

・異人館 「ラインの館」再開

17日 （月）＊震災6か月

•神戸市避難者数 18,849人

・学校111避難者数 11,681人

191 



192 

188（火）

・ 「阪神 ・淡踏復興委員会」、村1l1i',1'り1に地Ji:復
り4'条につしヽて0)磁．兄，＇tを提，’1,1

19日 （水）
• 神 l ; Ili. h1} Ir. l.9符案を発Jぐ（総額2,401(泡．9.000
)ii !l) 

20日 （木）
・市立全校園、1学期終業式

24日 （月）
•神）りI i．避雅所船i'i(J）延期 (8 11201―l)と「i.'f

I幾所」の設沢を決',E
・ 「神戸市幼稚園教育振興検討委員会」、 報告書

をま とめる

31日 （月）

・ポー I・ ライナー全線1}tl通

・「第 8回全日本高校大学ダンスフェステイパル」

開僅 （東京）

●8月

1日 （火）＊神戸市人口147万6,511人
・ 人 •Ii院、給 ＇j剃J;＇; （ 火 l•J,；uto.9%）

• 三宮図書館再開

・夏期「学習コーナー」開穀

3日 （木）

• 神I;,f了役所2り館改作―1:・Jiスクー I・
4日 （金）

・ 兵庫県、「阪神・ 淡路設災復陳，廿l,_1!i」 i)~,i:'. (660 

’li業、 •Ii業 '/t約17兆I 'll

5日 （土）

・大田遺跡 （須磨区）で「和同開弥」 出土

10日 （木）
・神I;，lf、,I,tt:i)gi:1： (20年ぷり）を発必

13日 （日）
・神I;,＇，団速鉄述令線l;fl通

16日 （水）

•神戸市 PTA協紐会、「教育復興基金」 設立
17日 （木）＊震災7か月
• 神I i,li避難れ数 9.820人

・学校園避難者数 5,943人
20日 （日）

•神）りI,、市内全避雅所を解il'i. 「 1、'r機所」 へ移

t i 
21日 （月）

•神I ;,Ii避難者数 4.815人

・学校園避難者数 2.294人

22日（火）

・ ¥VH 01'111'センクー，段、tぶ'lf.lJ式

23日（水）

・バ甲ライナー全腺IJり通
24日（木）

．震災体験作文集 「わたしあなたそしてみんな一

震災 人間を学ぷ」を刊行

28日 （月）

・「震災セミナー神戸の教育」（神戸国際会艤場）

開催

31日 （木）

• 神1-hlr 、 2005年までの一骰会，ilを試籾 (10年liil
で6.86 1/lWIのIl村）jiィ~hl)

●9月

1日 （金）＊神戸市人口147万4,713人

• 市立全校園、 2 学期始業式

• 青少年科学展 「地震の科学展」開催
7日 （木）

•神戸 , n、令 l l i ・ trFJi災，i911練実施

9日 （土）

・ 小学校「理科 • 生活科作品展」 開催 (~1 7日 、
震災体験関連の作品が目立つ）

11日 （月）

•神I h1i、補IF.1バ？案961(.v.l'Iを発必
12日 （火）

•神I h 1i人 •II委U会．給り剃J代を 見送る

14日（木）

・市内公私立幼稚園、「被災幼児の心のやすらぎ

保育」スタート

17日 （日）＊震災8か月
・ 「販神 ・淡路人設災復出↓チャリティー神J州l際

陸 1•J、会」 llflllli

•神I i,|i迎雅者数 2.771人

・学校園迫難者数 778人

19日 （火）

・「オリ ックス ・プルーウェープ」リーグi,l1勝

20日 （水）

•神J hIi、 l:'I渭 ldi外ヽ 転,'I',/t（4)f7.206人） 発必

21日 （木）

•神I h|•i 、 8 )1 1iJ/.光客数 (163/i人． lifi年度比45

％減）発必

25日 （月）

・兵hit県． il>i.，｝り（i:宅人店）Ull/ilを2年に統 ・
・「h|lJi,fitI•財政，剥代委L1 会」．部'.j· ,1t を 叫とに

提II,1

29日 （金）

•神戸市教員採用試験合格者 (60人、 過去最少）
発表

30日 （土）

• 神戸ボー トアイランドホール再開

• 中学校 「理科作品展」 開催 (~10月 3 日 、 震災

テーマ作品39点）

●10月

1日 （日）＊神戸市人口142万3,830人

3日 （火）

•神戸市、 「第 4 次桔本，廿 11llj」 策定
・小磯記念美術館再開

7日 （土）

・中学校「技術 ・家廂科作品展」開催 (~10日、

震災グッス＇など約650点）

108（火）
・ 「阪神・ 淡路復輿委い会」 復如与定j~業 4 1i業
(|．．洵長u：交易促進｀ヘルスケアパークほか）
選定

12日（木）

・兵庫県教育委員会、平成8年度公立高校入学者

選抜要綱発表 （避難生徒の学区外受験を認可）

14日（土）

•神戸市立高等学校教職員組合、 震災文集「阪神
・淡路大震災をまとめる、そして考える」を

刊行

16日（月）

・「神戸市教育懇話会」、 中岡報告を提出

17日 （火） ＊震災9か月
•神J r,r,避難者数 1.884人

・学校園避難者数 455人

・神戸市スポーツ特別表彰を神戸製潤所本社ラグ

ピ一部に贈呈 （日本選手権7連覇）

・兵庫県小学校教育研究会国語部会｀被災体験菓

「ドッカンぐらぐら」を刊行

18日 （水）
•神戸市の新教育委員長に坂本邦夫氏が就任

20日 （金）
・婦人会館再開

25日（水）

・PTA全国協躾会近畿ブロック研究大会 （神戸
文化ホール）開催

26日 （木）

・ 兵l•F県、神l方lI 、 「阪神· 淡ti'r iu旧gtu会」 に
忍兄，I[を提II',
・須磨体育館再開

•中央図書館、「震災関連図書コーナー」新穀

30日 （月）
・「阪神 ，淡路復“gさt―i会」．政府に最終報約を
捉,'I'，
・市立幼稚園の平成8年度入園募集スター ト

●11月

1日 （水）＊神戸市人口142万2,747人

・灘菌書館再開

6日 （月）

•神戸 1 | II.f.Ilq,h民紐院、 診税11fllN

13日 （月）

•神戸机 設災死亡 ―者を 165人追1.111 （総数4.484人）

14日 （火）

•神戸市 、 hllIE l勾化案提1,1,1（過去最大． 3.131低
fi.700―Ji | l l) 

・兵庫県、震災で転校した小中学生の調査を実施

（半数が転出先永住を希望）

17日 （金）＊震災10か月

•神戸rli避難打数 1.354人
・学校園避難者数 284人

25日（土）

•神戸市 PTA協艤会、 「阪神・淡路大震災 そ
の時学校は一検証と未来への提言」を刊行

26日 （日）

・大阪府南部で、 9はぐも 「セアカゴケグモ」人屈

に発兄

27日 （月）

・文部省の 「学校等の防災体制の充実に1対する；},l

代(,Jf'究協）J者会議」、報告，りを発表

28日 （火）

•神）＿i 市、 Ill避雅所の 12JI20 111!/·l鉗を発表

・須磨図書館再開

・市内4学校園で今冬初のインフルエンザによる

学級閉鎖

．震災体験を生かす副読本「幸せ 運ぼう」を刊

行、全市児童生徒に配布



●12月
1日（金） ＊神戸市人口142万2,328人

．震災遺児に「特別教育資金 （震災義援金）」受

付スタート

2日（土）
・「国際観光地復快フォーラム」（神戸国際会議

場）開催 (-3日）
15日 （金）

・文部省、 「緊急教行長会議」を1州催 （全国都近

府県、政令指定都市の教布1長が参加、いじめ

などの実態を盛り込んだ 「生徒指導上の諸問

題の現状」をまとめる）

・神戸市中央区の旧居留地で 「神戸）レミナリエ」

開催 (~25H)

16日（土）
•神戸ポートアイランドスポーッセンタースケー

ト場再開

17日（日）＊震災11か月

・「アジア防災政策会議J（神戸国際会議場） l州
催 (-18日）

•神戸市避難者数 1.042人

・学校園避難者数 150人

18日（月）

・兵庫県教育委員会、被災生徒公立邸校人試に関

する臨時措誼 • 特別取り扱いを発表（部活動
等を合否判定賓料とする）

22日 （金）
・市立全校Ill、2学期終業式
23日 （土）

・文部省、平成7年度高校卒業予定者の就職内定

率を発表 (10月末時点、内定68%)

25日 （月）

・「側阪神 ・淡路産業復輿推進機構」発足

硲日 （火）

•神戸市「行財政改善緊急 3 か年計画」 を発表
27日（水）

．哨防庁、死亡者を6,308人と修正

●平成8年 1月
1日（月） ＊神戸市人口142万1,548人

6日 （土）

• 神戸市少年団柔・剣道教室「寒げいこ」開催

7日 （日）

・ポートアイランドで、「がんばれ神戸っ子！神

戸夢愛スタジアム」開催

8日（月）

・市立小 ・中・高・盲・養謹学校、 3学期始業式

9日 （火）

•市立幼稚園、 3学期始業式

12日 （金）

・「兵庫貼南部地震災害義援金辞集委員会」、震

災義援金総額を発表 (12月末時点、 1,730億

8,000万円）

13日（土）

・大学入試センクー試験実施 (~14日）

15日 （月）

・兵庫隕内10大学の学生らが「兵庫県学生ポラン

ティアネットワークフォーラム」開催

17日（水） ＊震災 1年

•神戸凶速鉄道「大開」 駅再開
• 神戸市合同追悼式 （神戸ボー トアイラン ドホー

ル）、防災謂練実施

•神戸市避難者数 758人

・学校111避難者数 49人
•市立学校Illで 、 震災 1 痢年追悼集会や防災訓練

などを実旅

・博物館再開
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「神戸の教育再生緊急提言会議」委員名簿（敬称略）

（学識経験者）

座長水越 敏行 大阪大学人間科学部教授

清水 俊彦 兵庫教育大学教授

今谷 順重 神戸大学発達科学部教授

小石 寛文 神戸大学発達科学部助教授

佐古 秀一 鳴門教育大学助教授

（特別委員）

小峰 忠輿士 島原市立第二小学校長 （前学校教育

課長、平成3~5年）

（保護者代表）

鈴江 延嘉 小学校PTA連合会長

（市民代表）

佐野 末夫 市青少年団体連絡協謙会会長

（校園長会代表）

桑田 淑子 魚崎幼稚園長

柴田 佳伯 会下山小学校長

安東 保 歌敷山中学校長

山田 隆 神戸工業高等学校長

原田 由雄 垂水養護学校長

（教員代表）

藤野 昌之 星和台小学校教諭

田渕 賀威 長田工業高等学校教諭

新保 紀子 六甲小学校教諭

近藤 芳樹 本山南中学校教諭

田中 孝明 神戸商業高等学校教諭

（行 政）

小野 雄示 教育長

金芳 外城雄 総務部長

坂本 繁 指導部長

西川 和機 社会教育部長

田中 克昌 総合教育センター参事

「神戸の教育再生緊急提言会議」 提言全文

（平成7年3月27日）

緊急提言神戸の教育の再生と創造に向けて

平成7年 1月17日未明の阪神 ・淡路大震災は、神戸の街を

一瞬のうちに破壊し多くの人命を奪い去り、 学校教育も大き

な打撃を受けた。子供や教職員のかけがえのない生命が犠牲

となり、学校の損壊等施設 ・設備にも多大な被害が及んだ。

2か月余が経過した今日でさえ、この震災は学校教育に深刻

な影響をもたらし、教育は困難な状況に直面している。

しかも、震災によって子供が受けた心の動揺や衝撃は想像

以上に大きく、それが十分にいやされていない子供が今なお

残されている。子供の生活環境も激変した。家屋の損壊・焼

失による住環境の崩壊、あるいは保腋者の失職や転職等によ

る家庭生活の変容、さらには肉親や友人との離別による対人

関係の変化等、子供の成長にとって危惧すべき事態が生 じて

しヽる。

このような状況でこそ子供を支えるべき学校教育に期待す

るところは大きいが、 学校そのものが霙災のためにさまざま

な問題を抱えている。学校の施設・設備はもとより、 今なお

多数の学校が避難所となっており、教室や校地の使用等の而

で教育活動が制約されている。避難所となった学校の教職員

は、他校の支援を得ながら、日々の教育活動と避難所の運営

のために、 昼夜を分かたず懸命な努力を続けてきた。教職員

に課せられた負担が長期化するにつれ心身の疲労も大きくな

っており、施設 ・設備の制約と相まって教育活動の遂行を困

難にしている。

教育関係者の尽力により神戸市の全校園がすでに授業を再

開しているとはいえ、 子供の籾神的不安定や学力低下等が懸

念され、 子供に対する心のケアや学習環境の整備などの解決

すべき課題がなお残されている。

他方、 今回の復災は学校教育に対して示唆や教訓を与える

ものであった。多数の学校が避難所となったことから、 学校

が地域の核としての機能を果たすことになった。地域の人々

の交流の接点として学校がもっていた潜在的な機能が、 今回

の震災によって顕在化したのである。このことは学校と地域、

家庭、関係機関との日常的な連携を整備しておくことの重要

さを示唆するものであった。べのみならず震災によってこれま

でにない交流が生 じており、 学校と地域、家庭、関係機艇と

の新たな信頼関係構築の契機となる可能性が開かれつつあ

る。今回の震災を決して一過性のものとするのではなく、そ

の教訓を生かし、 生涯教育の場としての、あるいは防災拠点

としての学校づくりを今後の学校再建の施策の中に組み込ん

でいくことが必要であろう。． 
また子供たちは、今回の震災の苛酷な状況の中で、生命に

ついて、あるいは生きることについて、多くのものを痛切に

惑じたことであろう。ともすれぱ希薄になりがちであった家

族の絆や地域社会とのつながりも、震災を契機にして改めて

確認されたであろうし、自然界の営みの巌しさについても再

認識させられたのである。また、復興の過程で全国から、さ

らには世界から寄せられた支援は、机上の学習では得ること

のできない体験であった。神戸の子供たちは、われわれの生

活がいかなる物的・人的ネ ットワークによって支え られてい

るかを身をもって経験したのである。

神戸の学校教育は、このような冥災体験を生かした新たな

教育の創造と展開に取り組み、震災を負の経験として子供に

残すのではなく、これを乗り越えて未来に力強く生きていく

子供の育成に寄与するように努めていかなければならない。

子供を犠牲にすることなく 、一日も早 く学校が本来の教育機



能を回復する必要がある。そこで、特に以下の 2点を強閲し

たしヽ 。

①平成7年度新学期からは、避難住民と共存する中で、 iE

常な教育活動を目指す。

②生命の大切さ、家族の絆、 人の優しさ等の震災体験を生

かし、人間諄重の教育の一層の推進を図る。

震災の教訃11を新たな学校教育の創造の契機とし、さらに未

来に伝えていくことが、 神戸の学校教育に課せられた使命と

もいうべきものであろう。

このような観点にたって、われわれは、 神戸の学校教育の

再生と創造に向けて、「緊急に取り組むべき教育課題」及び

「中長期的に取り組むべき教育課類」についての提言を行う

ものである。

提言の内容

’’ 
1.緊急に取り組むぺき教育課題

(1)教戦員への支扱

(2)子供の心のケア

(3)運動場所の確保

・正常な教育活動に(I}念できる態勢づくり

・心身のケア

・メンタルケアに関する研修

・精神科医等による項話相談、巡回指, 
•野外活動の推進． 
・近隣の公共施設 ・ 海岸•河川敷等の

積極的活用

・部活動等の学校間交流の推進

(4)避難住民と共存する ・学校行ボやポランティア活動、媒災

学校教育 体験交流の推進

・正常かつ安全な教育を行うルール作り

(5)自習室の確保 ・教至や学校図む館等の放課後 ・夜間

の開放

・教師、ポランティアによる学留支援

(6)年間指導:11画の兄直し ・教材の精選、学校行事の見直し
と個に応じた指導の徹底 ・（固に応じた指導法の工夫

2.中長期的に取り組むべき教育課題

(l)震災体験を生かす教育

(2) カリキュラムの開発

(3)学校の施設・設備

1.緊急に取り組むべき教育課題

(1)教職員への支援

震災発生以来、神戸の教職員は昼夜をいとわず避難住民へ

の献身的な支援活動に従事してきた。学校再開後は、日々の

教育活動にも懸命の努力をはらっている。2か月以上にわた

る激務のため教職員の疲労はすでに極限に達している。平成

7年度新学期からは神戸の教育の再生に向けて正常な教育活

動を行い、市民の信頼に応える責務がある。教職口が疲れた

心身をいやし、本務である教育活動に専念するために、避難

住民の世話に当たる専任職員の配誼や教職員の心身のケア等

の施策が必要である。

(2)子供の心のケア

瞬時に家族や友人の生命を奪い、街を破壊した裳災は、子

供たちに恐怖惑と動揺を与えた。また、その後の避難所生活

や転校等の急激な環境の変化は、子供たちに大きな精神的不

安をもたらしている。一日も早く本来の明るくのびのぴとし

た生活を取り戻させるために、教職員や地域青少年団体リー

ダーが、学校生活や日常生活における関わりの中で、子供の

心を受けとめることが貨要である。専門家による教職員や地

域百少年団体リーダーヘの研修、巡回相談、指導助言を積極

的に進めるとともに、精神科医・臨床心理士 ・カウンセラー

等による電話相談 ・巡回指専を一層充実強化することが必要

である。さらに、野外活動等を通して（建全な心身の回復を積

極的に図ることが求められる。

(3)運動場所の確保

体育的行事や体育の授業、部活動などが相当数の学校で実

施困難な状況にあり、運動不足からくる子供の心身の歪みが

危惧される。運動場所を確保し、心身のパランスのとれた成

長と健全育成を図る観点から、近隣の公共施設 ・ 海岸 • 河川

敷等の積極的活用や小学校の体育活動、中学校 ・扁等学校の

部活動の合同練習、交流試合等の学校間交流の推進が必要で

ある。

(4)避難住民と共存する学校教育

現在148の学校園が避難所と して利用され、約34,000人の

市民が生活している。学校には子供たちと避難住民が共存す

る中での教育活動が求められている。子供と避難住民による

学校行事やポランティア活動、震災体験交流等、心の交流と

相互理解を深めていくことが必要である。

付言ではあるが、学校は本来教育活動の場であり、正常か

つ安全な教育活動ができる）レール作りのために、関係者によ

る話し合いの場が必要である。

(5)自習室の確保

避難所や仮設住宅等で生活している子供たちには、落ち着

いて学習する場所がない。学習場所を確保 し、自学自習を促

す観点から、放課後や夜間に教室や学校図術館等を開放した

り、教師やポランティア等による学習の支援を可能にする施

策が必要である。

(6)年間指導計画の見直しと個に応じた指導の撤底

裳災以後、臨時休業や短縮授業のために授業時数が大幅に

欠け、その差は地域や学校、個人によって相当大きくなって

いる。各校においては、教材の精選、学校行事の見直し、授

業時数等の観点から年間指導計画を見直すとともに、効果的

な指導法を工夫することによって、授業時数の確保に努め、

教科等の指導を一陪充実させなければならない。このような

努力にもかかわらず、なお授業時数が不足する場合は、夏季

休業の活用など実態に応じた特別な措謂が必要である。

また、学習の遅れがちな子供に対しては、従来以上に個に

応じた指専を工夫することが求められている。
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2.中長期的に取り組むべき教育課題

(1)震災体験を生かす教育

子供たちは、この度の震災から「人間としての在り方生き

方」に関わる数多くの教訓を得た。この教訓を後世に伝え、

生かしていくためには、教職員・児童生徒や地域住民の体験

などをもとに、副読本や文集等を作成して震災体験の共有化

を図るとともに、施設設備の被害の詳細な実態や震災時にお

ける学校園の避難所としての対応等の記録を早期に整理し、

これにもとづく防災教育の在り方を検討していく必要があ

る。

震災体験から学んだことを全国に伝えることは、被災都市

神戸の使命でもある。

(2)カリキュラムの開発

神戸の街はこれまで幾多の災害を乗り越えてきた。今後と

も、よりよい都市環境を創造する意欲や態度を育成するため

には、この震災を機に｀防災を柱に地域を改めて見直し、人

間、環境、情報、国際理解等の視点から、地域を総合的に学

習するカリキュラムを開発していく必要がある。

(3)学校の施設・設備

震災後、 学校は避難所となり、地域コミュニティーの核と

して機能した。これを機に、防災拠点として、災害に強く、

水・食税等の備菩基地の機能をも備えた学校の施設・設備や

行政機関・放送局と学校、 学校間相互の通信ネ ットワークを

整備する必要がある。

また、 学校教育における児童生徒の梢報処理能力を邸める

ため 、 情報教育を行う環境を早期に整え、梢報の受信 • 発信

ができる人間を育成する必要がある。

さらに、地域住民の生涯学習の場という視点から、 学校建

築を見直し、幼稚園、小・中・高等学校それぞれの教育の特

性に合ったオープン・多目的教室等多様な施設を整備するこ

とが不可欠である。

「神戸市教育懇話会」委員名簿 （敬称略）

水越敏行 （座長） 関西大学総合情報学部教授

今谷 順重 神戸大学発達科学部教授

小石 寛文 神戸大学発達科学部教授

室崎 益輝 神戸大学工学部教授

佐古 秀一 鳴門教育大学助教授

鈴江延嘉 山の手小学校PTA会長

中井 頴子 兵庫中学校PTA会長

桑田 淑子 魚崎幼稚園長
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「神戸市教育懇話会 中間報告」全文
（平成7年10月16日）

はじめに

平成 7 (1995)年 1月17日の阪神・淡路大復災によって、

多大な打撃を被った神戸の教育の再建の一数を担うため、本

年 3月に設昭された 「神戸の教育再生緊急提言会議」から、

3月に緊急提言がなされた。その内容は、 「神戸の学校教育

は、 震災体験を生かした新たな教育の創造と展開に取り組み、

震災を負の経験として子供に残すのではなく、これを乗り越

えて未来に力強く生きていく子供の育成に寄与するように努

めていかなけれぱならない。」とした上で緊急に取り組むべ

き教育課題と中長期的に取り組むべき教育課題に区分した具

体的なものであった。このうち、前者については、教育委員

会においても震災後の教職員の支援や幼児・児童生徒の心の

ケア等に関して一定の施策が実施されてきた。新学期以降も

さまざまな制約のもとで、教職員をはじめとする教育関係者

によって学校教育再建への努力が引き続き積み重ねられてき

た。ようやく避難所も待機所として統合されつつあり、これ

まで避難所となっていた学校も本来の教育活動に専念できる

条件が徐々に回復しつつある。

本懇話会は、平成7年 6月から、 この緊急提言のうち残さ

れた後者の課類について、「震災体験を生かす神戸の教育の



創造」をテーマとして、 懇談を重ねている。

神戸の教育を単なる震災前の状態に戻す学校教ぢの復興に

とどめることなく、むしろ裳災を契機にしてこれまでの学校

教育において不十分であったものを補い、視災によってもた

らされた教訓や可能性を学校教育の中に取り入れるような新

たな神戸の教育の創造という視点で、これまで 「学校におけ

る防災教育について」及び「震災体験を生かす教育について」

検討を加えてきた。本報告沿は、その中間のまとめである。

最終的なまとめは、さらに検討を加え平成8年 1月に行う予

定である。

1. 震災体験を生かす神戸の教育の方向

震災という未曾有の経験を学校教育にどのように組み込

み、これを幼児・児童生徒の将来に生かしていくかについて、

神戸の学校教育は早急に取り組んでいかなければならない。

幼児 ・児童生徒が震災をつらい体験としてだけ心に刻むので

はなく、それを乗り越え将来に向かって生きていく教訓とし

ていくために、学校教育が果たすべき役割と課題はなお大き

いといわざるをえない。

今回の震災を踏まえ、神戸の学校教脊がこれから取り組む

べき課題として、次の諸点を指摘することができる。

第 4こは、裳災の実態を踏まえた防災教育の推進である。

今回の製災は幼児 ・児童生徒、教戦員の貨重な生命を奪い、

学校の施設・設備にも大きな被害をもたらした。震災による

被害の実態を踏まえ、従前の防災教育あるいは学校防災の問

題を捉えなおしていくことが求められる。今後、このような

災害による被害をできるだけくい止めることを可能にすると

ともに、生命を尊玉し、災害を正しく理解し、これに対処し

ていく知識や技能を幼児 ・児童生徒に形成していくことが、

被災地神戸の学校教育の課題であろう。

さらに、わが国においては地盆災害が特定地域の問題では

なく広く全国的な問題であることを考應するなら、神戸から

新たな防災教育の実践を推進し、他地域に発信することも神

戸の教育の課題として考えるべき点であろう。

第二には、今回の震災の教訓を将来に生かしていく教育の

推進である。これに関しては、まず幼児 ・児磁生徒が得た教

』llを共有させ、継承させていく教育の必要性を指摘できる。

震災とその復興体験は幼児・児磁生徒にとって通常の学校

教育で得ることのできない経験をもたらした。誤災の苛酷な

状況の中で子供たちが、人間としての生き方の根幹にかかわ

る（価値にふれ、また、他者との関わりの頂要性を、身を持っ

て経験したことは、 H々 子供たちと接してきた教戦員の多く

が指摘するところである。事実、神戸市立校園長に対する意

識謁査において、幼児・児窟生徒が震災体験から得たもので、

特に大きい ものは何かと問いたところ、 ①命の大切さ

(86.7%）、②助け合う心 (65.8%）、 ③家族の絆 (55.4%）とい

う結果となっている。

さらに、子供たちは、衷災直後、教職員が自らの危険も瀬

みず幼児 ・児童生徒の安否確認に奔走したり、教室が使えな

し1ことから授業場所の確保や授業形態の工夫、避難住民との

共存を円滑に行うための謂整など懸命の努力をし、学校再開

へと結びつけていった姿を目の当たりにした。これらの教訓

を学校教育の中に位腐づけ、将来にわたり継承していくこと

が望まれる。

この他、防災拠点として学校が機能したことから得られた

教訓を学校の防災体制や学校教育に生かしていくことが望ま

れる。数多くの学校園が避難所となって多数の地域住民を受

け入れ、教職員の献身的な支援によって、避難所の運営とい

う大きな役割を果たした。このように学校が地域の核として

機能した経験から、学校と家庭、地域との日常的な連携が防

災上も重要であることが示唆された。のみならず、これまで

ともすれば観念的には理解されても実践に結びつきにくかっ

た、家庭、地域と連携した教育活動を、霊災を契機にして学

校レベルあるいは個々の教職員のレペルで展開する可能性が

新たに開けた、と考えることができる。

第三には、今回の震災を契機にして顕在化した新たな学校

教育の可能性を、 今後さらに展開していくことである。今回

の震災では支援の輪が日本各地はもとより、他OOからも寄せ

られた。支援の内容も、物資の提供のみならず、国内外の数

多くのポランティアが被災地に入り活動した。このような経

験を踏まえて、他地域や他の国々の理解や交流に関する教育

やポランティア活動等に関する教育を展開すべきだと考えら

れる。

2. 学校における防災教育について

防災とは、災害による被害を最小化するための試みであり、

①災害の予防、 ②災害時の被害の抑制、 ③災害復旧、の三つ

の局面からなり、日常的な予防措箇、災害時の応急的な対応、

さらには災害後の復興過程を含むものである。今回の裳災で

も、地認時の1心急対応のみならず、災害に対する予防的な知

識、復旧過程における相互支援の重要性など、防災に関して

幅広くかつ総合的な教育が必要であることが示された。

このような役災経験を踏まえて従前の防災教育の問題を考

えるなら、①避難訓線の偏頂、 ②指導内容の浙片性、などを

指摘できる。避難訓線の偏重に関する問題としては 「逃げる、

避ける」方法の行動化に終始していることを指摘できる。も

とより第 →次的な避難や災害の防止の直要性はいうまでもな

いことであるが、それのみが防災教育の内容として取り上げ

られることには問題がある。今回の痕災においても、地震に

備えることと、被災に対して立ち向かっていくより積極的な

防災態度を形成することが韮要であることが示唆される。指

導内容の断片性に関しては、現行の教育課程の中に含まれて

いる災害や防災に関する内容が統合された学習と して成立 し

にくく、それぞれが相且に関連性を有しない学習となりがち

であったことが指摘できる。今回の緩災を機にそれぞれの教

科内での知滋と訓練などを結びつけ、防災に関述した知識、

技能、態度の総合的な学習を推進していくことが必要である。

このような観点から、従前の防災教育の問題と今回の震災

の実態を踏まえ、災害の予防、応急対応、災害からの復旧過

程のそれぞれの段階について、必要な知識、技能を学習させ、
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生命の尊重を基本とする積極的な防災態度を形成することが

必要である。

以下、防災教育の具体的内容について述べる。

(1)幼児・児童生徒の防災上の必要な知識について

①予防的知識とサーバイパルスキルズの育成

幼児・児童生徒の安全確保を図るためには、避難や災害の

防止の重要性はいうまでもないことであるが、それのみが防

災教育の内容として取り上げられることには問題がある。防

災に関連した内容を総合的に学習する必要がある。今回の経

験から自然災害は怖いものという認識だけを幼児 ・児童生徒

に残すことのないよう、自然災害の種類や科学的な知識を正

しく教え、また、わが国における各種自然災害の発生状況や

神戸市の場合、過去にどのような自然災害が発生したのかと

いう歴史的な推移や、さらにまた、大規模な自然災害が発生

すると、人間社会にどのような影響を及ぽすかなどについて

も、このたびの阪神・淡路大裳災の体験を基に学ぱせる必要

がある。

自然災害の怖さというものを知った時に、それに対する備

えとして、 自分自身でいかにして自分の命を守るのか、ある

いは、被害を最小にくい止めるためにはどうしたらよいのか

といった関心を高めさせていくことも大切であり、また、い

ざという時に一人で生きるという知恵（例えば、水道が止ま

り、電話が通じない時にどこで飲み水を見つけ、どうすれぱ

連絡がとれるかなどを判断し、 実行できる能力）、いわゆる

サーバイパルスキルズを身に付けさせる必要がある。また、

平索から家庭等においても防災についてのコミュニケーショ

ンの推進も必要であることを学ぱせていかなければならな

tヽ
゜
②応急対応の知識

災害がまさに発生したその時点において、幼児 ・児童生徒

や、幼児 ・児童生徒を指導する立場にある教職員は、どのよ

うな行動をとればよいのか、あるいは、 二次的な応急対応と

して、どのような行動をとれぱよいのかを知識として備えて

おかなければならない。

考えられる項目としては、地震、火災等発生時における避

難方法、防災マップや避難所マップの作成と周知、あるいは、

学校と家庭 ・地域との連携などである。

③復興への取り組み、その反省と課題

復興を支えた社会の仕組みや地域との関係、さらにはポラ

ンティ ア等について学び、さらに復興過程における行政の取

組みやそれに対する反省や課超などを子供たちが検証してい

く支援も、防災教育として大切である。

(2)幼児・児童生徒の防災上の必饗な避難訓練について

災害時における第一義的な学校園の役割は、幼児・児童生

徒の安全確保である。今回の地霙は始業前であったが故に、

学校現場における幼児・児瓶生徒の被害は顕在化しなかっ

た。

しかし、 学校の被害状況や避難所となった学校の実態など

を考慮すれば、 子供たちの安全確保にとって有効で、 かつ幼

児・児童生徒の防災対応能力を向上させるような避難訓練の

実施が必要である。被災等を最小限にくい止めるため、 幼

児・児童生徒が機敏かつ適切に避難できるよう、体系化され

た避難マニュアルに基づく避難訓練を徹底して実施しなけれ

ぱならない。

なお、 一方では完璧な避難マニュアルの作成というのは、

いつの時代にあっても難しい。マニュアルにない事態の発生

は必ず起こるものであり、その場合の対処については、臨機

応変にとらなけれぱならないことは当然である。そのための

心楳えや意欲などを喬めるために、総合的な防災教育の推進

が必要である。

①避難マニュアルの作成

幼児・児童生徒の避難経路（複数確保）、避難方法、安全

指導、教職員の役割分担、動員体制、情報連絡体制等につい

ての適切で用意周到なマニュアルの確立が必要かつ重要であ

る。

マニュアルは、校種別、発達段階別、所在別などをきめ細

かに考慮し、さらに学校の地域防災拠点化 （一時避難所含む）

になることも想定した各学校の実態にあったものを作成しな

ければならない。また、学校の危機管理能力を高めるため、

マニュアルに基づく訓練の実施を行うだけではなく 、訓練の

反省からマニュアルを修正改善することが望まれる。

＠涅差難訓練の実践

他の教育活動と関連づけないまま避難訓練を実施すること

は、訓線の目的や意義を見失わせるだけでなく、その有効性

も損なうと考えられる。他の知識、技能の学習と関連づけた

事前、事後指導を実施するほか、後で述べる総合的なカリキ

ュラムに訓練を位誼づけていくことが必要である。

このような観点から、これまでの避難訓練を抜本的に見直

していく必要がある。

幼児・児童生徒が、 学校園の様々な場所にいる時で、人的、

物的にも極めて条件の悪い場面を想定して実施しなければな

らない。例えぱ、教室、廊下、校庭等で指荘者がついている

時といない時、さ らに登下校時などが考えられる。

特に突発的に災害が発生した場合、幼児・児童生徒が自ら

判断して行動しなけれぱならない事態が当然起こるが、授業． 
の中で、と っさの時の行動選択などのシミ ュレーションや情

報の選択や受容のシミ ュレーシ ョンなどを導入していくこと

も考えていく必要がある。

また、避難訓練については、機会を捉えて何度も実施する

ことが大切であり、予告なしの実践的訓練なども行う必要が

ある。

さらに、地域を含めた防災体制を整備し、地域と連携した

避難訓練を実施することも必要である。

(3)防災教育のカリキュラム開発

防災教育は各教科、特別活動、道徳で取り上げられる知識

や行動、技能を総合的に学習できるものでなけれぱならない。

幼児 ・児派生徒が、震災体験を自らのうちで統合し、被災

から立ち上がることを支援できるよう 、地震を初めとする各

種自然災害に対する科学的な知識、 今回の地盆で生じた被害

についての理解や各種自然災害に対する技能や備えのあり方



を学ぱせることが必要である。もちろん、震災の衝撃を未だ

心の中に深く抱えている幼児・児童生徒への心のケアはこれ

からも勇要であることはいうまでもないが、同時に幼児・児

墜生徒の状態を判断しながら、今後、防災に関する総合的な

学習を進めていくことが必要である。

大都市で初めての直下型大地震を経験し、未曾有の被害を

受けた神戸市としては、全国に先躯けて、防災教育のカリキ

ュラム開発を実施しなければならない責任と、さらに、それ

を全国へ発侶する義務がある。決して、掛け声だけに終わら

せてはならない。

そのために、まず教材を製作し、指祁法のエ夫をするとと

もに、小学校にあっては総合学習、中学校においてはクロス

カリキュラムを年間指甜計画の中に位樅づけし、実施しなけ

ればならなしヽ。

(4)設備・機具などの安全管理について

校舎施設の被害や設備の被害、 備品等の落下物の状況等を

調査のうえ、整理しておく必要がある。

校舎を初め、施設・設備の倒壊や転網、落下等は人命にか

かわるものであり、これらの強化、補強、固定、配誼等は、

今後の頂要な課題として取り組まなければならない。

例えぱ、ロ ッカーや出棚、あるいはキャスター付きの教育

用備品など、倒れたり移動したりする物については、 今後固

定する方法が考えられなければならない。特別教室の安全点

検や管埋、特に理科室での薬品等の管理や管理に要する設備

等の充実が必要である。

また、避難経路の複数確保のために、玄関や廊下など通路

となるようなところに物を誼かない配感が必要である。

3. 震災体験を生かす教育について

今回の裳災は幼児 ・児童生徒、保膜者、教職員をはじめと

する教育関係者に多くの教訓をもたらした。

幼児・児童生徒に関していえば、命の祁さをはじめとして、

家族の絆、地域との関係、助け合いや協力の重要さなど、多

くのものを（本験を通して学ぶ機会を得た。これらの教訓が風

化したり個人的で一過的なエピソー ドに終わったりすること

なく、またこれらの教訓を通して自己、家族、地域、社会を

捉え直していくことのできるよう 、教材の製作や開発が望ま

れる。このような震災の教訓についての教育も総合的に防災

教育と関連づけて実践されるべきと考える。

(1)阪神・淡路大震災から得た教訓について

①災害の実体験から得た教訓

幼児・児童生徒は、震災直後の恐怖の中、また災害復典の

過程の中で、 自他の生命の雑さ、物の大切さ、家族の絆や地

域の結び付きの大切さを身をもって惑じると共に、人の優し

さや温かさ、人と人との協力やお互いの助け合い、惑謝の気

持ちなど、机上の学習では得られないことをたくさん学んだ。

一方、震災は幼児・児童生徒の心に大きな偽痕を今なお残し

ており、幼児・児童生徒に対する心のケアや学習環境の整備

などの解決すべき課題ももたらした。災害に立ち向かい、自

分が今なにをなすべきなのか考え、逆境時に自立するたくま

しさや実行する美気の大切さも学んだ。

これらの震災体験を生かし、新たな学校教育の創造に結び

つけていかなければならない。

②学校の防災上の教訓

このたびの震災から得た学校の防災上の教訓も貨頂なもの

であった。

学校の管理上の教訓として、学校の施設・設備の専門家に

よる年1回以上の定期的な安全点検の実施、避難所として利

用する場合の校門の鍵の保管方法や避難所連営に携わる教職

員の役割、 学校、家庭、地域の連携などを明確にした避難所

運営マニュアルの作成の必要性等をあげることができる。

また、災害発生時において、学校で本来の授業ができない

場合、それに替わる応急的な教育方法として、どのような方

法があるかについて、各校で検討し、マニュアルとして備え

ておく必毀がある。

③家庭や地域社会の防災に生かせる教訓

家庭や地域社会も多くの防災上の教訓を得た。

地裳の怖さや被害の大きさ（家族の死亡、建物の倒壊、家

財の焼失、震災後の心のケア、企業の倒産、ライフラインの

損似などによる社会生活・経済社会の崩壊）などを知ること

により、災害に立ち向かう準備、努力の必要性である。例え

ぱ、自宅の耐震補強、家庭での非常用飲料水 ・食料の備蓄、

非常用持ち出し品の準備、災害発生時の家族の役割分担．避

難場所・連絡方法等の確認、地域の安全性の調究と確認を心

がけ実施することは大切な事柄である。

(2)地域防災拠点としての学校の役割について

阪神・淡路大災災では、多くの学校園が長く避難所となっ

て多くの地域住民を受け入れ、余震に不安を抱き、 一時避難

してきた市民を含めると実に全市の避難住民の6割を占め

た。

このように地域が学校に持っている潜在的な期待度の大き

さや地域の実態からも、学校が地域防災拠点の一つにならざ

るを得ない事梢がある。

平成 7年 6月30日に策定された神戸市復興計画において

も、学校は地域防災拠点の一つとして位協づけされている。

同計画における地域防災拠点の役割としての考え方は「災

害時にも住民が自立した生活を送るため、被災者の避難スペ

ースの確保、活動に必要な梢報の提供、飲料水や食料など物

資の提供を行う」となっている。

このことからも、あるいは、このたぴの震災経験上からも、

学校は現段階では地域防災拠点として、施設 ・設備などハー

ド面の整備や地域防災拠点の運営というソフト面の整備のい

ずれにおいても不十分であるということが判った。

学校が教育活動の場であることに配慮しつつ、地域防災拠

点の一つとして機能できるように見直しをしなけれぱならな

し、

特゚に、運営面について、今回でも、避難所となった学校に

おいては、地震発生当日から教職員が昼夜を分かたず献身的

に支援業務に従事してきた。 しかし、学校（教職員）の本来

的業務を考慮すると、避難所の連営に当たっては、行政、地
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域住民の自主防災組織、ポランティアの役割が極めて重要で

ある。それぞれが綿密に述携し役割を分担することを前提に、

地域防災拠点としての学校における教戦員の役割を明確化し

整伽しておく必要がある。

①学校が地域防災拠点となるための物的条件

学校の地域防災拠点の一つとしての機能を充実させるに当

たっては、学校が教育活動の場であることを基本に、 地域防

災の観点から老人や節害者などに配應した物的条件の整備を

図らなければならない。

校舎・施設・設備の耐震性を強化するとともに、教育機

器 ・管理備品の転倒防．1tや理科薬品等危険物の安全管理を徹

底し、安全性を森めるよう配應しなければならない。

地域住民の避難生活や衛生管理を支援するため、運動場や

教室、体育館などの避難スペースの確保、保健室 ・給食調理

室 ，プール等施設の整備充実と飲料水 ・食料 ・毛布等の備招

を図らなければならない。飲料水、食料については、最低3

日分は必要である。

また、災害時における円滑な梢報連絡体制を撒えるため、

学校間や学校と関係諸機l~I及びマスコミとを結ぶ通信ネット

ワークを確立するとともに梢報教宥の一層の推進を図らなけ

ればならない。コンピュータによる避難住民の名簿管理は、

避難住民の安否確認や円滑な避難所運営に非常に有効であ

る。

さらに、このたび学校が、避難所として長期にわたり利用

されたために、幼児・児政生徒の教育の場が長期間翁われた

形になった。この教訓から、教育の場を保持するという趣旨

で、避難所としての機能を有する地域福祉センターとか防災

センターなどを学校に併設、隣接設i性ということも考えて tヽ

かなければならない。

②学校が地域防災拠点となるための組織的条件

このたびの震災において、教職員は、ポランティアや地域

住民の協力を得て、避難所運営の初期の立ち上がりから長期

にわたる避難住民の支援活動を行った。現時点でも避難住民

の支援活動を続けているところもあるa

しかし、教職員はあくまでも、幼児 ・児章生徒の安全確保、

安否確認、諸連絡など学校教育活動やその再開に関わる業務

に専念すべきである。

したがって、今後の地域防災拠点の運営のあり方も、教職

員が本来的菜務に早期に専念できる体制で整備されなければ

ならない。

例えば、教職員の役割として、避難所連営の立ち上がりに

関わる支援業務が考えられる。当該業務そのものは、施設管

FI！者としてやむを得ない部分であるが、 問題はこれに要する

支援期間である。教職員の本来的棠務をまず第一に考えると、

この支援に携わる期間は、長くて一週間である。この根拠と

200 して、上述した理由に加えて、もう一点指摘しておかなけれ
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ぱならない。

それは、今回の地震が幼児 ・児党生徒の在宅時の発生であ

ったがために、教職員は、幼児・児滋牛徒の安全確保、安全

誘甜等の業務に従事する必要はなかった。仮に、幼児 ・児哨

生徒の在校時に発生していたとすれば、教職員は幼児 ・児窟

生徒の対応に追われ今回のように避難住民への支援が可能で

あったかは疑問であると考えられるからである。

今後、 一刻も早く行政が中心となって、地域住民による自

主防災組織の育成やポランティア組織の系統的な活動体制の

整備とこれらを基盤とする地域防災拠点マニュアルの作成・

整備を図らなければならない。

また、このマニュアルに非づき、学校、地域、行政がそれ

ぞれの役割を認識しておくとともに、それぞれがとるべき行

動手順や避難住民受け人れ場所等を該当地域住民に示して、

それぞれが共通認識、共通理解を図らなければならなしヽ。

(3)家庭・地域社会と学校教育との新たな関係の構築につ

いて

人間社会は、個人や団体相互の協聞 ・協カ ・支援という共

同生活により成り立っているものであり、非常災害時におい

てはなおさらこのような協閲協力1i1係が大切である。こうい

った相互の信頼できる関係を良好に保持するためには、 平索

からの対話 ・交流が必要であり、このたぴの裳災における、

避難所運営や学校教育の再開などの場面において認めること

ができた。

教職員による避難所の運営、被災者への支援、避難住民に

よる避難所の自主的連営への組織化など、教職員による献身

的な努力が、多くの被災者に安心惑を与え、 地域の人々の学

校に対する信頼を屈め、希薄になったといわれる地域社会の

結びつきも、逆境の中での助け合いや思いやりによって深ま

ったのである。

震災という媒介を通じてできつつある、家庭 ・地域社会と

学校教育との新たな関係の構築をより推進しなければならな

゜
‘‘
 

し

①防災教育、防災体制に関する連携の強化

学校「刺における防災教育に関しては、幼児 ・児派生徒の発

達段階に応じた独自性とそれらの一貰性を可能にするため

の、巽学年間、異校種間の連携の強化を図る必要がある。

次に防災体制については、体系化された避難マニュアルに

枯づき、行政（区役所・保健所・福祉事務所など） ・家庭・

地域との連携、さ らには医療機関との述携も考應した体制を

整備しなければならない。また、この体制にJ店づいた防災訓

練を実施する必要がある。

こういった訓練を学校行事に位i在づけて、計画的に尖施す

ることが必嬰である。

②地域の核としてのより開かれた学校への展開

学校週5El制の完全実施や生涯学習社会への移行という社

会的要訪に基づき、学校11t1放を栢極的に行い、学校を人材交

流の場とし、家庭や地域の教育力の育成や地域の人材を学校

に生かし、地域 ・学校の活性化を図ることが求められる。

また、学校を場として福祉教村の推進やポランティアの育

成など、家庭 ・地域との日常的交流（施設利用や教育活動へ

の参加等）に基づく協力関係の深化を図っていかなければな

らなlヽ。
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学習指導計画作成資料 （抜粋）

小学校直匝酌
1.学習指導についての配慮事項

• 国語科教材の特質を考慮し、原則として全単元 （題材）を指導するようにしたい。 指専に当 た っ ては下表 を参考に弾力的に

取り扱う。

・表現指報においては、 震災から学んだことを学習内容や活動に生かすことも大切である。その際、単元 （頌材）の目標を十

分把握した上で、 工夫して取り扱う。また、被災児斑の心枯を十分に理解し、適切な支援と個に応じた活動がとれるよう に

配慮する。

2.指導内容

令バと年・全：単元（凶材）で指導する内容

... I ・-’塁：..叩 (00• →·費溝庫U

>
しのひろぱ

たのしかったこと

おばなしをかんがえよう

1 I s たぬさの糸小きりかぷの小ちくリん

どうぶつのがらゃん

かたかな

,4，団 日づけとよう U

>
“'の広場

くつあらい

紐人形9-rきをしよう

2 I i )J太印スー＊のい 鳴
「ことば」をおぼえたチンIヽンジ一

はんた lヽ のことぱ

仁t胡 かたかなでt}くことぱ ． 

>
~:'iの広場
たから物をさがしに

糾、しばいを作ろう

3 I j ちしヽ ちゃんのかげおくりねずみの作った '~,ごはん

あなたはだ

くわしくする，す俎

心'iり アワテ枯の発兄

>
ふYの広場

四．fドー組物1111

地応のI::'.人O<I
げきの粒さを作ろう

4 11゚ 
ごんぎつね

体を守る lL•組み

つなぎ，t佑

,¥,糾 ＂さ庄ちがえやすし、深字
ローマ・_.(-

>
物糾を作ろう

,19の1}.;.均
党えやすいものと社えにくいもの

11佼のみみずく
閏1.l,'t発表会

5 | i わらぐつの中の神ば
党えることと忘れること

6,1，t’i 
,i沿 漢字の成り¥tち

i 
わたしのな物

mの広場
忠いIllを 「巻き物」に
'I;．さ る

6 I 
ゆずf'.)結

えそまつ

i ガラスの小びん「わたし」 とはだれか

数沼の使＼ヽ／j

上 i野の形とぷ昧

3.備考

全文の油聞（．械みIJllかせを含む）、 新1.1l漢字 ・浪み笠え漢字、難閏句柑導

＊一次年ぽに移行して指導する場合

和（←1量□暉r9l-邑叶蝙・ぐ→疇加。
※経駿しが1”の剛i序を考えて、内いたりぶしたりする。
◇震災に収材した表以桁導もろ認に人れる

*2年「休みじかんにしたこと」と1対逹付ける ，

哀挿絵と本文をつなぎながら話の内容の大体を読み収る．＇

*2 年 「ふ色のとう」「たんぼぽのちえ」 と関追f•tける

◇及行、 f足行、拗音． Hi•r. uutlについては．El常のon活動 と関連付ける

距 It柄の舶序を笠理して． tiいたり話したりする

◇冥災に収Uした表現指導もろ慮に人れる
*3年 「ろく人・びり」 と関述けける

※人物の気拉ちゃ山1hiの様 J'•を4暉しながら、悦んだり、 内容をl［しく浪み収ったりする

◇柑図． 桁，!1,カ七 •9 卜 ． ワークシー ト等を活111する
*3年 「かげを兄つげたカンガルー1まうや」「ヤドカ ＇）の'；1っこし」 と関連付ける

◇u常の，Ill柄動の91• で桁導する

磁 伐点が分かるように、区切りを考えて内いたり、はしたりする．

◇霞災をテーマにしたよ現指導も和也に人れる、＇

* ''年 1しようき<・< I：場の兄学」と1即述付ける．
※人物の性格や山面の情姐を忠像 しながら滋んだり、要点を正しく理解しながら内容を涼みl収ったりする

◇ ワークシート守を利Illして効平化を図る

*・'年 「ガォ ーッ」 「カプ 9・ガニを守る」 と1関述付ける＂

◇ n常の，れ活動か 19で桁導する．
*4 T・「漢・;,:を、い`ぺるとさは」とl関述付ける
艇 99心点が町碓になるように． ＂tヽ たりぶしたりする．

◇露災をテーマにした~JJI.桁導もが皇に人れる．

*"年 1• I. 1然を人・1;1)に」と 1関連付ける

※出面の移り変わりを忠'"'しながら，況んだり． 小心的事柄を，況み収 ったりする。

◇ ワークシー ト守を利991して効中化を図る．

*5年「 fねこをだいて」「地図が兄せるfl!芥」と関連付ける

◇111;r(I)，計活勁の,,,で指導する

*5'1"「あやまりやすし、滴 k`」と1関述付ける
＊ローマ・Kは． 5年"W)に出導してもよしヽ，

※構成を考えて文店を内いたり｀ 』恨拠 をはっきりさせて，1..印したり、 Utlきf-に内容が分かるように1礼1流したりする，

◇震災をテーマにした＆現指導をする山合。多様な＆現活動ができるようにエ大する

*6年 「＇父しい^ m校生活Jrro1，悦0）上火」 と1関述付ける

叫 ？f紅の叙述や描ザを1lいわいながら讀んだり、 咲行を4えながらIA!容を流み収ったりする．

◇ ワークシート守をAImして効宰化を図る．

*6年「赤い実はじけた」「太阻のめぐみ」と1関連付ける．

*6年 「敬、l,!iO)使い1i」「i総字の形と怠味」と1関連付ける．

※IJ的に応じて文l;'lを古いたり，はしたり、 UりきT>に内容が味わえるように知説したりする。

〇戎災をテーマにした及駁指導をする山合．多様な表現活動ができるようにエ夫する。

◇介菜を,iりに．これまでの9J:t,9を扱り返り、 lT1分を見つめ．筍屯をもって退学できるように女援する

※u的に応じて効米（（，)な，北み方を―l’．火する
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◇ U常の，lthri動の巾で桁導する

習熟 • 発展を図るために安易に家庭学習に頼る ことのないよう 、 十分留意する 。
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小学校]BE
1.学習指導についての配慮事項

・今後の指甜計画を立てる際、岸元と単元との関連を保ち系統的に指導できるよう考慮したい。

・尊数科においては、数の拡張や少数 ・分数 ・割合の意味や表し方などの数概念の育成、時刻の認知や長さ ・里 さ・面積など

撒と測定に関する基礎となる経験の重視、立体の要索に着目した図形指導等に重点を岡きながら、少しでも多くの操作活動

を取り入れ、問題解決に取り組む意欲を大切に育みたい。

・既習の内容が想起できる学留の場を設定し、児箪自身が考えることを重視し、試行錯誤しながら自分で考えを整理し、順序

だてて説明できるようにしてしヽきたい。

2.指導内容

學隼
皐元00:．-内~’’

017.大き＼ヽかず

・ 18. 100までのかずのrt,ヽさん

019.と（が、

・ 20.おおlヽl;l.うすくなし、ほう

・ l4.かげ算 (3)

015. I万 までの数

2 I 016. liさしらぺ (2)

017.ちがいをみて

・ 18.ば：：づくり

015. Jヽヽ数

016. rJi（さしらペ

3 I 011.か くれた数はtヽくつ (2)
・ 18.かけ:p:(2) 

・ 19. C]をつかった式

・ 20.そろばん

014.分数

4 I . 1s.何倍でしょう
. l6．変わり／i

017.直Ji体とv．力体

• 12.文字と式

5 013. f99/1打でしょう

014. 111合

015. fTlと1r．多角形

012. l'I料の潤ペブj

・ 13. ;ljlJ合を使って

6 014. 6年のまとめ

3.備考

女一次年ぽに移行して指導する鳩合

ふ•^ •―”m料 ・！丙“'ヽ'.:\＊•→• いたW可響る＆”.t.呵）
※かずのかぞえかた ※かずil)かきかた ※1()()までのかず

おかね 100をこえるかず
◇ 少しでも多くの操作活動を収り人れ、以感をffてることに祖点したい．

・―'. 

◇llt算捧を使って1tばの仕方を考えることを中心指導と し．，11麻練密につ9ヽては． 2年「5．たしtいとひきi1(l)」の学習

に入るまでに紅絞指導する，、

◇長針と短針のしくみに注目させ．何時． fii/時創分の研み方を知 らせる．定行を図るために、惰段の＇れ 校生活の中で峙j¥lJを院

む機会を多くもたせた 9ヽ

*2年「17. ちがいをみて」 11)919［こ糾み人れて指導する。

① Jし）Lのひょう ※② もんだ 1ヽ

*a）は、 3年 「1.1し）Lの出とかけn」で指導する
※(I)1000をこえるかず ② たし算とひき算

＊②1:I. 3 年「 4 ． 人• さな数」の中の 「 6. たし3？とひさ 惇」 の桁導に人る前に組み入れて指導する ．

◇実測を中心に!,t'I?,を貸う ことに如．いを1rtき．氏さの計”につ9ヽ ては． 3年 「0岬JIと比 さ」の巾のkmとm0)nt3iの中で指導
する．

◇ 3学期の校如・fIIIl内で桁導できなかった場 合は．：3年の学初に人る前に桁導しておきたい （いf•以上の学年で糾み人れや

す 9ヽJI!元がないため）

*4年 「,,,：ー／i体とv.／ii本」で桁導する

※① はしたの＊きさと小数 ②小数のたしw.• ひきn
⑳I;;t.,Jヽ数の概念のふ随となる学や／であるので． 小数を導人 した後ぱ数直線を —I·分に1;'iItt t.. て理解を深めていきたい。 また、

導人II、9にば、「13.分数」 と郎泡付けた学也＇を展 開するとよ 9ヽ

◇既切の 「及さ 」 や「かさ 」 の学苦を忠起させることによっ て． 一つのはで数値化できることをPl！解さ せていきか 、• その後．

測；とする泊動を通して只惑をffてるようにしたい．

*4’’；・「4.式と1tn」の適応叫として桁導する．

Q加I・トをかけるかけ算 t> (iけた） X (2けた）の布n ③ (3けた） X (2けた）の咽m
*4 ’’,• 「 I . ＊さな数」で指導する。

*,1年 「4...tとJtn:.16.変わり方」で指導する
Cliたし互とひさ'I):(!) ~たし算とひきり (2)

*4年 「しゅnの練切」LL:P.116-117)で栢導する

※Q)分数のいろいろ 2分数のたし麻 ・ひき算 ふ どんな計算になるのかな
◇兵分数．仮分数．9：i9分数につ9ヽ てi;J.. 数直線を活HIしなが ら学習を追めていきたい， また．「等しい分数Jにつ9ヽ ては． 児
9・itが守しい分数に気付いていくような学習展開を苓えたい．

*5年「8,分数」で指導する。

*5年「I991倍でしょう」で指導する。文ら℃適応問題と して収り扱 って随II寺指導してもよい

(DOと△を使って ②変わりガの＇＆を使って

*5年「II．単位鼠あたり（変わり力のきまりを兄つけて考えるIll)凶）」で括導する

aてん11¥11::11 "2J面ゃ辺の平行と亜直• Gi立誼の火しカ
OI“a/ii本や立方体を殴京したり ．構成したり．分解したりする悦1乍活動を多く収り入れた学や1を1必開するようにしたい，

d‘文字を使った式 ②式のよし方とよみ方
◇ 粋段の投業の小で、 口に代わるものとして文字Xを使わせるように心がけ｀ 親 しみをもたせたい

*CD.;2〉共に. 6年「7.比991と9支比例」の学習で関数的兄Jjをまとめることになるので．その学i加の前にW.i荘9ctけ折導する

※9ば換えの考えと相．tれの ’身えを使って解く岡凶
〇誼き換えの名えは、本111,0::が切めてなので． 略図や線分図を f•がかりにして飩解を深めたい．

＊次年度に移行する場合、次単元 「IIJII介」の学:!'Iの前に位ば付けm導する．
※(I)割合 ※②百がや ※〇割合を使って ④割介0)グラフ

◇関係図や線分図を手がかりに数[,11関係をつかませて＼ きヽたい。
*6年「2.分数のかけ算J「3．分数のわり31.」「4.比とその利用」へと発J及して 9ヽ くので、次年度に移行する山合．その
前に位む付け行導したい

① 19；多角形 ② おうざ形 ③ 円の周；；；直it ④J110)面積
Of-lllld率は数学的にもk)TI的にも非常に！r（要な定数である 作菜を迎してくわしく潤ぺ．より深く理解させたいe
※①汽料の整理 ② いろいろなグラフ

〇度数分布必やIU)どグラ フば、 統8t処埋として大切なも0)であり、リーと質の4近なW料をもとに授業をJヽ61Jilしたいc

全体を 1として．割合の・ftJや積などを号え解く 問題

〇身の回 りにあが9ヽ象を収り l．．げ、1n1凶場涸を具体的に把四させ、 数Jil:1関係が狸解できるように絵 ・図・線分図をもちし、たり
ゼ1かせたりして．指導を 1決するとよい、

の数；；；nBな ②点とはかり方 ③図形 ④ 数はの関係 ⑤問凶 0)兒方、巧え方
〇各学級のりし！itの実佑に合った指導計両を立て． 店礎的 ・店本的な内容を中心にil'i導したし‘•

・習熟を図るために過重な家庭学習を与えたり、盛りだくさんの指導計画のため理解が不十分になったりして、児童の学習意

欲をなくすことがないように気をつけたい。

・「各学年のおさらい ・ふく習」 「計尊のくりかえし練習」については、随時繰り返しに用いるようにする。



中学校団旦i
1.前年度3学期中の教科指導での工夫・配慮事項

(1) 3学期中にぜひ指導しておきたい事項 （各校の進度の火態を勘案し、 3学期約6週間の授菜を想ぷした。）

I 地理 第 1部 第2章 「さ まざまな地域（世界地理）」までは指鴇しておきたい。

年 歴史 第4章「也界の動きと天下統一」までは指導しておきたい。

2 地理 第 0部 第 3箪 「n本の諸地域」までは指＃しておきたい。

年 歴史 第7ii'!「近代日本の歩みと国際関係」までは指導しておきたい。

(2)平成6年度3学期の指導計画での工夫・配慮事項

地理 第1部 第2章 「さ まざまな地域（世界地理）」で取り上げる地域又は固の設定は、確保できる授業時数の範囲内で計画し、場

I 
合によっては最小限（二つ）にとどめる。

歴史 小学校での学留内容との重複を避けるように内容を精選すると同時に、世界の歴史に関する項目をさらに精選・ エ夫して配列し、

lこ1本の歴史を理解させるための背烈として取り扱う。
年 特に、第441における中世ヨーロッパ、イスラム世界、 1・字軍、ルネサンス、宗教改革、大航海時代につtヽ ては、当時の日本の

時代背娯を埋解する助けとなるように簡略化して扱う。（参考例を参照）

2 
地理 第 ［部第3章「北海道地方」の単元で日本の水産業について取り上げること。（ここ以外に日本の水産業についての記述が現在

使用の教科びにはない）
c 

年
歴史 小学校での学苦内容との重複を避けるように内容を精選すると同時に、明治時代以降の世界の歴史に関する項目については、当

時のII寺代背娯を理解する助けとなるように内容を精選して扱ったり配列の工夫などに努める。

(3)平成7年度当初の指導にあたって配慮すべ き事項

・ 1995年度版 「私たちの神戸」 (1年生に配布）は震災に伴う部分的改訂作業のため、年度当初の配布は困難な児通しであるが、第 U部第 2

京「身近な地域」は改，打版を参考に 2学期以降に扱ってもよい。
. 2年牛地理的分野の第川部「国際社会における日本」は. 3年生への持ち越しとなるケースが多いと考えられるが、取り上げる1Jl項、国を
「さまざまな地域（世界地理）」で収り上げた地域又は国との関連を考えてそれぞれ 1つずつに絞れば、 5時間の授業時数で指祁できると思
われる。

. 2年生歴史的分野の大1じ時代以降は3年生への持ち越しとなるケースが多いと考えられるが、公民的分野で扱う内容との重複を避けるよう
に精選に努める。(H本国憲法の成立、現代史における世界伯勢の部分など）

2.本年度の指導計画での工夫・配慮事項

(1)時間配当計画の大枠について

標準的な授業時間数に対して、現実には学校行iliや考代で欠落する時間数を考慮し、85％で計画する。

2年生 ：週 4時間X35週X0.85与120時Itil
3年生 ：週 3時間X35週X0.85与 90時間（ 1:限の場合）

6年度の設災に伴う時間配当の変更により、 7年度の 2• 3年生の各分野の時lt1J配当を次のように計画する。
2年生 ：地理60時問、歴史60時間 (Jt120時間）

3年生：地理9時間、歴史17時間、公民64時11.l:I （計 90時間）

なお、進度の状況によって時間数に余裕がでる場合には、指＃法にT．夫をJJLIえたり、 補充 ・深化の時間に充てる。

(2)各中項目の時間配当

学分景' 平虞7年宣に取り撮う鑓寧暉（中・国、．た担し公属について ― l) 
地理 第 U部「U本とその賭地域」 第 ll;i「世界から見た日本」

第 2衣「身近な地域」

第 3平「日本の諸地域」

2 第m部 「固際社会における日本」第 1章「日本と世界の結びつき」
第 2衣「日本と国際社会」

歴史 第 5:l;t「江戸幕府の成立と鎖国」
年 第6平 「国際憐努の変化と政治の行きづまり」

第 7浮「近代日本の歩みと国際関係」

第8平「二つの世界大戦と日本」
第9章 「第 ．．次世界大戦後の世界と H本」

地理 第111部 「固際社会における1:l*」第 1平 「日本と世界との結びつき」
3 

第 2tは「U本と国際社会」

歴史 第 8沼 「―．つの也界大戦と日本」

第9菜「第二次世界大戦後の世昇と日本」

年
公民 第 I部「民主政治と国際社会」
.:ii u部 「国民生活の向上と経済」
第m部「社会の変化と私たちの生活」

. ＿疇戴の配当鯖■・
6 
8 

41 

2 

3 

13 
13 

19 
13 
4 

4 

5 

13 

4 

27 
27 

10 

203 
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中学校国且引
1.前年度からの指導計画での工夫・配慮事項

◇授業時間からみた年間指導計画の見直しの視点

学習指導要領による指導内容は、週あたり 3時間を基準にして精選されたものになっている。 しかしかなりの欠時が見込ま

れるので、碁礎基本を押さえたうえで指導内容の精選、 重点化を図り l、2年で指達できなかった分野を次年度の計画の中

で消化するよう努力すべきである。 さらに 3年生の授菜時数から考えると、下限の 3時問で計画をたて、 t限 4時間で実施
している校においては 1時間を補充、深化にあてるよう計画する。

◇年間指導計画対応例①

9●J●9.-'噌＇Uぼ饗-’"で'-; 
標準指租計画fりl

ll 2.地球と太陽系
3 I 2月 ~t (18h) 
学 8h I．身近な天体
期 と地球・・・・・・・・ (4h) 

年 1
2.地球の連動・・・ (8h)

3月 3.太陽系・・・・・・・・ (5h)

6h まとめ・・・・・・・・・・(lh)

4月 I 3.化学変化と原子
6h 計 (23h)
1．物質の燃焼
と酸索・・・・・・・・ (Sh)□ 6月 2．化合と分解 (6h] I 3. 物質のつくり••(Sh)

学 4.化学変化と
期 原子・分子・・・ (6h)

まとめ・・・・・・・・・・ (lh)

12h 1 ll 3.動物の生活と種類
計 (24h)

口4h 動物の生活を観察
しよう
1．食物の消化

9月
と吸収・"・・・・・ (Sh) 
2.血液の循環・・・(4h)

!Oh 3.呼吸と排出・・・(4h)
4.剌激と反応・・・ (4h)
5. 動物のなかま••(6h)

10月 1 まとめ ・ ・ ・・ •.． ． ．． ．（ lh)
2 I 2 1 10h 

年 孟n1112h月 14電流とその性質計 (22h)
1.屯流と祖圧・ • • (lOh) 
2.屯流と屯子・・・・(2h)
3.祖流のはたらき・(9h)
まとめ・・・・・・・・・・・(lh)

12月
6h 

0 4.天気とその変化

1月 1 計 (21h)

8h,  
気象観測をしよう (2h) 

; I 2月
1．大気中の水蒸気
と唸・・・・・・・・・・・(5h)
2.気庄と天気・・・ (5h)

901 8h 
3.日本の火気・・・ (8h)
まとめ・・・・・・・・・・ •(lh)

3月
6h 

対応例

● ：桁選の対象となる教材
o:その他精選可能な教材や留意点
◎ ：重点項目

II 2. 地球と太陽系・・・・・・・・・・・・ (16h)
◆l．身近な天体と地球・・・・・・・・ (3h)
太隔や月の表面観察に替えて資料集の写真や図版やピデオ教材を利用する。

◆まとめ時間は省略し、小単元毎に復習する。

0P66の実験「太陽の南中底度の観測と仕間の長さ閲べ」は、観測データをドライラポと
して、考察させる。

13. 化学変化と原子・・・・・・・・・• (21h) 
●1．物質の燃焼と酸索 ・・・・・・・・ (4h)
「2．燃えて二酸化炭索と水を生じる物質」の内容は 1時問に統合できる。
ここでは 「エタノールの燃焼」 「ろうそくの燃焼J 「わりばしの燃焼」などいくつ
かの有機物の燃焼を観察させ、そのつど石灰水による二酸化炭索の検出、塩化コパ
ルト紙による水の検出を行ない、これらの物質が共通に炭索や水索を含んでいるこ
とを示すと効果的である。

◆まとめ時問は省略し、小単元毎に復習する。

0Pl08の実験「沈殿ができる化学変化とその質砿」を演示実験とする。

113. 動物の生活と種類・・・・・・・・ (22h)
◆5．動物のなかま ・・・・・・・・・・・・・・(5h)
「背骨のある動物」でセキツイ動物をそれぞれの特徴を比較しながら、時数削滅を
行う。

◆まとめ時間は精選し、小単元毎に復習する。

0 「食物の泊化と吸収」で芹食動物と肉食動物の（知の特徴を簡単にあつかう。また、
消化器官のところでは小学校時に既習の部分であることから軽く触れる程度とする。

14. 俎流とその性質・・・・・・・・・ (20h)
◆2．屯流と屯子・・・・・・・・・・・・・・・・(lh)
真空放祖は10分程度の演示実験とし、その後得子の流れが屯流であることを説明する。
P24の装沼を使用せず、 P25、26のような市販の放屯管を使用し放屯の様子を観察さ
せる。また、 P27の 「考えてみよう」で定行をはかり 、次節につなげる。
◆まとめ時間は精選し、小単元毎に復習する。 ' 

ll 4. 天気とその変化 ・・・・・・・・・ (19h)
◆気象観測をしよう・・・・・・・・・・ ・・(lh)
観測1「気象疲素の変化」はドライラポとし、資料集などを活用する。
◆まとめ時間は精選し、小単元毎に復習する。

◎神戸市では、 この50年間に3度の水害 (s13.36. 42)に見舞われている。今回の嘘
災で地盤が緩み、梅雨末期の梨中牽雨により 2次災害の発生も予想される。
「日本の四季の天気」を特に重点的に ！
0 「日本の天気」の「日本の四季の天気」で台風を夏から秋の天気の特徴の一つとして
扱う。

1年→2年

2月
8h 

3月
6h 

4月
6h 

5月
10h 

6月
12h 

7月
4h 

9月
IOh 

10月
10h 

11月
12h 

12月
6h 

1月
8h 

2月
8h 

3月
6h 



◇年間指導計画対応例 ② 

学 1学 1 月 単 元
年順峙敷 （鴫噸）

襟準指専計画例

1 J-l Jl 4.天気とその変化

：こI3 
8h ,l l・(21h)

気象阪測をしよう (2h}
学 2n l.一人気巾の水蒸気
頂1 8h と認・• • ・ • • • • ・ • (5b) 

2. 気圧と）没気 ・ ・ • (5h )
3. H本の人気・・・(8h)

3月 まとめ・・・・・・・・・・・ (lh)

6h 

4月 Is.物質とイオン
6h Jt (19h) 

I 1.水浴液とイオン・・(9h)
学 2.酸とアルカリ・・(4h)
関I 5H 3.中和と塩・・・・..(5h) 
IOh まとめ・・・・・・・・・・・(lh)

6)1 [15.生物のつながり

12h 
di・ (20h) 

l.細胞と生物

□ 
の成長・・・・・・・(5h)
2.生物のふえガ
と遺伝・・・・・--・ (4h) 
3.'I,．物の類緑関係
と進化・・・・・・・・ (4h)
4.生物どうし

9)1 のつながり・・・ (6h)
10h まとめ...........(lh) 

単元および鑽囀上の雷意点
（疇）

I ム・ 「 1 「.．

対応例

◆ ：精選の対政となる教材
〇 ：その他籾選uJ能な教材や留．意点
◎ : ・T1点項目

2年→ 3年
（下他苧

』藪

I 

＂ 4. 天気とその変化 ・・・・・・・・・(19h)
●気象観測をしよう..・・・・・・・・・・(lh)
観測l「気采要索の変化」はドライ ラポと し、汽料出などを活用する。
●まとめ時間は精選し、小単元毎に復習する。
◎神戸rli.では、 この50年1111に3度の水吾 (s13.36. 42)に見舞われている。今回の震災
で地盤が緩み、 梅雨末期の梨中梨雨により 2次災害の発生も予想される。
「日本の四季の天気」を特に頂点的に 1
0 「日本の天気」の「日本のIlq季の天気」で台風を以から秋の天気の特徴の ・つとして
扱う。

1月
8h 

2 91 
8h 

| 

3月
6h 

4)-1 
6h 
| 

15. 物質と イオン ・・・・・・・・・・・9,1t(16h) 
●1．水溶液とイオン・・・・・・・・・・・・(9h)
「イオン」と 「イオンの種類と 考え方」とを統合して 1時間とする。
‘ ※ l価のイオンをとくに］釈に指祁する。
イオンの学習は抽政度の岱い概念であるため、屯夕（永動の演示実験やイオンをモデル
化したものを使用して視槌的に理解できるものを準備したい。
●まとめ時間は精選し、小ll勺じ毎に復習する．
OP61の実験4の通道性の確，認は実験 1の結果を利用する。

[15. 牛物のつながり ・・・・・・・・・・',l・(18h) 
●4．生物どうしのつながり ・・・・ (Sh) 
「生物どう しのつながり」の中で、食物述鎖と生物界のつりあいをl対述づけて学習す
ることで2時間で行なう。身近な生物の例をいくつかだして、ある生物の数の崩滅が
他の生物の数の増減に深く l炒わっていることを考えさせるm
●まとめ時間は精選し、小単元毎に復習するし

OP74の実験「tの中の菌類 ・細菌類のはたらきと有機物」は演ボ火験とする。

5月
10h 

I 

6H 
12h 

7J=l 
4h 

9月
10h 

2
学
期

3

年
10月 I 6.述動とエネルギー
IOh il・(23h)

1. ））のはた ら き ・ •(7h)
| 1 2．物体の迎動とカ・ •(6h)

3. ft事とエネルギー・・(9h)
まとめ・・・・・・・・・・・(lh)

l1月
12h 

I 

I 6. 述動とエネルギー・・・・・・・・ill・(21h)
●3. ft•l~とエネルギー・・・・・・・ · (Sh )
「力学的エネルギー」で「位硲エネルギーの大きさ」を演示実験で扱い、運動エネル

ギーの大きさでは、データを与えてドライラポとし2時間で収り扱う。
◆まとめ時ltlは精選し、 小lii元1圧に復習する。

OP9oの 「まさつがはたらかないときの物体の連動」、 P99の「ま さつにさからってする
仕事」は油示実験として収り扱う。

10月
10h 

11月
12h 

| | 
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二
1月
8h 

| 

3
学
期
2月
8h | I．科学技術とわたし

たちの生活・・・・(3h)
←--1 n. 地球と人間・・・・(Sh)
3月
4h 

□ 6. 人•地の変化・・•. ． ．．．． ． ． ．． ．． ~ t (18h) 

◆4．大地の変動 ・・・・・・・・・・・・・・ • (4h) 
「1.現在の土地の動き」と 「2地形からわかる土地の動き」を2時間で扱う。

艮い，，f•Hの間に大地は変動 しており、その積み煎ねにより、 地形が変って行くことを
押え、地形と大地の変動の1関係を理解させる。
◆まとめ時間は精選し、小lii元毎に復苦する。
◎地裳については 1年間を経過した阪神大震災に関連させてていねいに扱う。
数十万年前から六甲山が隆起し、大阪湾が沈降を始めた。これは、東西からの圧縮を
受け、 M7 ク ラ スの地震がおよそ数百年から千年に •度の間隈で繰り返し起ったこと
によるものであることにも触れる。

◆I．科学技術とわたしたちの生活 (2h)
◆ D. 地球と人間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (3h) 
この部分はできるだけそれまでの関述するlii元の巾で取り扱う。

12H 
6h 
l 

1月
8h 

l 

2月
8h 

3)=1 
4h 

2. 教科指導での工夫・配慮事項

1指導方法の工夫 l 太陽や月の表面の観察などの指報では、最近のピデオ教材を使用して、視比に訴え授業の効果をあげるよう努める。

1実験の精選 I 実験を重視するとともに、 実験カードの効果的な活用や、生徒実験を演示 実験としたり、演示実験を資料と

して利用し考察させるなどの精選を図る。

1単元末の運用 I 「単元のまとめと学習の応用」に 1時間の時間配当があるが、 小単元終了毎に定着 ・深化のためにこの問題

を利用することにより、効果をあげる。

Iワ ークシートlワークシー トを工夫し、生徒の思考力、判断力を餐うとともに指屯の効率を図る。
I休業日の活用I授業での演習に十分時間がとれないので、長期休業等での演習等を計画的にとりいれ、 定着を図る。
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日常生活との

関連を重視

実験室、実験器

具の整備

防災教育の見地

からも取り上げ

たい内容

実験 ・ 観察を補う手段として、できるだけ日常生活と関連づけて指導を行い、生徒の興昧•関心を重視し、

効果をあげる。

実験室が使えなくなった学校等、被害の状況は様々であるが、計画的に整備を図っていくとともに実験器具

等なくなった学校については当面補充ができるまで、各校の連携により貸借ができるよう配感が必要である。

①地震について

今回の地震は、私たちの生活を根底から覆すものであったが、兵庫県は地裳が少ないという思い込みか

ら防災に対する心構えが不十分であったことは反省しなければならない。これを一つの契機として「大地

の変化」の単元で学習する内容を踏まえ、各学年の実態に合わせながら早い時期に指甜していくのも一つ

の方法である。これは、防災に対する意識を高めるとともに、地震の発生のメカニズムを理論的に知るこ

とにもつながると考えられ、生きた教材となる。

「大地の変化」の教材中に位誼づけられ、地複と長期的な大地の変動、 地形との関述についてもふれた

い。数十万年前から六甲山が隆起、大阪湾が沈降を始めた。これは、プレー トによる東西からの圧力をう

けて、複数の活断層群が動く現象、つまりM7クラスの直下型地震が、およそ数百年前から千年に一度の

間隔で繰り返されることによって、六甲山や大阪湾ができたことにもふれたい。

②躯中髪雨による水害について

地震発生後の対処の方法を十分に指導するとともに、神戸市では集中楽雨による水害にここ50年間で3

度も見舞われている。今回の地腐で地盤が緩んでおり、楽雨による 2次災害の危険も 「日本の四季の天気」

のなかでぜひとも取り扱いたい。

「選択の時間」I① 1 ・ 2年3学期の学力補充にあてる (1学期間）
のとりくみ四」 ②震災という現実を踏まえ、生徒の体験したことが今後の防災に生かされるよう、特に「6.大地の変化」

を碁礎において、発展教材として学習する。また、国語、社会、理科の合科教材として扱い、中学生なり

の考えをもとに一つの記録としてまとめ、残したい。

1小学校との連携 I 新入生については、履修内容を確認したうえで、補充の必要があれば授業の中で取り上げていく。

中学校⑲9配(1年）
1. 3学期中の教科指導での工夫・配慮事項

* Lesson 10 
A 文法事項等 ①進行形の形（現在形、疑問文 ・否定文も含む） be動詞＋～ingの徹底 ②Let's～の文 その他

B重要単語・連語の発音、意味及びつづりなどの確認

child < children、skate→ skating(eは、はずしてing),swim→swi皿ning(mを重ねて）， enjoy,party, free, wonderful, fine. 

Happy New Year, say hello to -. The same to you、Seeyou. 

* Lesson 11 
A 文法事項等 ① Something is on the - (under, in, behind, in front of~) ② Where is (are)… ? II's on the ～ ③ What is 

(are)(there) in the park? There is (are)～ ④ Are there any -s? Yes, there is (are)./ No, there isn't (aren't). 

B勇要単語 ・連語の発音、意味及びつづりなどの確認

house, room, window, door, table, wall, knife, sea, hill, garden, building, park. station, river, town, store, night, train. 

library<libraries, people. where, bring⇔ take, large⇔ small, tell. use=take. on,_ in, under, in front of -, behind. near. by 

* Lesson 12 
A 文法事項等 ①現在形と過去形 (be動詞のみ） ②天候の尋ね方 How is (was) the weather? It is (was)-. 

B頂要単語 ・連語の発音、意味及びつづりなどの確認

farm, tree, family, yesterday, weather, city, everything, thousand, ago, then, now, rainy. cloudy. cold, next. change, were, was, have, a 

good (nice) time, time, next week 

2.次年度の指導計画での工夫 ・配慮事項

(1)年度当初に配慮すべきこと

Lesson 12及びReviewReadingまで進めなかった場合。

•新年度の早いうちに頂要文法事項及び単語・連語等の発音、意味とつづりの確認をしたい。 (L.12については 1を参照。

R. R. については••手紙の害き方及び単語 south,west, north, east. country（発音も），mountain,high. dear, Chinaなど）

・教材等を工夫し、 5時間程度で学習を終えたい。

・神戸市英語研究部編北のワークプックの利用。



◎指辞教材（例 l)

休日あなたは旅行に出かけました。帰ってみると、部屋は空っぽです。さあ、大変。どうやら泥棒が入ったら・-;．'．)てす

盤＼ヽたあなたは、すぐにPolice（警察）にTelephone（電話）しました。そして、やってきたおまわりさんに、 盗囃＼Iiを生

さなくてはなりません。部屋に何があったのかを書いて下さい。
ヽ

a guitar, a carpet, some books, a clock, some nowers. a sofa. a table. some picmres 

印

There was a carpet 

2

3

4

5

6

7

8

 

on the floor. 

on the wall near the window. 

on the table. 

on the wall near the window. 

in front of the sofa. 

on the shelves.（本棚）

in Lhe corner near the door. 

under the shelves. 

◎指導教材（例 2)

外国人の講師の J先生は、以前、小さな町の中学校で英語を教えていました。

次の先生方の対話を聞いてあとの質問に英語で答えなさい。

T: Was ic a big school? 

J: No, it wasn't. 

T : How many teachers were there? 

J : There were eleven teachers. 

T : How many students were there? 

J : There were one hundred and twenty students. 

T : It really was a small school. 

J : Yes, it was. 

T: What sports clubs were there? 

J : There were baseball, basketball. tennis, and volleyball clubs. 

T : Was the school in a small town? 

J : Yes. it was. There was some mountains behind the school. And there was a river near the school. 

*Questions 

I How many teachers were there? 

2 How many students were there? 

3 Was there a tennis club? 

4 Was there a soccer club? 

S What was near the school? 

(2)年間を通じて配應すること

・ 年間指導計画を柔軟に作成する。前年度十分に指導できなかったところを、 2年生1学期の始めにまず指功し、 1学期

はLesson4程度までとして、 R.R. (The Last Leaf)を夏休みの課題とするのも一方法であろう0 207 

・ 外国人講師の有効なる利用。特に、既習文型などを、日頃の対話の中で（授業中はもちろん、 学校の廊下などで出会う

ときに）意識的に使ってもらう。

(3)他の教科などとの関連において特に配慮すべきこと

特になし。
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副読本 「しあわせ はこぼう」 （抜粋）

今回の阪神 ・淡路大震災を負の体験として終わらせるので

なく、児童生徒の未来に向けてどう生かしていくのか、今後

の神戸の教育の大きな課題である。

そのため、児童生徒の生の震災体験等をもとに副読本を作

成し、各小 ・中学校の取り組みに資する。

(1)主題とテーマ

副読本は、発達段階を考慮に入れて小学校 1・ 2 ・ 3年生

用、小学校4・ 5 ・ 6年生用、 中学校用の3種類を作成した。

本のタイトルは「しあわせ はこぼう」とした。

いずれも以下の主題を設定し編集した。

・地冥のメカニズム ・ライフラインの重要性

・防災への心構え ・ポランティアの心

•生命の大切さ ・家族のきずな

・友情 ・人々への惑謝

・思いやり助け合い ・神戸を愛する心

各副読本のテーマ（目次）は、次の通りである。

小学校1 • 2 • 3年生用 「しあわせ はこぼう」

1. しあわせはこべるように

2. かいじゅうがおそってきた

3. どうして地しんはおこるの？

4. その日のあさ

5.学校のまわりはどうなっているのかな？

6. くらしがかわった

7.水がでない！ こまったな どうすれぱいいの？

8.おじいちゃん、ぼくにもできるよ

9. 生きものはみんなたいへんだった！

10.生きていてよかった

11. もうひとつの小学校への手紙

12.おひなさま

13. やさしさをありがとう

14.まほうのあくしゅ

15. 花いっばいさくせん

16.ぼくの町、わたしの町

17.小学校が元気になった日

18.いつもこころをぜんかい！

小学校4 • 5 • 6年生用 「しあわせ はこぼう」

1.紙しばいをみにきてください

2.お父さんのかれた声

3.長い一日

4.からっぽのバケッ

5. 自然のカ

6.あの子は天使です

7.みんなの願いがつまった「復興計画」

8.暖かい支援

9.あの日あの時

10.姉の体験

11.復興を願って一人々の努カー

12.明日に向かって

13.地球の仲間

中学校用「幸せ運ぼう」

1.過去が光って見えるとき

2.ありがとう、おぱちゃん

3.焼きそぱのにおい

4.応援しています

5.この街が好きさ

6. I本の木から

7.断たれたライフライン

8.わたしたちの町、 神戸

9.神戸のシンポル ・神戸港

10.地球は生きている

11. こんなときどうする？

12.安全な苔らしへのアイデア

13.路地葬

(2)「しあわせ はこぼう」小学校 1 • 2 • 3年用

「しあわせはこべるように」

このうたをつくられた先生はうすい先生という小学校のお

んがくの先生です。先生のおうちも、じしんのために、ぜん

かいしてしまいま した。

1月17日のだいじしんでこうべのまちは、すっかり、かわ

ってしまいました。先生は、うまれそだったこうべが、もう

いちどげんきによみがえるようにと、このうたをつくられた

そうです。すべての人に、「しあわせはこべるように」しつ

かり大きなこえでうたいましょう。

① しあわせはこぺるように

しと うひき さ も き まなつじ
あどまぴぼさ とずいく よ し
わけれき う えのつにないん
せたか窟をあすが いち つ 心に
は い わ むう たをたをも
こわるれねこたこたかもまし
べたこぽにこにういた つ け．
る しう ＜ ろもべせがてなき
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た
ヘ
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かいじゅうは何を考えているのだ
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にの ＜ 
いぶ

t きん
ても し‘
し、
言 ま‘ー三
う

と



③水がでない ！ こまったな どうすればいいの？

◇考えてみましょう

〇水がなくなってこまったことを話し合いましょう。

〇少ない水を工夫して使うにはどうすれぱよいでしょう。

〇水を大り］にするためにできることはどんなことでしょ

う。

＊地震のときは、水だけでなく屯気やガスもとまりました。

屯気やガスについても考えてみましょう。

④生きものはみんなたいへんだった ！

須磨海浜水族園でも、たいへんなことがおこっていま

した。

地役のゆれで、水そうの水が半分以上もこぼれてしま

いました。水といっしょに外へほうりだされ、しんだ魚

もたくさんいました。ていでんのために、水そうにさん

そをおくったり、水のおんどちょうせつしたり、水をき

れいにしたりするきかいがうごかなくなりたくさんの魚

がしんでしまいました。それまでにしヽた 5百しゅるい2

万3千ぴきの魚のうち、およそ半数の3百しゅるい、・

万］千びきがしにました。

まだこまったことがありました。それは、何も言えな

いどうぶつや魚たちのいのちをあずかりせわをしている

しいくがかりの人たちが、なかなかたすけに行けなかっ

たことです。

ぼくたちは、去年の秋のえんそくで、水ぞくえんに行

き、ラッコの赤ちゃんを見ました。その水ぞくえんが、

じしんで、大きなひがいを、うけていることを知りまし

た。

ぼくは、学校へ行って、クラスのみんなと話しあいま

した。ともだちの 1人が、

「おこづかいをあつめて、きふしよう。」

と、言 しヽ ました。

ぼくたちは、みんな大さんせいしま した。

(2年男子作文）

(3)「しあわせ はこぼう」小学校4 • 5 • 6年

①お父さんのかれた声

おぱあちゃんの家はつぶれていたが、おばあちゃんは、

ふとんをかぶって外に出ていた。お父さんは、おぱあち

ゃんとおじいちゃんをおじいちゃんの店に連れていっ

た。店のシャッタ

ーは開かなかった。

お父さんは、非常

階段から屋上に上

がって、アーケー

ドを伝って店のヒ

まで行った。そし

て、ガラスを割って店の中に入ったそうだ。店の中はぐ

ちゃぐちゃになっていた。売り物のくつがそこらじゅう

に散らぱっていた。それで、お父さんは、おばあちゃん

とおじいちゃんをぼくの家に連れてきた。

(6年男子作文より）

②自然のカ

地震は、プレート境界型地震とプレート内部型地設の2種

類に大きくわけることができます。地球の表層は、プレート

とよばれる10数個の岩盤でできており、それぞれが、年間数

センチメートルの速さで ューラシア 太平洋

［よオー``レ：：［ 口ニご〗□．鳥の
プレー ト プレー ト

動いています。日本列島 --

よせてくる太平洋プレー

トやフィリ ピン海プレー

トが年間3~ 4センチメ

ートルの速さでもぐりこ

んでいきます。このプレ

ートの境目付近で起こる

のが、プレート境界型地

震です。

戸ユーラシアブレートは引きこまれるにしたがって．
もとにしどろうとずる力がたくわえ られる．

戸太平洋プレートが引きこ1.,うとする力よりユーラシ
アプレートがもとにもどろうとする力が大きくなっ
た9さ會プレートのUしがはね上がってこのとさ逍貫
がおこる．
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またl¥iから押しよせてくるプレートは、酉Fl本の乗ったプ

レートの下にもぐるときに、少しずつ西日本のプレートを押

し続けます。その））がたまり、岩盤をひずませ、岩盤に割れ

l」を作ります。その割れ目が断層です。このように断層がで

きるときや、さらに断陪がずれるときに起こるのが、プレー

ト内部型地混です。この度の直下型地裳といわれるのは、こ

のプレート内部刑地震です。震源が日本列島のすぐ下であっ

たため、被害が大きかったのです。

③みんなの願いがつまった「復興計画」

地炭から半年、 7月16日。

「みすがのみらいを考える一小学生の描く夢や思いを 一度き

いてみませんか一」という会が神戸市防災コミュニテイセン

ターでもたれました。

発表しているとき、私は本当に私たちの夢がかなうの

か、こんな夢みたいなまちが本当に実現するのかと思い

ました。でも、私たちの考えたことがまちづくりに役立

つと思ったら、わくわくうれしくなりました。「まちづ

くり」を全員が真剣に1貨lいてくれました。すごくうれし

かったです。スボットライトのまぶしさが、私の緊張と

なっておそってきました。とにかく緊張しました。

「幸せ連べるように」も、 しっかり歌えました。みんな

の中で泣いている人もいたから、私たちの気持ちがわか

ってく れたのかな。

私たち神戸のまちは、 地震なんかで終わってほしくな

い。私たちの手で作り 卜げたい。みんなの頻いのつまっ

たこの「復興計画」、少しでも（そりゃ全部かなったら

うれしいが）神戸のまち、もとのあたたかいまちに早く

もどってほしいです。

(6年女子作文より）

学校のまわりぱ、地震で多くの家がこわれたり、多くの人

がなくなったりしました。住む家を失った人たちは、学校に

避難したり、親せきの家に避難したりしました。まちのよう

すは、すっかり変わってしましヽました。………

そこで、自分たちでまちの復典計画を立てようということ

になりました。

まず、自分たちのまちの良さを話し合い、住んでいる人と

人があたたかくふれ合えるようなまちにしようと＼ヽうことに

なりました。そのためには、地域の人たちの願いも聞しヽて復

典計画に取り入れることにしました。さらに、 地震や火事に

強いまちにするT→夫も考えました。
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5年生が考えた復興計画
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(4)「幸せ運ぼう」 中学校用

①応援しています

はじめまして。私は愛知県江南市立布袋中学校の1年

の生徒です。

兵庫県南部地震のことは、こちらでも毎日のように報

道されています。その地震があった同じ時刻に、私たち

の方にも小さいながらも地震がありました。私は疫てい

たのだけれどびっくりして起きてしまいました。いつも

の地需よりとっても長くて怖かったです。

私たちの方は「震度3」だったそうです。そちらの方

はなんと！ 「震度7」だそうですね。私なんが屈度3ぐ

らいの地震で大げさながらも死ぬかと思うぐらい怖かっ

たのに、そちらは私たちの方と比べ物にならないくらい

何倍もの大きさの地震がきたんですよね。もし私がそち

らにいたら、どうなっていたか想像もつきません。（中

略）本当に、みな さんのために何もしてあげられない自

分が悔しいです。本当に本当に、みなさんはとってもつ

らく厳しい生活をしておられると思います。いくら冬は

明けて春になったといっても、まだまだやっばり寒いで

す。それと 、今はインフルエンザやかぜが流行していま

す。そんな厳しくつらい条件の中で、みなさんは毎日苦

しい生活を送っておられると思いますが、どうぞお体だ

けにぱ気をつけてくださ＼ヽ。そしてがんばってくださし、0

私たちはこちらで応援しています。



②この街が好きさ

フォークソング歌手であり、マラソンやトライアスロンに

参加して有名な高石ともやさんが、震災後の5月5日（こど

もの日）に、長田区の中学校のグラウンドで 「みんな元気だ

して 開気にやろうや邸石ともや心のコンサート IN 

長田」を開催しました。

軽快な歌とおしゃべりに会場は、なごやかなムードにつつ

まれていました。

「街」

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

下駄の音路地裏通り 雨あがりの屋根

窓ごしのてまりうた おさげ髪の思い出

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

街の角喫茶店古い美術館

山かげの細い道初恋の涙

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

大学通り 流れる川走る路面電車

背の低い山を見て 君とぼくのあした

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

この街が好きさ 君がいるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから

この街が好きさ 君のほほえみあるから
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学校園被害状況一覧 （主な被害）

●幼稚園

深江幼

本庄幼

本山幼 (A) 本山第三小に含まれる

Iフェンスf到壊

東 魚崎幼 B2 外墜破韻、内部床・ 天井 I潰璧破机 Iプール破損
破損

I 

瀾 I遊喜幼 C 墜 ・床tu裂 プロ ック塀倒壊、庭地割れ

住吉幼 C 内外壁・柱クラ ック レンガ塀•石垣倒壊

御影幼 A EXP破祖、柱 ・内墜 ・外 コンクリ ー ト塀 ・校門等 プール洗体槽(11裂
墜“§裂、尻体外咽fu裂 倒壊傾斜

あづま幼

神戸幼 c 璧“裂・落下.Iii入口段 石積擁壁“裂

中 I 必、体宥倉庫破壊

央 1清風幼 C 火走り祖iu レンガ塀倒壊傾斜、 石積 1

擁墜崩壊

港烏幼 C EXP破机、犬走り側溝祖 手洗場破狽
iu 

棚幼 le 入口付近収落下、玄関タ

I 
イル損仕l

兵 I兵庫幼 C 内外収ク ラック ネットフ ェンス通用扉祖 1

庫 1
偽

| 御崎幼 C 内外璧ク ラック、給水管 プロック塀傾斜 I 
破机

有馬幼 ネットフェンス傾斜． 石

積潰墜崩壊、通路コンク

リート舗装クラック

大池幼 c 犬走り倶ll溝段差及び破祖 1擁壁祖傷

北

花山幼 C 内外壁(1l.裂、 EXP破批
給水押破狽

君影幼 石積擁壁“裂、グラウン

ド沈下

届 西野幼 A 木造校含倒壊 | 
横尾幼 c 園舎周囲・ 犬走り•土IllJ | 

祖ほ

しらかわ幼 C 内外猥氾裂、土間花壇tu

多n 裂

東落合幼 C 内外収亀裂
磨

竜が台幼 c 窓ガラス狽傷

すがの台幼 c 床沈下、玄1射レンガ破壊、

I I 
内外墜及び土lUlf0裂

l 
I 束麻丸幼 C 内外璧几裂、 犬走り倶1)溝

垂 l
“裂

水 1垂水幼 c 外繋モルタル剥離及び屯 プロック塀倒壊｀催璧狽
裂、犬走りコンクリート 傷

破壊

I屯気設錨祖偽机・椅子 ・
保竹庫守破損

保管庫・テレビ・机等破船

保管庫・テレビ・机等破祖 （全面建て替え）

I給排水・ガス設備破担

祖気設伽損1ti

机 ．椅子 ・保笞庫殷損 l 

給排水 ・屯気設紺tilfu |全mi建て替え

戸棚．椅子等の被宅

I机・椅了・・保秤庫等破損

I f/L・椅子 ・保怜庫祖iu

I机．椅子・保和叫呻

I給排水屯気設伽・すべり
台破fll

| I全而移転建て替え

1給排水設備破祖

屯気設錨狽偽

屯気設備祖潟

屯気設錨祖ほ

給水設錨棋傷、テレビ等

損fU

給排水設伽損“



•ふ”•'.'，箪書・會：O:滲．輝， し

； 

区 学肇●名
＼ .＂ , '!, 

・ ，・書
．纏 嵐・疇 轡 ：ア

．．． 
へ： 霞鶴J紐9ンク 纏嶋繊● ．•、,,,．•. ール

奥の池幼 C 教屯l;tifq'f斜 屯気ガス給排水設りMJiiu
逗：

多1111束幼 C アスフ ァ ル l•[I!.裂 給排水，iiidiflifu
水
小如IJ幼 C OIIl溝(U裂 園周辺陥没、 （とh1(11裂

伊JII谷幼 C 使1祈内咽及び階段(U裂

押部谷幼 C 内外収（U裂、戦は屯床不
咋

西
玉消第二幼 C 戟凶屯1求ill（り、内外収柱(U 机 ・椅 f・保怜庫fll{U

裂、 KI/11コンクリ ー ト破fll

屯沌第三幼 C 鉄柱ズレ、外唸((l裂、 f・. 
間(I!.裂

●小学校

区 学●名
櫨害 の 訳況 ． 囀

9ンク 薗繍：書 鱒慮 ・震響 ブール 麟・l..品

束濯小 B2 外咲 ・柱 ・外溝のfiliu 屯Sc(，没伽給水設HMiliu、
机．椅(・.f呆符Iilitilii}

本庄小 A 北餡住・梁破fll‘r壊、東 プー）し((!.裂 給排水','tl気設伽1JIIU 北館建て終え

餡t1：せんl析破成半域西
餡外’：，？クラ ック

本：山南小 C 1本ff餡柱頭破{II、 1こIlIl陥 プールサイド(U裂 給排水屯ら（；段錨41iiu、
没 机 ．椅 f.（公1序hii!fi(U

祁！池小 C 人・iEI?flliliII'/J;Itilk11没 擁収の膨らみ、述刹心(U ブールサイド({!裂 給排水屯女（，段hiitiifu、
裂 tit . 椅 f• . r呆笠,,11.mru

魚崎小 c 柱・梁 ・内外唸tI!.裂 プロ ックリ）I・遁咽倒戌 プール1)i't?（U裂 給排水屯気投鉗itiiUふ
机．椅(・.ロ ッカーilliil

．． ~ 

東
本山第一小 C EXNIHU、外りやモルクル 給排水設伽filiu、机 ．椅

刹隣 -( • . f呆押9iIl1llfii

本111策二小 A 本蘭I，..成、束•西館外1衣 1t.jflllJ擁咽/Ol壊 プー）し半戌 給りIオSIi付MIUU、机．椅 本館紐て粁え
剥離ク ラ9 ク 了・• 1呆特／iit等{JIfu

本山第三小 A -i'l'Jll！棟柱せんl析破壊．）＆ プールク ラッ ク 給排水屯気，段錨illiu、 特Pl！棟建てf4ぇ

瀾
礎illiu・半壊，本館外咽 机 ．椅イ・保代l,It等fll{U （本111幼含む）
クラ ック

住吉小 C EXP-tll傷、 (*ff節犬）l：1Ji 給排水1i夕（，段紺i・ビアノ
iu、側溝火ふ・りl・.IIIHUIU :fflliu 

御影小 c 屈体外ii?fu裂 滋咽・コ ンク リー ト塀等 プール洗体拌ilu裂 屯気給排水，没伽船iu、
倒J;li 机 ．椅子 ・1呆管IilliiIIU

渦が森小 C 内外咽ク ラッ ク` ’俗朱水 プール内部及び LII¥lクラ 机．椅 f.I呆管1；囮JIIM
閉破!il ック

御影北小 C EXP欠iii、屈体照lり1浴具 給排水屯氣，i父{1jii1Ji(U、
破tt1 机．椅―f• . i呆1邪Itilliu

向洋小 C I＊内餡枯礎と地盤とのJIii 連動場液i)く化
隙1111、 クイル破壊、 EXP
破{li

成徳小 机 ・椅(..f呆管hii.flifu

店羽小 C fl11Ji情及び lし：II¥l破壊 コンクリー ト塀及び憤’it 給排水設錨ilifu、机．椅
損閲 f・保-ni,1tmm
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灘 直｝甲小 机．椅(・• （呆代1ili!ti(U

西郷小 C l・.1/¥lfl!.裂:＼和のfl!.裂及び レンガ塀倒戌 プールlulり陥没(O.裂 給排水設紺iiiliり机ll．椅
剥雌 (・ . f呆・i序9屯ijliu

六中小 机・テレビ・保約叫JIit!
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濁小 A 管理棟柱せん断破壊・半 机 ． 椅子・ f応~I屯等fitiu 管理棟建て替え

壊、 プ レIヽプ教宰tJliu

西瀾小 c 土1i¥l(U裂 防球フェ ンス及び石積擁 プール塀阻壊 給排水屯気設備fltIU、
隈iiliu 机・椅―f・保管9iltすllfu

積田4ヽ C 校合璧tu裂 プロック塀倒壊、石積擁 給排水屯気設伽fnfu、
壁fu裂 机・椅子 ・保管庫tuiu

瀾
美野丘小 c 校令党（U裂、渡り廊―F取 擁双10}壊、運勁場(U裂 給排水屯氣設伽tilfu、

i、ltlIfuiu 机．椅子•・ 保管hl̀itl̀ifu

摩耶小 c 校含双tu裂、 EXPflHtl蝙 墳 壁(I!.裂 プール機械室配竹flliu
屎体天井板出偽

磁住小 c 土lill側溝及びインクーロ 給水股伽すJliu
ッキング・受水用破損、

内外咽クラ ック

上筒井小 C 校含内外咽fu裂 プール咽床t1l.裂 #L• テレビ・保管1;IiIIIiu

宮本小 c 外璧(U裂｀給水管損fu、 擁璧(U裂、ネ ッ トフェン
機械室濾過装誼：大破 ス!ll出

春日野小 B2 校釦代(U裂、教室棟柱・ プロック塀倒壊、石積催 給排水屯気設備illiu、
床fltiu 咽f{l.裂・法而ズレ 机．椅子 ・保咽洞叶lIIU

雰中小 C EXP!JHU、校合墜(1l.裂

吾妻小 B2 EXP破出、内外壁剥離 屯気ガス給排水設付1，fllfu、
机．椅子 ・1呆特IrrifJifu

小野柄小 C 内収(I!.裂、1未Ihi陥没 コンクリ ー トプロック塀 机．椅子 ・保管l111fliig
中 破祖、焼却炉阻壊

若菜小 c 校含内外9¥？fliiu プール塀戟fli 机・椅-f-・保竹庫狽9U

二宮小 C 校含墜(U裂．，溝堂天—J1こすll 給排水,1.!気設OMJIIり
fu、渡り廊1ヽ．接紐部-tllft! 机．椅(・ •保笞Iポuiiu

央
神戸諏訪山小 c 校令璧tu裂 啜沿’•Iー ／棚j及び給食機洛什l{b

山の手小 c 給徘水管：fliiu フェンス及び石栢填墜破 机・テ レビ ・f呆押叩{Jlfu
{ll、屯奴:'ll込柱破tu

北野小 A 北館柱せん断破壊 (,r，戌） 周圃フェンス・擁限倒戌 校具~m1u

漬小 C EXNUfl.l、体・(_f館スロー 擁`し"f-O.裂、迩動場(U裂、 給排水屯気設伽UIIU、

プ陥没 校地陥没 OHPilliu 

滋川多1l11小 C 校舎双fll.裂、講堂天井板 運勁比擁墜及び水ll釘u裂 プール洗（本R.,（Cl.裂 給排水，没什MJiiu

tliiu 

泡囚小 C ヒ1hl恨Il溝犬より大破 レンガ塀ill.裂、地盤沈下 プールサイド(U裂 給徘水設鉗ifUIU、机L.テ
レビ・保竹庫fll1t1

平野小 C 校舎墜fu裂、 EXPtnfl,I 給徘水設伽tllfu、lll・テ
レビ ・1呆秤hlifuiu

渉山小 C EXPttlii;s、校合璧(U裂、
体廿館ポードili(U

荒田小 C 教室棟土l/11fll.裂、渡り廊 石段fll.裂、石積i船＼研削壊 給排水屯気設備fllfI,¥

ド屈狼収付部fniu

兵
菊水小 温水ポイラー ・机・椅子 ・

保竹／9囮Jiiu
庫
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嶋越小 c 校令墜（1l.裂、屋体天JI'板 煉：I41が崩壊 給排水設り討Itf8、机．椅

iliIU、会所tllfu +・f呆管／iltilliu

夢野小 c 校含収（U裂、講堂天井板 擁唸fu裂 給排水屯気設り閻I{U

fuiiI 

東山小 c 校合内外吠ク ラック｀ 体 プールニ1:1111側溝破fll 給水管屯気設伽flliu

ff館天井沿lご



. ／ ，?．9ピ釦集'9ふ亀澤r.・
区 學観•名 ．

＇．、 ：ク梵・~:,,·,'.'iつ｀、 ，． ●’ ·•· 葦鴫鰤櫨書 ．、 .• ； • ・-＇、•て曹―｀-1?,‘i , 'と~••・·ヽ.9.. •. •,←、,•• , 、 '. 
．．．， 螂□』．贔 ．．． 9ンク・ 沿Jゞ•(.：： •99-ル

会下山小 82 滋北：天井1II｛とI プロック塀破損 給排水設備1Ji(U

兵庫大叫小 C 校令峡（I!.裂、防火扉{lliLS プロ ック塀倒成 プール接続部((J.裂 給排水屯気設紺i1Jifu.
机．椅［ー・保和叫Jifu

兵 水木小 C 校合咲［し裂、渡り廊下“ 擁収倒戌 給徘水屯女(31l:仙甘Jiiu.
裂 机．椅子 ・似押hlituiu

和田岬小 C EXP(ll.裂、内墜“裂、給 焼却炉倒壊

庫 水裕破fu

明親小 C 内咲［い裂 給排水屯気設伽破fJI蝙
机．椅子 ・1呆，1序hlifruu

浜IU小 C EXP(l1裂、側溝破ili 塀破すlI 給排水屯気設備破lil

有馬小 C 外壁l勾’;，免K-Jヤ破損 石積擁咲・コンクリ ー 1̀ プール床・壁破ill 給排水設伽破tll
舗装部tu裂

有野小 C 校舎外同り(I!裂、 J:99¥J(I!裂

有野台小 c 校令墜（U裂、外回り陥没 潰翌!(11裂 給排水設伽tili8、机 ・テ
レピ ・保管hlitllfti

有野束小 c 校令瞭• K)・I';,,床(U裂、
クイル姐絹． 渡り廊下陥

没

唐櫃小 c l点体k)I”ポード落ド、校 プール墜(U裂
含内外唸(ll.裂、土llll犬走
り破fn

大池小 c 貯水門・ 邸朱水槽破損 給りlオ濱払（投伽fliiu

花山小 C 校含咽fu裂、EXP損傷、 給排水屯女(,l¥t!ii間1fu
屎体咽 ・天井部破fli

谷上小 c 佼含咲・柱ii!.裂、講'.ill:天 プールサイド沈 F 給排水設備{II(U
":itliu．階段踊場(L裂

箕谷小 C 校合墜tI!.裂、 側溝陥没 プール塀傾斜 給水設備iliiu

広陵小 C EXPfUltl,届体天井板刹 給排水設伽tuiiふ机．椅
雌 {-・ 1呆1"TF.illiti

北
桜の宮小 c 校含唸(U裂~体育館天井 プール l;1/iI・墜((l.裂 給排水股伽fuiu

プレス破すJl

小部東小 c 校令唸([l.裂、 EXPm(U コンクリート1痛咽fl!.裂、 ブールサイド(U裂
焼却が破損

小部小 C 校令収（I!.裂、音染室／＊i11 焼却が破{II
IU、,i¥祁：犬JI：板落ド、渡
りIJ!ilfモルクル損(U

泉台小 C 校令外咽 ・梁クラック、
屈体 l．部モ）レクル沿1:、
渡り廊 FEXPf(J.裂

鈴蘭台小 c 校合1，,t(U裂、 EXP部illiu、 擁墜(I!.裂 給排水設備机fil
渡り廊 卜•iifti

北五猿小 C 内外双(U裂 プールサイド ・外咽(U裂 給水設備祖iu

南1i槃小 c 校舎咽((!裂、外l!.!Iりfl!裂 給排水設伽iliiu

君影IJ¥ C 校舎li?fu裂 擁吠（-U.裂、逍勁場(U裂 給排水設備filiB、机・ テ
レビ・ 保押庫tlliu

星和台小 C 校合'!,1;tl!.裂、外IDJりiliiu
215 

ひよどり台 c 校舎煎・床((!,裂、屈体墜 給排水設備tliiu
小 モル クルi客凡渡り廊 F

1:liiltu裂



区 学校園名
被害の状況

鋼 考
9ンク 建物被守 擁墜．塀等 プール 設編 ・鋼品

泊j-l,J,Jヽ C ・1'011！抽,,,,1人11ガラス（岐 机・ テレピ • I呆竹 9ヽV.4111U
{Il、校令収クラ y ク

~t 八多小 C 内外吠(U災、 1•-l/i l 「iHil 給排水，i¥tf1intllfl,!

淡河小 C 校令収（U災、 1本fJ冷Ml:・ フール :^f.t,:l・.1111クラ・ッ ク
ギ •\·ラリ ー ・床((!.役

屯内小 B2 il3せん1析{ll'i斜 グラウンド地位沈 1•• 給↓JIAGt'x(，iifiii41lfl,i.
机 ・梨沿・｛呆・1?；l,i1.｛IliLi

名(r小 C I9、J外咽ク ラッ ク 械＇代破 ilI 給耕水9せ気，l＇U紺iilliしi

・1打ヤ汀lで．小 B2 校?7内外咽(U13.）＜，Lり 船水屯父（，没付HIi化1
((J.ジ3、"炉；•:xJ I：沿 l； 、 I·
イレクイル(U裂

).i111,Jヽ C )<•A: l') h11没、 l-.llll• fllli,↑ 述載lj.l.lr,i1沿r.（I!.裂 机．椅(・・ロ ッカーiliiu
r,HII. i1(I1う1iI：ド（J文{II

宮JI l小 A 北棟:11m1；せんl祈餃Jガ ItiOllt薙咽/i,lJカ 校具・紺i,111‘,^，序illiLI 北棟屈体部分建て

(`I,・.j力） 特え

池Ill小 C k¥（水k）1巾対Jl(Li プロック塀・擁I:,":fu役 りL・ t,り(・.l:il，1'fl、11..,.UILi

迅池小 c 校 f7咽(ll.炎、 EXI,iilfu 迅!!fl)J場1h1i没 ・1硲ふ プール本体(U災 祖↓UIlfu

1-:: 
此111ヽlヽ 132 内外収クラ ック．体ff館 IE」(t.ネッI・フェンス「岐 対合491S水，没liiii閲dt1、HL ・ ~岱

k)1：治 1； 1[ I f• . f呆ft1,l(O21U

/i位の池小 Bl 給氏屯t13せん1屈 l・.1111破 JIItij.iJ壊 プール人破 給り1；水·，•U'メe,iせ紺ifりど111

H i 

御祓小 B2 1ぅxprv!iill.H:iiiru．給 水 コンクリ ー ，、プロ ックJIII

Ill 
W・,:・：i匁水槽rdHiLIぷク 倒戌、仮1/IJ!!(!IIJJ倒J力
イル(U災

真野小 ♦IL ・椅（..f公怜9•II.破{II

ぷ屯池小 c 外咬クラ ック．外i,l'J部lh11 コンクリ ー I・̀：，刈倒J:Ji.・(di 給UI4Gせら(,i,l似討illu
没・((.¥災 斜．グラウンド1h11没

神染小 C 1:11'，l(U炎 フェンスfi3JJえ、 ・,1.l氣」ヽ1込 フール濾過装；1vi破tll 机・椅(・• 1公・1?；hll「J£lil
柱傾斜

l'耕枷lヽ c 外咽ク ラッ ク、 EXI>hliii、
排夕（フ 9~ ンJ-IHU. ガラス

破ill．アフローチ・ l・JI¥I
(U裂

-．低小 船fl|．水，段f,j,711lfLi、HL・I;';i(・ ・ 
煤代吋1,iiiiLi

此楽小 c 校令収9(l_~!J . J~H.t,:プ レス 給+11！水屯なt,it伽IIliu蝙
lilil,.1 机．椅(· .'呆·1'1'1•1渭19U

r必：小 c kル1人1:1/¥Ifu災、人11滑1段 コンクリ ー トJIル1到壊 フー）し擁咽(U災 屯'x(，没{1jMiliu 、机． •~i (・・ 
入を i呆押hlifiIILI

人！，IA小 C Jlガ；t陪段雌91仕｀受水槽til プロックJI4(U突 フール1)又(U炎 給4JIe水・,,U氣，I＇29i,1lllftl
iii．屈体17-午段部人・破

t・，：訂小 C 戦 U‘-i,11111I ： 切り＇，.~. Iぷiit 給ill：水屯'̂(，t2紺i11ifu
fU. WJ'I！棟枕(l!.災．モル

紆（ クルi'谷 Ì’、伽li,llll¥11,¥

西須1WJヽ 机・椅(・.i公・i','WJ'flfl,I

I” 
At;l•{If94ヽ 机・椅(・ • I公符,,1村ilfu

216 いj.(r台小 C EXPiuiii．校令内咽Iし災． .，t:久(,i’とり11{Ilii,i
ぶj架水村'/fllfU

多）Hlll小 C 校令1,'illIIIO）段X， ．h11没 ． 給水，段伽破{Ii
((l.'tJ. 校令内外咽クラ ，

ク



区 匹●名
鑢害の状況 ． 囀

9ンク： 鴫囀 -・ .. プール 霞 ・・品
， 

つ9

板宿小 C 校合内外",!:ク ラック、渡 プール濾過装iO:`破fil 机· 椅J•• . i呆代J,iI.{Jlfu
l'.)I郎 ド破船．i）Ill溝破祖

束須屈小 81 渡り廊下欠落、校舎 ・屈 グラウン ド沈 Iヽ＼擁壁机 給排水股錨tlliu
体ク ラック 1ti 

若平小 C EXPtu｛り、教ff棟唸クラ
ック 、展体梁受破壊、受

水村肘Jiiiふ給食棟モルク
ル剥雌

妙法寺小 C ~・床等クラック、ガラ コンクリートrJIi装沈下、
スひび割れ、柱モルクル イ＿ifti擁収ク ラック
欠治＇

横尾小 C EXPiji{LI、教育棟収クラ
ック、収介部陥没、外回

りfl!.裂

白Ill小 C EXP!叫｝、松体天井落 l‘¥ プールサイドiu裂 給排水屯気設備4'JIIij
外咽モルクル落F

須 神の谷小 C 校令収fl!.裂． fl!II溝破tn 中庭陥没 給排水i輝討J!ftl、テレビ
等破fJl

松厖小 C 内外咬クラック、渡り廊 机 ． 椅—f ・保管川(tiifu

l‘•EXPiHiu 、 1+｛上給水1序

げ9 祖fu

束落合小 C I米・墜クラ・ノク、 体育館 給排水設備ti叫、机・椅
柱欠落・人；Jl{t．裂 f・ ・ I呆笠／i＂．破fll

花谷小 c 校含外咳破相、特別教室 化氏tr~HII
床破tli、廊―F.x井漏水亀
邸匁！水栖・ 給水管破Ili、
EXP破祖

南治合小 C EXPii↓uふ校合クラ・ノク、 給排水設備4'uiu、机・ テレ

困体柱iiHitiり ピ ・ 給食）•IIポイラー破ijJ

西落介小 C 校合内外収クラック 、困 給排水設伽祖iu

体梁受部IIli笛破出、渡り
廊ドEXP部破iu

竜が台小 c 窓ガラス破{ll、 l:l~J コン 給徘水屯氣設伽if川iu、

クリ ー トiliiii 机．椅-f.i呆管(oluuiLi

哲の合小 c 校舎Iitクラ ック、 J;J｛本外
咽クラック． 1杢.fll！棟プロ
ック落下、 9内j架水WHJifi,i

下畑台小 C EXPilifu、校含ク ラソク、
外回りf(l裂・iiliiふ足体
Hii且剖5iliiu

つつじが丘 C 校令咽クラック、 戦U室 給排水屯気，iせり叶J-iiu

小 火井板浮き

塩届小 C EXPfllfu、Ili人口tlil陥
没い階段咄Ihiクラック

垂
乙木小 c 校舎収クラック、 EXP祖 給排水，没伽担侶、机． 椅

出、渡り廊 F収合部((J.裂、 -f・保・1邪Itiiiiu
外墜上l•Itltu裂 ． l出没

水
名谷小 C nIll溝犬ふり破tJ1、建物ク 机 ．椅＋ ・保悴Iiltilliu

ラック

福田小 c 校舎墜クラ ック、 EXNU 給排水屯気設伽祖出、

傷 机· 椅f• . i呆代：l;四Jliu
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悩丸小 C 教屯床沈下． I-．IllJ(U裂・ プールサイ ド(I!.裂 給排水屯気設伽iiiiti

陥没、教室棟fI:I忙笛ti19U

_I::高丸小 B2 校令！：，？tし裂、EXP411(i}、（本脊 “hi（し裂 給排水電気，没鉗illliu
館火井板IJii位、外廊 lヽ ・沈 I‘•
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西麻丸小 C EXPlfift1、屈体プレス歪 擁璧tu裂
み、受水閉祖似外lnlり
((l.裂

千代が丘小 c 校含収(U裂、ガラス{lllu 擁壁(U裂 プールサイド(U裂 給排水設備祖出、机・椅

子 ・保1fhiifJiiu

垂水小 c 校舎(U裂、家庭科室流し 給排水,ll!:lil叶Jiiu
台ズレ、外回り(ll裂陥没

匹ヶ丘．小 C EXPtlllU、校舎i;，?(U裂、 石栢プロック塀(1l.裂 プール本体(II.裂 屯気設錨illiu
体有‘館天JI；板沿下 ・モル
タル欠tli

束算子小 Bl 内外墜クラック． ガラス プール大破 給排水fu気設伽損似、 テ

祖傷 レピ守illfti

算子小 C EXPtJiiu、給水竹破祖、 プールサイドillIU 机 ．椅子 ・i呆秤I;liキllft1

玄1対アプローチiliiu
垂

西算子小 c 校舎外収(U裂．外同り及
ぴ上1111沈下破批給水管
{ll化1

西脇小 c 校合(U裂、 吊9本梁受ttlIi プール閉[(l裂 給排水屯気設伽損1iI、

水 部すJ198 机．椅子 ．f呆竹Iilim似

多聞南小 C 内外咽ク ラック、屈体舞 給排水屯気設休HIliti、
台床miu OHP等ilifi}

多圃束小 A 校含棟2棟柱せん断破成 1窺墜fll.裂 プールクラック 伽晶芍flliu 管.Pl！棟 • 特別教室

（平壊）、 体＃館Ii!<不段 棟建て替え

小束山小 C 校合咽床(U裂 石積擁壁亀裂、外部倶Il溝 机 ．椅子 ・保符I1阻liiu
陥没

本多岡小 82 渡り廊 1ご収合部収破ili グラウン ド地盤・水路沈 プール喰而クラック 机 ・椅子 ・1呆秤hll11liii
下、 擁唸ク ラッ ク

多llll台小 Bl 教全棟柱せん断tuiu、体 給排水屯気設備tnll.!、
行n［リC}-1：材治•7;• 机・椅ー子・保怜庫flliti

神陵台小 B2 地盤沈 Fによ るJ米・外部
． 

同りの破損、渡り廊下吊

恨樋破損

束町小 C EXPすlifu、校舎咽(U裂、
側溝iiliu、外回りtu裂・
陥没

Ilヽ寺小 C 1，` 匁水Hfu裂、排水笞破
tI l 

良坂小 c 展体プレス4'lifu、放送室 滋璧 ・会所回りtuiu、排 ’ 
屯気設備狽f&i

犬）「板祖IU、渡り廊下陥 水口filiii
没

“漸小 C EXPtlHU、糸9食室等祁 l< プールサイド(U裂 屯気設備祖出．机・ テレ

（1l.裂、屈体梁ペースill(ti、 ピ・保秤庫ijiIU
外111]り(U裂

西 太山寺小 c 校含内咽((!裂、図内室梨
せん断(U裂迪難階段収
付部破壊

伊/II谷小 C 給食棟階段下コンクリー 中麻陥没 机・ テレ ビ・ 1呆管1•11.オlliu

I、{liiLI、外回り（.(!.裂・陥
没~、渡り廊下柱下部祖1絡

218 
櫨谷小 c 校含墜(U裂．J'i"l体外同り

t(1裂

糀台小 C 玄l~H及び1-．Il\lfu裂 、 体 テレピ守(mu
ffh'（横十→IIIl(U裂

狩場台小 c 屋体受梁破川、側溝破{ll 校舎周1111地盤沈7ご 屯気設紺1m傷



~し● 慎夷り 1l視
区 学校は名 鑓 考

うンク ij!物配If 障咬．塀｀ プール 設鍋．鑓、'i.',

竹の台小 c 外墜(I!.裂．ガラス破tu.
渡り/Ji¥F柱戟fli

陪野台小 C I本付8'リ夭）t鉄板及び犬井 ブールサイド(U裂 テレピ守fJlIU
ポード沿ド、fl!li,VII:IIIl破
け！

*il！小 C EXPJIIIU屈I料輝叫 プールサイ ド((l.裂陥没

桜が斤．小 C EXPiiliti、 トイレ'',t・./J1l 
-Iilfu 

押部谷小 C ，1が；i：プレス破損、校令内
咽(U裂

北111小 C t-.1/11コンクリー ト1i1£ili、 グラウンド陥没、械Iit(U
体ff館受梨破祖、 渡り廊 裂
l:-I:Ilil（.IJ.裂段没

I屈
,'，．Si It俎小 C Ol)洲及び—1·.1111破tli 校含周IIり沈-F 給排水，設伽ifiiu

~i lt第 ・小 C EXPuliu、渡り廊 ド柱 ド 祖気設備fliiu
部コンク リー 1、(U裂

枝占小 c 校令咽{I!.裂、倶Il溝{ll傷 プール内部iiliu 給排水設付MI-lIt!

,，L'1介小 c 渡り廊 ドl;l/1)レンガiuiu、
校令I;,t（し裂、屈体天片水
平プレスllりがり

又買多台小 C EXP破祖｀教屯内応 9吋ポ プールサイド床(U裂 給排水設伽ilIIU

-I勺る・ド、 届体梁受部{J1

fu 

f;il和 lヽ c 校含咄クラ ック、屈体l司 机 ．椅 f.f呆符庫iliiu

りflll溝{li(U、渡り廊 F
EXPilifu 

●中学校

区 学校l対名
岐 1fの状 況

錨 ろ’
うンク 建物被害 H吠 ．J/"守 プール 設備・細品

——— 

本庄,,, A 1号館柱せん断既壊、2Rf プールクラッ ク 給排水屯気設備ilifり、紺i 1乃館・ 20"館建

床沈ド (•̀ l4壊） 、 2 :.,'館柱 品等iliiu て朽え

せん浙破壊 （半壊）` 3 I―} 
館不詞沈ド （半戌）．北校

合 ・展体外吠クラ ック

魚崎I「' A 北館・南餡校含イ＜同沈 F 伽，9’,JiliM．給排水屯気、投 北館・ 1ii館建て特

(‘r•以）、 代:PI！・ 足（木棟外 錨iiliu え

咽クラ ッ ク• EXP破ill

束
本IIIIii中 B2 校合内外’代（.(J.裂、 EXPW 伍梢擁咽倒壊 ブール川成 給排水屯気設IiiHIl(U、

iu、渡り廊 ド」；l！＼l(U裂 机．椅f・保符庫祖ftl

本山中 A 束餡柱せん浙破壊 （半壊）會 プールサイド沈下、 プー ん館 ・東栢札出本部

本館柱せん断破成・唸破 ル本体傾斜 分建て替え
瀾

壊 ・紐物傾斜 （平成）

9-I: ij叶I B2 丘サ1本防球エキスパンドメ グラ ウ ン ドI~行段及びス タ プール破柑 給排水屯気設備tJifu、

クルiliiUEXP破tll ンド破41l 机．椅子 ・保符庫tiifu

御彩III A I’り棟 1 隋崩壊・沈ト~ （令 プールクラック 伽品損傷｀ ＇没伽fliiu 西棟建て替え

壊）、 他校合 ・届体クラッ

ク、 EXP破ili

向洋9" 校舎周辺地盤沈下、グラ プール給排水設伽tiliu 給排水設付姉姐Ji
ウンド液状化 219 

底I庄,1・, A 束館柱せん断破J:}1（半壊）、グラ ウンド液状化、周辺 鉗i'は，ijifu、設錨{Jifu 束館建て舒え

本館柱せん断破壊． ）＆礎 擁収1針成

灘 < tヽiJiiu(‘I'，壊）、 ~-lj館 ・

新館柱illiu．杭tuiu、rti
館杭{liiり、 渡りl.i!liT落下



区 ,,：校園名
椀害の状況

偏i 昂
ランク： 建物被害 擁壁・塀等 プール 設錨・鰤品

： 
心帆II，_ヽII A 本館（阪棟）柱せん断破 プールクラック 設伽!Jifu、錨品損fu・燎 西棟建て秤え

壊、 2 階 • 3 陪火災焼失 失

: （全焼）、他校令クラック

原Illrl1 B2(内外壁クラ ック、講堂天 擁壁破fn 給排水屯気設伽損傷、

灘 : 1甘含ド、渡り廊下破tu 机．椅-f・ ・保管庫祖傷

ls¼昨rl’ C:校 含内クラ ック フェンス損fu、擁¥?fu裂 給排水軍気設錨fu出、
机・テレ ビ ・保和叫Hi.u

l・.!l'f・叶I c ：内外墜クラ ック プール内部(U裂 戸棚損侶

筒JI・台rl1 ディスプレイ等ill(U

紆合1•I I c:給水管破祖 擁咬損絹、校地 ・土紺 ・ 机． 椅子・ 保脊庫illiu

排水路ffif“

"' 
布1日I 82: EXP亀裂、内外壁亀裂、 フェンス破損、 石積破祖 給排水設紺flliu

：基礎杭損ほ

神） f／t.I l l巾 C:内外唸几裂 プロック塀阻壊、 .r,積揖 給排水屯気，没錨tuiu、

火
： 、1，11破tli 机・ テレビ・ 保管nluuiu

楠中 C : EXPtll ft!、教宙棟外収モ 給徘水汲伽illiu、KIL・椅
：」レタル剥離 子・ 保管庫tt1偽

浩｝：が11 C ;_ EXPtli1U 外胆lり陥没、 グラウンド 給徘水設備ffiiu、i1L・椅
： 液状化 子・保押Iiltthiu

沿919 c ：内外壁クラック、給排水
:代:1JIiu
： 

沙野,,, C : EXPtllltl、足体天外板剥 ”HIliu 給排水屯気設伽出ft!
：離
i 

沿川,,, C'内外墜“裂 プロックJ/il倒戌、 インク

兵 ； ーロッキング破fn

氏I9[I•II c : EXPiiliu プール士fllituiu 1気設錨fl1也、机・椅十 ・
叩 ； 

： 
保押9iltiflfu

兵I,l(9いlt分校 机・ テレピ ・保秤庫{Ji1U
； 

須佐野III c:屋体柱上 部損fu、教室床 塀破損 ai気設伽損fu、机・テレ
：油打ち ピ・ 保'i'fIiltfllfu

,'illl'i1 ： テレビ・ 1"191.1}庫uliu
： 

イi.!！し9lし' C ＇内外吹柱(U裂 校含周辺沈下 プール上11Jl及び墜fu裂 給水設伽破tli
： 濾過器）破

： 
1,1f間中 C ：佃l溝紺“ 給徘水設錨iJUU机・ テ

レビ・保管庫iUfu
』

人，池中 机 ．椅子 ・1呆代；屑にF相It!

I I I I J 1 9 l 9 C i EXPtlHU プール給排水設鉗狽fu 給排水設伽miu

： 
桜の宮,,, C. EXP破机 校合周辺陥没，石禎擁璧 給徘水ガス設錨破tll、

iL裂 机・椅7・・保管,,1unm

北
鈴11111台,,, c ： 校含周囲犬走り • 土ItIlk 給徘水ft気汲錨祖11-1

：破．内外唸((!.裂

5和台,,, c=校 舎墜 ・床t(J.裂、教考棟
：外同りfllfU

吃合,,, c 校 舎内外璧屯裂、足体天 給排水設伽損9U、テレピ・
井板落―卜.、 渡り廊下EXP 伍膏 ・オープンilifg

220 
破fll

八多中 c:校 合内外璧ク ラック、屈 ディスプレ イ等破ut
i体外璧ク ラック

淡沖1中 c:屈体天｝H板落下、校合璧1（1i 机．椅子 ・保管hl(fllfu
；クラ ック、屯気宙床破損



区 学校1創名
被~ ・占の状況

甑 与
→ンク 建物被1f 撼咽．塀等 プー）レ 、女紺・備品

雰雀丘中 c 屈体虫fu裂、↑＿1：モルク）レ グラウン ド[U裂・陥没 給排水屯氣設伽祖f訪
狽偽、外l99lり(U裂

丸山中 A 2け餡柱i'llftl・ 傾斜（半 湖辺擁咽／i1)壊 設り討J1侶、紺i品キiifu 2サ館建て特え

壊）｀他校合杜fJUu・ク
ラ・1ク．尿体kJI'箔 l‘.

丸山中西野 (A) 四野幼椎園に含まれる （全：rm移転建て粁
分校 え）

及
西代中 C 校含・桁技屯周辺のOlll溝・ プロック塀阻戌、 石積擁 プール人・破

人·走り • 土l1り大破、渡り 9:.Wiliu` 必山ク ラック、
廊 lヽ・大破 グラウン ド液状化

麻取台中 c 校合l}、］外収(U裂、ク ラプ 塀•石積擁唸倒壊 ． グラ プール大破

m 屯半吠 ウン ド西側沈 I‘.

苅藻中 c g.（本プレス破ul プロック塀部伯斜・炉l壊 机．椅了・ ・保管庫祖似

人・檎中 A 北棟虹tllfl：せんl析破壊、 械咽101壊 投伽tuiu、紺i品-tliiu 北棟束半分仕て特

建物傾斜（平壊）、 他校令 え

外唸ク ラック

駒ケ林中 C EXPすliiu、但ll溝thiu 塀破祖 給排水屯女（設伽Juiu、
机 ・椅子 ・保管庫uliLI

太田中 82 校舎／ぐラペッ ト破fil、 伍積倒壊 プール人・破

EXP(U裂｀渡り廊 1、r~m、

謁堂躯体欠t11

鷹取中 C EXP金物ズレ、給水押船ft! 机 ．椅＋ ．i呆代：叩uuiu

飛松中 A 5け館柱せん断破壊（半 a¥!:鉗i.紺l,1111,tUIU 4労・館 ・5号餡狂

壊）、 4号館3階柱せん断 て特え

破壊 （平壊）、 他校含外壁

クラック

横尾中 c 庄体メ井・プレス破!J1、 机．椅了.・ I呆代1屯fllILi
内壁也裂

友が丘中 C 外収（U裂、側溝・犬ふ・り・

須 I:lBl破tll 、 渡り廊 I‘•EXP

ru裂

府 東落合中 c 校含璧クラ ック、渡り廊
下X井flliu、土1111コンク
リー ト破il1、屈体柱Vii部
欠ili

多暉北中 C EXPfilHJl、火走り ．l；[IIl
破ili、校令内外クラ ック、
階段屯裂

白川台中 c 校含内外壁ク ラック、 屈
体犬井損(U、教宅天井fu
出、渡り廊下EXPiliiu

竜が台中 c 校舎内外咽ク ラック、 1未 給排水設伽filiu
フロー リング破狽、使所

床クイル破机

桃山台中 C 内外隈クラック、 EXP捐 給排水設備破損

fり、外部階段・スロープ
破損

四中 c 犬走り ・上l111・側溝の((l. 給排水屯気設伽祖1U

垂
裂 ・陥没．内外咽クラ・1

ク、渡り廊下床iu裂

水
垂水東中 C 校合1J、J外itクラック 、モ グラ ウンド液状化

ルクル落下、届体床祖iu、 221 
渡り廊ード柱傾斜・阻壊

福田中 C 内外壁ク ラック、 1我体床 給排水屯気設計討Jiiu
沈 F、天井板破fn、渡り
廊下EXP破拍



区 学校●名 込』

櫨書の状~ 髯 ． •. ・, 
9ンク： 鶴囀""’ ＂鶴虞・蠣疇 プール ..．“  

垂水中 c 柱せん断亀裂、内外空ク テニスコー ト斜直崩壊 プール大破

ラック、 側溝・犬走り・

J:.nll破柑

歌敷山中 82 管理棟天井落下、ガラス ネットフェンス破祖、擁 プール墾剥離・ 欠tfl
破損、内外吠クラック、 壁破損

壁剥離、講堂天井藩下

星陵台中 C EXPCfl名1、tlllJ.側溝祖 プール壁{u裂
侶・陥没

垂
多聞東中 C 内外壁クラ ック、窓ガラ

ス破損、教室棟床破狽、

J.:問 ・側溝破祖屋体破狽
水

本多聞中 c 校合内外壁クラ ック 校合周囲亀裂・陥没・段 プール不等沈下

差、 擁欧破捐、グラウン

ドひぴ割れ

霙子中 C 校合内外璧クラ ック、

EXP破祖、火走り・測溝
破祖

神陵台中 c 犬走り・土間捐｛葛、 EXP プール大破

捐傷、校含峡クラ ック

長坂中 C 側溝破損、外壁クラ ック、
格技室天井板落下、樫体

梁受柱モルクル落下、プ

レス破損、階段亀裂・破

祖

井吹台中 c 校合壁クラック、特別教
室扉破祖、天井板落ド、

外回り亀裂・陥没、屋体

柱上部祖傷

伊l11谷中 C EXP亀裂、 座体茄礎部浮 プール土9Blflug

き、階段タイル最ll離

櫨谷中 C 内外壁亀裂、 天井ポー ド
落下

押部谷中 C EXP亀裂、内外壁亀裂、 机 ．椅子 ・保怜9il1月1絡

柱頭部損1纂

西
玉津中 c 墜．柱亀裂、階段宅モル 電気設備損ほ、机・椅チ・

タル亀裂、クラブ棟 プロ 保管庫損傷

ック上部損傷

王塚台中 C EXP損傷、教室棟人：井板 電気設鋼損偽、机・テレ

落下、側溝会所損傷、渡 ピ・保管庫損偽

り廊下モルクル欠祖

平野中 C 内外唸クラ ック、 EXP損 プール大破 テレビ等損潟

傷、 fflll溝士間損傷

西神中 C 内外壁亀裂、ベントハウ
ス内壁損傷

神出中 c 外回り土問亀裂、屋体柱
上部破損及び内外壁亀裂

岩岡中 プールサイド土間亀裂・

沈下 ・モルタル浮き

222 
r 



●高等学校

区 学汲 ●名
9ング 直渾撼害

束
御影工業邸 c 渡り廊 I‘・・1;:;i段・ガラス・

t・.1111コンクリ ー ト破fli

瀾 赤塚山邸

中 “合，：3． C 外収i冶1又片9＊バネルポ

火
ード治 1:

兵 神氾底 A II！校令西側柱せん断破壊・

庫 傾谷I('I,•成）

須
須IH店； A 本鉗凍IIIIIII I府杵．せん1析破

壊 （`ドJ力）、他校令柱破
府 出、咽クラッ ク

西
神戸西麻 B2,.,？fll.裂、EXPflllt:；、恥 ：t

犬）t-落 l‘.

束
神戸暉菜邸 A 特Pl！棟柱せん1析戟成・傾

斜 （半戌）、 他校令柑．fil
潰 1U、外咽ク ラッ ク芍

兵庫商業科 81 内外咽クラッ ク・欠iH、

北 )＜・,£り ・火）,,.菜 ・柱ク

ラック

須
神戸T菜 tt B2 1勾外璧．廊ド ・使所等ク

ラッ ク、 ExPrmu、渡り
JM 廊 I‘.ri父Ui

中
摩耶兵庫底 B2 I勾外咽箔 Iヽ・メば((l.裂． 体

介館k)ド梁mm.階段ク
央 イル刹雌

乱 楠店 C 内部クラ ソク、床it(i糾

長 長`田」：業哀i Bl 中1：せん1析破壊、内外唸((J,

田 裂

●盲・養護学校

区 紐•l名
9ン，，9 建鞠撼書

中 盲学校 C HIiiコンクリー ト（U災、

央 渡り廊 Iヽ・収付部破ill

束
友生秀護 82 内外唸(U多1、ホール及び

磁-;:i'.-:K.JI'板殷IIi、ExPm
瀾 9U 

廿閲東蓑渡 C 内外咽([l_裂、上tlll犬より

灘 iliiu、上1111コンクリー,.
(I!.裂

闘
'i'f阻贔等蓑
護

棗
垂水養護 B2 教杢k}トポー ド破111̀ ft 

ト・部及び0,1溝破壊

棗
貨阻西養護 C 1..Iiilfll.裂・陥没、EXP破

11l、1ぷ沈F

●高等専門学校

西 I神戸下棠邸 I C EXPillftl 
等専門学校

撼 害 の 状 況

鯛疇・ 疇等 プール

プール本体及びプールサ

イド・濾過装ii，tiliiil

グラウン ド(U裂 プール人・破

周辺惰t咽fu裂 プールサイド沈 F.,t.;休
(U役

園辺擁唸fl!.裂 プールク ラッ ク

グラウン ド閉段 ・塀ク ラ

ック

プールク ラッ ク

塀の例戌・ （りl斜

績：害の状 況

鑽曝・疇響 プール

校令r.9lllt1地紐沈ド

スロープ1禎唸中lifu

プロック塀例壊傾斜

プール棟クイル!liiu

霰鑽 ．．品

給徘水・,-u父{,Jumjifu..K
珠，没紺iiliiu

屯’メ(,I9紺itiiiu．机・椅 f・・
i呆秤,,囮IHtl

屯：夕（股紺i{lliu、tJL・椅（.. 
保特I,llt!iiu

i及!,i,1.(Ji~ 、＼i'，{Jlfu

渇とHi.iii、,IIiilliL

給排水屯奴，I父伽il1(U

名とりi.fii,'[＇d「JlfLI

パソ コン守絨ill

給排水屯’メli没(/,1祖it1、
til．椅（・・保19:hlgmuii;

設● ●●品

給排水•,fl氣，ii伽iliiu 、

机 ・テレピ ・保和叫JIiii

机．椅(・・保・i抒It芍ilifu

机・ テレ ビ ・f呆呼／iitilifu

ピア ノ ・机・保和li等りし

IU 

給排水設伽illfu、ワープ
ロ ・f/l・ I呆管hli守tiliii

給排水ぶtiiHiliu

ダクト tlliu 、 •K験実判機

浴 ．，りhliflliu

． 考

,,,校舎西fl111illてff
え

：^館，附；t建て秤え

WJ'I！棟紐て特え

． 考

※この・安必は、文部省・人祓省のた‘必を受けた学校園の上な被，1f状況をよポしている これ以外にも粍微な敗¥ （披¥総簡兄込30JJl'I以ド）で社定を受
けなかった学校mlが、幼椎lidで、1校．小学校で 7校 、小学校で6校．合.lt17校ある。fIIIらかの被，tを受けた学校数は．これらを含め、令345校l?il2分校の
うち、 295校lid2分校に達してlヽる
※建物被，1fのラ ンク （神戸Ili公共仕築物甜災，1;¥1代会の構造判池悶介結米による）
A: 建て伶えが必要． Bl:~籾迅補強など人規校改修7: •Itが必要． 82: 中規校和度の改作「• •ltが必疫、 c: ＇各和腹の改修J_1iが必災
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学校園再開日、

●幼稚園

避難所ピーク時人数・解消日一覧

区 学校圃名 再1111B
遵●所ピーク峙

解消8 鑽考
月 8 人敦

深u：幼 2J I 1711 1/117-18「l 50 2112611 ＊ 

本庄幼 2H1111 

本山幼 2!11711 3Jl 13-5) I 15 Li 30 SJ l1811 ＊ 

束！，（（崎幼 2n1s11 

遊斗幼 2J I 1411 I J !21 II 150 1112211 ＊ 

瀾 ttm幼 2月1311 1月17-18LI 150 2112311 ＊ 

住，’f幼 2112011 1 l-l22-3f!20IJ 150 8112011 ＊ 

(t古台幼 211 611 21-14-1311 25 2111611 ＊ 

御影幼 2.1I 1:~ I I 

西郷幼 21-115「l 3J16-2099 420 8)12011 ＊ 

瀾 稗In幼 2111511 

六甲IlI幼 1月2311

あづま幼 2JJ 13H （，／i及小に含む） 9!11111 ＊ 

悶
神戸幼 2J l201 l 

が1鼠幼 2月1511

迷島幼 1 91 30 l l 

楠幼 2月1311

盆兵庫幼 2H 1311 1月24~2)―I1311 50 6) 11011 ＊ 

御蛉幼 2!1 71-1 2/ I 4 H 13 6) 12511 ＊ 

有鳥幼 I !130「l

イーI•9f幼 I)12311 

からと幼 I 112611 ※ 

IlIのまち幼 1) 127l l 

大池幼 2H 611 

化111幼 2)=l l lI 

山田幼 l fl231 I 

桜の宮幼 I !1261-1 

北
小部幼 Ifl23II 

心影幼 I 112611 

ひよどり幼 lrl2311 

曲那幼 l)l23U 

逍場幼 1月2311

八多幼 U12311 

大沢幼 1H23ll 

此屯幼 1月231-l

好徳幼 IJl2311 

淡河幼 1 rl231 I 

西野幼 2Ji24H (Jul1中西野分校に含む） I 1-l 1911 ※ 

屈丸111幼 2J I 6LI l/'117U 80 5l l I Il ＊ 

ひばり幼 211 611 

若宮幼 2) 11611 (-t1°・:::小に含む） 8/121LI ＊ 

多）ぼII幼 ll I 2611 1/117-2111 10 1n211-1 ※ 

横尾幼 1月2711

須 しらかわ幼 In251 I 

磨 束｛各合幼 1n311―l 

西落合幼 1 n23日

竜が台幼 1Fl231 I 

すがの台幼 lrl28IJ 

名谷幼 1月3011

呆が丘幼 l ri251~ 

束，し'.1i).し#1 21-1 411 
亜
l：高丸幼 IFl3017 1月17~18H 100 19118U ＊ 

水
巫水幼 211 417 

多1iり台幼 2月 2H

奥の池幼 2H 31」

区 学校纏名 再1111日
選膿所ピーク峙

解消日 鑽考1
月日 人敦

多Il1liii幼 l) 12511 

棗多1m東幼 1) 12811 

小束山幼 1)13011 

長坂幼 l J 12711 

太l_LI{f幼 I J 12311 

i)9川谷幼 2) I 111 

櫨谷幼 lJ 12311 

木ii!幼 1 112391 ※ 

押部谷幼 I J 13011 

西 美税が斤．幼 2J I l I I 

玉律第一幼 1「12711

l~i l!ITT二幼 2J I 111 

玉il！第：：：幼 2/) 211 

平野幼 I 112511 

神1し11幼 I JI 2311 

店IMl幼 2J I 311 

●小学校

区 学校■名 阿圃日
遵麓所ピーク閃

月 8 人敦

解消日 鑽考

〗
〗-〗ー[
[

一[-〗-[-]
〗-l
f
l
-
[
-

〗一〗一〗
一
[
[

trJ2t-2lll311 

lll22-2HI 

tJl22-24LI 

11125-2911 

11-121-2211 

1112111 

111211-1 

11)21-2911 

11125-2911 

1月2111

I rJ22-24 U 

11121-2811 

!Jl 18-1911 

11・121-2411 

1Jl21-211111 

1M2l-29「I

I)-12111 

2)141'1 

11121-291'1 

I rl26-2911 

11"121-2911 

1)-121-2911 

11-121-2911 

1)121-2911 

I H21-22IJ 

4
-
1
-
1

＿翌一
⑱l
―碑＿2-
噂一500-
g
-

碑-60
一畑一⑱一500
一亙一塁

詈
―loo_
1
-
g

8J130H 

8)12711 

10112011 

9n2s11 

89-128日

8)13117 

8J 1 15H 

8/126LI 

81121「l

12月21II 

8J12J I I 

9J 1 11 I―I 

1月19H

I J 12511 

It JI 611 

121--12111 

7l 129U 

※
一

※

＿
※

※

＿
※
＿

※

一
※

※ 

※
―

※

-
＊
＿
※

一
※

一
※

12rl2911 

10!1 811 

l2J-1 81 1 

6!1231_1 

12!128Ll 

12n24u 

※
一
※
一
※

＿
※

＿
※

一
※

224 

1「121-2411

I J-127-291-1 

lll27-29n 

I i-122-25日

800 

1.600 

2,300 

1.350 

8月1511

lOJ-11411 

9) 120日

8J―12111 

※

一
※
＿
※

一
※
＿
※
一
※

一
※

一
※

央凸
小野柄小

2 JI 1311 

2l l 13H 

1 Jl24-25LI 

1n21-2611 

3,000 

1.850 

9J―I 11 II 

SJ-12117 

※
 
※
 

若染小

二宮小

2J I 811 

21113n 

l 1 92J-29l_1 

IH2I-291 I 

800 

1.300 

8J-925n 

89121 91 

※
 
※
 



区 学佼lid名 I’ihlll 
避難所ピークIIふ

解汗ill 伽号 lズ． 学校1iI1名 Iり1/ll「I
避難所ピーク11↓

解ii'in 伽与
9 1 「l 人数 9 1 日 人数

神I;，→叩 Jillvlヽ 21 I GI I 1.1122-2911 l.'150 811 711 ※ 此Ill小 2J I 1311 11121-2,111 2.ooo 81).!1 II ※ 

IlIの和lヽ 2112011 1112111 1.800 911 I 11 ※ li位の池小 2111:rn 1112911 1.800 8IJ.!()11 裕,,, 
北野小 2112111 l ll21 ~24 1 1 I.(J()0 9) I 1711 ※ 御祓小 2111711 2)11:{-2011 2.8()() そ

央
沿小 2111311 11125-:l!ill 3.(){)(） 8JI IヽIll ※ l~ し．Q野小 'LI I 1311 211 ~ 11 5,()0() 8112211 氏

湊lII多litl小 2J I 811 11121-2211 720 8) 1 (il l ※ ぷ’Il池小 iJI 1:rn l)IW II I •OOO 12) 12111 染

泡狐小 l I)3011 l l I 21 II 300 I J 12211 ※ Ill 神必小 2)12011 I J 12911 1.500 91 I,111 9ヽペ・9 

平野小 2111311 JJl21-2211 700 8! I 1711 ※ 其四小 2) 1 131 1 I)121-2411 3.OOO りIIIHI I 互＇

沿i111Jヽ 21 J t:{ 11 11121-WII 450 8l 1231 1 吝 3応 lヽ 凶 I1:rn 2) / t:i-2711 Iヽ.：i(）（） 91 1 31 1 浜：

泣Ill小 21 I 811 11121-2211 900 12) 11111 ※ jと知lヽ 凶 12011 I J 125-2911 :l,(X)() 911 111 ※ 

菊水小 2J 1 131 1 l l l 21 -22 1 1 Iヽ8(） 8) I 1611 ．ゞ、 T・波小 2 J 12011 I JI 1711 &)(） I I I 1711 ※ 

鴨越小 211 711 1 l 122-2911 •100 7 JI :t II ＊ K!.¥＼小 2J 12011 I J 12611-281 I l.!J()() 図 12911 ※ 

兵 歩野小 211 711 I J /24-2911 30O 8) 121 II 祐 t',：宮小 2)） 16l l I 112911 95(） 糾 IZl11 ※ 

束111小 2J I L31 I llll4-29ll 6()(） ※ 西紺lliヤlヽ 2J I 1311 2J I rn-2011 5()(） 101 I 211 ，ヽ，.,． 

庫 会 1-・111,Jヽ 2112111 1JJ2,1-2Jl411 1,2()(） ※ 北須9代小 2J ! I：ナll l!l.!111 5~() 81 I GI I 太

兵庫人:llH小 2112111 1JJ2,1-2JJ1111 !）50 12Jl:!21 I ※ ,・::;,(,台小 1112:rn 1)121-2211 &i Ill I 1511 捻：

水木小 :l 11 :lll I 2 JI 411 l.300 ※ 多J閲II小 1!12611 tJli,1-2711 80 5J 1:1111 ※ 

和Ill岬小 2J I 611 iJ 12ヽ1-2JIヽ111 3uu I I)12111 ※ 板布小 2)11311 1 J I21-2!）1 1 2.:1:-1（） 8}はIll ※ 

1111沿小 ::!JI (ill IIJ:.!,1-:.!11411 710 8)12811 ※ 
須
求須111,1ヽ :.!lll:'111 1 112111 1.5()(） 8Jll!1 I I 序

浜111,Jヽ 叫 IGI I I I 126-2911 650 11 JI 711 斧 店咽IJヽ I)12711 1112111 7(） I J l:!711 ：が1

.9.i.,•彫l ヽ I JI :1011 1)121-2211 （う I J)1411 沼ヽ．、 妙法．＇和lヽ 211 fil I I 112411 1 （沿 8)1 111 合・

’'・野小 I 112311 ※ 横It!小 I)12,1 I I 弓

藤涼台小 1 JI l:{ 11 ゞ
lf'i 
l＇り II小 1112:1II 1112111 118 I))2611 ※ 

西Il i小 I JI :l:j I I ※ 神の谷小 I !12311 I J)2211 105 5JI I I I I 吝：

(i'Jlf台小 1 9 1231 l ” ヽ 松｝C小 1)1:1,111 I 1121-2211 1()(） 7) 12811 ；；・ 

{j『f束小 I JI::!:{ 11 ※ 束沿合小 1 9 1231 l I 112211 I()(） (~; J 1 3 1 1 啜

1,1flIi1小 l)l::1111 I /127-2811 205 :{J l I 11 ※ It谷小 1 J 12311 I 1121-2211 150 :l 112711 ※ 

人•池小 111261 I l II <!l 11 74 I 11291 I ※ 南落介小 1112311 11121-2211 :-l(iO 891 21 1 ※ 

(EI l vlヽ 2J I 111 1 JI 2211 15(） ,ilJWII ※ 西落合小 I J 12:lll 11122-2411 43 7 JI 911 ※ 

谷 l：小 1) 123 1 1 I J 12111 6 I)12511 ※ ；とが台小 1 IJ2al I 1112211 3(）3 9) 11011 ※ 

箕谷小 1 9 1231 1 1112111 26 2 / 1 4 1 1 ※ ・iが9)台小 1112811 1112111 2:1 I J 12611 ※ 

広陵小 1112311 ※ 塩屈北小 I I 12~1 I 1112111 5(） 1112¥111 祐•

筑紫がIr：小 I J 12311 I JI 1911 15 I J 12211 ※ I廿lll台Ilヽ I I 12311 I JI 1711 5 IJl1711 ※ 

桜の内小 l l 12311 !)122-2911 152 2) 12611 ※ つつじが1で，小 l I 12311 1112211 4 1112,111 ※ 

"1緑小 1112311 ※ 塩屈 小 1112411 I I 12111 42 fill ¥)II ※ 

111111小 I J 12311 ※ 乙木小 I J 12511 I I 12111 25 ill 711 汐

北 小淵凍小 1112:'lll l l l公2~2511 14() 2 JI 411 ※ 束 iffi水小 I J 12511 I J 12411 1,10 4)11711 ※ 

小部小 I J 12311 I! !~I I I 50 4112511 ※ 名谷,1ヽ I J 12311 捻

泉台小 I/は311 I J ]2111 6 I JI 2'J I I ※ 糾111ヽlヽ 1) 1 251 1 I) !:ll 11 25(） 4111711 ※ 

鈴I¥i台小 I l 12311 11)22-:!81I 139 4J I 411 ※ ,¥・[,).viヽ 211 111 I J 12111 160 ,11 I 411 ※ 

北 Ii.船小 I J 12:{I I I) 122-2911 62 2) 12(）1 1 茨 1証：i).L小 29 1 2l l I J12,1 II 65 2/ 12(）1 1 防’

南 Ji.栄小 I !12(>1 I 1)121-2111 21) 2)1,111 ※ ifl:西，；9：i)ulヽ I)12,111 1112111 212 :iJ 12711 ※ 

it彩小 I /1~31 1 11121-2211 IヽO 2) 11311 ※ fftが1,・. I 112711 I) 12111 15(） 5/ I 1!>11 ※ 

Jit411台小 I 112:~ 11 11117-:lOI I :1 Ill：う（）II ※ ＇民水小 1 112:111 I J)2711 30 6! I i1 I : 9•ヽ

ひよどり合小 I J 12'.{I I 11121-2211 1ヽ5 2112411 ※ 水 沿 ヶlt小 1 J l23l l 11122-2ヽIII 50 IヽJI 411 ※ 

蝦IJIVIヽ I I 12311 ※ 束以'I!{•小 1112611 IJl:.!111 80 5/1 811 序

近｝り小 I J 12311 ※ 舞(•小 1 J 12311 11121-2i11 35(） 79 1 91 1 平

八多小 I 112311 ※ 西昇 J'•小 11Ji311 ：ヽペ•9 

大沢小 I !12311 ※ 西脇小 l) 12311 t 112411 50 2/11311 お

貶le'.小 1112311 ※ 多lilllti小 l I 12511 19l21 1 l 70 4 I I 411 ※ 

鹿の仕VIヽ I 1]2311 ※ 多llり東小 I /13011 11121-2411 120 21 I 1:111 ※ 

好徳小 1112311 ※ 小如II小 IJ 13011 1112111 1ヽ00 21 I 111 吝

淡河小 I I 12311 ※ 本多liil小 1113011 I J 12911 1:{() 3) I 1311 ※ 

':-iii勺小 2) I 1711 I J 125-2811 500 HJI 111 ※ 多lit1合小 1 I ll:311 I JI.!411 190 4) I 91 I ※ 

名れ小 21 I 611 1) 121~29l l 1.000 9111111 ※ 神陵台小 1 l 12411 Lll27-2/l,1II 550 GI 12611 ※ 225 
返雀lt小 2/ I 611 11121-2211 104 2Jf 211 ※ 
貶
Jt1l1小 lJ I 611 I) l.!5～以811 20() ※ 

束町小 I J 12:-111 ※ 

小 ．＇ヤlヽ I I I l3 II 苓名

Ill 
宮II l小 2l 1 131 1 l) 12911 1.000 8J I2(）1 l ※ 西及坂小 I Jl2:HI IJl.!111 :10 'lll Ill 滋

池Ill小 2! I 1311 I))2111 1.000 8111311 ※ イi冷1小 l l l231 9 I I 12611 70 IヽJ 12:ll I ※ 

述池小 2Jl 13I I tJl21-2911 2.300 9J I 311 ※ 太111.＇ヤlヽ I I 12~1 I "ヽ・'9 



区 学校園名 IJiflllEl 
避難所ピーク時

解沿n 備考 区 学校園名 再開8
避難所ピーク時

解il'I□ 偏9
月 H 人数 fl H 人数

JI葡1次束小 1 9 123| l 11121-2211 I I)12,111 ※ 人:&知l1 I/ l2311 え

伊9ll谷小 I /12311 l) I 2l 11 12 4111211 苓； 鈴l~I台, ,, I I 12311 屯

賊谷小 1112311 ※ ),t.fll台,,, 1112311 I JI 1711 8 1111811 苔~c

糀台小 I 112311 l 112211 50 611 911 ※ 

狩場台Ilヽ I) 12311 ※ 

哨台りI I 112'.{I I ※ 
北
.l t h lI J ;,I• 1112311 さ：

竹の台小 I J l2JII 区: 八多IlI I I 12311 ※ 

樫野合小 I I I 2311 1 JI 1711 IO 1112711 ※ 人•沢II I I 112311 

AiIUlヽ I)12311 ※ 淡iIIJII’ 1 l l:.!311 ※ 

桜が,,.．小 I /12311 LJ 12111 150 2J1 :rn ※ ・公裕lr.III 2) I 611 ※ 

押部谷小 I J ll3II ※ ).LI I I中 211 611 lllWfl 270 8/11311 ※ 

西 北111小 I J 12311 ※ I西野分校 2l 124 1 9 l II 17-L911 20 1 II 1911 ※ 

ぷ湘1,)ヽ I JI :t:311 ※ 
長 西代rtI 2) 1 61 9 11125-2811 l.000 8J I 911 汰.， 

,m11屈小 I J /2311 ※ 
[l l 
,:・:;取台III 2JI 611 1)121-2811 l.000 IIJl21II ※ 

I;．i lt筍 ・小 I J 12311 lJ 12411 切 2)12011 ※ Ail送中 2J I 611 l l l21-29 14 1 1 700 8112011 ※ 

枝 ，'i小 I J !2311 J I J24~289 1 26 2/11311 ※ 人:t:和11 2!1 711 :m1311 610 8112911 ※ 

,，1,1合小 1 112:-111 11121 II 150 21 J 1911 ※ g何ケ林919 2 JI 711 1))21-2))411 2.()()(） 91 J IOl1 ※ 

淡釘多台小 1112311 ※ 太l11111 211 611 I Jl21 I I 1.400 8J ]2ll I ※ 

（ドH台小 I I I 2311 ※ 漑収,,, :!JI 611 2!113-311611 2.3(K) 9 1 J 13 1 1 ※ 

1’•9 f 4ヽ 1 J 1231 9 ※ 飛松,,, 2J I 811 I !12211 430 8112411 ※ 

神／1＼小 l) 123l l ※ 此i(T IIl I) 12411 I J 12911 1.100 7 J 131 LI ※ 

；’！岡IJヽ I J 12311 ※ 須 横1も11 I J 12411 I JJ:.!6-2711 5 211 911 ※ 

友が1,・.111 I) 12311 I J 12211 70 811 711 ※ 

●中学校 lt'i 東沿合 1ヽ・, 11 Ji:-ll I 1112211 27 2! IIヽII ※ 

須9怜It中 I I)2511 ※ 

区 学校1糾名 再旧n
逢難所ピーク時

解消H 備号 (1191台IlI 1 J 12311 ※ 

月日 人数
函治合,,, 1112311 ※ 

本11て中 2l l 13 1 1 11125-2611 1.000 7113111 ※ 屯が台,,, I J 13011 1 9 12l~22l l 100 61 1 91 l ※ 

ff.,.“’lI l I J 1311 I rJ22-251 I 1.200 9)1 111 ※ 挑111台中 I Jl231 I ※ 

束 本1111ti1I' 2) I 1311 ll l25-281 l 1.500 8112111 ※ 塩屈中 l) 1231 9 11121-2311 50 5112411 ※ 

本山IlI 2111311 I 112111 1.500 3111311 ※ ,t水束"' 1Jl3011 ※ 

渭 /l,,'fll1 2111311 11121-2411 1.500 9JI <Ill ※ 似III LI.I 1 !12311 tJJ21-2211 3(） I I I.!4 IJ ※ 

御影,,, 2Jl nil 1JJ2111 1.000 J J J 12711 ※ 
→帷 IE*＇11 I /12311 1)121-2211 ISO 411 411 ※ 

向i和19 .I 113011 tJ I 21-2411 200 I J) 2511 ※ 歌敷Il l 9 9―, IJ 12311 I I 1'2211 200 391 61 1 ※ 

収1,r:,11 2)I 1311 1 9 121~29 l4 9 1 ~)()0 11 J 12711 ※ 水 屈陵台I.I., I J 12311 IJ 12111 260 5J I 1511 ※ 

恥れ1が19 211 611 2111:111 900 9JI 1311 ※ 多liil束,,, 1 /12311 l l 124 1 1 200 2J l 131 1 ※ 

瀾 屈iHII~II 211 711 2l l4-3l 1 6[I 350 10 JI 811 ※ 本多liilIII .1112311 tJ 12111 30 4JI lOI I ※ 

1乏昨1|9 21 I 611 1)124-2911 300 8112011 ※ 砕 fIlI I 112311 1)!21-2211 180 3)12011 ※ 

lこ'Jlfヽ,, 211 611 11121-2)1411 600 8112011 ※ 神陵台It, 1112311 I) I 1711 250 3 l 1 6 1 l ※ 

筒）栢が11 211 611 I 1)21-2))411 400 9112211 ※ 太11.1.＇和,, l 112311 ※ 

“：介Il’ 211 611 1112711 265 l l ll 1511 ※ 及坂III l il231 1 llll7-1811 13 1 II 1811 ※ 
I I.I 
“‘j l I l’ l II 611 L/l.!1-2411 6(J l 112511 ※ Jt-吹台巾 l 11231 ! ※ 

央
神I”l:．IIII l 1 21 9 61 1 l i121 -2211 2.000 8112811 ※ f}りII谷Il←’ 1) 12311 ※ 

柚,,, 29 1 61 1 1)121-2411 600 8!11511 ※ 櫨谷,1, 1!12311 ※ 

沿｝均111 I J)3011 1 J l21 l l 200 I Jl221 I ※ 桜が庄19 1,-12311 ※ 

淡III 211 711 1 J J21~221 1 430 8J 12111 ※ 西 押部谷巾 I !123「l I J 126-2811 14 ,!J 11711 ※ 
歩野..,, 2Jl 611 1112111 350 I J 12211 ※ 玉illI{I I)12311 ※ 

兵 淡Jil叶I 2!11311 1 Jl21-2211 2.000 12月2611 ※ じ塚台I•I., 1112611 I))2111 70 41I1111 ※ 

兵J,)1.中 29 9 13l l I Jf 21-291.1 2.000 ※ 、r•野 11 1 I /12311 
庫 |」砂校 2112411 西神,,, IJl23R ※ 

須佐野ヽ,, 211 611 1 /124-2911 800 8112811 ※ 神111,.,, IJl2311 ※ 

占lII中 2) 1 6l l 1/-124-2911 1.000 8112111 ※ 岩岡,,, IJl23n ※ 

( i .,·~, ,.,, I /12311 I II 1711 15 I)I 1911 ※ 

打野,,, l / 12311 J/119-2)118日 6 2l l 181 1 ※ ●高等学校

226 
1,’f限,,, I J 12311 I)122-2811 181 2)11311 ※ 

大池Il1 I I 12611 1112411 412 2/11311 ※ 
..Jt 
山1―II I l I I I ]2311 ※ 

区 学園名 flJIJIIH 
遵疇所ピーク岱

解消日 鋼考
H 日 人敦

1L;1凌IlI I J)2311 ※ みt塚山科 2) J (if) 1 JI 2111 600 8))211:1 ※ 

桜の和,., I J 12311 ※ 品神9ゴ暉菜if5 2112011 lfl2l-24f1 1.300 8月2In ※ 

)j滉llI l l | 23 1 1 甑 訓彰［羹帥 tl | 10 | | 6 1| 1 1-| 骰9 *ll↓l I! ※ 



広 雫攣.名 再●a 遍ピーク疇
鯛躙B ●考

．`、 ．＂日 ：人戴

悶
“合高 1i―124 Fl 1月21-29A 350 9月17日 ※ 

摩耶兵庫高 2月171-1 I Fl21-29I I 300 8l l l811 ＊ 

＆ 
神泡祁 2月141-1 1H2l-291J L.200 ※ 

楠？ぷ 2月 11] （湊Ill中に含む） ＊ 

北 兵庫滋棠祖 lJ-1231―) 1!12111 100 3月 2U ※ 

は是田工業謁 2「I131-1 11121-2月411 500 10)12911 ＊ 

闊須9"麻
1月261] l ll26~2)I I3II 600 6!1 41] ※ 

神戸工業高 IJ-1241―l 

西 神戸西狂 I J-l 231J ※ 

●盲 ・養護学校

厖 雫 ■名 ”●e 遍ピーク呻
鯛 B 鑽考

月日 人戴

溢 友生養護 2n23H 1月21H 200 8J 127n ※ 

瀾 廿悶東養護 2n22日 1月21-2511 3,000 12) 12811 ＊ 

悶げ 2H23「I 1)129「l 900 7 Fl31 II ＊ 

計tt叫高等贅護 211 11-1 ※ 

亜水： 
垂水秀護 2J-J 6LI JJ-j2611 30 6)12611 ＊ 

iIt叫西養護 2J l 2「I

●高等専門学校

1区l 学校■名 1 "圃日 遍•賃ピーク”

月日 人敷
鱒渭日 1鑽考

函1工業祖等妍’'lI11130FI ※ 

※印..平成6年度神,;,Ii地域~Ji 災，l l• IIIりにおける収容避難1祈

*1U•平成 6 年度 ~11 1 ;,Ii地域防災、11-t,1りでぱ収容避難所に指ぶされてし、なかっ

たが． ．急き ょ避難{J収を受け人れた学校1;_~

-F!J・・・平成7年12)l木現（I:で避難所が解il'iされて tヽが、．．f：校I{iI
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支援団体

●義援金

●北海道
咄札幌市スボーツ振り如lt業団
札幌藻岩泊j等学校生徒会

--J:jjlj市寸f．多寄中学校

，笞小牧I.h立豊川小学校児窯会
室蘭市立悩砂小学校児屯会

紋別市教戦日

螺湾小学校

●膏森県

n即 ll/jは市観光協会
●岩手県

西根町立西根中学校生徒会

盛岡市教育委員会

盛岡バッIヽ ・カンクータ・ フェライン

●宮城県

仙台市教f1センター所貝
ll!ll仙台市スポーツ振典事業団
hll台Iti立向肱冶中学校生徒会

宮城し［し民生協小林支部

フリーマーケ ッ 9• 実行委H会

●秋田県、
成漱レーソングスキースポーツ少年団

仙北郡角館町伝承館

●山形県

天窯Iii教育委員会
Iii陽市立赤湯中学校生徒会
●茨城県

江戸崎町社会福祉協議会

江戸崎町 ．`f．江戸飢り中学校生徒会

閲束地区教背研究所連盟

取手市立19―1111小学校PTA

●栃木県

南｝｝l；須町立下江川中学校PTA

●群馬県

前屈1ド人利根町了•ijtff成会

●埼玉県

川Lli訳r.tl：哀lI学校生徒会

熊谷市立大播中学校戦貝• 生徒
埼玉県立公立中学校市務戦目研究協議会iili和支部

志木市v．志木中学校かしわ学級
杉戸町It広島中学校1年5糾

所沢市 「あづまの森の音楽会」実行委日会

鳩ヶ谷市立r+.i小学校児潰会
●千葉県

市lllrliff.IEl分小学校PTA
rIIlllIl•i ‘ヽr真間小学校保演者 ・教戦員

榔•f1教脊委員会教戟貝課

叫汗朗市スポーツ振興事業財団

千然Tl改千城台西小学校
ライ オンズクラプ国際協会333-C地区

（木吏illLC.、木吏津中央L.C. 、 ~l1 ケ i1liLC.、木
吏津金鈴LC.)

●東京都

跡見学l~I中学校・高等学校臣l ，り委員会
呻安藤記念奨学財団

江戸川区立南葛西第マ．小学校PrA

LS甲子園グ）レープ (01°1:lliE業、裕豊1組Ji、明徳
企業、新記総業．パール出↓業）

大ぬ町立淡本地小学校児沢会

人・1-H|:,(．．立大森第一．．中学校PTA

大田区立小学校PTA連絡協譲会 ・
矢「酒小学校PTA
大田区立束刺布中学校牛徒会

葛餓i区y．水元小学校PTA
筍飾区立Ill沿小学校教職日・リ遭
咋学研

小林荻泉堂

59l釦 1バf_4(li」：第2中学校生徒会
狛江市ヽ 'r．り（l江第3小学校
狛江市1’Li(l江第4小学校生徒会 ・!"TA

新宿区 ＇ヽが,,.込筍3小学校生徒会

スポニチ ・エンクープライズ

摂田区立両国11―'学校校長会． PTA・ 生徒会
セゾング）レープ労働組合総述合会

世田谷区V．桜野小学校第421可卒業生
セノー（困

全国国公立幼稚園PT応直絡協議会

全国国公立幼稚園長会

全国婦人会館協議会会貝

全日本教職員組合中央執行委U会
全日本実業柔逍述盟

曲総合教育研究財団

台束,~．．立浅草小学校児童会

台東区立育英小学校児童会 ．PTA

中央区立泰明小学校PTA
東京都立杉並工業高校3年B組

東京都特別区社会教育主事会

敗島区．立品南小学校PTA
豊島区立雑司ヶ谷小学校児蹂会

豊島区立高南小学校

中野区fr．沼袋小学校児童会
日本オリンピック委員会

日本空手道建心館

叩□本サッカー協会
牡J:)日本女十体育連盟阪神大震災救済委員会

八J’．子市立上館小学校児迅会
八1牙子市立由井第二小学校児箪会
日野市立邸幡台小学校5年1組

文京区立小学校PTが糾盟、中学校PT心嬰盟
文東区立l対口台町小学校PTA
保谷市立栄小学校P1̀A
保普邸等学校生徒会

紺日新Iit1東京社会1ぼ業団
町田市v.l:Iil際版画美術館
町田市 ．ヽr.博物館
武蔵野市 tヽ人野1±1小学校PTA
武蔵野市立第5中学校牛徒会

文部省教百助成局施設助成課戦t三i
●神奈川県

綾漸市ff. -t棚小学校児童会 • PTA

綾瀬市立北の台小学校

伊勢原市立竹園小学校児哨

洵老名 I•Ii立有馬中学校牛徒会

鎌介市立第一小学校児f化会
川崎rliヽ．f．古市場小学校
学悦喚浜神スクール

秦野riiy直り巻小学校児童会
秦里hlfv．渋沢小学校児哨会
桑野市立東小学校リむK会
秦野市立南小学校児派

藤沢市立鵠洋小学校PTA
学校法人藤田学園 滑l見台みとり幼椎lRI
横浜市教育委Q会

咄横浜市スボーツ捩棟！lt業団
咄横浜市体育協会

横浜r訂野球連盟

横浜叶i立公田小学校父1l"J:と先生の会

横浜市立みたけ台小学校父母と教師の会

●新潟県

大潟町立大潟中学校生徒会

柏崎市立鋭が沖rf1学校屯徒会
柏崎,wヽ＇r．半田小学校児童会
柏崎市立東中学校生徒会 • PTA ・教職員

柏椅市立北条中学校生徒会

柏椅市ヽ 7松浜I-l1学校生徒会
柏的すこやかグループ

津乃峰小学校

翌栄市体脊協会

中村JII！髪店
呻新潟県埋蔵文化財渕；代49業団
新潟市立iIit-i小学校戦日・太陽子供会
新潟市立f7新中学校生徒会

●富山県

束砺液郡小学校教職貝

●石川県

金沢市教材備品協）J会

●福井県

武生IIfライオンズクラプ

敦賀市教育委員会

●長野県

r．松中学校生徒会
小川村立小川小学校6年牛

木曽福晶町立黒）1|小学校児童会 ・PTA

木，,.,,,福島町立福島小学校児童会

木曽揺島町立福島巾学校生徒会

牟礼西小学校4年生

●岐阜県

喝汰垣市体育述叫

金山町の音楽仲間

岐阜市小・中学校職H有志
ナカシャクリエイティプ（約カラーメディア事業部

メナード美術館

●静岡県

消水町立西小学校児童会

同年会（浜松市）

浜松市寸芳川小学校

●愛知県

瀬戸田町 tヽ．高根小学校児1誼会
丹原町ヽ ＇r.丹原束中学校
暉名古閑市スポーツ振熙事業府l

呻名占犀市体脊協会

名古屋市立千種台中学校生徒会

名古／1かli立hり物館収貝
●三重県
貝弁郡北勿中学校

上野1liゞ［．依那古小学校
三重県立木本高等学校生徒会

桑名市立lti義小学校児童会 ・精義幼稚園
孤野町立竹永小学校FrA・児煎

名張rl.j社会福祉4i務所

●滋賀県

愛知川町立愛知中学校

人沖市立旦子山中学校PTA

｛社1町｛f益 11中学校生徒会
在l:f本9：り1詳文学芸術家l廿l,・町

大同塗料仰

LI本ポー トセーリング協会
野洲町＼＇f．野洲北中学校

●京都府

SECランナーズ

網野町役場

京都教脊大学第一．社会科学科

曲れ都市体育協会

）i（都市v．大宅小学校FrA
サマーフェスティパル実行委貝会

京都市教育委員会

国松町緑会 ・国松子供会

●大阪府

大阪狭I i i市立東小学校児蛍会 •町A ・教贖員

大阪市学校園教職口組合

叫ヤ大阪市学校給食協会

大阪市教育委員会

咄大阪市スボーツ嵌製協会

学用品を急いで送る会

浄金寺 ・子i共会 ・念仏奉i」：団 ・ゴルフ愛好会
全労済近毀大阪府本部

人•I司登料エンジニアリング事業部

豊能町立古川中学校生徒会

枚方市 ＇ヽr．津田幼椎園収貝
枚方市立殴山第二小学校PTA
藤井寺Fl-ii建友会
藤井寺rl和7第 ＝．中学校生徒会
緑瓜台子ども会



●兵庫県 ●学用品 （細NAX銀座ショールーム

明石市立泊水小学校2年生 ft梅市立咬台中学校
アクッ四 ●北海道 （船大石屯機製作所

アジア ・アフ リカ国際奉tl:l！オ団 典和工業1株） 大田区立中萩中小学校PTA

大河内町立大河内中学校生徒会 札幌市立円山小学校サッカー少年団 大田区立南蒲小学校学背保行所父母会

川西市清和台地区i't少年育成市民会議 美唄市立束小学校児蛮会 柿生シティハウス

教職い中央研修所受講生有志 ●岩手県 曲教育設備助成会

曲神戸市スポーツ教育公社 西根町立西根中学校生徒会 協同組合日本ニューパッグチェーン（約丸筈鞄店

神戸rIfテニス協会 盛岡市立大慈寺小学校児沢会 （眈古紙再生促進セ ンクー

神戸市立岩岡幼椎l翡PTA ●宮城県 （困三省堂流通センクー

神戸市立大沢中学校生徒会 仙台キリス ト教育児院 渋谷区立体山中学校生徒会 ．PTA

住友ゴム」．．業（株 多fi城市立山王小学校 ほなみ児童会 昭和図11f（掬

総合リハピリテーシ ョンセンクーイI志 ●秋田県 ジレットジャパン

姫路rIi立安室中学校野球部父母会 天王町立天王中学校2年4組 杉並区立杉森中学校JRC
●奈良県 ●山形県 世田谷区立八幡中学校

大和郡山市立郡1.1.J巾学校教職口 南阻市立赤湯小学校児童会 七ントラル邸業（船

大和店田市立片塩中学校 ●福島県 総合スポーツ（切

●和歌山県 福ぬ県立RN；麻農業裔等学校 台東lヌ立竜泉中学校ポランティア部

,,,』本町教職員主任手当を考える会 福島市立渡利小学校4年1組 TBSラジオ全国こども祖話相淑室

●鳥取県 ●茨城県 （困束典化学研究所

船岡町教育委目会 桂村立岩船小学校 翌島区立千)II中学校有志

●島根県 神柑町社会福祉協譲会 豊島It立雑口）谷小学校PTA
ハイヌーン ・しまね つくば市役所桜9守含福祉部 中野区立中野本郷小学校5年1組

●岡山県 つくぱ市立並木中学校PTA 日本標準

岡山一番街揺店会 波蛤町立植松小学校有志 八王子市立由井第二小学校2年2紺父兄 ・担任

岡山市立大元幼稚園PTA ふたば幼椎園父母会 パンセ進学教室

寄島町立寄島小学校 g・渓学園ポランティア同好会 福生市立福生第四小学校児童会

中Al村スポーツ少年団野球部 ●栃木県 ホーオー物産昧）

●広島県 JF上履物店 保谷市立住吉小学校

因島1ii立上佐小学校児童会 ・教戦貝 宇都宮短期大学附屈潟校2年13組 町田rl1立忠生第六小学校3年2組

指定都市科学館述絡会議（広島市こども文化科学 ul磯信用組合束栄支店 武蔵野市立大野田小学校PTA

館） ●群馬県 文部省

原口奨学生の会 桐生市教育委員会 （梱よむよむ有志

閲広島市体#振典’lt菜同 ●埼玉県 （掬リプラン総務部

広島市立舟人小学校FrA 上尾市立西小学校児童会 ●神奈川県

●山口県 上尼市立東中学校生徒会 駆木市建設業二世会

防府市立玉祖小学校5年2組 朝術市立朝綬第一小学校5年生 綾瀬市

●香川県 浦和市立岸町小学校3年 1組 川崎市立中野島中学校

生活協同組合コーブかがわ 浦和市立辻小学校5年2組 川崎市立登戸小学校

●愛媛県 ｛困栄光 川崎市立宮内中学校生徒会

愛媛大学モダンダンス部 春E1部市立粕墜小学校4年 1組 座1111市立東中学校PTA

新届浜市教育委目会 春日部市立立野小学校PTA 白百合幼児学園

●高知県 川越市立武蔵野小学校2年2対l ノンノン

凸川郡 F八川小学校児潰会 ・教戦員 越谷市立桜井南小学校 ピレジサン子供会

森知市新堀体育会•新堀体育館有志 束京店大第三謁校 藤沢市立晶・砂小学校

●福岡県 鳩ケ谷市立辻小学校児沢会 藤沢市立辻党小学校

北九州市立市丸小学校児斑会 飯能市立飯能第一中学校 マルク洋服店

北九州市立土汁！役小学校児潅会 ぺんてる（樹 大和市立大野原小学校児煎会

曲福岡市スボーツ根興4~業団 三芳町立三芳中学校生徒会 横須賀市立諏訪小学校

帥福岡市9本脊協会 八潮市立八椙小学校PrA 横浜市教有委U会総務課

福岡市立美#I台小学校児選・父母教師会 ●千葉県 横浜市立秋総11学校生徒会

●長崎県 市川市立国府台小学校4年2組 横浜市立伊勢山小学校

打1リl町立森野小学校 市川市立第一中学校文化委日 横浜市立市ケ尾小学校

島原市立第Ji小学校PTA・学校 ・児1，it 曲イハシアイステージ常盤平営業所 横浜市立大曽根小学校

長崎市立北大浦小学校 曲＿I::原教育振興財団 横浜市立大綱中学校生徒会

●熊本県 大原町立東海小学校JRC委員会 横浜市立小田小学校

戸崎小学校児童会 柏市立柏第五小学校PTA 横浜市立桂台中学校

錦町立錦中学校生徒会 箱ーホテル東京ペイ 横浜市立篠原小学校

●大分県 千葉県立松戸謡校3年7刹l 横浜市立裔舟台小学校

佐伯市教脊委員会 千菓市立轟町小学校 横浜市立谷本小学校児沢会

●鹿児島県 13本赤十字千菓県支部 横浜市立鶴見工業麻校

岩川小学校児貿会 萩原洋品店 横浜市立寺尾中学校

川内市1可心也絡協議会 はまや洋品店 横浜市立都田小学校

●アメリカ合衆国 布津市立“津中学校 1年生生徒会 横浜市立中和田小学校

ウィル ・ロジャー小学校4年生 プックス エン ドウ 横浜市立氷谷小学校

（オクラホマ州ステ ィルウォークーml 松戸市立殿平賀小学校PTA 横浜市立名瀬小学校4年2紺 229 
クスカンスクール （ニュージャージー州 印マプチ 横浜市立西失小学校

ポークストリート小学校 （ニューヨークrfi) 矢切サッカークラプ 横浜市立原中学校生徒会

●スイス 八千代市立村J:小学校6年3組 横浜市立平戸小学校

国際オ リンピック委U会 四街辺動物病院 横浜市立二つ棋小学校

●オーストラリア ●東京翻 横浜市立文庫小学校

セン トラルクイ ーンズラント人ー？ 足立区敦＂辰興公社 横浜市立元石川小学校



横浜市立師l淵小学校 東海女子邸等学校2年9社1 吹田IIi立青I_l_1台中学校生徒会
●新潟県 名占松観光自動車ドラゴンツアーズ 吹田市v．吹III束小学校児咽会
おれんじはうすH!ROMI 顧客サービスチーム 吹田ilitr」柏l1[1J小学校児滋会
頚城村立I剥Il小学校児童会 奈良井保育園＝．袋＋t屯； 消教父母布志代表

新潟rnヽ ［長悌小学校児濱会 西ノ入固地会 泉北教戦員組合

新潟市V．真砂小学校 5年 I・ 2組 u進市立H進束中学校生徒会 邸し・市-rf.ii'i邸幼椎園

●富山県 ヒシダ画材＆スクジオ 悩石ilIヽt羽衣小学校分会
小矢部松下粕t縣｝あすなろ会 名束郵i史け梨配，裸4班 悩槻市す£阿武山中学校牛徒会

姫野麻店 ●三重県 蒻槻Ifi立柳J ll •I―I学校生徒会

舟柏村立舟屈小学校児咽会 品lI町立 1,．．津小学校児童会 （掬タナペ経常 大阪本社

●石川県 安洪町立安ね小学校児童会 （船第一教研内 「兵庫臥南部地9を支援対策会」
金沢市立長田町小学校 河芸町立NI叫中学校プラスパンド部 第一~生命石切支部

かみや文具店 関町 •ヽr./Jfl太小学校比敬会 ダイキュースポーツ

ヒ1喜市少年剣逍教室 創価学会育LIJ支部 人・・東rli立北条小学校児童会
ヒ尾市役所 共ケ丘幼稚li'l)PTA 帝塚山学院小学校

ヒ尾rli立束淡小学校 多度町立多度中小学校児敵会 （WI、ンポ鉛咽

1J.1中町立Ill巾中学校2年 1糾 祁市立高田1|I学校 (1お,,,野本店

●山梨県 津市立店野l:r!:小学校 能勢町1r．久佐々小学校児沢会
イワサキスポーツ ナカシマ塾 東 f供会頑'jIiり班

櫛形町立櫛形北小学校児童会 フクミヤ H立化成ポリマー（切
須玉町立須玉小学校児濱会 三屯県V．白 f邸校生徒会 枚Ji市立悼楳北小学校PTA
ぬダスラ ップサーピス ：：：di測試（困 枚方1 1i 'ヽL怜然西小学校児歎会 •PTA

弥生会 MUSIC BOX 藤井寺市ヽt道1Itl寺中学校
竜王町{L北中学校 ●滋賀県 ヘアーサロンホック

ローソン甲府相牛店 愛知川町立愛知小学校2年4紺 ミノルタメデ ィアワークス（仰

●長野県 安必JII町v．広瀬小学校 八尾rh悴itll本サッカー少年団

木曽揺島町立黒川小学校PTA 今津町立今ill西小学校 占‘ぶ製汲はJ広報グルーフ
佐久市V」佐久城11.1小学校6年 3糾 大津市立達坂小学校 ぶ！売テレビ世界児激画展センクー

下諏訪町立下諏訪南小学校4年2糾 大i:l!rl,i立漸III束小学校児iit会 ライツたけのこ—fi共会

長野県高等学校教戦目組合 公文式甲西中央教室 緑風台f•ども会

貶野県寸．松本紐ケ給尚校 A個荘町立Ii憫iI小学校児lit会 ●兵庫 県

長野店校教組飯山北分会 滋買県立堅E1:1,［5校 19]石市ヽ ，f.消水小学校2年4:.

麻｝貶野コクヨ 滋質県｛f.岸t1凍涵校 尼崎,Iiq_．浜Ill小学校リむit会
南木軒町 fゞ.If.i木け中学校生徒会 彦根市立lu山小学校児咽会 円応教正報教会

楢川村tl楢）11中学校生徒会 守llI女十ぬ・校 柏1原邸校イ ンターアク トクラプ
美麻小中学校生徒会 ●京都府 !Al占IIIJ炉t歩け協会
宮内社業（株1 l印今村金牛．堂 MI,Jj川市役所内}Jll古川

山ノ内町立1111J1中学校牛徒会 )；（月i,h立人-rt小学校：｝年：ぅ糾 ツーデーマーチ実行委員会

山ノ内町役場 京都市立上）バ中学校生徒会 加州市立Inl西射院さつき会
●岐阜県 点都lfl立貞教小学校 iIII-Jt-炸峠園
糸貫町1,f.If{;田小学校 茶逍必千家 ガールスカウト兵卯第461,Jf
岐阜巾立長良束小学校PTAコスモスクラプ ●大阪府 グランドメゾン新伊丹 J’・{Ji会
関1"fi立旭ケ丘小学校3年 2紺l アイザックゼミ 賢1りl女学院’l:．徒会

唾JF町ヽ＇r．必佐小学校児f≪会 雨のR文祁 神戸,,, Lゞ i)t/ll谷幼椎l~ll
フー ドセンターカネミッ 泉人・illi柏It少年活動リーダーグループ 神戸市立泉台小学校PTA
●静岡県 411泉市立在川」台南小学校 神戸市立店岡中学校生徒会

あたみポランティア会 和呆市立和気小学校 神戸ili¥'L押部谷小学校
大井川町立大Jt-111中学校牛徒会 沃木市役所 神戸III立小部束小学校
（ぬ9ii絲 H.S.F.A義援物m係 神戸市立西体育館職員

修浮寺町 1[.條苦寺束小学校卒業生父兄打志 エピス庇会 ，神戸市立箕谷小学校PTA
セイ シンスイミングスクール 大阪廂某大学人，試4t務李 神戸市立山ITl小学校PTA
□本赤I-・3ftt静岡県支部 大阪市役所 神戸市立山の街福祉センク ー洋故教・ギ

浜松市立追分小学校5年2紺 大阪市教行委貝会 神戸市立行が小学校Pl‘A
（困ムトウ 岬大阪,Ii教#振典財団 コンフォール子ども会

ヤマハ（因 大阪,.恥＇f_北I:l•1近小学校PTA 西武百貨店塚新店ミキハウス

●愛知県 大阪市V．玉JII小学校教職員 剖価学会

愛知スズキ販氾困岡鯰営業所 大阪市V．鶴見商業高校2年7糾 総合リハピリテーシ ョンセンタ ー

愛知中学校生徒会 大阪市立茨田南小学校 第一ll胡：l}（和
愛知文教女子短期大学 大阪朝鮮邸級学校 盟岡市教h委 員会社会教ff諜
浅井商店 人・阪府立幅井邸校 西宮中央教会

安城市立桜林小学校 大阪文具工業述盟 13本赤十字社兵庫県女部
梅川地梅川北部f（共会 おしお幼稚園 姫路rliv．野里小学校FrA
Aコープ下1(1店 迅手l"I学院小学校PTA 呻給）J団追放兵l,it収民七ンクー
栄徳，渇校炎泊科 貝塚rド立中央小学校児選会 [40松le'.カパン
大治町立大治南小学校児童会 #l-l台団地布ぷ ミチパ文具＼和

230 朴H井市立中部中学校生徒会 J IIF[I f供育成会 ●奈良県

（ド[l井市す．中部小学校生徒会 学校法人江灯II学園 くれたけ

ガールスカウ 1• 愛知殷第49団 頑張子供会 奈良ロイヤルスポーツクラプ

llti四宝'1:,: 北l}I文具店 日本キリスト教l:J1人村）キリス ト教会支板 委は会
中部屯力（抹 極束ノート（株 ●鳥取県

東海小学校 公文教百研究会 符頭町vゃ，＇頭 III学校
束汁,;,Ii立．I川木届南小学校リい濱会 K.RC. •島l収！↓v．倉占束高校



●島根県

宍辺町立宍道小学校校長

●岡山県

彩の会代表

岡山市立福谷小学校児咽会

きるみ屋

{T敷市立E島1¥i小学校
創価学会兵心ネッ トワーク

経ノ木子供会

連合岡IlI

●広島県

MI、l「町立安野小学校児沢会
熊野町教宥委員会

底藤和

喝1広島[，;し相互扶助会

i矧広島平和文化センクー

● 山口県

安田1湘院

橘町教＃委fi会
防府市立牟礼南小学校

”島県
穴吹町立i開名小学校
しらさぎ台十供会

●香川県
！！す田町立財田上小学校PTA

寒川町立天上中学校生徒会

長尾町y．長尾幼稚園

●愛媛県
谷LI運動具店

松山市立味牛小学校

●高知県

公文教育研究会甜知中務局

屈知市立青柳中学校生徒会

・福岡県
浮羽町ff浮羽中学校

協同組合13本ニューパッグチェーン（困

大閑カパン店

福岡市経済振典局中小企業部

福岡市立野芥小学校児童会

福岡嬰娯学園

●佐賀県
柏日本文教センター

●長崎県

長＊奇県経済部経営指祁諜

貶鯰市立 日吉小学校児背会

●熊本県

たから保脊園後援会

●宮崎県

宮崎県民生協小林支所

●鹿児島県

鹿児品市立吉野小学校児滋会

●都道府県不明

花田学園

●救援物資

●北海道

暉 L幌市スポーツ振興事業団
札幌市立中央図書館

ほるぶ札幌支店

●宮城県

帥仙台市スポーツ振輿事業団

●秋田県

秋田県立近代美術館

秋田市立千秋美術館

角館町平幅記念美術館

●茨城県

鹿島町立中央図i'F館
●群馬県

郡馬県立図f}館

●千葉県

キャノン販売(Iお
I肋—T-朗市スボーツ振割l！引団

千然市v．北部図1濱i
束邦大学薬学部

●東京都

アップルコンピューク（約

（株イーディエス

（困石坂ミ ュージカルエンクープライズ

板揖区立1月1賀保有l!'ll
角IIl1}店

（株生間造形コンサルク ント

クラリス（困

公？f健康：敗害補代予防会

江束区立東叫~I肉館

新宿区教宥委員会

新潮社

全国学校図方館協義会

曹洞宗国際ポランテ ィア会

たばこと塩の博物館

千代田区教育委目会

暉東芝

東芝生性技術研究所

日本放送協会

叩E1本）'rflこ会謙所
U本赤十字社

（闊日本体育施設協会

日本図内館協会

u本労働組合総連合
野村生涯教育センクー

昧 ヒューコム

婦人之及社

ふゅーじょんぷろだくと

プック・オプ・ザ・マンス・クラプ

目黒区立緑が丘図［！！館

目黒区寸．目黒本町図1J館
●神奈川県
測｝横浜itiスポーツ振興事菜団
●新潟県

新井市立公民館図苫室

新潟県立近代美術館

●福井県

武生市立図1f館
三方町立図？t館
●静岡県

静岡高校教職日組合 ボランティア隊

~±市立中央討院

●愛知県
刈谷市ライオンズクラプ

瀬戸町立図]}館

（採 トヨタケーラム

曲名古届市スポーツ振興事菜団

名古屋情報システムズ（困

●三重県

伊勢市立図内館

天理教東海大教会

・滋賀県
大津市役所住民自治課市民スポーツ課

湖東町農村閃境センター

八日市立図巧館

栗束町立図笞館なの根文庫

● 京都府

（掛宇佐美松鶴堂

宇治市立中央図内館

京邪YMCA

京都アンデルセンハウス子ども文庫

京都国立博物館

京都府立総合汽料館

グリーン文庫

光琳社出版

西安造形短大図術館

田辺町立中央図1引館

味籾利堂

八絹市立八幡市民図内館

瀧谷大学学友会放送fuj

●大阪府

GlA 
アイサワロ［業111:l
和泉百年会議所

匹内I•11洋行

大阪狭山市役所

l的大阪市学校給食協会

大阪市水牲物卸tt年会
1賄大阪市スポーツj辰興協会

大阪市立中央図也館

曲大阪ff年会議所
大阪府立I甜l際児窟文学館
大阪府YL中之島図｛！隙館

大阪府立夕阻丘図{11館

大阪有線放送社

関西テクニクスサウンド曲

近畿公共図内館協議会

近畿所ti.I（株）
熊取町立図山館

典風社

金光学園

堺市立中央図苔館

堺泉北ロータリークラプ

吹田市立中央Iぎ咄館

ステーキハウスまつの

尚槻市立天神山図び館

大束市立図、り館

常盤薬品工業

豊II哺 立中央図占館
長居珠鉢学校

H本アッブジョン（困

日本棋院関西本部

閻H本デーク通（古協会

枚方市立図内館

フジイデンタル（掬

貨七ゼロックス（掬

松原市民図也館

八尾市立図tf館
ヤンマーディーゼル（船

暉吉田印刷

●兵庫県

昧伊藤園

エーサイ（困

大塚製薬

（樹岡村製作所

沖屯気工業神戸支店

小野市内店組合

小野市福祉事務所

小野市役所

小野市立旭丘中学校

小野市立市場小学校

小野市立大部小学校

小野市立小野小学校

小野市立小野中学校

小野市立小野東小学校

小野市立小野南中学校

小野市立河合小学校

小野市立来住小学校

小野市立下東条小学校

小野市立中番小学校

カシオ計箱機誅

（松関西黒板

関西セルラー貨話（困神戸支店

学習塾立志社

北区小倉台有志

キリスト教神戸宣教協力会救援対策本部

コープ神戸冑谷店

神戸有馬ロータリークラブ

神戸海星女子学院中・高等学院
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神戸ヤクルト販光（困 ●神奈川県 ●東京都

(U侃図齢者牛きがい副泊協会西描閉支部 横浜市教育委日会 H本i'f年会議所
さく ら銀行小野支店 横浜市役所 ●神奈川県

＝．田tt年会議所 ●新潟県 横浜海港祭実行委tじ会

三洋電機竹報機沿圏 中里村教育委員会 ●山梨県

役肉1t業協同組合述合会 ●長野県 山梨県白根町

（即セルマー 下條村役場 ●京都府

セント ・キャサリンズ ・カ レッジ 泰1',1村役場 久美浜町教育委員会

神戸インスティチュート 原村役場 ●兵庫県

龍野市教育委員会 ●岐阜県 →木村年会議所

（約屯通関西支社神戸営業局 岐l:ttII教台委員会 湊漁菜共同組合

LI本共産党 神戸市中央区復災対策本部 国府町教ff委員会 ●山口県

日本緊急桜助隊 ●静岡県 JR西日本
R本赤十字社兵庫支部 静岡県教育委日会 山口県観光課

日本ピククー（約 水窪町教脊委貝会 ●高知県

兵／ili県立1吝1m館 ●三重県 国立笞打戸少年自然の家

木R隈徒イエスキリスト教会 r':f-1.I I町役場・同教育委員会 ・同社会福祉協議会 ●スイス

村l湖屯装味 布t111野山村留学推進委員会 インターラーケン市

（困村上」：務店 I：野市役所 グリンデルワイド,Ii

（困淀川製鎮所 桑名rliPTru!I!合会 ●フランス

狸想科学 ［：業ぬ 鳥羽市教育委屈会 エールフランス

●奈良県 三if(県南勢町教ff委日会 ●オーストラリア

奈良眼北葛城郡司-i!JI広域交流会 美杉村役場 オースト ラリア旅行業界

●和歌山県 ●滋賀県 ●ポーランド

臼浜がgの会 湖北町教育委貝会 ニェポウォミッツェIIi

●岡山県 ●京都府

岡山市立御休小学校 京都市教ff委目会
金光1忍l因館 ●大阪府

●広島県 大阪市教布委位会 ●ボランティア
廊広島市体育振興,1i業団 ●兵庫県

●徳島県 香住町教育委只会 ●東京都

徳島限吃博物館 学校法人市川学院 全日本教戦は組合（全教）

●香川県 ●奈良県 全日本ILi治団体労慟組合（自治労）

L1本共産党香川県委口会 山添村教百委屈会 日本教戦a組合 （日教糾）
●愛媛県 ●和歌山県 ●神奈川県

松山市新」i昧洒校区 柄淵111村留学センター 神奈川県医寂班

●福岡県 白浜町教育委只会 ●長野県

（勅福岡市スポーツ朕典lt業団 ●岡山県 NGO医療ポランティアチーム

●鹿児島県 H生町教行委貝会 ●愛知県

：布志町役場 ●山口県 刈谷市ライオンズクラプ

川内叶i役所 錦町教ff委は会 ●滋賀県

（u[愛サッカースボーツ少年団） 柳井市教行委員会 滋買限理容閃境術生同菜組合

●都道府県不明 1111―,l’；し庁 長浜•i!f年会議所

JEA巡回子供センター ●大分県 ●京都府

みっぱち子供文f,jl. 竹田市教行委員会 り（都市消防局

●宮崎県 岬プレイスクー）レ協会

宮崎！↓教有庁 ●大阪府

●鹿児島県 泉人・律市福祉誅

●ホームステイ受け入れ登録 来野町教育委員会 大阪芸術大学建築学科

佐多町教育委員会 大阪大学

●北海道 竜l"1小学校PTA 大阪巾之島ロークリークラプ

音調津洵浜体験留学制度推進協議会 鐘淵化学じ業(tお
木古内町教行委il会 サープ

●岩手県 摂il！百年会議所

束和町役場 ●被害調査 トナ ミ運輸（松

水沢市役所 束大阪廿年会艤所

●宮城県 ●東京都 共柄建設(t.お

仙台市thlI台蒻等学校 兵lilu几南部地震技術閲脊団 マルイクリエイショ ン（株

●秋田県 文部省被災状況潤査団 （切ヤマト連輪美術梱包部

小坂町教脊委只会 ●京都府 ●兵庫県

●福島県 京都造形芸術大学文化財科学研究所 MOA INTERNATIONALポランテ ィア隊
福凶!M庁 ●兵庫県 NGO阪神大複災地元NGO救扱連絡会議
●埼玉県 神戸史学会 文化竹報部

埼玉収教有委い会 神戸女子大学 （松OAイナハラ
n本下水迫事業団 歴史賓料保全↑i'1報ネットワーク 神戸市立有野台小学校FrA

232 ●東京都 布野台ふれあい給食会

足立区役所 神戸市立打野中学校PTA
川崎市教行委口会 カネテッデリカフーズ（抹

小平市役所 ●児童生徒の招待 神鰭1n1神蛸町
llt田谷区教行委口会 窮しのヤ小尻ライフサイエンス

八-fi子市役所 ●山形県 神戸インスティチュート

武蔵野市役所 温洵町あつみあたたか塾 神戸府用福祉（協）



神戸市町A協議会

神戸市野外活動ジュニア指導者協議会

神戸第68団ポーイズ

神戸大学

神戸大学国維寮

神戸丑合ライオンズ

金剛盤

社会揺祉法人明照保有園

（困シンエー

（切セルマー

瀾ポランティア

日本ポーイスカウト神戸41団

13本労働組合総連合兵庫県連合会（連合兵庫）
野々村デンソー有限会社

兵庫教村大

兵庫県教職員組合（兵教組）

兵庫臥胄年洋上大学

●奈良県
生駒甘年会議所

天理教

奈良県教育委員会

大和裔田・御所背年会議所

●岡山県
被災者救援ポランティアの会岡山

※教育委員会を窓口としてご支援をいただいた団

体名のみ掲載し、個人のご支援および学校園等

に直接いただいたご支援は掲載しておりませ

ん。また、冥災の滉乱の中での名称・住所等の

不明などご了承ください。たくさんのご支援を

ありがとうございました。
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編集後記

あの大地裳発生から 1年、実に長かったようでもあり、束の間に時間が流

れ去ったようでもある。

その間、教育委員会としては、この震災体験を教育の未来に生かすべく、

神戸の教育復興に向けて鋭意努力してきた。 しかし、何から手をつけるにし

ても、全く初めての体験であり試行錯誤を繰り返したり、手がかりのない

中で、いたずらに模索を続けたりする時期のあったこともまた事実である。

しかし、 「神戸の教育再生緊急提言会議」や 「神戸市教育懇話会」を開催

して提言を受け、その具体化に向けて何度も災害復興本部内での検討を堕ね

る中で、震災体験を生かす教育の創造への一つの方向が見えてきたと考えて

tヽる。

震災による教育の被害状況、その応急対応、復旧への取り組み、体験を生

かしてめざそうとしている今後の教育の方向、これらを全国や世界に発信し

ていくのは神戸の責務であると考え、この記録某を編集した。

編集の過程で改めて惑じたことは、この 1年、神戸がここまで歩んでくる

までに、なんと多くの人々の心からの支援をいただいてきたかということで

あった。深く感謝の気持ちを表するとともに、この記録集をとおして 「神戸

はがんぱっています」と報告をさせていただこうとも思う。

各地における防災の検討索材として、少しでも役立つならば、これに過ぎ

る喜びはない。

神戸市教育委員会

阪神・淡路大震災

檜和り敦育の再生と偏這への摩み
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